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プラグ イン 八 イブ I」 ッ ド 車の 特徴 や 運転す るまでに 必要と な 
る 操作、 を 意び 説明して あ 0 ます。 


走行- 停止の 方 巧 やを 全 運転の 方法び 説明して あ 0 ます。 


室内 装備を 快適に ご 使用いた だくた めの 説明び して あ 0 ます。 


車の お 手入れ- メンテナンス に関するち 法び 説明して あ 0 
ます。 


故障 や パンクした とを など、 万一のと をの 対処に 関する 説明 
びして あります。 


車の 仕様 や カスタマイズ 機能に 関する 情報び 記載して あ 0 
ます。 


本書に 記載され ている 情報を 五十音順な どのち 法で 探す こと 
びで さます。 


六 一力 ー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムを 装着され たちは、 
別冊の 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 ち 併せて お読みく ださい。 
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知つ ておいて いただを たいこと 


[本書の 内容に ついて 


本書は オプ ショ ンを 含む すべての 装備の 説明を しています。 

そのため、 お客様の 車には ない 装備の 説明び 記載され ている 場合び あり ます。 
また、 車の 仕様 変更に より、 内容び お 車と 一致し ない 場合び あります ので ご了承 
< ださい。 

トヨタ 販売店で 取り付けられた 装備 （販売店 オプション） の 取り扱いに ついて 
は、 その 商品に 付属の 取り扱い説明書を お読み < ださい。 

イラストは、 記載して いる 仕様な どの 違いに より、 お客様の 車の 装備 や 色と 一致 
しない 場合び あります。 

本文 中では、 この 車両 独自の 機能 説明 （外部 電源からの 充電 等） や 車両 固有の ま 
意な どの 記載 部分では r プラグ イン 八イフ 1」 ッ ド システム」、 その他の 記載は 「八 
イブ U ッド システム」 と 表記して います。 


[不正 改造に ついて 


• トヨタび 国 ± 交通 省に 届け出を した 部品し ツ外 のちのを 装着す ると、 不正 改造 
になる ことび あります。 

♦ま 高を 下げたり、 ワイド タイヤを 装着す るな ど、 車の 性能 や 機能に 適さない 
部品を 装着す ると、 故障の 原因と なった D、 事故を 起こし、 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あ 〇を険 です。 

• 八ン ドルの 改造は 絶対にし ないで ください。 八ン ドルには SRS エアバッグび 
内蔵され ている ため、 不適切に 扱 ラと、 正常に 作動し なくなったり、 誤って 
&<ら み、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 
ます。 

• なの 場合は トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

- タイヤ- ディスク ホイール- ホイール 取 0 付け ナッ トの 交換 

異なった 種類 や 指定し U がの ちのを 使用す ると、 走行に 悪影響を およぼした 
り、 不正 改造になる ことび あります。 

- 電装 品の 取り付け、 取 D はずし 

電モ 機器 部品に 悪影響を およぼしたり、 故障 や 車両 火災な ど 事故に つなび 
る おそれび あ 〇を険 です。 

• フロン トウ イン ドウ ガラス、 および 運転席- 助手席の ドア ガラスに 着色 フィ 
ルム （含む 透明 フィルム） などを 貼り付けないで ください。 視界を さまたげ 
る ばかりでなく、 不正 改造に つなび る おそれび あ ります。 
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[運転に ついての ごま 意 


他の 車 や 歩行者な ど、 周囲の 状況に 常に ま 意を 仏い、 安全運転を むびけ て < だ 
さい。 

飲 ミ 酉 運転は 絶対し ないで ください。 お ミ 酉を 飲む とま 意力と 判断力び にぶり、 思い 
びけ ない 事故を 引を 起こす おそれび あります。 また、 眠気を ちよ おす 薬を 飲んだ 
とさち 運転を 控えて ください。 

運転 中に 携帯電話を 使用したり、 装置の 調節な どを しないで < ださい。 周囲の 
状況な どへの ま 意び 不十分に なり、 大変を 険 です。 八 ンズフ 1」 一し:! がの 自動車 
電話 や 携帯電話を 運転 中に 使用す る ことは 法律で 禁止され ています。 


[車両 データの 記録に ついて 


お 車には、 車両の 制御 や 操作に 関する データな どを 記録す る コンピューターび 複 
数 装備され ており、 主にな のよ ラな データを 記録し ます。 


- エンジン 回転 数 
- 電気 モーター 回転 数 
- アクセルの 操作 状況 
- ブレーキの 操作 状況 
- 車连 

- シフト ポジション 
- 駆動 用 電池の 状態 

グレード •オプション 装備に より 記録され る データ 項目は 異なります。 なお、 コ 
ン ピュー ターは 会話な どの 音声 や 映像は 記録し ません。 


• データの 取り扱い について 

トヨタは コンピューターに 記録され た データを 車両の 故障 診断- 研究開発 • 
品質の 向上を 目的に 取得- 利用す る ことび あります。 

なお、 なの 場合を 除を、 トヨタは 取得した データを 第兰 者へ 開示 または 提供 
する ことはありません。 

- お 車の 使用者の 同意 （1」 ース 車は 借を の 同意） び ある 場合 
- 警察. 裁判所. 政府機関 などの 法的 強制力の ある 要請に 基づく 場合 
- 統計的な 処理を 行 ラ 目的で、 使用者 や 車両び 特定され ない よ ラに 加工した 
データを 研究 機関な どに 提供す る 場合 
•  G-BOOK による データの 取り扱い について 

お客様び G-BOOK を ご 利用の 場合、 記録 データと その 使用に ついて、 G- 
BOOK 利用 規約を ご覧く ださい。 
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[イ ペン ト :? — タレ J — 夕 一 ■ 


お 車には、 最適な 車両 性能を 維持す るた めの コンピューターを 搭載して います。 
この コンピューターは システムび 正常に 作動して いる ことを 診断す ると 共に、 衝 
まのと さや 衝突に 近い 状態のと をの データを 記録す るイ ベン ト データ レコ ー 
ダー (EDR) を 装備して います。 

エアバッグ コンピューターに 搭載して いる イベント データレ コーダーび 、衝突の 
とを や 衝突に 近い 状態のと をに; 欠の データを 記録し ます。 


- エンジンの 回転 数 
. ブレーキ ペダルの 操作 状況 
•  きず 

- アクセル ペダルの 操作 状況 
- トランス = ッシ ョンの シフト ポジション 
- エアバッグ 作動に 関する 情報 
- エアバッグ システムの 故障 診断 情報 
イベント データ レコーダーは 会話な どの 音声 や 映像は 記録し ません。 


参 EDR  ~T 一 夕の 開 71^ について 

トヨタ および トヨタび 委託した 第 = 者は、 イ ベン ト データ レコーダーに 記録 
された データを、 車の 研究開発を 目的に 取得' 流用す る ことび あります。 な 
お、 トヨタ および トヨタび 委託した 第兰 ちは、 取得した データを なの 場合を 
除を、 第兰 者へ 開示 •提供す る ことはありません。 

- お 車の 使用を の 同意び ある 場合 
- 裁判所 命令な どの 法的 強制力の ある 要請に 基づ < 場合 
- 統計的な 処理を 行 5 などの、 使用者 や 車び 特定され ない よ ラに 加工した 
データを 研究 機関な どに 提供す る 場合 


[保 話 および 点検に ついて 


な 証 および 点検 整備に ついては、 別冊 「メンテナンス ノート」 に 記載して います 
ので、 併せて お読みく ださい。 

曰 常 点検 整備 や 定期 点検 整備は、 お客様の 責任に おいて 実施して < ださい。 
(法律で 義務付けられて います） 
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A 警告 

■おモ さまを 柔 せる ときは 

おモ さまを 車の 中に 残した ままに しないで ください。 車内び 高温に なって 熱 射 
病 や 脱水症 状に なり、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる 
おそれび あります。 

また、 お テ さまび 車内の 装置を 操作し、 ドア ガラスな どに 挟まれたり、 ライタ ー- 
発 炎 筒な どで やけどしたり、  運転 装置を 動かして、 思わめ 事故に つなび る おそ 
れびあ 0 を険 です。 

お 車に お 子 さまを 乗せる 場合は、 お 子 さまの 安全を 確保す るた めの 注意事項 や 
チ ャイ ル ドシー トの 取り 付けち などを まとめた r チャイルド シー トの 取り 付け」 
(一 P.  219) を お読みく ださい。 

■駆動 用 電池に ついて 

絶対に 転売- 譲 ミ 度- 改造な どを しないで ください。 廃車から 取り はずされた 駆 
動 用 電池は 事故 防止の ため、 トヨタ 販売店を 通じて 回収を 行って いますので、 ご 
協力  <  ださい。 

適切に 回収され ない となの よ ラな ことび おこり、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 
の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

• 不法投棄 または 放置され、 第兰 者び 高電圧 部位に 触れて しまい、 感電 事故び 
発生す る 

• 装備され た 車両し U 外で 駆動 用 電池を 使用 （改造な どを 含む） し、 感電 事故、 
発熱 •発煙 •発火- 爆発 事故、 電解液 漏出 事故な どび 発生す る 

特に、 転売' 譲; 度な どを 行 5 と、 巧手に これらのを 険 性び 認識され ず、 事故に 
つなび る おそれび あ 0 ます。 

■駆動 用 電池の 廃棄に ついて 

駆動 用 電池を 取りは ずさない ままで お 車を 廃棄され た 場合、 高電圧 部品' ケー 
ブル •それらの コネクターに ふれる と、 深刻な 感電のを 険 びあります。 お 車を 
廃棄 するとを には、 トヨタ 販売店で 駆動 用 電池を 廃棄して ください。 駆動 用電 
池は 適切に 廃棄 しないと、 感電を 引を 起こし、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死 こに つなび る おそれび あ 0 ます。 
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本書の 中の 表示に ついて 


警告 •ま 意- 知識に ついて 


A 警告 


ここに 記載され ている ことを お守りいた だかない と、 生命の 危険 または、 重大な 
傷害に つなび る おそれび あります。 お客様 自身と 周囲の 人々 へのを 険を 避けたり 
減少 させた りする ためおず お読みく ださい。 


心ち 意 


ここに 記載され ている ことを お守りいた だかない と、 車 や 装備 品の 故障 や 破損に 
つなび る おそれび あります。 


曰 知識 


機能の 説明 や 操作ち 法の 説明し ツ 外で 巧って おいてい ただをた いこと、 巧って おく 
と 便利な ことを 説明して います。 


I イラスト 内の 表示に ついて 

Q セー フ テイ シンボル 

"しては いけません" "このよ ラに しないで くださし V’  "このよ 5 な こと 
を 起こさないで ください" とい ラ 意は を 表して います。 


操作を 示ず 矢印 

〇 スイッチ などの 操作 （押す •まわすな ど） を 
示して います。 

!：：> 操作 後の 作動 （フタが 開 < など） を 示して い 
ぷ 9  〇 
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1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ツド システム について 

プラグ イン 八 イブ リツ ド システムの 特徴 


プラグ イン 八 イブ リツ ド システムは、 電気自動車の 経済 ■性と 八 イブ リツ 
ド 車の 実用 性と を 併せ持った システム でず。 

• 外部 電源 か 日の 充電に よって 得た 電気を 使用 して、 一定 距離 ’X を電 
気 自動車の よ ラに 電気 モーター のみで 走行ず る ことび でさまず。 

• 駆動 用 電池の 残 量び 減少した 場合は、 ガソ U ン エンジンを 併用ず る 
八 イブ リツ ド 車と して 走行ず るよう に 自動制御され、 長距離の ドラ 
イブを 可能と しています。 

走行可能 距離は、 駆動 用電 ミせ の 残 量 や 車 速、 エアコンの 使用 状況な どに よ 0 変化 
します。 また、 走行 状況に よ 0、 ガソ IJ ン エンジンを 併用す る ことび あ 0 ます。 


□ ガソ U ン エンジン 
□ 電気 モーター 
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■  EV モード 時 

急 加速 時な ど 一部の 状況を 除いて 電気 モーター のみで 走行で さま 
すび、 駆動 用 電池の 残 量び 少な < なると、 EV モードは 解除され ま 
す。 EV モードでの 走行 状態を 長く 続ける ために、 次の よ ラな 点に 
ご 留意く ださい。 

• エネルギー モニター/ 八 イブ U ッ ド システム インジケーターで、 
EV 走行可能 距離を 確認して ください。 （一 P.  47,  267) 

• 急 加速 や 急減 速を 避け、 スムーズな 運転を むびけ てくだ さい。 

急 加速を <  り 返ず と、 駆動 用 電池の 残 量び 早 < 減少し まず。 ま 
た、 急 加速 や 速度に より ガソ U ン エンジンび 始動し まず。 

• なる ベ < 控えめ な 速度で 走行して < ださい。 車 速び 高 < なると 
EV 走行可能 距離は 極端に な 下しまず。 

■  HV モード 時 

一般的な 八 イブ U ッ ド 車と 同じよ ラに 使用ず る ことび できまず。 
HV モー ド 時は、 走行 状況に 応じて、 主に; 欠の ように 制御され まず。 

• 停車 中は ガソ U ン エンジンを 停止し まず。 

• 発進 時は 電気 モーターを 使って 発進し まず。 

• 通常 走行 時は、 ガソ U ン エンジンと 電気 モーターを 効率よ く 制御 
し、 燃費 効率び 最適になる ように 走行し まず。 また、 必要に 応じ 
て 電気 モーターを 発電機と して 動かし、 駆動 用 電池へ 充電し ま 
ず。 

• アクセル ペダルを 大きく 踏み込んだ ときは、 ガソ U ン エンジンと 
電気 モーターの 両方の 動力に より 力強 <加 速し まず。 

■減速 時 •制動 時 （回生 ブレーキ） 

車輪び 電気 モーターを 発電機と して 動かし、 駆動 用 電池へ 充電し 
ます。 

この 回生 ブレーキ 機能を 積極的に ま 用して 駆動 用 電池に 電気を 蓄 
える ことで、 EV モードでの 走行可能 距離を のばず ことび でさ ま 
す。 

また、 HV モード 時を 燃料 消費を 抑える ために、 回生 ブレーキ 機能 
のま 巧び ち 効で ず。 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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-1. プラグ イン 八 イブ IJ ッ ド システム について 


I プラグ インハイ プリ ッ ド システムの 制御に ついて 

プラグ イン ノ  V イブ U ッ ド システムは、 EV モードと HV モー ドと い ラ 2 つ 
の モー ドで 走行し まず。 2 つの モー ドの 切り かえは、 システム によって 自 
動的に 制御され まず。 

また、 EV  /  HV モー ド 切り かえ スイッチで 切り かえる ことち でさまず。 
(一 P'  31) 

駆動 用電 ミせ の 残 量び 十分に あると をは EV モードで 電気自動車 のよ ラに 走行で を 
ます。 また、 駆動 用 電池の 残 量び ミ咸 少した とさは 自動的に HV モードに 切 0 かわ 
0、 一般的な 八 イブ リッ ド 車と 同様に 使用す る ことび でを ます。 

■  EV モード 


駆動 用 電池に 蓄えられた 電気を 使 
用 して、 電気 モーター のみ X’ で 走行 
します。 

車両の 速度、 負荷な どの 状況 や 暖房 
の 使用に よ 0、 一時的に ガソ U ンエ 
ンジ ンび 併用され る 場合び ありま 
す。 


■  HV モード 


駆動 用 電池の 残 量び 減少し、 電気 
モーター のみでの 走行び でさない 
ときは、 ガソ U ン エンジンと 電気 
モーターを 併用す る 八 イブ I」 ッド 
車と して 機能し ます。 

エコ ドライブ モニターで プラグ イン 八 
イブ IJ ッ ド システムの 作動 状況を 確認 
する ことび でを ます。 


車両び EV モードの 状態のと きは EV ドライブ モード 表示な （ ) 
び 点 巧し、 HV モードに 切 0 かわる と、 EV ドライブ モード 表示 巧は 消な 


しまず。 
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EV  /  HV モード 切り かえ スイッチ 


住宅街での EV 走行に 備えて 電池 エネルギーを 温を したいと さな どに、 EV 
モードと HV モー ドを 手動で 切り かえる ことび でさまず。 

高速道路 や 登坂 路を 走行ず ると さは、 電気 消費量を 抑える ために HV モー 
ドで 走行ず る ことを おず ずめ しまず。 《 （一口. 已 4) 

^  HV モー ドに 切 0 かえた 場合で ち、 EV 走行可能 距離び 低下ず る ことび あ 0 ます。 


スイッチを 巧す 

巧す たびに EV モードと HV モードび 
切 D かわ D ます。 

EV 走行可能な 駆動 用電 ミせ の 残 量び な 
し、 ときは、 EV モー ドに 切り かえる こと 
はでを ません。 


充電に ついて （一 P.  84) 


EV モー ドで 走行ず るた めに、 車両 
の ご 使用 前には、 あらかじめ 外部 
電源から 駆動 用 電池を 充電して < 
ださい。 

駆動 用電 ミせ の 巧 量び 十分 にないと、 EV 
モー ドでの 走行可能 距離び 短くな 0 ま 
す。 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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-1. プラグ イン 八 イブ IJ ッ ド システム について 


I マイルー ム 機能 

車両に 充電 ケーブルを 接続した 状態で "パワー" スイッチを ON モード 
にず ると、 外部 電源からの 電力に よって エアコン や オーディオ、 シート 
ヒーター などの 電装 品を 使用ず る ことび でを まず。 

マイ ルーム 機能を 使用す ると さは、 供給 電力の 大 さい AC200V での 使 
用を おすすめ します。 


■ 画面 表示に ついて 


バ ホル - - 12:00 

nr  PM 

一 kH  j  ^  ^ 巧ち 巧 力 

lx  一^  ■  1 如. 

井 

TFIP0  746.0k.  巧ち 巧 了まで l.Oh 


ITI11P266 


充電 電力と 電気の 流れが エコ ドラ 
イブ モニターに 表示され ます。 
(^P.  44) 

エアコン 使用 時な ど 消費 電力び 大 をい 
ときは、 駆動 用 電池の 電力ち 使用し ま 
す。 その 場 含、 充電 電力は 負 （マ イナ 
ス） の 数字び 表示され ます。 


■マイ ルーム 機能 使用 中は 

♦ エアコン 使用 時に 駆動 用 電池の 残 量が 下限に 到達す ると、 エアコン 
が 自動的に 停止し ます。 

再度 エアコンを 使用したい ときは、 いったん "パワー" スイッチを 日 FF にし、 
充電 量び 回復した あとで 再度 "パワー" スイッチを 日 N モードに して 使用して 
< ださい。 

♦ 駆動 用 電池への 充電 時間が 長 < なります。 

♦電波の 状況によっては ラジオに 雑音が 入る ことがあります。 
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I 車両 接近 通報 装置 

ガソリ ン エンジンび 停止した 状態での 走行 時、 車両の 接近を 周囲の 人に 
知らせる ため、 車 速に 応じた 音階で 通報 音を 鳴らしまず。 車 速び 約 
2 已 km/h を こえる と 消音し まず。 スイッチ 操作で 車両 接近 通報 装置を 
OFF に して 消音ず る ことち でさまず。 


OFF にず るには、 "パワー" スイ ッ 
チび ON モー ドのと を、 スイッチ 
を 押ず 

スイッチ 上の インジケーターび 点な 
します。 再度 スイ ッチを 巧す と ON に 
なります。 "パワー" スイッチを ON 
モー ドに する ごとに、 車両 接近 通報 装 
置は ON になり まず。 


口 知識 

■回生 ブレーキ について 

なの 場合、 車の 運動 エネルギーを 電気 エネルギーに 変換し、 駆動 用 電池へ 充電 
すると 共に 減を 力を 得る ことび でを ます。 

♦シフ ト ポジションび D または B で 走行 中に、 アクセル ペダルから 足を 離した 
とを 

参 シフ ト ポジションび D または B で 走行 中に、 ブレーキ ペダルを 踏んだ とを 

■  EV モー ドの 走行可能 距離 

♦エネルギー モニター. 八イフ U ッ ド システム インジケーターに 表示され る 
「EV 走行可能 距離」 （一 P.47,2 己 7) の 表示を 目 まにして ください。 

•  EV モードでの 走行び 可能な 距離は、 駆動 用 電池の 充電 状態 や、 車 速な どの 
状況に より 変化し ます。 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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-1. プラグ イン 八 イブ IJ ッ ド システム について 


■駆動 用 電池の 巧 量び 減少し、 EV モー ド か 5  HV モー ドに 切り かわった あとは 

長い 下り 坂を 連続 して 走行す るな ど して 駆動 用 電池の 充電 量び 回復す ると、 EV 
走行可能 距離び エコ ドライブ モニターに 表示され、 EV モー ドに 自動的に 復帰し 
ます。 

EV 走行可能 距離び 表示され ている のに EV モー ドに 切り かわらないと をは、 EV  / 
HV モー ド 切り かえ スイ ツチを 押して EV モー ドに 切り かえる ことび でさまず。 

■燃料 補給に ついて 

プラグ イン 八 イブ U ツ ド 車は、 外部からの 充電に より 蓄えた 電気を 使用して 走行 
します び、 補助 動力源と して、 また HV モー ドで 走行す るた めの 動力源と して ガ 
ソ 1」 ン エンジンを 搭載して お D、 燃料の 補給ち 不可欠です。 燃料 計を 確認し、 残 
量び 少なく なった とを はすみ やかに 燃料を 補給して ください。 （一 P. 191) 


■  EV モー ド 時の ガソリン エンジンの 作動に ついて 


駆動 用 電池の 残 量び 十分に あり、 EV 走行可能 距離 （一 P.47,2 己 7) に 走行 可 
能な 距離 数び 表示され ていて ち、 なの 場合^ ま 自動で EV 走行 （電気 モーターの 
みでの 走行） び 解除され、 ガソ U ン エンジンを 併用した 走行に 切り かわる ことび 
あります。 （再度 EV 走行び 可能な 状態に なった 場合は、 自動的に EV 走行に 復 
帰します） 

♦暖房な どを 使用 している とを 

♦八 イブ U ッ ド システムび 高温のと を 
が 天下に 駐車した あと や、 登 降 坂'  高速 走行 後な ど 

♦八 イブ U ッ ド システムび 低温のと を 
約 0 でを 下 まわる よ ラな 低温 下に 長時間 駐車した あとな ど 

♦急 加速 時な ど 一時的に パワーび 必要な とを 

♦車を び 約 100 km/h 1；(上 のとき 

♦アクセル ペダルを 大 をく 踏み込ん だとを や 坂道な ど 

♦  EV モー ドの みでの 連続 使用に より、 約 200km を 走行す るまで 一度ち ガソ U 
ン エンジンび 始動し なかった とを 

♦か 気温び ほいと を （一 lO’CUl 下） 

状況に よ 0、 上記の 他に ち EV 走行び 解除され る 場合び あ 0 ます。 
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■ガソリン エンジンの 自動 停止に ついて 

車両の 状態に 応じて、 ガソ 1」 ン エンジンび 自動的に 始動 •停止し ます。 ただし、 
なの 状態では 自動 停止し ない ことび あ D ます。 X’ 

♦ガソ U ン エンジン 暖機中 
• 駆動 巧 電池の 温度び 高い とを、 またはな いとを 
♦駆動 用 電池 充電 時 
♦暖房を かけた とを 

状況に よ 0、 上記の 他に ちガソ I」 ン エンジンび 自動 停止し ない 場合び あ 0 まず。 

■車を 長期 間 使用し なかった とさは 

車を 長期 間 使用 しなかった 場合は、 補 機 バッテ 1」 一 や 駆動 用 電池び 充電 不足に 
なって いる 可能性び あります。 駆動 用 電池び 極端に 充電 不足になる のを 防ぐ た 
め、 少なくとも 2 〜 3 ヶ月に一 度は 八 イブ 1」 ッド システムを 始動し、 ガソリン 
エンジンの 作動び 自動的に 停止した あと、 "パワー" スイッチを OFF にして くだ 
さい。 旧 EADY インジケーターび 点な 後、 約 10 秒 経過しても ガソ U ン エン ジ 
ンび 作動し ない 場合は、 そのまま "バワ ー’’ スイッチを OFF にしても 問題 あり 
ません） 

♦マルチ イン フ ォメーシヨ ン ディスプレイに r 補 機 バッテ U- (始動 用） 充電 
不足」 び 表示され た 場合は、 P. 已 1 己の 記載に 従って 対処して ください。 

♦補 機ノ （ッテ U -び あびって しまって いる 場合は、 r 補機ノ （ッテ U -び あびっ 
たと をは」 （一 P. 已 47) の 記載に 従って、 対処して ください。 
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■  A イブ リツ ド 車 特有の 音と 振動に ついて 

この 車は READY インジケーターび 点な し、 走行可能な 状態で ち、 通常の 車の 
よ ラに エンジン 音 や 振動び ない ことび あるた め、 走行可能な 状態で ある ことに 
気び 付かない 場合び あ ります。 

を 全の ため、 駐車 時は バー キング ブレーキを かけて、 確実に シフト ポジション 
を P にして ください。 

八 イブ U ッ ド システム 始動 前'  始動 後は、 なのよ ラな 音 や 振動び 発生す る 場合 
びあります び、 異常ではありません。 

♦運転席 ドアを 開いた とさに 車両 前ち から 聞こえる ブレーキ システムの 作動 音 

参 エンジン ルームからの 電気 モーター 音 （加速 時の "キーン" 音、 減速 時の 
"ヒ ユーン "音） 

♦八 イブ U ッ ド システム 始動 時 や 停止 時に 聞こえる、 車両 後ち および 駆動 用電 
池からの 音 

♦ガソ U ン エンジンの 始動- 停止 時 や 低ま 走行 時、 および アイ ド U ング 中に 
トランス ミッション 付近から 聞こえる "コッコ ツ" "カタ カタ" という 音 

♦急 加速 時の エンジン 音 

♦ブレーキ ペダルを 踏んだ とを や、 アクセル ペダルを ゆるめた とさに 聞こえる 
回生 ブレーキ （一 P.  33) の 音 

♦ブレーキ ペダルを 操作した とさに 聞こえる、 作動 音 や モーター 音 
♦ガソ U ン エンジンの 始動- 停止に よる 振動 
♦駆動 巧 電池; 令 却 用 吸入 □  (一 P.  39) から 聞こえる フアンの 音 
♦エアコンの 作動 音 （エアコン コン プ レッサー、 ブロ ワモー ター) 

■車両 接近 通報 装置に ついて 

なのよ ラな 場合は、 周囲の 人に 通報 音び 聞こえに くくなる ことび あります。 
♦周囲の 騒音び 大 をい 場合 
♦雨 または 強風の 場合 

また、 車両 接近 通報 装置は 車両 前 側に あるので、 車両 前ち と 比較して、 車両 後 
ちは 聞こえに くくなる ことび あ 0 ます。 
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■マイルー ム 機能 使用 中に 自動のに 。の一” スイッチび OFF になる とき 

参 タイマー充電 予約 状態で "パワー" スイッチを ON モードに した 
数秒 後、 自動的に "パワー" スイッチび OFF になる ため、 マイ ルーム 機能 
び 使用で をません。 マイ ルーム 機能を 使用 するとを は、 タイマー 充電 予約の 
設定を 解除して ください。 UP. 103) 

なお、 マイ ルーム 機能 使用 中に タイマー 充電 予約を 設定す ると、 マイ ルーム 
機能び 終了し、 タイマー 充電 予約 状態と なります。 

♦マイ ルーム 機能 使用 中に 停電した 

自動的に "パワ ー’’ スイッチび OFF になります。 その後、 電源び 復帰した 
場合は 通常の 充電 動作に 戻 ります。 

■  メンテナンス や 修理. 廃車に ついて 

お 車の メンテナンス や 修理- 廃車の 際は 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
特に 廃車す る 場合は、 トヨタ 販売店を 通じて 駆動 用 電池の 回収を 行って います 
ので、 ご協力  < ださい。 


A 警告 

■マイ ルーム 機能 使用 上の 警告 

なの ことを お守り ください。 お守りいた だかない と 重大な 健康 障害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦お 子 さま や 介護を 必要と する ち、 ぺッ トを車 室内に 残さないで ください。 シス 
テムの 自動 停止 等に より 車 室内び 高温に なり、 熱中 症 や 脱水症 状になる おそれ 
び あ 0 ます。 

また、 ワイパー などび 使用で をる 状態になる ため、 誤 操作に よる 事故に つなび 
る おそれち あります。 

♦車両の 周囲の ま 全を 十分に 確認して から 使用して < ださい。 
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1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ツド システム について 

プラグ イン 八 イブ リツ ド システムの 注意 


八 イブ リッ ド システムには、 駆動 用 電池- J のーコン ト □-ル ユニッ 
卜- オレンジ色の 高圧 ケー ブル- 電気 モー ターなどの 高電圧 部位 （最 
高 約 巨已 0V) や、 を 却 用 ラジェー ターなどの 高温 部位び ありまず ので、 
ごを 意 < ださい。 なお、 高電圧 部位な どには、 取り扱い 上のを 意を 記 
載した ラベルび 貼付して ありまず ので、 ラベルの 指示に 従って 正しい 
取り扱いを してく ださい。 


n サービス プラグ  且 エアコン コンプレッサー 

且 コーシ ヨン ラベル  0 高電圧 ケー ブル （オレンジ色) 

0 パワー コント □ー ル ユニット- Q 充電器 
DC  /  DC コンパーター  0 駆動 用 電池 
Q 電気 モーター  且 充電 イン レット 
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[駆動 用 電池を 却 用 吸入 □ 


U ヤ シートの 横 （運転席 側)、 およ 
び シー ト 下部 （目 力 手 席 側） には、 駆 
動 用 電池; 令 却 用の 吸入 口び あ 0 ま 
す。 吸入 □をふさいだり ずると、 駆 
動 用 電池の 過熱 や 出力な 下の 原因 
となりまず。 


I 緊急 停止 システム 

き 故により 衝撃を 受けた とさな どは、 八 イブ リツ ド システムを 停止して 
高電圧を 遮断し ます。 また、 フュー エル ポンプ 制御に より 燃料 供給を 停 
止し、 燃料 ちれを 最ル 限に 抑えまず。 

この場合、 八 イブ リツ ド システムを 再 始動させる ことび でさなくなる た 
め トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 


I 警告 メッセー ジ 

エコ ドライブ モニターは、 八 イブ U ッ ド システムの 異常 やお 知らせした 
い 事項び 発生した とさ、 警告メッセージを 表示ず る マルチ インフォ メー 
シヨ ン ディスプレイと してを 機能し まず。 


警告 メ ッ セージび 表 おされた 場合 
は、 表 おされた メッセージの 指示 
に 従ってく ださい。 （一 P. 已〇助 


ハ イブ’ リツ ド システム チ X、 ンク 
をを な 巧 巧 ザち 車して 下さい 


ITI11P255 


39 


-1. プラグ イン 八 イブ IJ ッ ド システム について 


白 知識   

■警告な が 点な したと き や、 警告メッセージが 表示され たと き、 補 機 バッテリー 
との 接続び 断たれた ときは 

八 イブ 1」 ッ ド システムを 再 始動で をない おそれび あります。 

ち ラー 度 始動 操作を しても READY インジケーターび 点な しない 場合は トヨタ 
販売店に ご連絡  <  ださい。 

■ガス 巧に なつた とさは 

ガス欠で 八 イブ U ッ ド システムび 始動で をない とさは、 燃料 残 量 警告 打 
(一 P. 已〇 日） び 消 巧す るまで 給 ミ 由して から 再 始動して ください。 少量の 給油で 
は 始動で をない 場合び あります。 （給油 量は 車両 水平 状態で 約 7L です。 車両の 
傾を によって 給 ミ 由 量は かわります） 

■電磁波に ついて 

♦高電圧 部位 や 高電圧 配線は、 電磁 シールド 構造に なって います。 従来の 車 や 
家電 製品と く ら ベて、 電磁波び をい とい ラ ことはありません。 

♦アマチュア 無線の 一部 （遠距離 通信） において、 受信 時に 雑音び 混入す る 場 
合び あります ので、 あらかじめ ご了承く ださい。 

■駆動 用 電池 （リチウム イオン 電池） について 

駆動 用 電池には 寿命び あります。 

駆動 用 電池の 容量 （蓄電 能力） は、 他の 充電 式 電池な どと 同様に 時間の 経過 や 
使用 状況に とちない 化 下します。 化 下の 程度は 運転の しかた、 充電の しかたな 
ど、 お客様の 使用 状況 や 環境 （外気 温 等） によ 〇大を < 異なります。 

これらは U チウ ムイ オン 電池 本来の 特性で あり、 不具合ではありません。 なお、 
電池の 容量び 低下す ると EV 走行可能 距離び 減少し ますび、 車両 性能な どび 著し 
< な 下す るち のではありません。 


容量 ほ 下を 抑える ためには、 P. 108 の 「駆動 用 電池の 容量 ほ 下につ いて」 に 記 
載され ている ことを むびけ てくだ さい。 

■適合 宣言 

この 車両は、 ECE100  (バッ テ U- 電気 車両 ま 全） に 基づいた 水素 排出 量に 適 
合して います。 
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A 警告 


■局 電圧 ■ 局 温に ついて 

この 車は、 高電圧 システムを 使用して います。 

なの ことを お守りいた だかない と、 やけど や 感電な ど 生命に かかわる 重大な 傷 
害を 受ける おそれび あ D を険 です。 

♦高電圧 部位 •高電圧の 配線 （オレンジ色） および その コネクターの 取りは ず 
し- 分解な どは 絶対に 行わないで ください。 

♦走行 後は 八 イブ U ッ ド システムび 高温になります。 車に 貼って ある ラベルの 指 
示に 従い、 常に 高電圧- 高温 部位に ま 意して ください。 

♦サービス プラグび 駆動 用 電池に 設置して 
あります。 サービス プラグは トヨタ 販売 
店で 車両の 修理 時な どに、 駆動 用 電池の 
高電圧を 遮断す るた めの ちので す。 
取り扱いを 誤る と 感電の おそれび あるた 
め、 絶対に さわらないで ください。 
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A 警告 

■事故が 発生した ときは 

なの ことを お守りいた だかない と、 感電な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦続発 事故 防止の ため ま 全な 場所に 停ます る 
停車 時は、 ブレーキ ペダルを 踏みな びら パーキング ブレーキを かけ、 シフト ポ 
ジシ ヨンを P にして 八イフ U ッ ド システムを 停止し ます。 その あと ブレーキ 
ペダルから ゆっくり 足を 離して ください。 

♦高電圧 部位 ■高電圧の 配線 （オレンジ色） などには、 絶対に さわらない 
♦ま 室内 および ま 室外に、 はみ出し ている 電気 配線には 絶対に さわらない 

♦液体の 付着 やちれ び ある 場合は 絶対に さわらない 
駆動 用 電池の 電解液 （炭酸 エステルを 主と する 有機 電解液） び 目 や 皮膚に ふれ 
ると 失明 や 皮膚 傷害の おそれび ありを 険 です。 万一、 目 や 皮膚に 付着した 場合 
は ただちにを 量の 水で 洗い流し、 早急に 医師の 診察を 受けて < ださい。 

♦駆動 用 電池の 電解液び ちれて いる 場合は、 車両に 近付かない 
万一、 駆動 用 電池び 破損して ち、 電池 内部の 構造に より 大量に 電解液び 流出す 
る ことはありません び、 流出す ると 酸性の 蒸気を 発生し ます。 蒸気は 目 や 皮膚 
に 刺激性び あり、 吸 弓 I すると 急性 中毒を 起こす おそれび ありを 険 です。 

参 火気 や 高温の ちのを 絶対に 近付けない 
電解液に 引火す る おそれび ありを 険 です。 

♦万一、 車両 火災び 発生した とさは、 ABC 消火器を 使用して 消火す る 
水を かける 場合は、 消火栓な どから 大量に かけて ください。 

♦前輪び 接地 した 状態で けん 引 しない 

電気 モーターから 発電され、 破損の 状態に よっては、 火災の おそれび ありを 険 
です。 （一 P. 已 01) 

♦車の 下の 路面な どを 確認し、 液体の ちれ （エアコンの 水し ツ 外） び 見つかった 場 
合、 燃料 系統び 損傷して いる 可能性び あります。 そのまま 八イフ U ッ ド シス テ 
ムを 始動す ると 燃料に 引火す る おそれび ありを 険で すので、 始動し ないで  <  だ 
さい。 

この場合は、 トヨタ 販売店に 状況を 連絡 するとを に 併せて お伝えく ださい。 
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A 警告 

■駆動 用 電池 （リチウム イオン 電池） の 交換 •廃棄な どに ついて 

お客様 自身で 駆動 用 電池の 交換- 廃棄- 改造- 再 利用- 転用な どを しないで < 
ださい。 

交換- 廃棄な どに ついては トヨタ 販売店へ 必ず ご連絡く ださい。 

不適切な ち 法で 交換- 廃棄- 改造- 再 利用- 転用な どを すると、 重度の やけど 
や 感電に より 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 
ます。 

また、 環境 巧染 につな びる おそれち あります。 


A ミち 意 

■ 駆動 用 電池を 却 用の 吸入 □ について 

♦吸入 □のま わりに 荷物な どを 置いたり しないで ください。 

吸入 □び 面 さびれる と 駆動 用 電池び 過熱 して 出力び 化 下したり、 故障の 原因に 
なります。 

♦吸入 □は、 目づ まりしな いよ 5 定期的に 清掃して ください。 

♦吸入 □に 水 や 異物を 入れないで ください。 

駆動 用 電池を 損傷す る おそれび あり ます。 

♦駆動 巧 電池 周辺に 多量の 水を こぼさな いよ ラ ま 意して ください。 

誤って こぼして しまったと をは、 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 

♦  U ヤシー ト ベルトび ガイド （一 P. 173) からは ずれて いると、 吸入 □をふさ 
し、 でし まう 可能性び あります。 U ヤシー ト ベルトは ガイ ドに セツ ト して 使用し 
て  <  ださい。 

■燃料に ついて 

プラグ イン 八 イブ U ツ ド 車では、 車の 使用 状況によっては 燃料び タンク 内に 長 
期間 滞留し、 燃料の 品質び 変化す る ことび あります。 燃料 系の 部品 や エンジン 
に 影響を およぼす 可能性び あるた め、 日 ヶ月 ごとに 20L しツ上 （已ヶ 月間の 給油 
量び 合計 20LUI 上になる よ ラに） 燃料 補給を 行って ください。 
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1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ッド システム について 

エネルギー モニター/燃費 画面 


プラグ イン 八 イブ リツ ド システムの ：! 犬 態を、 エコ ドライブ モニターや 
ナビ ゲーシ ヨン 画面に 表示し まず。 


n ナビ ゲー シヨ ン 画面 
0 エコ ドライブ モニター 


■"エネ ル モ  夕一 の 見 ~ 方 

走行 状況に よって 変イ ヒ ずる エネ j レギ ーの 流れを 表示 しまず。 


ナビ ゲー シヨ ン 画面 表示 


情報 •  G" を 巧ず 
G-BOOK 画面び 表示され たと をは 
"情報’’ タブを 巧し ます。 


手順 


ITI11P189 


"エコ 情報" を 押す 
燃費 画面 または ESP 日 画面が 表示 さ 
れ たと をは、 "エネルギー" を 巧し ま 
す。 
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車両の 状況 


電気の エネルギーで 
走行して いると を 


エネ ルギ ー モニタ ー の表术 


ガソ U ンと 電気の 両方の 
エネルギーで 走行して いると を 


ガソ 1」 ンの エネルギーで 
走行して いると を 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


4 已 
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駆動 用 電池に 充電して いると を 


エネルギーの 流れび ない とを 


駆動 用 電池の 残 量 


少ない 


をい 


車両の 状況 


エネ ルギ ー モニタ ー の表术 


表示 画面に ついては 実際の 状況と わずかに 異なる 場合び あ 0 ます。 


4 巨 


エコ ドライブ モニター表示 


■各 アイコン 類の 名称 •意味 


mi1P254a 


八ン ドルに ある DISP スイッチを 
押し、 エネルギー モニターを 表示 
させる 


n ガソ U ンエン ジン 
曰 駆動 用 電池 
曰 電気 モーター 
□  EV 走行可能 距離 

EV モー ド 時 および EV モー ドに 必要 
な 電力が 残って いると を、 電気 モー 
ターの みで 走行で をる およその 距離 
を 表示し ます。 駆動 用 電池の 残 量が 減 
かし、 EV モー ドから HV モー ドに 切 
0 かわる と、 表示が 消えます。 

(EV  /  HV モード 切り かえ スイッチ 
で HV モー ドに 切り かえた 場 含は、 表 
示は 消えません。） 
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-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


車両の 状況 


電気の エネルギーで 
走行して いると を 


エネ ルギ ー モこ夕 一 の表术 


> エネ ル 去 ー モニター 


TFIP0  746,0km 


_rT_n_ 

な-- 画 

一  1〇)»— 


、 12：00 

PM 

EV 走行可能 距請 

20.0kin 


図は EV モー ド 時で 代表して います。 


ガソ U ンと 電気の 両方の 
エネルギーで 走行して いると を 


ガソ U ンの エネルギーで 
走行して いると を 


外部 電源から 駆動 用 
電池に 充電して いると さ 
(充電 ケーブル 接続 中） 


1， エネ ル单 ーモ- ター  1 つ. nni 

哈  m 

こ  ®0)4— 

TRIP©  746.0 km 

—  III、  1  ム .uu 

P" 

•エネ ル单ー モニター 


TRIPS  746,0 km 


* エネ ル 去 ー モニター 

- 固^ 

TRIP0  746,0km 


.ェ本 ルよー モニや 一 


12:0 日 


12: 加 


■巧電 電力 

1 .8i<w 

巧ち 完了 まて" 1, Oh 


- ^ 12: 日日 


駆動 用 電池に 充電して いると を 


TRIP 田 746.0 km 


エネ ル 半 ー モニター 


TRIP©  746.0 km 


で:: 3 す 

®0) 


12: 日日 
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エネ ルギ ー モこ夕 一 の表术 


車両の 状況 


エネルギーの 流れがない とさ 


表示 画面に ついては 実際の 状況と わずかに 異なる 場 含が あ 0 ます。 

■ 駆動 用 電池の アイ コンに ついて 

EV モー ドで 走行 中に、 残 量 表示が 曰 分の] 程度に なると 電池 表示が 
切り かわり、 さらに 残 量 表示が レベル 6 じ (下になる と HV モー ドに な 
ります。 

巨 V モー ドから HV モー ドに 切り かねる ときの 表示と、 HV モー ドから EV モー 
ドに 切 0 かわる とさの 表示は 異な 0 ます。 


EV モー ドろ 


HV モー ド※ 2 


残 量が 
をい 


□西 圏 画 


■ 


残 量が 
かない 


EV モー ドを 


HV モード 


《 3 


HV モード 


《 2 


] EV  /  HV モー ド 切り かえ スイ ツチで HV モー ドに 切り かえ 可能 
2eV  /  HV モー ド 切り かえ スイ ツチで EV モー ドに 切り かえ 不可 
3eV  /  HV モー ド 切り かえ スイ ツチで EV モー ドに 切り かえ 可能 


•エネ ル单ー モニター 


む 


TRIPS  746.0 km 


12:00 
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-1. プラグ イン 八 イブ IJ ッ ド システム について 


毎分 燃費の 見方 

ナビ ゲーシ ヨン 画面 表示 

情報 画面の "エコ 情報" を 巧ず 

エネルギー モニター または ESPO 画面び 表示され たと をは、 "燃費" を 巧し ます。 


mi1P260 


エコ ドライブ モニター表示 


n 過去 30 分 間の] 分 ごとの 燃費 
(平均 燃費） 

0 過去 30 分 間の 1 分 ごとの エネ 
ルギ ー 回収 量 
マーク 1 つび 3C)Wh でず。 

且 航続 可能 距離 （一 P. 已 3) 

八ン ドルに ある DISP スイッチを 
巧し、 已分間燃費/ 1 分 間 燃費を 
表示させる 

巳 分 間 燃費と 1 分 間 燃費 画面を 切 0 
かえるには、 □旧 P スイッチを 巧した 
まま イ呆 持し まず。 

操作ず る ごとに 交互に 切 0 かわ 0 ま 
す。 


已〇 
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□ 毎分 燃費 

已 分 間 燃費 表示 時は 最大 30 分 前 ま 
で、 1 分 間 燃費 表示 時は 最大 1 已 分 前 
まで 表示され ます。 

曰 エネルギー 回収 量 

マーク 1 つが 日 分 間 燃費 表示 時は 
已 OWh を、 1 分 間 燃費 表示 時は 30Wh 
を 表します。 

且 EV ドライブイン ジケーター X’ 1 

□ エコ ドライブイン ジケーター ラ 
ンプ※ 1 

曰 平 巧 車 速※ 2 
0 平均 燃費 X’2 

表示され る 平均 燃費は、 参考と して 利 
用して  <  ださい。 

《 1 見方に ついて： ^P.  267 
※乙 卜 U ップ メーターを U セットし 
てから 現在までの 値を 表示し ま 
す。 U セッ トす るには TRIP ス 
イッチを 押した まま 保持し ます。 
UP.  273) 

表示 画面に ついては 実 隙の 状況と わずかに 異なる 場合が あ 0 ます。 


•已分 間 燃費 


D  n  B 


>  5 好 巧 燃 育 


霊 雲. 


i 


30  20 

TRIP 因 433.0 km 


10  0 み 巧 

城 巧 2  3.5  km バ 平 巧 （4  3  km/h 


1 分 間 燃費 


10  ^  =  30wh 

Okm/Q 
〇か扣 

TRIP  因 433.0 km  燃 貧 23. 5km バ 平 巧 ,43kiii/h 


□  B  □  □ 

mm 


已 1 
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I 月別 燃費 履歴の 見方 （エコ ドライブ モニターのみ) 

八ン ドルに ある DISP スイッチを 
巧し、 月別 燃費 履歴 画面を 表 おさ 
せる 


過去 日 ヶ月 間の 平均 燃費を 表 おしまず。 

□ 過去 日 ヶ月 間の 平均 燃費 
□  EV ドライブイン ジケーター※ 
B エコ ドライブイン ジケーター ラ 
ンプ ’X 

Q 各月の 走行距離 
《 見方に ついて： ^P.  267 


月別 燃 育 おを 


_  B  1  _  ^ 

M  M  ■■.夏. £K  OM 

2 ち 3 ち 4 巧 5 月 6 ち 7 月 
3000  270 1500  5890  746 1500 


已 2 


曰 知識 

■駆動 用 電池の 巧 量 表示に ついて 

エコ ドライブ モニターの 駆動 巧 電池 アイコンの 残 量 表示は、 残 量の 変化に 応じ 
て 表示び 切り かわります。 （一 P.  49) 

■毎分 燃費を リセ ッ ト ずるには 
ナビ ゲー シ ヨン 画面 表示 

"履歴 消去" を 押す と、 平均 燃費と エネルギー 回収 量び U セットされ ます。 

エコ ドライブ モニター表示 

"パワー" スイ ッチを OFF にす ると、 毎分 平均 燃費と エネ ルギー 回収 量び U セッ 
卜 されます。 

■EV 走行可能 距離 表示に ついて 

EV モー ド 時 および EV モー ドに 必要な 電力び 残って いると をは、 ノ  V イブ U ッド 
システム インジケーター でも EV 走行可能 距離を 確認す る ことび でを ます。 （一 P. 
267) 

■月別 燃費 履歴を リセ ッ ト ずるには 

月別 燃費 履歴 画面のと をに 八ン ドルの TRIP スイッチを 押した ままな 持し ます。 
消去を 確認す るメ ッ セージび 表示され るので、 U セッ ト するとを は TRIP スイ ッ 
チを 押した ままな 持し ます。 中止 するとを は DISP スイッチを 押して 表示を 切 
りかえ ます。 また、 約 10 秒 間 何ち 操作し ないで いると ちとの 画面に ちどります。 

■航続 可能 距離に ついて 

現在の 駆動 用 電池の 残 量と 燃料 残 量で 走行で をる およその 距離を 表示し ます。 
表示され る 距離は 過去の 平 巧 燃費を ちとに 算出され るた め、 表示され る 距離を 
実際に 走行で さるとは 限りません。 

■エコ ドライブ モニターに 月別 燃費 履歴を 表示 している ときは 

オ ド メーター/ 卜 U ップ メーター/航続 可能 距離は 表示され ません。 

(一 P'  273) 
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1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ツド システム について 

プラグ イン 八 イブ リツ ド 車 運 起の ア ド バイス 


環境に 配慮した 経済的な 運區 のためには、 次の ことを むび けて くだ 
さい。 

■  EV モードと HV モー ドの 効果的な 使いち 

主に EV モー ドは 市街地 走行 時に 使用し、 HV モー ドは 高速 走行 時 
に 使用ず る ことで、 電気 や 燃料の 節約に つなび りまず。 （一 P.  31) 

■エコ ドライブ モードの 利用 

エコ ドライブ モー ドを 使用ず ると、 通常に く 日べ て アクセル ペダル 
の 踏み込みに 巧ず る トルクの 発生び ゆるやかに なりまず。 また、 エ 
ア コン （暖房/を 房） の 作動を 抑え、 電気 や 燃料の 節約に つなび り 
ます。 （一 P.  248) 


■八 イブ リッ ド システム インジケーターの 利用 

メーター 内の 八 イブ U ッ ド システム インジケーターの 表示を エコ 
エリ アの 範囲に 保つ ことで、 より 環境に 配慮 した 走行び 巧 能で ず。 
(一 P'  267) 

■減速 時の ブレーキ 操作 

減速 時は、 早めに、 ゆるやかな ブレーキ 操作を 行い ましよ ラ。 

減速 時に 発生ず る 電気 エネルギー をより 多 < 回収ず る ことび でを 
ます。 


■巧滿 

加速- 減速の <  り 返し や、 長い 信号待ちは 電気- 燃料の 消費量び 多 
くな りまず。 お出かけ 前に 交通 情報を 確認ず るな どして、 なるべく 
渋滞を 回避ず るよ ラに しまし よ ラ。 また 巧 滞の 際は、 ブレーキ ぺダ 
ルを ゆるめて 微 前進し、 アクセル ペダルを あまり 踏まない よ ラに し 
ましよ ラ。 余分な 電気 消費 や 燃料 消費を 抑える ことび でさまず。 


已 4 


■ 高速道路での 運転 

速度を 抑え、 一定 速度で 走行し ましよ ラ。 また、 料金所 手前では 
早めに アクセル をを どし ゆるやかな ブレーキ 操作を 行い ましよ 
ラ。 減速 時に 発生ず る 電気 エネルギー をより 多 < 回収ず る ことび 
でさまず。 

EV モー ドで 高速 走行を ずると 電力 消費量び 著し < 増加し まず。 高 
速 道路を 下りて か 日、 次に 外部 電源から 充電ず る 場所までの 距離 
び 長い 場合、 高速道路は HV モードで 走行し、 高速道路を 下りた 
あと EV モードで 走行ず る ことを おず ずめ しまず。 （一 P.  31) 

■ エアコンの ON  /  OFF 

♦必要 時 じ (外は エアコン スイッチ （ ド^  ) を OFF にし ましよう。 
余分な 電気 消費 や 燃料 消費を 抑える ことび でさまず。 

夏季： 外気 温び 高い ときは、 内気 循環 モー ドに 設定し ましよ ラ。 
エアコンへの 負荷び 減り 燃費 向上に つなび りまず。 

冬季： 過 ま Ij または 不要な 暖房は 避けて  <  ださい。 また、 シート 
ヒーター （一 P.  41 日） のま 用を 効果的で ず。 

• お出かけの 前は、 車両に 充電 ケーブルを 接続した 状態で リモート 
エアコン システムを 使用ず ると 効果的で ず。 （一 P.  360) 

■ タイヤ 空気 圧の 点検 

タイヤ 空気 圧は こまめに 点検し ましよ ラ。 タイヤ 空気 圧び 適切で な 
いと、 EV モード 時の 走行可能 距離び 短 < なった 0、 HV モード 時 
の 燃費 悪化に つなび りまず。 

また、 を 用 タイヤは 転び 0 抵抗び 大 さいため、 乾燥した 路面では 電 
気 •燃料の 消費量び 大さ < なりまず。 季節、 道路 状況に 応じて 適切 
な タイミングで タイヤを 交換し ましよう。 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


已已 


1-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


■荷物 

重い 荷物び 積まれて いると、 それだけ 余分な エネルギーび 必要と な 
りまず。 不要な 荷物は、 積んだ ままに せずに 降ろし ましよ ラ。 

また、 大型 ルーフ キャ U アの 装着を 重い 荷物と 同様に エネルギー 消 
費の 原因に な 0 まず。 

■走行 前の 暖機 運転 

この 車は ガソ U ン エンジンの 始動/停止を 自動的に 行いまず ので、 
0 爱機 運転は 必要 あ 0 ません。 


已巨 


1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ッド システム について 

EV 走行可能 距離に ついて 


メー ターに 表示され る EV 走行可能 距離は、 現在 どのく  5 い EV 走行 
が 可能 かの 目安を 示して おり、 表示され ている 距離を 実際に 走行ず る 
こ とがで さない 場合が あり まず。 

■表示 値に ついて 

メーターに 表示ず る 値は、 主に 次の よ ラな 情報 か 日 算出して いま 
す。 

• 現在の 駆動 用 電池 残 量 

♦電力 消費 率 （単位 電力 量で EV 走行で さる 距離） の 学習 値 
• エアコン スイッチの ON /OFF 情報 

電力 消費 率は 走行の しかたに よっ て 変化 しまず。 電力 消費 率の 学習 
は 車両の 充電を 行 ラた びに 車両び 自動的に 行って おり、 走行可能 距 
離の 計算に 反映され まず。 このため、 前回までの 走行の しかたに よ 
り、 満 充電 状態で 表 おされる EV 走行可能 距離び 前回と 異なる 場合 
び ありまず。 

なお、 学習 値び 安定ず るまでの あいだ （新車 時 か 日 約 1 〜 2 力 月 
ほど） は 充電ず る ごとに EV 走行可能 距離び 大 さく 変化ず る 場合び 
ありまず び、 異常ではありません。 

また、 エアコンを ON にして いると さは 電力 消費量び 多くなる こと 
を 考慮して、 エアコン OFF のとき と 比較して、 EV 走行可能 距離 
の 表示 値を 約 ]0% 短く 算出して いまず。 
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|ev 走行可能 距離を 伸ばず ための ヒン ト 

EV 走行可能 距離は、 運転の しかた- 道路 状況- 天候 や 気温- 電装 品の 
使用 状況- 乗員 数な どに 大さ < 左 ちされ まず。 

次の ことに 気をつけて 運転いた だ < と 、よ 0  EV 走行可能 距離を 伸ばず 
ことび 可能で ず。 

• 車間距離を 十分に 取り、 不要な 加減 速を しない 

♦加速- 減速を ずると さは、 でさる だけな め 5 かにず る 

• でさる だけ 控えめ な 速度で 走行し、 一定の 速度を 保つ 

• エアコンの 設定 温度を 控えめ にし、 必要び なければ こまめに OFF ずる 

•指定 サイズの タイヤを 装着し、 指定 空気 圧を 保つ 

• 高速道路を 走行ず ると さは、 EV  /  HV モード 切り かえ スイ ッ チを ま 用 
し、 HV モー ドで 走行ず る 

EV モー ドで 高速道路を 走行す ると、 電力 消費量び 着し く 増加し ます。 

• を 分な 荷物を 積まない よ ラに むびけ る 

I 充電び 完了した とさの 表示に ついて 

車両の 充電び 正 しく 完了 した かど ラ かは、 次の こと で 確認で さまず。 

• 充電 インジケーターび 消なず る 

♦走行 開始 時に マルチ インフォメーション ディスプレイに 「充電 結果の 
お知らせ 充電 完了し ました」 と 表 おされる （一 P. 104) 

接続ず る 電源 （100V-200V) や タイマー 充電 機能の 使用に 関わ 日ず、 
上記の ことび 確認で されば 正しく 充電され ていまず。 

正しく 充電び 完了して いないと さの 表示に ついて：  一 P. 已 22 
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プリ ウス PHV を 楽しく お使いい ただく ため、 パッ ケージ 化した 已つ 
のを 員 サービス でず。 

本書では、 eConnect と トヨタ フレンドの 使い方に ついて 説明し ま 
す。 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お乗りの 方 
は、 別冊 r ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 

本書で 使用して いる 画面は、 実際に 表 おされる 画面と 異なる ことび あ 
りまず。 また、 将来 予告な しに 仕様 変更ず る ことび あ 0 まずので、 あ 
ら かじめ ご了承  <  ださい。 


サービス 

内容 

オーナー ズ ナビゲーター 

プ 1」 ウス PHV の 使いち や ごま 意い ただをたい ことを、 
楽しみな びら ご 確認いた だける アプリ ケー シヨ ンで 
す。 

eConnect 

お客様の スマート フォンで、 電池 残 量 や エコ 運転の 確 
認、 充電 ステ ー シヨ ンの 検索な どび でさる アプ U ケー 
シ ヨンです。 

卜 3 タ フレンド 

「お客様と クル マ」 「お客様 同 ±」 が スマート フ ォンを 
通じて コ 5 ュこ ケー シ ヨンで をる、 "トヨタ 車 オー 
ナ ー向け" ソー シャル ■ネットワーキング ■サービス 
です。 

バッテ U —いた ねり 

チェック 

バッテ U —を 長持ちさせる ための 充電ち 法 や 運転ち 法 
を、 お クル マに 記録され ている データを 基に トヨタ 販 
売店 スタッフび ア ド バイスす る サービスです。 

充電 サービス 

PHV  Drive  Sui 3130 け 尝 員を 対象に、 全国 トヨタ 販売 
店の G-Station で、 充電を 無料で 提供す るヴー ビス 
です。 

1-1 .プラグ イン 八 イブ リツ ド システムに ついて 

PHV  Drive  Support  について 
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|PHV  Drive  Suppo けを 申し込む 

PHV  Drive  Support の ご 利用には、 トヨタ 販売店で PHV  Drive 
Support の 申込書の 提出が 必要です。 


■スマー トフ ォンを 登録 （ペア 設定） ずる 

固圆 [五" パワ ー" スイッチを ア クセサ U- モー ドに する (^P.  241) 
固 画 [司 スマ ー トフ オンを 操作し、 Bluetooth® を 接続 巧 能な 状態に する 
詳しくは スマート フ オンの 取 0 扱い 説明書を 参照して ください。 


CAN- 目 T スイ ッチを 2 砂 じ (上 押し 
たま ま 保持す る 

インジケーターが 点滅したら スイ ツ 
チから 手を 離して ください。 
スイッチは 1 0 秒 政 上 押した まま 保持 
しないで ください。 （初期化 モードに 
な 0 ます： -^P.  62) 


Ife 量 ril 4 1 スマー トフ ォ ンを 操作して Bluetooth® 機器を 探索す る 
固 画 [司" CAN-Bluetooth" を 選択し、 登録 （ペア 設定） する 

パス キーの 入力が 必要な とさは、 "0000" を 入力して ください。 
インジケーターが 点滅から 点灯に かわり、 約 3 秒 後に 消灯したら 登録 完了 
です。 

インジケーターが かわらないと をは、 最初から や 0 直して ください。 
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I スマー トフ ォンと 接続ず る 

スマート フォンを 操作して、 Bluetooth® を 使 巧 可能な 状態に して 接続 
して  <  ださい。 

■ 自動で 接続ず る 

eConnect アプ U 起動 中に "パワー" スイッチを ア クセサ U- モード 
または ON モー ドに ずると、 自動的に 接続を 開始し まず。 

イ ン ジケーターび 点な にかわれば、 接続 完了です。 

自動 接続を 開始す るまで、 約 1 分か かります。 すぐに 接続したい ときは、 「手動 
で 接続す る」 を 参照して ください。 

スマートフ ォンび 接続され ていない ときは、 "バワ ー" スイッチを オフに して か 
5 約 巳 秒 後に 一定の 時間 自動で 接続を 行いまず。 

■ 手動で 接続ず る 

eConnect アプ U 起動 中に "パワー" スイッチを ア クセサ U- モード 
または ON モー ドに し、 インジケーターび いったん 点な してから 消な 
した 後、 CAN-BT スイッチを 巧して ずぐ に 離して ください。 

イ ン ジケーターび 点滅 か 5 点な にかわれば、 接続 完了です。 

スイッチは 2 秒し ツ上 巧した まま 保持し ないで ください。 (登録 モー ドに な 0 ます） 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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I 登録済みの スマー トフ オンを 切り かえる 

EHm  CAN- 目 T スイ ッ チの イ ン ジケーターび 点滅 中に CAN- 巨 T スイ ッ 
チを 巧す 

イ ン ジケーターび 点滅 か 日 点な にかわれば、 接続 完了です。 

mi] ス 7- トフ オンの に タッチず る 

10 秒!; (内に、 登録 （ペア 設定） ミ斉 みの スマートフ オンの 画面 上の アップ 
デー ト 時間び 黄色に かわった 5、 接続び 完了して います。 

黄色に かね 5 なかった ときは、 lea 团 1 1 1 をく  0 返して ください。 

それでち 接続で さない とさは、 お使いの スマートフ オンは 登録 （ペア 設定） 
されて いません （^P. 日 0) 。 ちう いちど 登録 （ペア 設定） しなおし てくだ 
さし、。 


[初期化ず るには 


お 車を 手放す とさな ど、 登録して ある スマ ー トフ ォンの 情報な どを 初期 
化する には、 "パワー" スイッチを ア クセサ U — モード または ON モー 
ドに し、 CAN-BT スイッチを 10 砂 じ (上 巧した まま 保持し、 インジ ケー 
夕  一び 点滅 か  5  点な にかわった こと を 確認 して スイッチから 手を 離して 
< ださい。 

インジケーターび 約 1 秒 間 消な した あと、 約 3 秒 間 点な した 5 巧 期 化 完了で ず。 
消な 後に 約 3 秒 間 点滅した ときは、 巧 期 化び 正常に 完了して いません。 
スイッチを 2 巳 秒!; Lb 巧した まま 保持す ると スイッチ 操作び 無効と な 0、 初期化 
はされ ません。 

なお、 初期化を 行 ラと 登録 （ペア 設定） して ある 全ての スマート フォンが 消去 さ 
れ、 元の 状態に 戻す ことは でを ません。 


I PHV  Drive  Support  を 解約す々 

PHV  Drive  Supp 日け の 解約は、 PHV  Drive  Supp 日け ユ ーヴー ぺージ 
(http://toyota.jp/priusphv/pcls-user) にて 解約 手続きを 行って くだ 
さい。 
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白 知識   

■システム チェック 表示 

"パワー’’ スイッチを ア クセヴ 1」 ー モード または ON モードに したと をに、 シス 
テムの 作動 確認の ため インジケーターび 約 3 秒 間 点な してから 消 打し ます。 
この間の スイ ッチ 操作は 無効と なります。 

■自動 再 接続に ついて 

"パワー" スイッチび ア クセヴ U — モード または ON モードのと をに、 いったん 
Bluetooth® 接続び 成立し、 その あとに 電波 状況の 悪化な どで 接続び 切断され た 
とを には、 自動的に 再 接続を 行います。 

■接続を 切断ず ると きは 

CAN-BT スイッチの 操作では 切断で をません ので、 スマートフ ォンで 切断 操作 
を 行って ください。 

このと を、 自動的に 再 接続は されません。 

■複数の スマートフ オンを 登録 （ペア 設定） ずると さは 

1 台ず つ 登録 操作を 行って ください。 （一 P. 日 0) 

■登録 可能 台数に ついて 

スマート フォンは 最大 3 台まで 登録で をます。 4 台 目し U 降を 登録す ると、 接続 
履歴の ちいち のから 順に 消去され ます。 

■  Bluetooth について 

Bluetooth  は  Bluetooth  SIG,  Inc. の 登録 
商標です。 


Bluetooth  Specification  Ver. 1 . 1 しッ上 （Ver.  2.1 +EDR  し义 h を 巧奨) 


0  Bluetootif 

_ ITN33A005 

■対応 Bluetooth 仕様 
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■対応  Profile 

SPP  (Serial  Port  Profile)  Ver. 1.1 しん！： 

上記 Profile に 対応して いない スマ ー トフ オンは、 登録す る ことは できます が 接 
続す る ことは でを ません。 

■  Bluetooth® 接続 中は 

スマート フォンの 電池の 消耗が 早 < なること があります。 
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A 警告 

■走行して いると さは 

運転者は 走行 中に なの こと を 必ず お 守 りく ださい。 

お守りいた だかない と、 運転を 誤って 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦  CAN-BT スイッチを 操作し ない 

♦スマート フォンの 操作 や、 接続 操作を 行わない 

■  Bluetooth® 機器 使用 上のを 意 事項 

この 機器の 使用 周波数 帯では、 電子レンジ 等の 産業- 科学- 医療用 機器の ほか、 
工場の 製造 ラインな どで 使用され ている 移動体 識別 用の 構内 無線局 （免許を 要 
する 無線局） および 特定 ル 電力 無線局 （免許を 要しない 無線局） 並びに アマ チュ 
ア 無線局 （免許を 要する 無線局） び 運用され ています。 

(上記 3 種の 無線局を し U 下 「他の 無線局」 と 略します） 

この 機器を 使用す る 前に、 近 < で 「他の 無線局」 び 運用され ていない ことを 確 
認 して < ださい。 万一、 この 機器から 「他の 無線局」 に対して 有害な 電波 干渉 
事例び 発生 した 場合には、 速やかに 使用 場所を 変更 して 電波 干渉を 回避 して < 
ださい。 

この 機器の 使用 周波数 帯は 2.4GHz 帯です。 

変調 方式と して FH-SS 変調 方式を 採用 しています。 

想定 与 干渉 距離は 10m な 下です。 この 機器は 全 帯域を 使用し、 かつ 移動体 識別 
装置の 帯域を 回避 巧 能です。 

♦本 製品は、 電波法 および 電気 通信事業 法の 基準に 適合して います。 製品に 貼り 
付けて ある シールは その 証明です。 シールを はび さないで ください。 

♦本 製品を 分解- 改造す ると、 法律に より 罰せられる ことび あります。 
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1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ッド システム について 

eConnect  に* 3 し > て 


スマー トフ ォン か 5 トヨタ スマー ト センターを 通じて、 車両の 電池 歹妄 
量 や、 EV 走行可能 距離を 確認ず る ことび でを まず。 

安全の ため、 走行 中は eConnect を ご 利用いた だけません。 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お 索り の 方 
は、 別冊 r ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して < ださい。 


サービス 

機能 

充電 情報 

電池 残 量 や EV 走行可能 距離を 確認す る 

充電 ステーション 表示 

充電 ステ ー シヨ ンの 検索 や 施設 情報を 確認す る 

ESP0 

(エコ 運転 サポート） 

燃費 や エコ 運転 スコア を 確認す る 

その他 

各種 設定を 行 5 

■会員 登録ず る 

■ アプリを ダウン □ー  ドず る 前に 

トヨタ 販売店で PHV  Drive  Support の 申込書を 提出して ください。 

■アプリを ダウン □ー ドす る 

ご 利用の スマートフ オンで eConnect アプ U を ダウン □- ドし、 イ 
ンス トールして ください。 


URL:  http://toyota.jp/information/app/index.html 
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■アプリに □グインす る 

ネ刃 回の □グインは、 トヨタ 販売店で PHV  Drive  Suppo けの 申込書の 
提出 後に 行って ください。 

固 画]] eConnect アプ U を 起動ず る 
固 画 回 「次へ」 に タッチ 

固 画 回 ID と パスワードを 入力し、 □グインに タッチ 

□グインす る ID はおず PHV  Drive  Support の 申込書で 取得した ID を ご' 
利用く ださい。 

固画 互 利用 規約を 読み、 "同意ず る" に タッチ 

固 画 回 r ペア U ング 済みで ず か？」 と 表示され るので、 「はい」 に タッチ 
固 画 [互 ニックネームを 入力し、 「登録」 に タッチ 
固 画 回 roK」 に タッチ 
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白 知識  

■  eConnect ご 利用に あたっての ミち 意 

•  PHV  Drive  Support の ご 契約び あ 要と なります。 トヨタ 販売店で PHV 
Drive  Supi 30 rt の 申込書を 提出して ください。 

♦通信事業 者の サービス エ U ア圏 がに いるな ど、 トヨタ スマ ー ト センターと 接 
続で をない 場合は、 ご 利用いた だけません。 

♦ご 利用 可能な スマートフ オンの 対応 機種に ついては、 PHV  Drive  Support 
ユ ーヴー ぺージ （httpy/toyota.jp/priusphv/pds-user） にて ご 確認く だ 
さい。 

♦画面に 表示され る バッテ U — 残 量、 EV 走行可能 距離 や 燃費な どは、 各種 デ ー 
夕を もとに 算出して いますび、 実際とは 異なる 場合び あります。 

♦スマ ー トフ オンの 時刻び 正しく 設定され ていない 場合は、 ご 利用いた だけな 
いこと びあります。 

スマー トフ オンの 時刻 設定 方法に ついては、 スマー トフ オンの 取り扱い 説明 
書を 参照して ください。 

•  eConnect に関する お問い合わせは PHV  Drive  Supi 30 rt 相談 センター まで 
お願いします。 

PHV  Drive  Support  相談 センター 
0800 -700-0 177 
9 時〜 1 8 時 （年中 無体） 
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■  eConnect び 使用で きないと き 

なのと きは、 eConnect を 使用で きません。 

♦スマー トフ ォンび Bluetooth® に 対応して いない 
♦スマー トフ ォンの 電源び OFF になって いる 
♦ご 利用の ID または バス ワー ドび 正しくない とを 
•  eConnect アプ U び 起動して いないと き 

♦スマートフ ォンび 登録 （ペア 設定） または 接続され ていない とを （一 P. 日 0) 

♦通信 エ U アの 圏が にいる とを 

♦データ通信 中な ど、 スマート フォンび 使用 中のと を 

♦スマー トフ ォ ンび 故障して いるな ど、 スマー トフ ォン 自体び 使えない とを 

♦スマートフ ォンの 登録 （ペア 設定） より 先に、 ナビ ゲーシ ョン システムと 
Bluetooth® 接続した とき （メー カーオプションし U 外の ナビ ゲーシ ョン シス 
テム 装着 車の み） 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ッド システム について 

eConnect を 利用す る 


eConnect アプリに □グインず ると、 次の ホー ム 画面び 表示され ま 
ず。 

画面 下部の タブで 各 画面を 切り かえる ことび できまず。 

n 充電 情報 （ホーム） 

電池 残 量 や EV 走行可能 距離を 確 
認 できます。 

曰 充電 ステ ー シヨ ン 表示 

充電 ステ ー シヨ ンの 検索 や 施設 情 
報を 確認で をます。 

曰 ESPO  (エコ 運転 サポ ート） 

燃費 や エコ 運転 スコアを 確認で を 
ます。 

□ その他 

各種 設定び でを まず。 


®  > 一。。 

充巧巧 巧 

N  に  knameCAN  己  TTest 


更巧曰 時 
10/19  4:29  PM 


.  • 

f.V  . 

マ- v.> こ.: 甘. . ; ) 1 

A  EV を 巧 可能 距巧 

22.0  Km 

の  回 

回  囚 

巧 《谓18 

E-PO  そめ’—'’ 
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充電 情報に ついて 

電池 残 量 や EV 走行可能 距離を 確認ず る ことび でさまず。 


ITI11P285 


□ 充電 情報の 更新 

タッチす ると、 最新の 情報に 更新され 
ます。 

曰 電池 残 量 確認 

電池 残 量を グラフ ィ ック 表示し ます。 

曰 EV 走行可能 距離 

現在の 充電 量で 走行で をる 距離を 表 
术 し 9  〇 
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-1. プラグ イン 八 イブ IJ ッ ド システム について 


I 巧電ス ：7 ショ ン表ホ I しつい C 

現在地 や 目的地 周辺の 充電 ステーションを 表示- 検索ず る ことび でさ ま 
す。 また、 検索した 充電 ステーションを 目的地に 設定ず る ことび でさ ま 
す。 

n 検索 

入力 した 住所 • 地名'  施設 名 周辺の 充 
電 ステーションを 検索し ます。 

□  U スト 

充電 ステ ー ショ ンの 設置 店舗を 表示 
します。 

且  G-Station 

地図 上に G-Station のみを 表示し ま 
す。 

□ 中む 地点 切り かえ 

検索 するとを の 中む 地点 （スマート 
フォ ンの 位置/車の 駐車 位置） を 切 0 
かえます。 

且 EV 走行可能 距離 

現在の 充電 量で EV モー ドで 走行で を 
る 距離を 表示し ます。 
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-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


■地図 か 5 充電 ステーションを 検索ず る 

lEum  ク  に タッチ 


充電 ス了 ー シヨ ンに 設置され てし'' 
る 店舗 情報が 表 おされる 

目的地に 設定す る 場合は "目的地 設 
定 "を、 地図 画面に 戻る 場 含は "周辺 
地図" に タッチし ます。 
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-1. プラグ イン 八 イブ IJ ッ ド システム について 


■ 住所 や 施設 名 か 5 充電 ステーションを 検索す る 
lEiwirn  凸  に タッチ 


検索したい 住所- 地名- 施設 名な 
どを 入力し、 検索ず る 


地図 上に 充電 ステ ー シヨ ンの 位置び 
表示され ます。 


■ 充電 ステーシヨ ン アイ コンに ついて 


アイつ ン 

充電 ステーショ ン 

状態 

勢 

トヨタ 販売店 G-Station 

青色： 利用 可能 

赤色： 利用 中 または 営業時間 外 
グレー： 満空 情報を 取得で をない 
とさ 

P 

トヨタ 販売店 政 外の 
G-Station 

青色： 利用 可能 

赤色： 利用 中 または 営業時間 外 
グレー： 満空 情報を 取得で をない 
とを 

Q 

一般の 充電 ステーション 
(200V) 

— 

一般の 充電 ステーション 
(100V) 

— 
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|espo  (エコ 運転 ヴポ ート） 

エコ 運転 情報 （燃費 •エコ 運転 スコアな ど） を 表示し、 全国の プ リウス 
PHV ユー ヴ ーと ランキングで 競 ラ ことび できまず。 

また、 エコ 運転 情報は SNS  (ソー シャル ネッ ト •ネッ トワーキング • 
サービス） に 投稿ず る ことび でさまず。 

n 更新 

エコ 運転 情報を 更新し ます。 

□ 画面 イラスト 

当月の 成績に よって、 イ ラス トび 変化 
します。 

且 前回の ドライブ 

前回 運転 時の 燃費- ECO 運転 スコア 
を 表の します。 

Q 共有 

エコ 運転 情報を SNS に 投稿し ます。 

且 今月の 成績 

今月の 燃費- ECO 運転 スコアを 表示 
します。 

0  ECO ステータス 

1 ヶ月の 成績に よって、 ステータスが 
変化し ます。 

Q  ECO チャ レンジ 

燃費- ECO 運転 スコアに もとづいた 
目標 値を 達成す る ことによって、 
ECO 卜 □フィ ーを 獲得す る ことが で 
をます。 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


■ エコ 運転 データを 表示ず る 

固 画の ESPO ホーム 画面 r 今月の 成績」 の "燃費" または "ECO 運転 
スコア" に タッチ 


燃費- ECO 運転 スコアの データび 
月別 （グラフ）、 曰 別 （一覧表） ご 
とに 表 おされる 

月を 選択す ると、 各月の 日 別の データ 
び 表示され ます。 

フリック して 燃費と ECO 運転 スコア 
を 切 0 かえる ことび でを ます。 

当月を 含む 過去 6 ヶ月 分の データび 
表示され ます。 


7 巨 


■ エコ 運転 データを ランキング 表示ず る 

固 画の ESPO ホー ム 画面 r 今月の 成績」 の "ランキング" に タッチ 


mi1P294 


燃費 ’EC 日 運転 スコアの 個人 順位、 
当月の 成績、 上位 ] 日 名の データ 
が 表 おされる 

月を 選択ず ると、 各月の 上位 10 名の 
データが 表示され ます。 

フリック して ECO 運転 スコアと 燃費 
を 切 0 かえる ことが でを ます。 

当月を 含む 過去 6 ヶ月 分の データが 
表示され ます。 


ECO  Ranking 


Ecoare スコア/ 上の かる 巧? j  ? 

20 


6 月  7 月  8 巧  9 巧  1 

10 巧の 巧 M  1 巧 

Top  10 

•  1 (0  PRIUSAL.00001 さん 


手順 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


■エコ 運転を 楽しむ 

エコ 運転 スキルび 向上ず るに つれて、 ECO 卜 □フィ ーを 獲得で さま 
す。 

Ifeitdl 1 1  FRPn ホーム 画面の "ECO チヤ レンジ" に タッチ 


■  ECO 卜 □フィ - 覧 

: ECO 運転 王 

禪  : ランキング 戦 ± 

: 低 燃費 職人 

: モ パイル 7 スター 

: ECO ステータス 


己つ の ECO 卜 □フィ ーが 表示され 
る 

卜 □フィ ーに タッチす ると、 獲得 前は 
達成 目標が、 獲得 後は お祝い; <ッ セー 
ジが 表示され ます。 
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-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


I 各種 設定 

"その他" に タッチし、 "設定" に タッチず る ことで、 登録 内容を 確認- 
変更す る ことび でさまず。 

n 設定 

ニックネームを 変更で をます。 

Q □グイン 設定 

オー ト □グインの ON  /  OFF を 設定 
でを ます。 

且 温度 表示 設定 

摂氏 表示 • 華氏 表示を 切 0 かえる こと 
びで をます。 

Q アプ U 常駐 設定 

アプ 1」 の 常駐 ON  /  OFF を 設定で さ 
ます。 （Android スマー トフ オンの み） 

曰 利用 規約 

利用 規約を 表示し まず。 


|ftl|10:USERlD01 

ニック ネ ーム: my  EV  01 

> 

B 

且 

凸 


才-卜 □グイン  ON  I 

ホ  G  ■ 

アプリ 常な  ON  I 

♦7 ブ* jmKort じした ■の  f— ブロ れ* »  ん. 

利 巧 規約 
SNS 利 巧投を 
バージ 3 ン 1.0 0J 
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-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 


(こんな メッセー ジび 表示され たと さには 


^ッ セージ 

原因 

処置 

車両の 位置 情報が 取得で 
さません でした 

GPS が 受信で をて いない 

通信 環境の いい 場所へ 移 
動して、 再度 実施して < 
ださい。 

この ニックネームは ご 利用 
になれ ません 

•入力され た ニックネーム 
はすで に 使用され ている 
•使用 不可の ニックネーム 
を 使用して いる 

ニックネームを 変更し、 
再度 入力して  <  ださい。 

登録 （ペア 設定） を 行って 
から 再度 □グインし てくだ 
さい 

スマート フォンび 登録 
(ペア 設定） されて いない 

スマートフ オンの 登録 
(ペア 設定） を 実施して < 
ださい。 （一 P. 日 0) 
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曰 知識  

■□グインに ついて 

ID は 必ず PHV  Drive  Supi 30 rt の 申込書で 取得した ID を ご 利用く ださい。 

■センターへの データ 送信に ついて 

センターへ データ 送信を 行 5 ため、 ノ  V イブ U ッ ド システム 停止 後 20 分し ツ 内に、 
車内で eConnect アプ U を 立ち上げて ください。 Android スマー トフ ォンを ご 
利用の 場合、 アプ U 常駐を ON に 設定して おくと、 アプ U を 立ち上げる 必要は 
ありません。 （一 P.  79) 

■タイマー巧 電機 能に ついて 

一口'  101 

■エコ 運転 データに ついて 

♦各種 SNS へ 投稿して 他の プ U ウス PHV ユー ヴ ーと 共有す る ことび でを ま 
す。 

♦ランキング 内に 複数 人、 同 順位の ユー ヴー びいる 場合には、 同 燃費 内で 走行 
距離び 長い 順に 並び かえて 表示し ます。 

■  ECO 卜 □フイー について 

•  ECO トロ フイー獲得の ための エコ 運転 データは、 月 ごと （毎月 1 曰から モ曰 
24 時） に 集計して います。 獲得した ECO トロ フイーは 当月の み 有効と な 
り、 翌月し U 降は 無効と なります。 

参 月 中の 達成 状況は、 卜 □フイ ー 下の ノ （一で 表示され ます。 

♦獲得した ECO トロ フイーは、 各種 SNS へ 巧 稿して 他の ユー ヴーと 共有す る 
ことび でを ます。 

■充電 ステー シヨ ンの満 空 情報に ついて 

G-Station のみ 満空 情報を 表示す る ことび できます。 


-1. プラグ イン 八 イブ リツ ド システム について 
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1 - 1 .プラグ イン 八 イブ u ッド システム について 

卜 3 タ フレンド にごいて 


お客様の お 車 や トヨタ 販売店、 お客様 同 ± び コミュニケーシヨ ン でき 
るソー シャル. ネッ トワーキング. ヴー ビス （SNS) でず。 

お客様の お 車は この SNS に 「つぶやき」 として 巧 電残量 や 燃費な ど 
の 情報を 発信し まず。 

お 車の 状態を 知る ことで、 クル マを より 身近に 感じて いただき、 より 
よい 力ーライフを ご 提供し まず。 


■使ぃ方 

■ アプリを ダウン □ー  ドす る 前に 

トヨタ 販売店で PHV  Drive  Support の 申込書を 提出して ください。 

■アプリを ダウン □ー ドず る 

ご 利用の スマ ー トフ オンで トヨタ フレン ドア プ U を ダウン □ー  ドし、 
インス トールして ください。 

URL:  http://t 日 y 日 ta.jp/inf 日 「mati 曰 n/app/index.html 


■利用 開始 方法に ついて 

Eiam トヨタ フレンド アプ U を 起動す る 

固 画 [互 ID と パスワードを 入力し、 "□グイン" に タッチす る 

□グインす る ID は 必ず PHV  Drive  Support の 申込書で 取得した の を ご 
利用  <  ださい。 

固 画 [互プ □フイ ー ル 情報 （ニックネーム や 自己紹介 文な ど） を 登録す る 
プ □フイ ー ル 情報の 登録は 初回 □グイン 時の みとな 0 ます。 
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曰 知識 

■ トヨタ フレンド について 

•ご 利 巧 可能な 対応 機種に ついては、 PHV  Drive  Support ユ ーヴー ぺージ 
(http://toyota.jp/priusphv/pds-user) にて ご 確認く ださい。 

♦通信 環境の 整わない 状況な どに より、 正常に 動作し ない ことがあります。 
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1-2. 充電に ついて 

巧電 に関する 装備に ついて 


この 車両には が 部 電源と 接続ず るた めの 巧電 イン レツ ト や、 外部 電源 
と 車両と を 接続ず るた めの 巧電 ケーブル などび 装備され ていまず。 

■ 充電 装備と 名称 


0 充電 U ッド 
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1-2. 充電に ついて 


充電 ケーブル 各部の 名称 


□ 


□ 


n 充電 コネクター 
0 □ック 解除 ボタン 

B コン ト □-ル ユニット 


且 電源 インジケーター 
□ エラー インジケーター※ 2 
B テスト ボタン レ P. リ 7) 

□ 電源 プラグ※ 1  Q  U セッ ト ボタン （一 P. 1 1 日） 

* 1 電源 プラグの 形状は、 100V 用/ 20 0V 用で それぞれ 形状び 異な 0 ます。 
(図は 20 0V 用です） 

&  2 テス ト ボタンを 巧した とき、 および 漏電な どの 異常 時に 点な します。 


8 已 


1-2. 充電に ついて 


(を 全 機能に ついて 


充電 ケーブルに 取り付けられ ている コント □ー ル ユニッ ト は、 次の よ ラ 
な 安全 機能を 備えて いまず。 

■漏電 検知 機能 

充電 中に 漏電を 検知 ずると、 自動的に 電気を 遮断し、 漏電に よる 感電 
や 火災な どを 未然に防 ざまず。 

漏電 検巧 機能に よ 0 電気び 遮断され た 場合は、 エラー インジケーターび 点な しま 
す。 （電気び 遮断され た 場合の 対処 方法に ついては、 P. 1 16 を 参照して くださ 
い） 

■手動 チ 1 ック 機能 

充電 開始 前に、 漏電 検知 機能び 正常に 作動ず る ことを あら か じめ 確認 
でさまず。 

電源 プラグび コン セン トに 接続され た 状態で テス ト ボタンを 巧し、 エラー インジ 
ケーターび 点な すれば 正常です。 （^P. 1 1 7) 

■ 車両との 适電 のを 件 

電源 プラグび コン セン トに 差して あってを、 充電 コネクターび 車両に 
接続され ていないと 充電 コネクターに 通電 されない 構造に なって い 
ます。 


口 知識 

■充電 ケー ブルに ついて 

充電 ケー ブルは、 接続す る 電源の 電圧 （100V または 200 V) によって、 それ 
ぞれ 専用 品です。 充電 環境に より、 充電 ケーブルの プラグ （100V 用 または 
200V 用） を 変更したい 場合は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


8 巨 


1-2. 充電に ついて 


■電源 プ ラク コードの 交換に ついて 

電源 プラグを 100V 巧 または 200V 用に 交換した いとを は、 なの 手順で 電源 
プラグ コー ドを 交換す る ことび でを ます。 


充電 ケー フル （一 P.  85) と、 交換 用 電源 プ 
ラグ コードを 用意す る 


解除 キーを 取 D 出す 


保護 キヤ ッ プを 取り はずす 


解除 キーを コン トロール ユニッ トの 解除 巧 
に 挿し 込む 

解除 キーは 図の 向 さで 挿し 込んで くださ 
し、。 
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1-2. 充電に ついて 


手順 


解除 キーを コン トロール ユニッ トの 解除 穴 
に 奥まで 挿し 込んだ まま、 電源 プラグ コー 
ドの ナット 部を まわして、 電源 プラグ コー 
ドを 取りは ずす 

電源 プラグ コードを 取 0 はずした 5 、 解除 
キーを あいてく ださい。 


コント □ー ル ユニット 接合 部の 突起と、 交 
換用 電源 プラグ コー ド コネクターの 溝を 合 
わせて 挿し 込み、 電源 プラグ コードの ナッ 
卜 部を まわして 取り付ける 

取 0 はずした ときと をち 向へ "カ チッ "と 
いう 音び して、 固定され るまで まわし ま 
す。 


Ml7l 取りは ずした 電源 プラグ コー ドに 保護 キャ ップと 解除 キーを 取り付け 
る 

ほこり や 水な どび かからない 安全な 場所に 保管して く ださい。 解除 
キーは なくさな いよ ラ にな 管して く ださい。 
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1-2. 充電に ついて 


A 警告 

■充電 ケー ブル- コント □-ル ユニッ トを 取り扱う ときは 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 充電 時に 火災 や 感電 事故び 発生し、 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦充電 ケーブル や 電源 プラグ、 充電 コネクター、 コントロール ユニットの 分解- 
修理-  改造を しない 

充電 ケーブル- コントロール ユニッ トに 異常び 認められた 場合は、 ただちに 使 
用を 中止して トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 

♦充電 ケーブル や 電源 プラグ、 充電 コネクター、 コントロール ユニットに 強い 衝 
撃を 与えたり 落とした りしない 

♦充電 ケーブルを 無理に 巧 り 曲げたり 鋭利な ちので 傷付けたり しない 
• 電源 プラ グの端 テを 巧り 曲げたり 異物を 付けた りしない 

♦電源 プラグを コンセントから 抜を 差し するとを は、 必ず 電源 プラグ 本体を 持つ 
て 操作す る 

♦コン セン ト から 電源 プラグを 抜く 前に、 充電 イン レッ ト から 充電 コネクターを 
抜いて おく 

♦電源 プラグを 水に 浸けない 
水中に 落と した 場合は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦電源 プラグ コー ドの 交換 作業は、 濡れた 手で 行わない 
また、 雨 や 水の かかる 場所で 行わないで  < ださい。 

♦電源 プラグ • 充電 コネクターを 接続した 状態で、 電源 プラグ コー ドの 交換 作業 
を 行わない 


A ま 意 

■電源 プラグ コードに ついての を 意 

電源 プラグ コー ドは 充電し ツ がの 用途で 使用し ないで ください。 故障に つなび る 
おそれび あ 0 ます。 
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1-2. 充電に ついて 

接続 可能な か 部 電源に ついて 


この 車両を 充電ず るた めの が 部 電源は、 ここで 説明ず る 要件を 備えて い 
る ことが 必要で ず。 

充電 作業を 巧う 前に、 あ 5 かじめ; 欠の 事項を ご 確認く ださい。 


■ 電源に ついて 

•  AC200V または AC1 00V で、 1 2A の 電流び 流れて ちブ レー 
力一び 作動し ない  (電気び 遮断され ない） コンセントに 接続して 
ください。※ 1 

この 車の 充電 時には、 最大 1 2A の 電流び 流れます。 を裕 をみ て、 2C)A の 
ブレーカーを 備えた コンセントに 接続す る ことを 推奨し ます。 

電流 容量に を裕 びないと、 他の 電気製品を 接続した 際に ブレーカーび 作動し 
て、 電気び 遮断され る 可能性び あ 0 ます。 
♦回路は必ず専用回路を設置してくださぃ。 ^2 


• 分電 盤に 漏電 遮断器び 設置 さ 
れ ている ことを 確認して くだ 
さい。 

わ し 設置され ていない 場合は、 必 
ず 設置した 上で 車両の 充電を 行つ 
て < ださい。 &  2 


漏電 遮断器の 例 


♦ 屋外で 充電す る 場合は、 EV/ 
PHV 専用 コンセントに 接続 
する ことを おすすめ します。 

推奨 コンセント 型式： 
パナソニック 電工 製 
- WK4322  (200V) 

- WK4311  (100V) 

なお、 屋外 用 防 雨 タイプの コン セ 
ン トを 使用す る ことわで をます。 

1 車両に 搭載され ている 充電 ケーブルの 電源 プラグ お 状に より、 接続で をる 
電源 電圧び 異な 0 ます。 

2 建物の 電気工 事 や、 電流 容量な どの ご 相談に ついては、 電気工 事業者な ど 
にお 問いを わせく ださい。 


EV/PHV 専用 コン セン トの例 

ITI12P178a 
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1-2. 充電に ついて 


■接続 可能な コンセント について 

AC200V または AC 1 00V で、 それぞれ; 欠の タイプの 接地 極 (アー 
ス） 付 コンセントに 接続で きます。 

n20ov 電源 接続 時 

JIS  C  8303 

2 極 接地 極 (アース) 付 コンセント 
20A  2 已 0V 

曰 1 00V 電源 接続 時 

JIS  C  8303 

2 極 接地 極 (アース) 付 コンセント 
ISA  125V 

図は 代表的な お 状を 示した わので、 実 
隙の コン セン トと はお 状び 異なる 場 
含び ありまず。 
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1-2. 充電に ついて 


曰 知識  

■充電 環境に ついて 

より ま 全に 充電を 行 5 ために、 なのよ ラな 充電 設備を 設置す る ことを おすすめ 
します。 


n 分岐 専用 回路 内 高速 感度 型 （0.1  sec  15mA) 漏電 遮断器 

万一、 漏電び 発生した ときに 住宅 全体び 停電す る 可能性を 低咸 します。 また、 
漏電 発生 時に おける 人体への 影響を 最ル 限に 抑える ことび でを ます。 

且 手元 スイッチ 


スイ ツチ 操作で コン セン ト への 電気び 遮断 
でさる ため、 雨の 曰の 電源 プラグの 抜を 差 
しを より ま 全に 行 ラ ことび でを ます。 


0EV/PHV 専巧 コンセント （一 P. 日 0) 

一般的な 防 雨 タイプの コン セン ト は、 ひんぱんな 抜を 差し 使用に よる 耐久性 
び 十分で ない 場合び あります。 EV  /  PHV 専用 コンセントは 耐久性び 確な 
されて おり、 充電 中に 電源 プラグび コン セン ト から 脱落す るのを 防 ざます。 
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1-2. 充電に ついて 


A 警告 

■電源に ついての 警告 

充電 時に 使用す る 外部 電源に ついては、 必ずな のこと を お守り ください。 
お守りいた だかない と、 充電 時に 火災 や 感電な どの 事故び 発生し、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦ま 全の ため、 おず 接地 極 （アース） 付を の コンセントに 接続して ください。 

♦必ず ブレーカー および 漏電 遮断器び 設置され た コンセントを 使用して くだ 
さい。 

ブレーカー びないと、 ショート など 異常 時の 過 電流に 巧して 安全を 確な でを 
ません。 

♦コン セン トと 電源 プラグは、 おず 直接 接続 
してく ださい。 コン セン ト との あいだに 分 
岐 アダプターを 接続したり、 変換 アダプ 
ターな どを 接続し ないで ください。 


• 異常 発熱を したり、 漏電 検知 機能 UP.  86) 
び 働かな < なる ため、 延長 コードを 使用 
しないで ください。 おず、 車両に 搭載 さ 
れ ている 充電 ケーブルで 届 < 範囲の コン 
セントに 接続して ください。 


♦タコ 足 接続は しないで ください。 
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1-2. 充電に ついて 


A 警告 

■電気 事故に ついての 警告 

車両の 充電を 行う ときは、 必ず 本書に 記載され ている 注意事項を お守りく ださい。 
必要 要件を 満た していない 電源を 使用した D 、 記載され ている 禁止 事項を 守らず 
に 充電を 行ったり すると 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 
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1-2. 充電に ついて 

巧電 のし かた 


この 車は 一般 家庭 用の AC コンセント (100V または 吕 00V) と専 
用の 充電 ケー ブルを 使用して、 外部 巧電 びで きる よ ラに 設計され てい 
まず。 

ただし、 巧の 点び一 般の 家庭 用 電気製品とは 大きく 異なる ため、 取り 
扱いを 誤る と 义災ゃ 感電 事故び 発生し、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 
の 場合 死 t につな がる おそれび あり まず。 

♦大 電流 (12A) で 長時間 （約 1.5 〜 3 時間） 電流が 流れる 
• お 客 さまの 充電 環境に よっては、 屋外で 充電 作業を 行 ラ 
巧電 作業は、 ここで 説明して いる 内容を よく お読みい ただいた 上で、 
正しい 手順に 沿って 行って ください。 

また、 お 子 さまび 充電 作業を 行う ときは、 必ず 充電 手順を 十分に 理解 
している 大人の 方と一緒に 作業して ください。 

充電 スタン ドで 巧電 ずる 場合は、 設置され ている 巧電 スタン ドの 手順 
に 従って 充電 作業を 行って ください。 

■充電 前の 重要 確認 事項 

充電 前に、 必ず; 欠の 点を ご 確認く ださい。 

♦パーキング ブレーキび 確実に かかって いる こと （一 P.  2 已 己） 

♦へッ ド ランプび OFF または AUTO、 非常 点滅 灯- 室内 灯な どの 
ランプ 類び OFF になって いる こと 

スイッチび ON になって いると、 それ 5 の 機器に 電力び ミ 肖 費され、 充電 時間 
び 長くな 0 ます。 

♦"パ ワ ー" スイッチび OFF になって いる こと （一 P.  239) 

■ 定期 点検 事項 

一  P'  1 17 
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1-2. 充電に ついて 


■充電ず ると きは 

I ちヨ麵 1 I 充電 ケーブルを 用意す る 


充電 ケーブルの 電源 プラグを 外 
部 電源の コン セン トに 差し込む 

おず 電源 プラグ 本体を 持って、 確 
実に 與 まで 差し込んで ください。 

手元 スイッチが ある 場 含は、 ス 
イッチを 日 N にして < ださい。 

コン ト □ー ル ユニッ トの 電源 イン 
ジケーターび 点灯して いる ことを 
確認して ください。 （点灯して いな 
いとを は、 P. 1 14 を 参照して く 
ださい） 

コン セン トや 電源 プラグへの 負荷 
を 軽減ず るた めに、 電源 プラグを 
差して いると をは コント □ー ルユ 
ニッ トを フック 等に 引っかけて お 
< ことを おすすが します。 
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1-2. 充電に ついて 


充電 リツ ドを 押して 開ける 

図に 示す 位置を 押ず と 開を ます。 

充電 リツ ドを 開ける と 充電 イン 
レツ ト 照明が 点 打し ます。 


充電 コネクターの 保護 キャップ 
をはず す 

はず した 保護 キヤ ッ プは ケーブル 
にかけ て 固定して ください。 


充電 コネクターを 充電 イン レッ 
卜に 挿し 込む 

挿し 込む ときは、 □ック 解除 ボタ 
ンを 押さずに、 そのまま 挿し 込み 
まず。 

充電 コネクターの 下側に ある ガイ 
ドの 位置を 合わせて、 まっすぐに 
いっぱいまで 挿し 込み、 "カ チッ" 
とい ラ 音び して、 充電 コネクター 
び 確実に □ック された ことを 確認 
して  <  ださい。 


97 


1-2. 充電に ついて 


充電 インジケーターび 点灯して 
いる ことを 確認す る （タイマー 
充電 機能を 設定して いると さ 
は、 数秒 間 点灯した あとに 消 好 
します。） 

充電 インジケーターび 点灯して い 
ない とさは、 充電が 開始され てい 
ません。 （^P.  84) 

充電 中、 現在の 充電 状態 や、 充電 
完了までの 時間の 目安を 確認す る 
ことび できます。 （^P.  104) 

充電が 完了ず ると、 充電 インジ 
ケーターび 消 打し ます。 

充電 時に コン ト □ー ル ユニットの 
エラ ー- r ン ジケーターが 点灯し 
た：^ P. 1 14 
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1-2. 充電に ついて 


充電した あとは 


□ッ ク 解除 ボタンを 巧 しなび 日 
手前に 引いて、 充電 コネクター 
を 取 0 はずず 

充電 中 (充電 インジケーターの 点な 
中） に 充電 コネクターを 取りは ずし 
た 場合は、 充電び 中断され ます。 


充電 コネクタ ーの 保護 キ ヤップ 
を 取り付ける 


充電 I」 ッ ドを 閉める 
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1-2. 充電に ついて 


長期 間 使用 しないと きは、 電源 
プラグを コンセントから 抜 < 

必ず 電源 プラグ 本体を 持って 抜い 
て  <  ださい。 

取り はず した 充電 ケー ブ j レは、 すみ 
やかに 片付けて ください。 

(^P. 1 1 2) 

電源 プラグを 差した ままに すると 
をは、 1 ヶ月に 1 回は 電源 プラグに 
ミちれ や ほこ 0 びない か 点検して く 
ださい。 
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1-2. 充電に ついて 


タイマー巧 電機 能 

タイマー 充電 機能を 活用す る こ とで、 駆動 巧 電池の 容量な 下を 抑えたり 
(一 P. 108)、 夜間 電力を ち 効に 利用ず る ことび でさまず。 

• 充電 開始 時刻 または 終了 時刻を 設定して、 充電の 予約を ずる ことび で 
さまず。 

• 一度 時刻を 設定して おけば、 な 回からは タイマー 充電 スイッチを 巧ず 


だけで 予約ず る ことび でを まず。 

■ タイマー 充電 予約の 設定 


車を 停車 させ、 タイマー 充電 ス 
イッチを 巧す 

エコ ドライブ モニターび、 タイマ ー充 
電 時刻表 示に 切 0 かわ 0 ます。 

"バワ ー" スイッチ のどの モード か 日 
でち 設定を 始める ことび でを ます。 
(一口.  241) 

設定 時刻を 変更し ない 場合： 

EJMI  6  I へ 


タイマー 充電 スイ ツチを 巧 した ま 
ま 保持ず る 

時刻表 おび、 点な か 日 点滅に かわ 0 ま 
ず。 
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1-2. 充電に ついて 


タイマー 充電 スイ ツチを 巧 して 設 
定 モー ドを 選択ず る 

□ 開始 時刻 設定 モード 
□ 終了 時刻 設定 モード 

タイマー 充電 スイ ツチを 巧す たびに 
モードび 切 0 かわ 0 ます。 


時計 調整 スイッチ （一 P.  274) で 
設定 時刻を 調整ず る 

n  " 時" を 調整ず る 
0  " 分" を 調整ず る 
0  " 分" を 00 にず る 《 

《 （例） 1 :  00 〜 1 :  2 日 一 1 :  00 
1 :  30 〜 1 :巳白  一 2  :  00 


タイマー 充電 スイ ツチを 巧 した ま 
ま 保持ず る 

設定され ると、 時刻表 示び 点滅 か 日 点 
なに かね 0、 メーター 内の タイマ ー充 
電 インジケーターび 点な します。 
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1-2. 充電に ついて 


固 励 互" パワー" スイッチが ア クセサ I」 ー モード、 または ON モードの 
場合は、 "パワー" スイッチを OFF にす る UP.  241) 

タイマー 充電 インジケーターが 点滅に かわ 0 ます。 

111 互 充電 ケーブルを 車両に 接続す る （^P.  96) 

充電 インジケーター （^P.  84) び 点 打す る ことを 確認して ください。 数秒 
間 点灯した あと、 消 打し ます。 

点灯 しないと をは、 充電 コネクターを 挿し 直して ください。 それでも 点灯し 
ない ときは、 コント □ー ル ユニットの 電源 インジケーター （^P.  8 已） で電 


タイマー 充電 インジケータ ー点 打 
中、 または 点滅 中に タイマー 充電 
スイッチを 押す と、 予約が 解除 さ 
れ ます。 充電 ケーブルが 車両に 接 
続され ている とさは、 すぐに 充電 
が 開始され ます。 

予約が 解除され ると、 タイマー 充電 イ 
ン ジケーターは 消灯し ます。 


源 供給 状態を 確認 して  <  ださい。 


■ タイマー 充電 予約の 解除 


103 


1-2. 充電に ついて 


I マルチ イン フ オメーシヨ ンデ イス フレイの 表示に ついて 


マルチ インフォメーション ディスプレイには、 充電に 関ず る 各種の 情報 
び 表示され まず。 

■充電 完了までの 時間 


駆動 用 電池の 充電 状態 


I 


•エネ J 林 ー モニター 


TFIP0  746.0k, 


- 、J2:I 

^ 巧ち 巧 力 
I  国  1.81 


巧ち 完了まで 1.0h 


T 


充電 完了までの 時間 


充電 中に "パワ ー" スイッチを ON 
モードに して、 エネルギー モニ 
ターを 表示ず ると、 現在の 充電 状 
態と 充電 完了まで にお 要な 時間の 
目安を 確認で さまず。 

巧認 後は、 "バワ ー" スイッチを OFF 
にして、 表示を ミ 肖して ください。 表示 
状態の まま にしておくと、 充電 時間び 


長くな 0 ます。 


また、 マイ ルーム 機能で エアコンを 使 
用して いると をは、 充電 完了までの 時 
間び 長くな 0 ます。 


■充電 結果に ついての 情報- 警告メッセージ 


巧 軍: 結を の おならせ 
充ち 完了し ました 


ITI12P156 


充電 終了後、 最初に "パワー" ス 
イッチを ON モードに したと をぷ 
は、 充電 結果に ついての^ ッ t 一 
ジが 表示され ます。 また、 充電 中 
に 行 ラ ことが でさない 操作を した 
場合な どには、 警告 > (ッ セージが 
表示され ます。 

表示され た; <  ッ セージの 指示に 従っ 
て、 それぞれ 必要な 操作を 行って < だ 
さい。 （^P. 已 22) 


U モート エアコン システム （^P.  36 日) 
を 使用した ときには、 表示され ない 
ことち あ 0 ます。 
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曰 知識 

■ 充電に 必要な 時間 について 

EV 走行可能 距離 （一 P.  47) び 0km の 状態から、 満 充電になる までの 時間の 
目 まは なのと おりです。 

• 1 00V 電源 使用 時； 約 3 時間 

•  200V 電源 使用 時： 約 1 時間 30 分 

なお、 駆動 用 電池の 残 量 や、 外気 温な どの 条件に より、 充電 完了までに 必要な 
時間は かわ 0 ます。 

1 00V 電源より ち 20 0V 電源の ちび 短時間で 効率よ く 充電で をる ため、 200 V 
環境での 充電を おすすめ します。 

■充電 中は 

♦コント □ー ル ユニッ トの 表面び 温かくなる ことび あります び、 異常では あり 
ません。 

♦電波の 状況によっては ラジオに 雑音び 入る ことび あります。 

■まを 機能に ついて 

♦車両に 充電 ケーブルび 接続され ている とさは、 "パワー" スイッチを 操作し 
てち 八 イブ 1」 ッ ド システムを 始動す る ことは でを ません。 

•  READY インジケーターび 点 好して いると をに 充電 ケーブルを 接続す ると、 
八 イブ リッ ド システムは 自動的に 停止し、 走行で をなくなります。 

♦車両に 充電 ケーブルび 接続され ている とさは、 P から 他の シフ ト ポジション 
に 切り かえる ことは でを ません。 

♦充電 コネクターを 充電 イン レッ トに 挿し 込んだ 状態で も、 □ック 解除 ボタン 
を 押 している あいだは、 充電び 開始され ません。 

なお、 充電 中に 数 砂し ツ上 □ック 解除 ボタンを 押し 続ける と 充電び 中止され ま 
す。 充電を 再開したい とさは、 いったん 充電 コネクターを 抜いて から 再度 充電 
コネクターを 巧し 直 して、 充電 イ ン ジケーターび 点な する ことを 確認 してく だ 
さい。 
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■タイマー 巧 電機 能を 正しく 作動させる ために 

なの ことを 確認して ください。 

♦時計び 正しい 時刻に なって いる 
♦"パワー" スイッチび OFF になつ ている 

♦電力 遮断機 能 （タイマー 機能を 含む） を 持つ コンセントで 使 巧し ない 
(常に 電力び 供給され ている コン セン トを 使用す る） 

■タイマー 充電 予約の 自動 解除に ついて 

♦充電 ケーブルを 接続して いる 状態で U モート エアコン システムを 作動 させ 
た 場合、 充電 予約は 解除され、 U モート エアコン システム 停止 後に 充電び 継 
続され ます。 

• "パワー" スイ ツチび OFF し义 外では 設定 時刻に なっても 充電は 開始され ませ 
ん。 


■タイマー 充電 機能の 終了 時刻 設定 モー ドに ついて 

♦終了 時刻 設定 モー ドで 設定す る 時刻は、 充電 終了 時刻の 目安です。 

電源 環境、 気温 等の 影響 により 終了 時刻 に 充電び 完了し ない こと び あ ります 
び、 その 場合、 満 充電になる まで 充電び 継続され ます。 

♦設定した 終了 時刻に 間に合わない 場合は、 すぐに 充電び 開始され、 満 充電に 
なる まで 充電び 継続され ます。 

■タイマー 充電 予約の 解除に ついて 

メー カーオプションの ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車は、 スマートフ ォンから 
も 操作す る ことび でを ます。 詳しくは、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 
書」 を 参照して ください。 
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■充電 イン ジケーターについて 

参 充電 中 や マイ ルーム 機能 使 巧 中、 および 充電 ケーブルを 接続して いると をに 
U モート エアコン システム （一 P.  360) を 使用す ると 点 打し ます。 

♦充電 中. U モート エアコン システムの 使 巧 中に システム 異常な どび 発生した 
場合は、 約 10 秒 間 点滅した あとで 消な します。 

その 場合、 次回 "パワー" スイッチを ON モードに すると、 マルチ インフォ 
メー シヨ ン ディスプレイに 警告メッセージび 表示され ます。 表示され たメッ 
セージの 内容に 応じて、 それぞれ 対処して ください。 （一 P. 已 22) 

■ 周囲の 温度が ほ 温 または 高温のと きは 

充電び 完了して 駆動 用 電池の 残 量 表示 （一 P.  4 日） び満 充電の 状態に なって いて 
も、 "パワー" スイッチを ON モー ドに すると 残 量 表示び わずかに 化 下したり す 
る ことび あります び、 異常ではありません。 

■ 急を 巧 電器の 使用 について 

この 車は 急速 充電器で 充電す る ことは でを ません。 

■充電 時間び 長くなる とき 

なのよ ラ な 場合は、 充電 時間び 通常よ り 長くなる ことび あ ります。 

♦イ氏 温また は 高温の 環境 下 

♦車両の 電力 消費量び 大 をい （へッ ド ランプな どの スイッチび ON になって い 
ると さや マイ ルーム 機能を 使用して いると を） 

♦充電 中に 停電した 

♦充電 スタン ドな どで 供給 電力を 調整して いる 
♦建物 側の AC 供給 電圧び イ氏 下した 

♦車両を 長期 間 放置 した ことな どに より、 補機ノ （ッテ U —の 充電 量び 化 下した 
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■駆動 用 電池の 容量 ほ 下につ いて 

駆動 用 電池は 使用して いく ラち に、 徐 々に 電池 容量び 低下して いを ます。 低下 
する 割合は 車の 使いち、 使用 環境に より 異なります。 電池 容量の ほ 下を 抑える 
ために、 なの ことを むびけ てくだ さい。 

♦満 充電 時の 高温 炎天下での 駐車は 極力 避ける 

•  EV 走行 中に ひんぱんな 急 加速、 急減 速を しない 

♦  EV 走行の 最高 車 速 付近 （一 P.  34) での 走行を 控える 

♦長期 間、 運転を しないと をは 駆動 用 電池の 残 量を 少なく して おく 
自動的に EV モー ドから HV モー ドに 切り かわる のを 確認して から、 "パワー" 
スイ ツチを OFF にして ください。 

•充電は 走行 開始 直前に 満 充電になる よ 5、 タイマー 充電を 極力 活用す る 

なお、 電池の 容量び 低下す ると EV 走行可能 距離び 減少し ますび、 車両 性能な ど 
び 著しく 化 下す る ものでは あり ません。 


A 警告 

■充電ず ると きの 警告 

植込み 型む 臓 ペースメーカー および 植込み 型 両む室 ペー シング パルス ジェネ 
レー タを 装着され ている 方は、 車両を 充電 するとを は、 充電 スタンド や 充電 コー 
ドに 植込み 部位を 近づけな いよ ラに してく ださい。 

充電に より、 植込み 型む 臓 ペー スメ ーカ ー およ び 植込み 型 両む室 ペー シ ングパ 
ルス ジェネレータの 作動に 影響を 与える おそれび あります。 
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A 警告 

■充電ず ると きの 警告 

充電 するとを は、 必ず; 欠の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 充 
電 時に 火災 や 感電 事故び 発生し、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦必ず 充電に 必要な 要件を 満たす 電源に 接続す る （一 P.  90) 

♦コンセント- 充電 ケー フル- 充電 イン レッ トに 破損 箇所び ないか 確認す る 
♦電源 プラグの 巧び 変形して いない か 確認す る 

♦電源 プラグを 差し込む 前に、 電源 プラグの 端子の 部分に ほこり 等の 巧れ びない 
ことを 確認す る 

♦極端に 高い 場所に あるな ど、 接続 後に 電源 プラグび 不安定になる コンセントは 
使用し ない 

♦電源 プラグは コンセントに いっぱいまで 確実に 差し込む 

♦充電 コネクターの 端子に 手を ふれたり、 異物で ショート させたり しない 

♦充電 イン レッ トに 水を かけない 

車両に 充電 ケーブルを 接続して いると をは、 洗車を しないで く ださい。 

(一 P'  43 己） 

♦充電 イン レットの 端子に、 金属製の 鋭利な ちの （針金 や 針な ど） で ふれない 
♦充電 ケーブルを 束ねたり 巻いたり した 状態で 充電 しない 

♦充電 ケー フルび 巧れ 曲 びったり、 重 いちのの 下敷を になったり していな いこと 
を 確認す る 

♦充電を 中断 するとを は、 電源 プラグを 抜く 前に 充電 コネクターを 抜く 
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A 警告 

■充電ず ると きの 警告 

♦屋外では 必ず 防 雨 型の コンセントを 使用す る （一 P.  90) 

また、 充電 中に 雨び 降 D かかった D、 充電 ケーブルを 伝わって コンセント びめ 
れな いよ ラに ま 意す る 

♦コン セン トび 水没 または 雪に 埋 ちれて いる 場合は、 電源 プラグを 挿さない 
すでに 電源 プラグび 差して あり 抜く お 要び ある 場合は、 まず ブレーカーを 
OFF にし、 その あと 電源 プラグを 抜いて ください。 

♦雨 や 雪の 中で 充電を 行 ラと をは、 なの ことを お守りく ださい。 

- 充電 コネクターの 端子 および 充電 イン レットに、 水 や 雪 または 氷び 付着し 
ていない か 確認す る 

付着して いる 場合は、 充電 コネクターを 接続す る 前に しっかりと 取り除い 
て  <  ださい。 

- めれ た 手で 電源 プラグの 抜を 差しを 行わない。 また、 コンセント や 電源 プ 
ラグを めら さない 

♦落雷の 可能性び ある 天候のと をは 充電を 行わない 
充電 中、 雷に 気付いた とさは、 車両 および 充電 ケーブルには さわらず、 ブレー 
カーを OFF にして ください。 

■充電を の 警告 

長期 間 使用 しないと をは、 電源 プラグを 抜いて おいてく ださい。 

電源 プラグ や コン セン トに ほこり 等の 巧れ びた まると、 故障 や 火災な どび 発生 
し、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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A 警告 

■充電器に ついて 

ラ ゲージ ルーム 下部に 充電器び あります。 充電器に ついては、 なの ことを 必ず 
お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 やけど や 感電な ど 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦充電 時は 高温になります。 やけどを する おそれび あるた め、 ふれないで くださ 
し、。 

♦分解- 修理- 改造を しない 

修理び 必要な 場合は、 おず 卜 3 夕 販売店に ご 相談 < ださい。 

■巧電 時に コント □-ル ユニツ ト 上の エラーイン ジケーターが 点な した ままの 場 
合は 

P. 1 1 日を 参照して U セツ ト 操作を 行って ください。 U セツ ト しても エラーイン 
ジケーターび 消 好し ない 場合は、 電源 経路に 漏電び 発生して いるか、 充電 ケー 
ブル. コントロール ユニツ トに 異常び ある 可能性び あります。 その 場合は ただ 
ちに 充電を 中止し、 充電 ケーブルを 取りは ずして、 トヨタ 販売店に ご連絡く だ 
さい。 そのまま 充電を 続ける と、 思わめ 事故の 発生 や 重大な 傷害に つなび る お 
それび あ D を険 です。 

■車両に 充電 ケーブルが 接続され ている ときは 

シフ トレバーを 操作し ないで ください。 

万一、 充電 ケーブルび 故障して いた 場合、 シフト ポジションび P から 他の シフ 
ト ポジ シヨ ンに 切り かわる ことび あり、 車両び 動いて 思わめ 事故に つなび る お 
それび あ D を険 です。 
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A ま 意 
■充電 後のを 意 

♦充電 イン レッ ト から 充電 コネクターを 取りは ずした あとは、 おず 充電 U ッ ドを 
閉めて  <  ださい。 

充電 1」 ッ ドを 開けた まま 放置す ると、 充電 イン レッ トに水 や 異物び 入 D、 車両 
故障に つなび る おそれび あ 0 ます。 

(充電 U ッ ドは ロックされ ません。 不意に 押されて 開く ことび あ D ますので、 
ま 意して ください。） 

♦コン セン ト から 電源 プラグを 取りは ずした あとは、 充電 ケーブルを ほこり や 水 
などび かからない 安全な 場所に 保管して く ださい。 

充電 ケー ブ j レを 足 や 車両で 踏んだ りする と、 充電 ケー ブ j レ や 電源 プラ グび 損傷 
する 原因と なります。 

■ 自家用 発電機の 使用に ついて 

充電 用 電源に 自家用 発電機は 使用 しないで く ださい。 

を定 した 充電び でさない おそれび あ ります。 

■使用可能 温度に ついて 

♦周囲の 温度び 一 30 でし ツ 下の 環境 下では、 充電に 時間び かかったり、 充電 機能 
部品び 損傷した りする おそれび あるた め、 充電 操作を 行わないで ください。 

♦周囲の 温度び 一 40 でし U 下と なる 環境 下に、 車両 および 充電 ケー フルを 放置し 
ないで  < ださい。 機能 部品び 損傷す る おそれび あ 0 ます。 
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正ち に巧電 でを ない とを は 


正しし 巧 順に 従って 作業しても 充電び 開始され ない 場合 や、 巧電 作業 
後に エラーを 伝える メ ツセー ジび 表示され た 場合は、 巧の 事項を ご 確 
詔く ださい。 


t 充電 作業 時に 問題が 発生した 

次の 記載を 参照して それぞれ 必要な 処置を 行って <  ださい。 


エラーの 状況 

原因 

対処 方法 

電源 プラグを 外部 電源 
に 接続しても コント 
□ー ル ユニッ トの 電源 

インジケーターび 点な 
しない 

電源 プラグが コンセントに 
正しく 接続され ていない 

電源 プラグび コンセントに 
正しく 接続され ている か 確 
認 してく ださい。 

停電して いる 

停電 解消 後、 再度 充電して 
< ださい。 

手元 スイッチが 日 FF に 
なって いる 

手元 スイッチを 日 N にして 

< ださい。 

建物 側の フレー カーび 作動 
して 電気び 遮断され ている 

ブレーカーの 状態を 確認 
して  <  ださい。 

ブレーカーに 異常がない 場 
合は、 化の コンセントに 接 
続して 充電が 可能 かご 確認 
< ださい。 

充電 可能な 場合は、 最初に 
接続した コンセントの 異常 
が 考えられる ため、 建物 管 
理者 または m 工事 業者に 
ご連絡く ださい。 

コント ロール ユニッ ト から 

電源 プラグまでの あいだに 
断線び 発生して いる 

ただちに 充電を 中止して、 
トヨタ 販売店に ご連絡 < 
ださい。 
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エラーの 状況 

原因 

対処 方法 

コント ロール ユニッ ト上 

の エラー インジケーター 
び 点 打して いる 

漏電 検巧 機能 または 自己 
診断 機能び 作動して 電気 
び 遮断され た 

1」 セツ ト 操作を 行って、 電 
源が 再 接続され るか 確認し 
てくだ さい。 （^p. 1 1 目） 
電源が 再 接続され ない 場 
含は、 ただちに 充電を 中 
止して トヨタ 販売店に ご 
連絡く ださい。 

□ック 解除 ボタンを 押して 

いる 

□ツク 解除 ボタンを 押して 
いると きは 安全の ため 電気 
が 遮断され ます。 

(^P. 1 05) 

車両に 充電 コネクターを 
接続 するとを は、 □ツク 解 
除 ボタンを 押さずに その 
まま 充電 イン レツ トに挿 
し 込んで ください。 

充電 コネクターを 接続し 
てち 充電 インジケーター 
び 点 打し ない 

充電 コネクターび 充電 イン 
レッ トに 確実に 接続され て 
いない 

充電 コネクターが 充電 イン 
レツ トに 確実に 接続され て 
いるか 確認して ください。 
充電 コネクターび 確実に 
接続され ている のに 充電 
インジケーターが 点灯し 
ない 場 含は、 システムに 異 
常が ある おそれび あ 0 ま 
す。 ただちに 充電を 中止し 
て、 トヨタ 販売店に ご連絡 
< ださい。 

すでに 駆動 巧 電池が 満 充電 
になって いる 

— 
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1-2. 充電に ついて 


[充電 後に 警告 メッ セー ジび 表示され た 


充電 中の 停電な ど、 充電び 正常 終 
了し なかった 場合は、 マルチ イン 
フ オメーシヨ ン ディスプレイに 警 
告メ ッ セージび 表示され まず。 
その 場合は、 「充電に ついての^ ッ 
セージ」 （一口. 已 22) の 記載を 参照し 
て、 それぞれ 必要な 処置を 行って < だ 
さし、。 


巧ち: 結果の おからせ 
システム ちを により 
充電 中止し ました 


エラーの 状況 

原因 

対処 方法 

車両の 充電 イン ジケ ー 
ターが 点滅した 

充電 システムに 異常が 発生 

している 

異常発生 時は、 充電 インジ 
ケーターが 約 10 秒 点滅し 
た あとに 消灯し ます。 

"パワー" スイッチを 日 N 

モードに して、 マルチ イン 
フ オメ ーシ ヨン デイ スプレ 

イに 表示され た 警告 メッ 
セージを 確認して ください。 
警告  ><ッ セージの 内容に 
従って、 それぞれ 必要な 処 
置を 行って ください。 

(^P. 已 22) 
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1-2. 充電に ついて 


曰 知識 


■コント □-ル ユニッ トのリ セツ トち法 


充電 時に コン トロール ユニッ トの エラー イ 
ン ジケーターび 点な した 場合は、 なのい ず 
れ かの 方法で U セッ ト 操作を 行って < ださ 
し、。 

♦コン トロール ユニッ ト 上の 1」 セッ ト ボタ 
ンを 押す 

♦充電 ケーブルの 電源 プラグを いったん 
取りは ずし、 約 日 砂し U 上 待 って か ら 再度 
コン セン トに 差し込む 


1」 セッ ト 作業を 行 ラと エラ ー- r ンジ ケー 

ターび 消灯して、 電源び 再 接続され ます。 

♦電源の 再 接続 後、 再び エラ ー- r ンジ ケー 
ターび 点な しない 場合は、 そのまま 充電 
び 巧 能です。 

♦再度 エラ ー- r ン ジケーターび 点な する 場 
合は、 充電 ケーブル または 接続した コン 
セント、 コント □-ル ユニット などに 異 
常び ある 可能性び あります。 ただちに 充 
電を 中止して、 トヨタ 販売店に ご連絡く 
ださい。 
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1-2. 充電に ついて 

巧電 ケーブルの 点検に ついて 


安を にお 使いいた だくた めに、 日常 的に （最低で も 1 ヶ月に 一度は 必 
ず） 点検して いただきたい ことを まとめて ありまず。 


漏電 検知 機能の 点検 


次の 手順に 従い、 コント □ー ル ユニッ トの 漏電 検知 機能が 正常に 作動す 
る ことを 確認して く ださい。 

万一、 漏電 検知 機能が 正常に 作動し なかった とさは、 ただちに トヨタ 販 
売店に ご連絡く ださい。 

固 画 [五 充電 ケーブルの 電源 プラグを コン わ ン トに 差し込む 


コント □ー ル ユニッ トの テスト ボ 
タンを 巧す 

テス ト ボタンを 押した あとで エラー 
インジケーターび 点灯 すれば、 コント 
□ー ル ユニッ トは 正常に 作動して い 
ます。 


固 画 [互 コン ト □ー ル ユニッ トの U セッ ト ボタンを 押す 

エラー インジケーターが 消灯した ことを 確認して ください。 0」 セッ ト ボタ 
ンを 押して エラー 状態を 解除す るまで、 通電 されません） 

引を 続を、 通常の 手順で 充電す る ことび でさます。 充電し ない 場 含は 充電 
ケーブルを 片付けて ください。 
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1-2. 充電に ついて 


A 警告 

■曰 常 点検に ついて 

定期的に なの ことを 確認して ください。 

点検を しないで 使い 続ける と、 乂巧や 感電な どの 思わめ 事故に つなび り、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦充電 ケーブル や 電源 プラグ、 充電 コネクタ、 コント □ー ル ユニッ トに 破損な ど 
びない こと 

♦コン セン トに 破損び ない こと 

♦充電 中に 電源 プラグび 極端に 熱くなら ない こと 

♦電源 プラグの 刃 び 変形 していな いこと 

♦電源 プラグに ほこり 等の 巧れ びない こと 

電源 プラグは コンセントから 抜いて 点検を してく ださい。 

■巧 電ケー ブルの お 手入れに ついて 

ミちれ たと をは 固く 絞った 巧で 巧れ をふさ 取った あと、 乾いた 巧でから ぶを して 
< ださい。 充電 時に 火災 や 感電 事故び 発生し、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れび あるた め、 水洗いは 行わないで ください。 

■長期 間 充電 ケーブルを 使用 しないと きは 

電源 プラグを コン セン ト から 抜いて おいてく ださい。 電源 プラグ や コンセント 
に ほこりび たまり、 過熱 や 発火の 原因と なります。 

また、 充電 ケーブルは 水気び ない 場所で な 管して < ださい。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 

か 部 電源供給 システムに ついて 


充電 イン レツ トに 専用 変換 アダプタ （ヴ ィー クルパ ワー コネクタ） を 用 
いて、 r 外部 電源供給 システムの 使い方」 レ P. 124) の 手順を 行う こ 
とで、 AC100V で 最大 消費 電力の 合計び 1 已〇 0W じ (下 ① 電気製品を 
使用ず る ことができまず。 


車両が 移動 可能な 範囲 内で、 屋外での 電源供給が 可能と い ラ 点び 一般 
家庭の コンセントと 異なりまず ので、 ま 意び 必要で ず。 

使用 前に、 必ず ここで 説明して いる 内容を よく お読みい ただいた 上で、 
正しく 取り扱って ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


■ ヴィー クル パワー コネクタ 各部の 名称 


n ヴィー クル パワー コネクタ 
0 □ック 解除 ボタン 
B 電源 スイッチ 
Q 防水 カバー 
且 防水 ゴム 
且車 外つ ン セント 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


A 警告 

なの ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 使用 時に 火災 や 感電 事故び 発生し、 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■ヴ ィー クルパ ワー コネクタを 取り扱う ときは 

♦分解- 修理- 改造- 塗装を しない 

異常び 認め られた 場合は、 ただちに 使用を 中止 して トヨ タ 販売店に ご連絡  <  だ 
さい。 

♦強い 衝撃を 与えたり 落と したりし ない 

♦水に 濡れた とを や 巧れ び あると をは、 乾いた 巧で ふく 

♦水洗いしたり、 水 や 他の 液体に 浸けた D しない 
水 や 他の 液体に 浸けた 場合は 使用し ないで < ださい。 

• シールな どを 貼り付けない 

•警告 ラベルを 巧した D、 はび したりし ない 

♦お 子 さまには さわらせない 

♦ま 外 コンセントに ほこりな どの ちれび 付着 しないよ ラに する 

♦対応して いない 他の 車両には 接続し ない 

♦保菅 するとを は、 取扱説明書- 手順 書と とちに な 管す る 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


A 警告 

■ヴ ィー クルパ ワー コネクタを 使用ず ると きは 

♦電源 プラグの 刃び 変形- 破損して いない か 確認す る 
♦濡れた 手で 電源 プラグを 巧を 差しし ない 

♦車 外 コンセントに 金属製の 鋭利な ちの （ピン や 針金な ど） を 差し込まない 
♦ま 外 コンセントに 水 や 液体- 雪び かからない よ ラに する 

♦車両を 傾けたり 坂道に 停めて 使用 しない 
使用 中に 車両を 移動 させたり、 傾けたり しないで ください。 

♦使用す る 前に、 接続した 電気 裂 品の 電源び OFF になって いる 事を 確認す る 
電源び ON になって いると、 電気製品び 突然 作動す る おそれび あります。 

♦電気製品の 電源 プラグを 車が コンセントに 差し込んで ちゆる いとを は 使用し 
ない 

ト ヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 

♦ま 外 コン セン トに 電源 プラグを 接続した あとは、 防水 カバーを 閉じる 
確実に ロックび かかる まで 閉じて く ださい。 防水 カバーび ロ ック でさない よ ラ 
な大 さな 電源 プラグは 使用し ないで ください。 

♦暖房 機器な どの 電気製品を 使用して 車中で ミ 白まらない 
♦異常な 発熱を 感じたら ただちに 使用を 中止す る 

♦延長 コー ド や コー ド U — ルを 使 巧 するとを は、 延長 先の コン セン ト □に 水 や ホ 
コ U びかから ない よ ラ にす る 

♦破損した 延長 コー ド や コー ド U — ルは 使用し ない 
♦本来の 用途し ツ がには 使用 しない 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


A 警告 

■ヴ ィー クルパ ワー コネクタを 使用 しないと きは 

デッキ アンダー ボックス や □ア グローブ ボ ッ クスの 中な ど、 水気び なく 直射 曰 
光の 当たらない ところで 保菅 してく ださい。 

■接続ず る 電気製品 について 

使用す る 電気製品に 付属の 取り扱い説明書 や、 製品に 記載され ている 注意事項 
を 必ず お守りく ださい。 

電源 プラグ や 電気製品び 故障して いると をは 使用し ないで ください。 

なお、 なのよ ラ な 機器は 使用 しないで ください。 

♦医療 巧 機器 

車両の 状態に よっては、 一時的に AC 電源 出力び 断たれる ことび あ D ます。 
♦計量器- 計測 器な ど 

AC 電源 電圧を 基準に した 計測 機器の 場合は、 精度び 不安定になる おそれび あ 
ります。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 

か 部 電源供給 システムの 使い方 


電源供給 作業は、 ここで 説明して いる 内容を よく お読みい ただいた 上 
で、 正しい 手順に 沿って 行って ください。 

■ 電源供給 作業 前の 重要 確認 事項 

必ず、 なの 点を ご 確認く ださい。 

♦パーキング ブレーキび 確実に かかって いる こと （一 P.  2 已 6) 
♦へッ ド ランプな どび OFF になって いる こと 
♦"パワー" スイッチび OFF になって いる こと 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


1-3. 外部 電源供給 システム について 


■ 電源供給を 開始ず ると きは 

I お Ml I ヴィー クルパ ワー コネクタを 用意ず る 


ブレーキ ペダルを 踏まずに、" パ 
ワ ー" スイッチを 2 回 押して 
ON モードに する 

READY インジケーターが 点 打し 
ていない ことを 確認して くださ 
い。 

ブレーキ ペダルを 踏んだ まま" パ 
ワ ー " スイッチを 巧ず と、 READY 
インジケーターが 点 打し、 八 イブ 
リッ ド システムが 始動して しま 
し、、 外部 電源供給 システムび 使用 
でを ません。 

ヴィー クル パワー コネクタの 防 
水カ バーを 開け、 使用す る 電気 
製品の 電源 プラグを 車 外 コン セ 
ントに 接続す る 

電源 プラグは 奥まで しっかり 差し 
込んで ください。 


防水 3 ムに 電源 コー ドを 通し、 
防水 カバーを 閉じる 

防水 カノ  く 一が □ック された ことを 
確認して ください。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


充電 リッ ドを 開け、 ヴィー クル 
パワー コネクタを 充電 イン レッ 
卜に 接続す る 

挿し 込む とを は、 □ック 解除 ボタ 
ンを 押さずに、 そのまま 挿し 込み 
まず。 

ヴィー クル パワー コネクタの 下側 
にある ガイ ドの 位置を 含 わせて、 
まっすぐに いっぱいまで 挿し 込 
み、 "カ チッ" という 音び して、 確 
実に □ック された ことを 確認して 
ください。 


ヴィー クル パワー コネクタの 電 
源 スイッチを 2 回 連続で 押す 

充電 インジケーターが 約 1 .已秒 間 
隔で 点滅し まず。 

電源 スイ ツチを 2 回 連続で 押す 間 
隔が 3 砂 政 上空いた 0、 2 回 於 上 
連続で 押した 場 含は、 充電 インジ 
ケーターは 点滅し ません。 

固画 互 約 13 秒 後、 充電 インジケーターが 点滅から 点 好に かわれば、 
電源供給が 開始され ます。 

接続した 電気製品の 電源を 日 N にし、 使用して ください。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


■ 電源供給を 停止ず ると をは 

固圆[11 使用して いる 電気製品の 電源を OFF にす る 


□ッ ク 解除 ボタンを 押 しながら 
手前に 引いて、 ヴィー クルパ 
ワー コネクタを 取りは ずす 

自動的に" ノ の一" スイ ッチが OFF 
になります。 

□ック 解除 ボタンを 押ず だけで わ 
電源供給は 停止し ます。 

また、 "パワー" スイッチを 押して 
電源供給を 停止させる ことわで を 
まず。 

外部 電源供給 システムの 使用 中 
に、 アクセサリー コンセントの メ 
インス イッチ （^P.  129) を 押し 
てち、 外部 電源供給 システムを 停 
止す る ことは でを ません。 


固 画 [互 車 外 コン セン ト から 電源 プラグを 取りは ずす 

ヴィー クル パワー コネクタと 電気製品を 片 づけて ください。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


I ア クセヴ U— コン セン ト について 

外部 電源供給 システムを 使 巧して いると さは、 車内に ある アク セサ リー 
コン セン トを 常時 使用ず る ことび できまず。 

AC1 00V で 最大 消費 電力の 合計び 1 已 OOWLU 下の 電気製品を 使 ラと を 
の 電源と して お使いく ださい。 

■アクセサリー コンセント 
フ □ント コン ソール 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


■メイン スイ ツチに ついて 


作動 表示 巧 

外部 電源供給 システムを 使用して い 
ると きは、 ；>< インス イッチの 作動 表示 
灯は 点灯した ままと な 0、 スイッチを 
押してち 消灯し ません。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


白 知識  

■ヴ ィー クルパ ワー コネクタを 使用で きる 車 雨に ついて 

ヴィー クル パワー コネクタは、 外部 電源供給 システムを 装着した プ U ウス PHV 
のみに 使用す る ことび でを ます。 が 部 電源供給 システムを 装着して いない 車両 
には 使用し ないで ください。 

■ が 部 電源供給 システム 使 巧 中は 


参 シフト ポジションを P から 他の シフト ポジションに 切り かえる ことは でを ま 


せん。 


♦スマー ト エン ト U-& スター トシス テムで ドアを 解 錠- 施錠す る ことは でを 
ません。 


♦ワイヤレス 1」 モ コンで ドアの 解 錠- 施錠を する ことび でを ます。 

使用す る 電気製品 か ら 発生す るノイ ズ により、 正常に 作動 しない 場合び あり 
ます。 


♦ドアの 開閉な どに より、 ブヴー び 鳴ったり、 マルチ インフォメーション ディ 
ス プレイに 「キーび 見つかりません」 と 表示され たりす る ことび あります。 
電モ キーを 携帯 している ことを 確認して く ださい。 

♦駆動 巧 電池の 残 量 減少な どに より、 ガソ 1」 ン エンジンび 自動的に 作動 して 駆 
動 用 電池への 充電を 行います。 

♦エアコンは 使用で をません。 

■アイ ドリ ングス トッ プ 条例に ついて 

駆動 用 電池の 残 量 減少な どに より、 自動的に ガソ 1」 ン エンジンび 始動し、 充電 
を 行います。 一部の 自治体では、 駐車 中 または 停車 中に ガソ 1」 ン エンジンび 始 
動した 場合、 アイ ド 1」 ング ストップ に関する 条例に ふれ 罰則の 適用を 受ける お 
それび あります。 駐車 中 または 停車 中の が 部 電源供給 システムの 使用に ついて 
は、 関係す る 自治体に 確認した 上で、 適切に 使用して ください。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


■が 部 電源供給 システム について 

•AC1 00V で 最大 消費 電力の 合計び 1 500WUI 下の 電気 聲 品を 使用 して  <  だ 
さい。 規定 容量を こえる 電気製品を 使用す ると、 AC 電源 装置の な 護 機能び 
作動し、 車 外 コンセントび 使用で をなくなります。 

なお、 な 護 機能び 作動した とさに 音び する ことび あります び、 異常では あり 
ません。 

♦外部 電源供給 システムの 起動 中に、 電気製品の 作動に よ 0 電気製品 側の 回路 
構成に よっては 大 をな 電流び 流れ、 瞬間 電力び 1 已 00W を こえる とさび あ 
ります。 この場合、 AC 電源 装置の イ呆護 機能び 作動し、 車が コンセントび 使 
用で をなくなります ことび あります び 故障ではありません。 

♦使用す る 電気製品に よっては、 周囲の テレビ や ラジオに 雑音び 入る ことび あ 
ります。 

■正しく 作動し ない おそれが ある 電気製品 

なのよ ラな AC 100 V の 電気製品は、 消費 電力の 合計び 1 已 00W し U 下の 場合で 
も 正常に 作動 しない おそれび あ ります。 

♦起動時の ピーク 電力び 高い 電気製品 

♦さわめ てま 定 した 電力供給を 必要と する 電気製品 

♦タイマー 設定す る 機器な ど、 AC 電源の 出力び 連続して 必要な 電気製品 

♦水平に 設置 しないと 正常に 作動 しない 電気製品 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


■使用で をない とさは 

充電 インジケーターび 点滅 •点 打せ ず、 まか コンセントから AC 電源び 出力 さ 
れ ない 場合に、 再度が 部 電源供給 システムを 起動して ち 復帰 しないと をは、 イ呆 
護 機能び 作動して いる ことび 考えられます。 この場合、 まず; 欠の 処置を 行った 
あとで、 再度 外部 電源供給 システムを 起動 して < ださい。 

♦電気製品の 電源 プラグを 抜を、 消費 電力び 1 已 00W しツ 下に なって いるか ど 5 
かを 確認す る 

♦電気製品の 電源 プラグを 抜を、 製品 自体び 故障して いない かを 確認す る 

♦燃料の 残 量び 少なくな ると、 外部 電源供給 システムは 自動的に 停止し ます。 
燃料を 給 ミ 由して ください。 

♦炎天下に 放置した 直後な ど 車内び 高温に なって いる 場合は、 車両を 曰 陰に 移 
動す るな ど して 車内 温度を 下げる 

し U 上の 処置を 行って ち 復帰し ない 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださ 
い。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


A 警告 

なの ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 使用 時に 火災 や 感電 事故び 発生し、 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■外部 電源供給 システムを 使用ず ると をの 警告 

♦使用 中は 車両から 離れない 

♦屋内な ど 換気の 悪い 場所に 停車し ない 
駆動 用 電池の 残 量 減少な どに より、 自動的に ガソ U ン ェンジンび 作動し、 充電 
を 行います。 排気ガス による 人体への 影響を 避ける ため、 十分に 換気で をる 場 
所で ご 使用く ださい。 

♦ボン ネッ トび 閉まって いる ことを 確認す る 
ガソ 1」 ン ェンジン 作動 時に、 ラジェーター フアンび 作動す る ことび あり、 卷を 
込まれる おそれび あ 0 ます。 

♦燃え やすいち のの 近くに 停車 しない 
過熱した 排気管で 発火す る おそれび あり ます。 

♦が 部 電源供給 システム 使用 中には、 給油 および 洗車は 行わない 
♦車両を カー カノ （一な どで 覆った 状態で 使用 しない 
♦お 子 さまには ヴィー クル パワー コネクタを 使用 させない 

♦破損した ヴィー クル パワー コネクタ .コード. 電源 プラグ. コン セン トは 使用 
しない 

使用 中は 不要な 荷重び かからな いよ ラに し、 コー ドな どを 足 や 車両で 踏まない 
よ ラに してく ださい。 

♦車 外 コンセントへは 電源 プラグ 本体を 持って 抜を 差しを する 
プラグの 刃に ふれない よ ラに してく ださい。 また、 コードを 引っ張って 電源 プ 
ラグを 抜く と、 電源 プラグ や コー ドび 損傷す る おそれび あります。 
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-3. 外部 電源供給 システム について 


A 警告 

■外部 電源供給 システムを 使用ず ると きの 警告 

♦電源 プラグは コン セン トに いっぱいまで 
確実に 差し込む 

電源 プラグび 半 差しの 状態に ならない よ 
ラに してく ださい。 


♦電源 プラグを ま 外 コン セン トに 接続した 
あとは、 ヴィー クル バワー コネクタの 防 
水カ バーを 閉じる 

確実に □ック される まで 閉じて くださ 
い。 


♦ヴィー クル パワー コネクタの 上に 重量 物 
を おいたり、 ちのを 引っかけた 0 しない 


♦まが コン セン トび 水没 または 雪に 埋 ちれて いる 場合は、 電源 プラグを 差さ 
ない 

すでに 電源 プラグび 差して あり、 巧く 必要び ある 場合は、 まず "バワ ー’’ ス 
イッチを OFF にし、 ヴィー クル パワー コネクタを 車両から 取りは ずした あ 
と、 電源 プラグを 抜いて ください。 

♦ヴィー クル パワー コネクタの 端子 および 充電 イン レッ ト に、 水 や 雪 または 氷び 
付着して いない か 確認す る 

付着して いる 場合は、 接続す る 前に しっかりと 取り除いて ください。 

♦濡れた 手で 電源 プラグの 巧を 差しを 行わない。 また、 コンセント や 電源 プラグ 
を 濡らさない 


ホ' 基 & 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 


A 警告 

■車が コン セン トの 交換に ついて 

電源 プラグを 車 外 コン セン トに 差し込んでも ゆるい とさは、 トヨタ 販売店に ご 
相談  <  ださい。 


A 迂意 

■外部 電源供給 システムを 使用ず ると きのを 意 

なの ことを お守り  < ださい。 

お守りいた だかない と、 正常に 作動し なかったり、 車両 や 電気製品び 損傷した 
りする おそれび あります。 

•AC1 00  V し U 外の 電気製品を 接続し ない 

♦最大 消費 電力の 合計び 1 已 00W を 超えない よ ラに する 
また、 振動 や 熱な どに 弱い 電気製品を 使用し ないで ください。 

♦ヴィー クル バワー コネクタ- 充電 イン レツ ト 内に 異物び ない ことを 確認す る 
♦車 外 コンセントに ホコ U や ごみび 付着して いなこと を 確認す る 

♦アース 線の ある 電気製品を 使用 するとを 
は、 巿 版の 変換 アダプターを 使用して 
アース 線を 変換 アダプターの アース 端子 
に 接続す る 


13 已 


1-3. 外部 電源供給 システム について 


A ま 意 


■ 車両を 長時間 駐車 して 電源供給を 巧 ラと きは 

なの ことに ごま 意く ださい。 

♦ガソ U ンエン ジン 回転 中に 排気管から 水び 出る ことび あります び、 異常では あ 
0 ません。 

♦特にが 気温び 化い とを には、 排気管の 中に ある 水び 凍り、 ガソ U ン エンジンび 
始動し にくく なったり、 ガソ U ン エンジン 回転 中に 排気管から 臭し が 発生す る 
ことび あ 0 ます。 

その 場合は、 いったん 電源供給 作業を 中断して、 15 〜 30 分 ほど 走行して く 
ださい。 

♦給 ミ 由は でさる だけ ガソ U ン スタンドで 行 ラ ことを おすすめ します。 

■外部 電源供給 システムを 使用を のを 意 

♦必ず 電気製品の 電源を切って から、 ヴィー クル パワー コネクタを 取りは ずして 
< ださい。 

♦充電 イン レッ ト から ヴィー クル パワー コネクタを 取りは ずした あとは、 必ず 充 
電 U ッ ドを 閉めて <  ださい。 

充電 1」 ッ ドを 開けた まま 放置す ると、 充電 イン レッ トに水 や 異物び 入り、 車両 
故障に つなび る おそれび あ 0 ます。 

♦車両から 離れる 際は、 確実に 施錠した ことを 確認して ください。 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 

か 部 電源供給 システムが 正常に 作動 しないと をは 


正しい 手順に 従って 操作しても 電源供給び 開始され ない ときは、；  欠 
の 事項を ご 確認  <  ださい。 


原因 

対処 方法 

READY インジケーター 

が 点な している 

READY イ ン ジケーターび 点な した 状態で ヴィー クル 
パワー コネクタを 巧し 込む と、 八イフ U ッ ド システム 
び 停止し ます。 

いったん "パワー" スイッチを OFF にし、 ブレーキ 
ペダルを 踏まずに "パワー’’ スイッチを 2 回 押して、 
ON モードに してから、 ヴィー クル パワー コネクタを 
再度 挿入して ください。 （一 P. 12 己） 

ヴィー クル パワー コネクタ 
び 正しく 挿し 込まれて いな 

い 

いったん ヴィー クルパ ワー コネクタを 取りは ずし、 下 
側に ある ガイ ドの 位置を 合わせて、 ロック 解除 ボタン 
を 押さずに そのまま まっすぐに いっぱいまで 挿し 込 
み、 "カ チッ" という 音び して 確実に □ック された こ 
とを 確認して ください。 （一 P. 126) 

ON モードに した あとで 

シフ ト ポジションを 切り 
か 文よ 5 とした 

いったん "パワー" スイッチを OFF にし、 再度 ON 
モードに してく ださい。 その あとは、 シフト 操作は 行 
わず、 ヴィー クル パワー コネクタを 再度 挿入して くだ 
さい。 

燃料 切れに なって いる 

燃料を 給 ミ 由して ください。 UP.  191) 

: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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1-3. 外部 電源供給 システム について 

か 部 電源供給 システムの 点検に ついて 


安全に お使いい ただく ために、 ご 使用 前に 点検して いただき たいこ 
とを まとめて ありまず。 

最ほ でち 1 ヶ月に 一度は 必ず 巧の 事項を ご 確認く ださい。 

• ヴィー クル パワー コネクタび 破損して いない か 
♦使用す る 電気製品の 電源 プラグの 刃び 変形して いない か 
♦コン セン トに ミちれ や 破損び ないか 


A 警告 

■ご 使用 前の 点検に ついて 

なの こと を 確認 してく ださい。 

点検を しないで 使い 続ける と、 火災 や 感電な どの 思わめ 事故に つなび り、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦ヴィー クル パワー コネクタに 破損な どび ない こと 
異常び ある 場合は ただちに 使用を 中止して、 トヨタ 販売店に ご連絡 < ださい。 

♦電源 プラグに 破損- 変 おな どび ない こと 
異常び ある 場合は ただちに 使用を 中止して ください。 

♦コン セン トに 巧れ や 破損な どび ない こと 

■ヴ ィー クルパ ワー コネクタの お 手入れに ついて 

ミちれ たと をは 固く 絞った 巧で 巧れ をふさ 取った あと、 乾いた 巧でから ぶを して 
< ださい。 使用 時に 火災 や 感電 事故び 発生し、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れび あるた め、 水洗いは 行わないで ください。 

■長期 間 ヴィー クル パワー コネクタを 使用 しないと をは 

衝撃 や ほこり からな 護す るた め、 ヴィー クル パワー コネクタを 車両から 取りは 
ずして、 水気び なく 直射日光の 当た らな いと ころで 保管して く ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


-4. キーの 取扱い 


n 電モ キー 

- スマ ー ト エントリ ー & スタ ー ト 
システムの 作動 （一 P. 142) 

- ワイヤレス 機能の 作動 
(^P. 1 已 9) 

- U モー ト エアコン システムの 作 
動 （^P.  36 日） 

曰  > (カ ニ カルキ ー 

且 キーナン バー プレート 


I メカ ニ カルキーを 使う には 


メカニカル キーを 取り出ず には、 
解除 ボタンを 巧して キーを 取り 
出す 

使用 後は わと にわ どし、 電子 キ ー と 一 
緒に 携帯して ください。 電子 キーの 電 
池が 切れた とを や スマ ー ト エン ト 
U  —  & スター トシス テムが 正常に 作 
動 しないと を、 カ ニ カルキ ーび 必要 
になります。 （^P.  545) 


お客様へ 次の キーを お渡しし まず。 
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1-4. キーの 取扱い 


曰 知識 

■キ ー ナ ンバ ー プレ ー ト 

車の 中し i (外の ま 全な 場所 （財布の 中な ど） にな 管して < ださい。 万一、 メカ ニ 
カルキ ーを 紛失した 場合、 トヨタ 販売店で キーナン バーから 新しい キーび 作製 
でを ます。 （一 P. 已 44) 

■航空機に 柔る ときは 

航空機に 電子 キーを 持ち込む 場合は、 航空機 内で 電子 キーの スイ ッチを 押さな 
いでく ださい。 また、 かばんな どに な 管す る 場合で ち、 簡単に スイッチび 押さ 
れな いよ ラに な 管して ください。 スイッチび 押される と 電波び 発信され、 航空 
機の 運行に 支障を およぼす おそれび あります。 
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1-4. キーの 取扱い 


A 汪意 

■キーの 故障を 防ぐ ために 

電モ キーは 精密 機器です。 なの ことを お守り ください。 

♦落としたり、 強い 衝撃を 与えたり、 曲げたり しない 
♦温度の 高い ところに 長時間 放置し ない 
♦ぬらしたり 超音波 洗浄器な どで 洗 ったり しない 

♦電子 キーに 金属製 または 磁気を 帯びた 製品を 取り 付けたり、 近付けた りしない 
♦分解し ない 

♦電子 キー 表面に シールな どを 貼らない 

♦テレビ- オーディオ- 電磁調理器 などの 磁気を 帯びた 製品 や、 低周波; 台療 器な 
どの 電気 医療機器の 近く に 置かない 

■電子 キーに ついて 

電モ キーは 電波法の 認証に 適合して います。 化ず; 欠の ことを お守り ください。 

♦電池 交換 時し U がは、 不用意に 分解し ないで  <  ださい。 分解' 改造した ちのを 使 
用す る ことは 法律で 禁止され ています。 

♦必ず 日本国内で ご 使用く ださい。 

■キーを 携帯ず ると きは 

電源を入れた 状態の 電化製品とは lOcm し U 上 離して 携帯して ください。 10cm 
しツ 内に あると 電化製品の 電波と 干渉 し 正常に 機能 しない 場合び あり ます。 

■スマー ト エントリ ー& スター トシス テムの 故障な どで 販売店に 車両を 持って い 
< とさは 

車両に 付属して いるすべ ての 電子 キーを お持ち < ださい。 

■キー を 紛失した ときは 

電子 キーを 紛失した 状態で 放置す ると、 盗難のを 険 性び 極めて 高 < なります。 
車両に 付属して いる 残りの 電子 キーを すべて お持ちの 上、 ただちに トヨタ 販売 
店に ご 相談く ださい。 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

ス 7 — ト エン ト U — & スタ ー トシス テム* 


電子 キーを ポケッ ト などに 携帯して いると、 巧の 操作び 行えまず。 
(必ず 運転者が 携帯して く ださい） 


□ ドアを 解 錠- 施錠ず る （一 P. 1 43) 

且 バック ドアを 解 錠- 施錠ず る 

(前 席 & バック ドア スマート ドア □ック 装着 車の み：  一 P. 144) 
0 八 イブ U ッド システムを 始動ず る （一 P.  23 日） 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


ドアの 解 錠- 施綻 


フ □ント ドア 八ン ドル 


八ン ドルを 握って 解綻 ずる 

八ン ドル 裏面の センサー 部に 巧 実に 
ふれて  <  ださい。 

施綻 操作 後 3 秒 間は 解綻 でを ません。 


ドア 八ン ドル 上側の □ック セン 
サ ー部 （八ン ドルの  <  ぼみ 部） に 
ふれ 施綻 ずる 


i 運転席 単独 スマート ドア □ック 装着 車は 運転席 ドア 八ン ドルの みで、 前 席 & バック 
ドア スマート ドア □ック 装着 車は、 運転席 および 助手席 ドア 八ン ドルで、 ドアを 解 
綻- 施綻 する ことび でを ます。 


ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


バック ドア （前 席 & バック ドア スマー ト ドア □ック 装着 車の み) 


バック ドア オープン スイッチを 押 
して 解 錠ず る 

施綻 操作 後 3 秒 間は 解綻 でを ません。 
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アンテナの 位置と 作動 範囲 


アンテナの 位置 

運転席 単独 スマー ト ドア □ ック 装着 車 

n 車 外 アンテナ 


□ 車内 アンテナ 


古 


前 席 & バック ドア スマー ト ドア □ック 装着 車 

n 車 外 アンテナ 


□ 車内 アンテナ 
且 ラ ゲージ ルーム 外 アンテナ 


ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


14 已 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■作動 範囲 （電子 キーの 検知 エリア） 

運転席 単独 スマー ト ドア □ ック 装着 車 

0  : ドアの 施錠- 解 錠 時 

運転席 ドア 八ン ドル か 日 周囲 約 
70cm しツ 内で 電子 キーを 携帯 
している 場合に 作動し まず。 

0  :八 イブ U ッ ド システム 始動 
時、 または "パワー" スイ ッ 
チ 切 0 かえ 時 

車内で 電子 キーを 携帯 している 
場合に 作動し ます。 


前 席 & バック ドア スマー ト ドア □ック 装着 車 


ITI13P319 


0  : ドアの 施錠- 解 錠 時 

フ □ント ドア 八ン ドル •バック 
ドア オープン スイッチから 周囲 
約 70cm  内で 電子 キーを 携帯 
している 場合に 作動し ます。 （電 
子 キーを 検 知して いる ドアの み 
作動し ます） 

0  :八 イブ U ッ ド システム 始動 
時、 または "パワー" スイ ッ 
チ 切 0 かえ 時 


車内で 電子 キーを 携帯して いる 
場合に 作動し ます。 
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ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


曰 知識 

■作動の 合図 

ブヴ ーと 非常 点滅な の 点滅で 巧ら せます。 （施錠は 1 回、 解 錠は 2 回） 

■ ドア A ン ドル 上側の □ック センサーで 施錠で きないと きは 

ドア 八ン ドル 上側の ロ ック センサー部に ふ 
れ ても随 錠で をない とさは、 上下の ロック 
センサー 部に 同時に ふれて < ださい。 


■警告音と 警告な について 

誤動作な どに よる 予期せ め 事故 やを 難を 防ぐ ため、 車内 や 車が で 警告音び 鳴つ 
たり、 マルチ インフォメーション ディスプレイに 警告び 表示され る ことび あり 
ます。 マルチ インフォメーション ディスプレイに 警告び 表示され たと をは、 状 
況 に応じて 適切に 対処して ください。 （一 P.  517) 


警告音の みび 鳴る 場合の 状況と 対処 方法は なのよ ラ になります。 


乾 化な 
言 □曰 

状況 

対処 方法 

車 外から "ピー "と 
約 己 秒 間 鳴る 

いずれ かの ドアび 開いて いると 
をに スマ ー ト エン ト 1」 一 & ス 

タート システムで 施錠し よ ラと 
した 

全 ドアを 閉めた あと、 
再度 施錠す る 

車内から "ピー、 
ピー" と 鳴り 続ける 

運転席 ドアび 開いて いる 状態 
で "パワー" スイッチを アクセ 
ヴ 1」 ー モードに した （ア クセヴ 
1」 ー モードの とを 運転席 ドア 
を 開いた） 

運転席 ドアを 閉める、 
または "バワ ー’’ スイ ッ 

チを OFF にす る 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■ 解 錠 操作の セキ ュ リ ティ 機能 

解錯 操作 後、 約 30 秒 (内に ドアを 開けなかった とさは、 盗難 防止の ため 自動 
的に 施錠され ます。 

■節電 機能 

長期 駐車 時に 電子 キーの 電池と 車両の 補機ノ  く ッテ U — あびり を 防止す るた め、 
節電 機能び 働を ます。 

♦なの 状況では、 スマート エン ト U-& スタートシス テムに よる 解 錠に 時間び 
かかる 場合び あります。 

- 車の 外 約 2m  L ツ 内に 電子 キーを 1 0 分!; (上 放置した 

•已 日間に (上 スマー ト エン ト U-& スター トシス テムを 使用し なかった 

♦前 席 & バック ドア スマート ドアロック 装着 車では、 14 曰 間し:! 上 スマート エ 
ント U — & スター トシス テムを 使 巧 しなかった 場合、 運転席し i (がでの 解 錠び 
でを なくなります。 この場合は、 運転席の ドア 八ン ドルを 握る、 もしくは、 
ワイヤレス 機能、 メカニカル キーで 解 錠して ください。 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■機能び 正常に 働かない おそれの ある 状況 

スマー ト エン ト U-& スター トシス テムは 微弱な 電波を 使用して います。 なの 
よ ラな 場合は 電子 キーと 車両 間の 通信を さまたげ、 スマート エン ト 1」 一 & ス 
タート システム や ワイヤレス リモコン、 イモ ビラ イヴーシステムび 正常に 作動 
しない 場合び あります。 （対処ち 法：  一 P. 已 4 己） 

♦電子 キーの 電池び 消耗して いると を 

♦近くに テレビ塔 や 発電所- ガソ U ン スタンド- 放送局- 大型 ディスプレイ • 
空港び あるな ど、 強い 電波 や ノイズの 発生す る 場所に いると を 

♦無線機 や 携帯電話'  コー ドレス 式 電話な どの 無線通信 機器を 携帯して いると を 
♦電 モキ ーび なのよ ラな 金属 裂の ちのに 接して いたり、 覆われたり している とを 

- アル 5 迫な どの 金属の 貼られた カード 
- アル 5 迫を 使用した タバコの 箱 
- 金属製の 財布 やかばん 
- ル 銭 
- カィ □ 

- CD や DVD などの メディア 

♦近くで 他の 電波 式 ワイヤレス U モ コンを 使用して いると を 

♦電子 キーを、 なのよ ラな 電波を 発信す る 製品と 同時に 携帯して いると を 

- 他の まの 電 モキ ー や 電波 式 ワイヤレス リモコン 
- パソコン や 携帯 情報 端末 （PDA など） 

- デジタル オーディオ プレーヤー 
- ポータブル ゲーム 機器 

♦バック ドア ガラスに 金属を 含む フイルム などび 貼って あると を 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■ご 留意い ただをた いこと 

•電子 キーび 作動 範囲 内 （検 巧エ U ア内） にあって ち、 なのよ ラな 場合は 正し 
く 作動し ない ことび あります。 

- ドアの 施錠- 解 錠 時に 電子 キーび ドア ガラス や ドア 八ン ドルに 近付を す ざ 
る、 または 地面の 近く や 高い 場所に ある 場合 
- 八 イブ 1」 ッド システム 始動 時 または "パワー’’ スイッチの 切り かえ 時に、 
電モ キーび インストルメントパネル や フロア 上- トノ カバーの 上- ド アポ 
ケット- または グ □ーブ ボックス 内な どに 置かれて いた 場合 
♦インス トル メン ト バネル 上面- ドア ポケッ ト 付近に 電子 キーを 置いた まま 車 
外に 出る と、 電波の 状況によっては 車 外 アンテナに 検 知され て 車 外からの ド 
アロックび 可能になる 場合び あり、 電子 キーび 車内に 閉じ込められる おそれ 
び あるた め ま 意して  <  ださい。 

♦電 モキ ーび 作動 範囲 内に あれば、 電子 キーを 携帯して いる 人し U 外で ち 施錠 •解 
錯 でさます。 ただし、 電子 キーを 検 知して いる ドアし i (がでは 解 錠で をません。 

♦ま 外で も ドア ガラスに 近い 位置に 電子 キーび あると をは、 八 イブ 1」 ッ ド シス 
テムの 始動び 巧 能になる 場合び あり ます。 

♦電子 キーび 作動 範囲 内に ある 場合、 洗 まや 大雨な どで ドア 八ン ドルに 大量の 
水び かかる と、 ドアび 施錠 •解 錠す る ことび あります。 （解 錠され た 場合で 
ち、 ドアの 開閉 操作び なければ 約 30 秒 後に 自動的に 施錠され ます） 

♦車 室内、 または 車両に 近い 位置に 電子 キーび あるときに ワイヤレス 機能な ど 
で 施 綻を行 ラと、 スマー ト エン ト U-& スター トシス テムに よる 解 錠び でを 
なくなる ことび あります。 （ワイヤレス 機能を 使って 解 錠す ると 復帰し ます） 


1 已〇 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■施錠 時の 留意 事項 

♦手袋を 着けて □ック センサーに ふれた 場合、 施錠び 遅れた D、 施錠され な 
かったり する ことび あります。 その 場合、 手袋を はずして ロック センサーに 
& れて  <  ださい。 

♦  ロック 操作は、 連続で 2 回まで 有効で、 3 回目し ツ 降は ロック 動作し ません。 
(この 設定を 変更で をます：  一 P. 已日 9) 

♦キーを 携帯して 洗車な どで 水を ドア 八ン ドルに かけた 場合、 施錠/解 錠 動作 
をく り 返す ことび あります。 その 場合は キーを 車両から 2m しツ上 離れた 場所 
に 保管して、 洗車な どを してく ださい。 （キーの 盗難に 注意して ください） 

♦車内に キーび あると をに、 洗車 機で 洗車す るな どして 水を ドア 八ン ドルに か 
けた 場合、 マルチ インフォメーション ディスプレイに 「車 室内に キーび あり 
ます」 と 警告メッセージび 表示され、 車が の 警告 ブヴ ーび 鳴る ことび ありま 
す。 その 場合は 全 ドアを 施錠 すれば 警告 ブヴ ーは 鳴り やみます。 

♦  □ッ ク センサーの 表面に 氷 や 雪- ミ 尼び 付着した 場合、 センサーび 反応し ない 
場合び あります。 反応し ない 場合は 表面に 付着した 氷 や 雪- ミ 尼を 取り除いて 
再度 操作す るか、 ドア 八ン ドル 下部の ロック センサーを 使って 操作して くだ 
さい。 

♦ドア 八ン ドルを 操作 するとを に、 m び ドアに あたる 場合び あります。 ドアを 
傷付けたり、 m を 割ったり しないよ ラ ま 意して ください。 


1 已 1 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■解 錠 時の 留意 事項 

参 急な ドア 八ン ドル 操作 や、 車 外 アンテナの 作動 範囲 内へ 急に 入って ドア 八ン 
ドルを 操作した とさは、 解 錠で をない 場合び あ 0 ます。 その 場合は、 ドア 八 
ン ドルを一度 もとの 位置に もどし、 解 錠され たこと を 確認して から ドア 八ン 
ドルを 引いて ください。 

♦手袋を 着けて ドア 八ン ドルを 握った 場合は、 解 錠び 遅れた D、 解 錠され な 
かったり する ことび あります。 その 場合、 手袋を はずして 八ン ドル 裏面の セ 
ンヴ ー部に ふれて  <  ださい。 

♦キーを 携帯して 洗車な どで 水を ドア 八ン ドルに かけた 場合、 施錠/解 錠 動作 
を <  り 返す ことび あります。 その 場合は キーを 車両から 2m しツ上 離れた 場所 
に 保管して、 洗車な どを してく ださい。 （キーの 盗難に ま 意して ください） 

♦作動 範囲 内に 他の 電子 キーび あると をは、 ドア 八ン ドルを 握って から 解 錠す 
る までの 時間び 少 し 長くなる 場合び あ D ます。 

♦ドア 八ン ドルを 操作 するとを に、 m び ドアに あたる 場合び あります。 ドアを 
傷付けたり、 m を 割ったり しないよ ラ ま 意して ください。 

■長期 間 運 車 5 しないと きは 

♦盗難 防止の ため、 電子 キーを 車から 2m (上 離して おいて < ださい。 

♦あらかじめ スマー ト エン ト U-& スター トシス テムを 非 作動に する ことび 
でを ます。 詳しくは トヨタ 販売店に お問い合わせく ださい。 

■才 ート アラー ム について （才 ート アラー ム 装着 車） 

スマー ト エン ト U-& スター トシス テムで 施錠す ると オー ト アラームび 設定 さ 

れ ます。 （一 P. 19 己） 


■システムを 正しく 作動させる ために 

電モ キーを 必ず 携帯した 上で 作動 させて < ださい。 また、 車 外から 操作す る 場 
合は 電子 キーを 車両に 近付けす ざない よ ラに して  <  ださい。 

作動 時の 電モ キーの 位置 や 持ちち によって は、 電子 キーび 正し <検 巧され ず、 シ 
ス テムび 正しく 作動し ない ことび あります。 （誤って 警報び 鳴ったり、 キー 閉じ 
込み 防止 機能び 働かない ことち あります） 


1 已吕 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■スマー ト エン トリ ー& スター トシス テムび 正常に 作動 しないと さは 

• ドアの 施錠- 解 錠：  一 P. 已 4 已 
♦八 イブ U ッ ド システムの 始動；  一 P. 已 4 已 
■電池の 消耗に ついて 
♦電池の 標準 的な 寿命は 1 〜 2 年です。 

♦電池 残 量び 少なくな ると、 八イフ U ッ ド システムを 停止した 際に 車内から 
警告音び 鳴ります。 （一 P. 已 21) 

♦電子 キーは 常に 電波を 受信して いるた め、 使用 していない あいだで ち 電池び 
消耗し ます。 なのよ 5 な 状態に なった とさは、 電池び 消耗して いる 可能性び 
あります。 新しい 電池に 交換して ください。 

- スマー ト エン ト U-& スタートシス テム や ワイヤレス U モ コンび 作動し 
ない 

- 作動 範囲び 狭 < なった 
- 電モ キーの LED び 点な しない 

♦電池の 著しい 消耗を 防ぐ ためにな のよ ラな 磁気を 発生す る 電化製品の 1 m 
し U 内に 電子 キーを イ呆曽 しないで  <  ださい。 

•  TV 

- パソコン 

- 携帯電話 や コードレス 電話機、 および 充電器 
- 電気スタンド 
- 電磁調理器 

■電池が 切れた ときは 
一 P'  483 
■カスタマイズ 機首 目 

スマート エン ト U — & スタート システムを 非 作動に するな どの 変更び でを ます。 
(カスタマイズ ー覧；  一 P. 已 日日） 


1 已 3 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

■電波が およぼず 該響 についての 警告 

• 植込み 型む 臓 ペー スメ ーカ ー、 植込み 型 両む室 ペー シ ング パル スジ X ネ レー 
夕 および 植込み 型 除 細 動 器を 装着され ている ちは、 室内 アンテナ- 車が アン 
テナ （一 P. 145) から 約 22cm (内に 近づかない ようにして ください。 電 
波に より 植込み 型む 臓 ペースメーカー、 植込み 型 両む室 ペー シング パルス 
ジェネ レー タ および 植込み 型 除 細 動 器の 作動に 影響を 与える おそれび ありま 
す。 

♦植込み 型む 臓 ペースメーカー、 植込み 型 両む室 ペー シング パルス ジェネレータ 
および 植込み 型 除 細 動 器し U 外の 医療用 電気機器を 使用され る 場合は、 電波に よ 
る 霞 響に ついて 医療用 電気機器 製造業 者な どに 事前に 確認して < ださい。 電波 
により 医療用 電気機器の 動作に 影響を 与える おそれび あり ます。 

スマート エン ト U-& スタートシス テムを 非 作動に する こと もで をます。 

詳しくは トヨ タ 販売店に お問い合わせく ださい。 


1 已 4 


-已. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

ブッシュ ボタン スター ト* 


電子 キーを ポケツ ト などに 携帯ず る だけで、 八 イブ リツ ド システムの 
始動 （^P.  239) び 巧え まず。 （必ず 運 お 者び 携帯して ください） 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


1已已 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


I アンテナの 位置と 作動 範囲 

■アンテナの 位置 


ITI13P321 


車内 アンテナ 


■作動 範囲 （電子 キーの 検知 エリア) 


車内で 電モ キーを 携帯して いる 場 
合に 作動し まず。 


ITI13P322 


1 已 6 


ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


曰 知識  

■機能が 正常に 働かない おそれの ある 状況 

一  P'  1 49 

■電池の 消耗に ついて 

一 P'  1 已 3 

■システムを 正しく 作動させる ために 

電モ キーを 必ず 携帯した 上で 作動 させて < ださい。 作動 時の 電子 キーの 位置 や 
持ちち によって は、 電子 キーび 正しく 検 巧され ず、 システムび 正しく 作動し な 
いこと び あ D ます。 （誤って 警報び 鳴った 0、 キー 閉じ込み 防止 機能び 働かない 
ことち あります） 

■警告音と 警告な について 

誤動作な どに よる 予期せ め 事故 や 盗難を 防ぐ ため、 車内 や 車が で 警告音び 鳴っ 
たり、 マルチ インフォメーション ディスプレイに 警告び 表示され る ことび あり 
ます。 マルチ インフォメーション ディスプレイに 警告び 表示され たと をは、 状 
況 に応じて 適切に 巧処 してく ださい。 UP.  517) 


警告音の みび 鳴る 場合の 状況と 対処 方法は なのよ ラ になります。 


乾 化 立 
言 □曰 

状況 

対処 方法 

ま 内から "ピー、 
ピー" と 鳴り 続ける 

運転席 ドアび 開いて いる 状態 
で "パワー" スイッチを アクセ 
ヴ 1」 ー モードに した （ア クセヴ 
1」 ー モードの とを 運転席 ドア 
を 開いた） 

運転席 ドアを 閉める、 
または "パワー’’ スイ ッ 

チを OFF にす る 

1 已 7 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■ご 留意い ただをた いこと 

•電子 キーび 作動 範囲 内 （検 巧エ U ア内） にあっても、 八 イブ 1」 ッド システム 
始動 時 または "パワー" スイッチの 切り かえ 時に、 電子 キーび インスト ルメ 
ン ト バネル やフ □ア 上- トノ カバー （装着 車の み） の 上- ドア ポケット •ま 
たは グ □ー ブ ボックス 内な どに 置かれて いた 場合は、 正しく 作動し ない こと 
び 友 D ます。 

♦ま 外で も ドア ガラスに 近い 位置に 電子 キーび あると をは、 八 イブ U ッ ド シス 
テムの 始動び 巧 能になる 場合び あり ます。 

■電子 キーび 正常に 働かない とさは 

^P. 已 4 已 

■電池が 切れた ときは 

一 P'  483 


A 警告 

■電波び およぼず 該響 についての 警告 

一  P. 1 己 4 


1 已 8 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

ワイヤレス リモコン 


ドアを 施錠- 解 錠で きまず。 

n 全 ドアを 施錠ず る 
0 全 ドアを 解 錠ず る 
且 U モー ト エアコン システムを 
作動- 停止す る UP.  360) 


□知識 
■作動の 合図 

ブヴ ーと 非常 点滅 灯の 点滅で 知らせます。 （施錠は 1 回、 解 錠は 2 回） 

■半 ドア 警告 ブザー 

ドアび 完全に 閉まって いない 状態で ドアを 施錠し よ 5 とすると、 フヴ ーび 鳴り 
ます。 ドアを 完全に 閉めてから、 も 5 —度 施錠して ください。 

■ 解 錠 操作の セキ ュ リ ティ 機能 

一  P'  1 48 

■才 ート アラー ム について （才 ート アラー ム 装着 車） 

ワイヤレス U モ コンで 施錠す ると 才ート アラー ムび 設定され ます。 （一 P. 19 日) 

■機能が 正常に 働かない おそれの ある 状況 

一  P'  149 

■ワイヤレス リ モコ ンが 正常 に 作動し ない ときは 

^P. 已 4 已 


1 已 9 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■電池の 消耗に ついて 

一 P. 1 已吕 

■電池び 切れた とさは 
-^P.  483 
■カスタマイズ 機首 目 

ワイヤレス U モ コンを 非 作動に するな どの 変更が でさます。 
(カスタマイズー 覧： ^P. 己 目 目） 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

ドア （フ □ント ドア •  U ヤ ドア) 


スマー ト エントリ ー& スター トシス テム や ワイヤレス 機能、 ドア □ッ 
クス イッチを 使って 施綻 •解 錠で きまず。 

■ スマ ー ト エン ト U — & スタ ー トシス テム 

一  P'  143 


■ワイヤレス 機能 

一 P' 1 已日 

■ ドア □ツ クス イッチ 


n 全 ドアを 施錠ず る 
0 全 ドアを 解 錠ず る 


□ ドアを 施錠ず る 
□ ドアを 解 錠ず る 

運転席 ドアは、 □ッ クレバーび 施 
錠 側に なって いても、 車内の ドア 
レバーを 引く と 開け 日れ ます。 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


I キーを 使わずに 外側 か 5 フ □ン ト 席を 砲綻ず ると きは 

Ifci 別 1 1  □ック レノ （一を 施錠 側に ずる 
lilMTI ドア 八ン ドルを 引いた まま ドアを 閉める 

"パワー" スイッチび ア クセサ U — モード または ON モードのと さや 車 
内に 電モ キーび 放置され ている とさは 施綻 されません。 

キーび 正 しく 検 知され ずに 施綻 される 場合び あ 0 ます。 


I チャイルド プ □テク ター 


施錠 側に ずると、 U ヤ席 ドアび 車内 
から 開かな  <  なりまず。 

n 解綻 
0 施錠 

お 子 さまび 車内 か 日 U ヤ席 ドアを 開 
け 日れ ないように でを まず。 両側の 
U ヤ席 ドアを 施綻 側に してく ださい。 


口 知識—  

■  メカ ニ カルキーでの 施錠- 解 錠 

メカニカル キーを 使って ドアの 施錠. 解 錠び でを ます。 （一 P.  545) 

■チ ヤイ ル ドプ □テク ター 使用 時の ドアの 開けち 

ドアを 解 錠して 車 外の ドア 八ン ドルを 引く と 開を ます。 万一、 車内から 開ける 
場合は、 ドア ガラスを 下げて 手を 出し、 車 外の ドア 八ン ドルを 引いて ください。 


1 白吕 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

■事故を 防ぐ ために 

運転 中は なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 不意に ドアび 開を、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あ D ます。 

参 シー ト ベル トを 必ず 使 巧す る 
♦すべての ドアを 施錠す る 
♦すべての ドアを 確実に 閉める 

♦走行 中は ドア 内側の ドア 八ン ドルを 引かない 

ドアび 開 さ 車 外に 放 D 出されたり して、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あります。 

特に、 運転席は ロック レバーび 施錠 側に なって いてち ドアび 開 < ため、 ミ 主意し 
て  <  ださい。 

♦お 子 さまを U ヤ 席に 乗せる とさは、 チャイルド プロテクターを 使用して 車内 か 
ら ドアび 開かない よ ラに する 

■ ドアを 開閉ず ると さは 

傾斜 地- ドアと 壁な どの あいだび 狭い 場所 •強風な ど、 周囲の 状況を 確認し、 予 
期せめ 動を にち 対処で さるよ ラ、 ドア 八ン ドルを 確実に 保持して ドアを 開閉し 
て  <  ださい。 


1 白 3 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

パック ドア 


バック ドアは 巧の 方法で 施錠- 解綻 できまず。 
■バック ドアの 施錠 •解 錠 

スマ ー ト エン ト U  —  & スタ ー トシス テム 

一  P'  144 

ワイヤレス 機能 

一 P'  1 已 9 

ドア □ッ クス イッチ 

^P. 1 61 

■車夕 か 5 パック ドアを 開ける には 


バック ドア オープン スイッチを 
巧した まま、 バック ドアを 持ち 
上げる 


(バック ドアを 閉める ときは 


バック ドア 八ン ドルを 持って バッ 
ク ドアを 引を 下げ、 必ず 外から 巧 
して 閉めて  <  ださい。 

引き下げる ときは、 バック ドア 八ンド 
ルを 持って、 横ち 向に 力を かけない よ 
うに 引き下げます。 
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曰 知識 


■ラ ゲージ ルーム ランプ 

スイッチを ON にしておくと、 バック ドアを 開けた とを、 ラ ゲージ ルーム ラン 
プび 点灯し ます。 

DON 
日 OFF 


■バック ドアが 開かない ときは 

バック ドアの ロックを 車内から 解除す る ことび でを ます。 
固 urn デッキ ボー ドを 開く （一 P.  42 己） 


デッキ アンダー ボックスの 側面 （バック ド 
ア 側） にある カバーを 取りは ずす 

切り 义 きに 指を かけて カバーを 手前に 引き、 取 
りは ずします。 


レバーを 引を 上げる 


手順 


手順 


ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


16已 


1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 
■走行 中の 警告 

♦走行 中は バック ドアを 閉めて ください。 

開けた まま 走行す ると、 バック ドアび 車 外の ものに あたったり 荷物び 巧げ 出さ 
れた〇 して、 思わめ 事故に つなび る おそれび あ D ます。 

また、 排気ガスび 車内に 侵入し、 重大な 健康 障害 や 死 t につな びる おそれび あ 
ります。 走行 前に バック ドアび 閉まって いる ことを 必ず 確認して ください。 

♦走行 前に バック ドアび 完全に 閉まって いる ことを 確認して ください。 パック ド 
アび 完全に 閉まって いないと、 走行 中に バック ドアび 突然 開を、 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ 0 ます。 

♦ラ ゲージ ルームには 絶対に 人を 乗せないで < ださい。 急 ブレーキ • 急 旋回を か 
けたと さや 衝突した とを などに、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につ 
なびる おそれび あ 0 ます。 

■お 子 さまを 柔 せて いると をは 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦ラ ゲージ ルームで お テ さまを 遊ばせないで ください。 

誤って 閉 じ 込め られた 場合、 熱射病 や 窒息な どを 弓 I を 起こす おそれび あ D ます。 

♦お 子 さまには バック ドアの 開閉 操作を させないで ください。 

不意に バック ドアび 動いたり、 閉める ときに 手 •頭- 首な どを 挟んだり する お 
それび あります。 


1 白 6 


ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

■バック ドアの 操作に あたって 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 体を 挟むな どして 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦バック ドアを 開ける 前に、 バック ドアに 貼り付いた 雪 や 氷な どの 重量 物を 取り 
除いてく ださい。 開いた あとに 重みで バック ドアび 突然 閉じる おそれび ありま 
す。 

♦バック ドアを 開閉 するとを は、 十分に 周囲の ま 全を 確かめて ください。 

♦人び いると をは、 安全を 確認し、 動かす ことを 巧ら せる 「声 かけ」 をして くだ 
さい。 

♦強風 時の 開閉には 十分 ま 意して く ださい。 

ルック ドアび 風に あお られ、 勢いよ く 開いたり 閉じたり する おそれび あり ます。 

♦半開 状態で 使用す ると、 バック ドアび 突然 
閉 じて 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 
ます。 特に 傾斜した 場所では、 平坦な 場所 
よりも バック ドアの 開閉び しにくく、 急に 
バ 'ック ドアび 開いたり 開 じたり する おそ 
れびあ D ます。 必ず バック ドアび 全開で 静 
止して いる ことを 確認 して 使 巧して くだ 
さい。 

♦バック ドアを 開め ると をは、 指な どを 挟ま 
ない よ ラ 十分 注意して ください。 

♦バック ドアは おず がから 軽く 押して 閉め 
てくだ さい。 バック ドア 八ン ドルを 持っ 
たま ま バック ドアを 閉める と、 手 や 腕を 
挟む おそれび あります。 


♦バック ドア ダン パース テ ーを 持って バック ドアを 閉めたり、 ぶら 下び ったり し 
ないで ください。 手を 挟んだり、 バック ドア ダン パース テ ーび 破損した りし 
て、 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 
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1-5. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

♦バック ドアに キヤ U ア などの 重い ものを 取り付け ると、 開けた あとに ドアび ま 
然 閉じ、 手 •頭 •首な どを 挟む おそれび あります。 バック ドアへの ア クセヴ 
1」 一巧 品の 取 り 付けは、 トヨ タ 純正 品を 使用す る ことを おすすめ します。 


A ま 意 

■ダン パーステーについて 

バック ドアには バック ドアを 支える ための ダン パース テ ーび 取り付けられ てい 
ます。 ダン パース テ ーの 損傷 や 作動 不良を 防ぐ ため; 欠の ことを お守り ください。 

♦ビニール 片. ステッカー. 粘着 材 などの 
異物を ステ ーの ロッド 部 （棒 部） に 付着 
させない 

♦□ッ ド 部を 軍手な どで ふれない 

♦バック ドアに トヨタ 純正 品し i (がの アクセ 
ヴ U — 用品を 付けない 

♦ステ ーに 手を かけたり、 横ち 向に 力を か 
けた 0 しない 


1呂8 


1- 己. シ ート- ミラー- パンドルの 調整の しかた 

フロント シート 


マニュアル シート 


□ 前後 位置 調整 
□ U クラ イニング 調整 
曰 シー ト 全体の 上下 調整* 
(運転席の み） 


車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1 呂 9 


-6. シート- ミラー- 八ン ドルの 調整の しかた 


パワー シート （運転席の み) 


□ 前後 位置 調整 
□ U クラ イニング 調整 
0 クッシ ョ ン 前端の 上下 調整 
□ シー ト 全体の 上下 調整 
且 腰部 硬さ 調整 


I アクティブへ ッ ドレ スト 


rrNi4Pi47 


追突の 衝撃に よって、 乗員の 腰び 
シート バックを 巧ず ことで ヘッド 
レストび 少し 斜め 上方に 動 さ、 柔 
員の むち 巧ち 傷害 軽減に 貢献し ま 
す。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


曰 知識 

■アクティブ ヘッド レスト 

シー トバックへの 衝撃び 弱い 場合で ち アクティブへ ッ ドレス トび 作動す る こと 
びあります。 なお、 解除 ボタンを 押さずに ヘッド レストを 無理に 押し上げ ると 
へッ ドレ ストの 構造 部品び 出て をます び、 故障ではありません。 


A 警告 

■ リク ライニング 調舊 について 

♦背ち たれは 必要し i (上に 倒さないで  <  ださい。 

必要!; (上に 倒しす ざると、 事故のと をに 体び シートベルトの 下にち ぐり、 腹部 
などに 強い 圧迫を 受けたり 肩部 ベルトび 割 こか かるな どして、 重大な 傷害に お 
よぶ か、 最悪の 場合 死 t につな がる おそれが あります。 

♦シート 調整 後は、 シートが を ちんと 固定され ている ことを 確認して ください。 


-6. シート- ミラー- 八ン ドルの 調整の しかた 
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1-6. シ ート. ミラー. 八ン ドルの 調整の しかた 

■J ヤシ— 卜 


リ ヤシー トは 巧り たたむ ことび できまず。 


I リ ヤシー ト① 前倒しを 行う 前 こ 

111011 車を 安全な 場所に 駐車ず る 

しっかりと バー キング ブ レー キを かけ、 シフト ポジション （^P.  246) 
を P にします。 

固 画回フ □ント シートの 位置 •皆ち たれの 角度を 調整ず る （一 P. 169) 

フ □ント シートの 位置に よっては、 背 もたれび 後方に 倒れて いると、 1」 
ヤシ ー トの 操作 時に あたる 場合び あ 0 まず。 


U ヤシ ー ト ベルトの バックルを 格 
納 する 


E1M41 U ヤシー ト のへ ッ ドレス トを 下げる （一 P.  ]  7 已） 

固 画 回 アーム レスト 装着 車： アーム レストを 格納ず る （一 P.  421) 

助手席 側の シー ト のみを 操作ず る 場合、 この 手順は 不要です。 
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I u ヤシー トの 前倒し 


前倒し ボタンを 押して □ック を 解 
除し、 背ち たれを 倒す 

ち どす ときは、 背 もたれを 起こして 固 
定 します。 


曰 知識 


■ リ ヤシー トを 前倒しして 巧 物を 積む ときに 

♦荷物び 1」 ヤ シートベルト にあたって しま 
ラと をは、 ガイドの 切り込みの あいだ か 
ら、 シートベルトを はずして ください。 

♦シー ト ベルトを ガイ ドからは ずした とを 
は、 背ち たれを ち どす 際、 車両の シート 
サイ ド 部と 背ち たれの あいだに、 シート 
ベルトび 巧 まれない よ ラに ま 意して < だ 
さい。 

参 1」 ヤシー トを もとに もどした あとは、 お 
ず U ヤ シートベルトを もとどおり ガイド 
に セットして おいて  <  ださい。 
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A 警告 

■ リ ヤシー トを 操作ず ると をは 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦走行 中に U ヤ シートを 操作し ない 

♦平坦な 場所で ノ  キング ブレーキを 確実に かけ、 シフ ト ポジ シ ヨンを P にす る 
♦倒した 背ち たれの 上 や ラ ゲージ ルームに 人を 乗せて 走行し ない 
♦お 子 さまび ラ ゲージ ルームに 入らない よ 5 ま 意す る 

■背 もたれを もとの 位置に ち どした あとは 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦背 もたれを 前後に 軽く ゆさぶり、 確実に 
固定す る 

背 もたれび 確実に 固定され ていない とを 
は、 ロック 解除 ボタンの まわりに 赤色び 
見えます。 赤色び 見えない ことを 確認し 
て  <  ださい。 


♦シー ト ベル トび ねじれたり、 挟み込まれて いない か 確認す る 
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ベッド レスト 


フ □ン トシー ト 


リ ヤシー ト 中央 席 


リ ヤシー ト 左ち 席 


□ 上げる 
曰 下げる 

下げる ときは、 解除 ボタンを 押し 
ながら 操作し ます。 


□ 上げる 
曰 下げる 

下げる ときは、 解除 ボタンを 押し 
ながら 操作し ます。 


□ 上げる 
曰 下げる 

下げる ときは、 解除 ボタンを 押し 
ながら 操作し ます。 
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曰 知識 


I へッ ドレス トを 取りは ずず ときは 


解除 ボタ ンを押 しなびら 取り はずします。 


へッ ドレス トを 取り付け 巧に 合わせて、 
ロック 位置まで 押し下げて ください。 

さらに 下げる とさは、 解除 ボタンを 押しな 
びら 操作して ください。 


■ヘッド レストの 高さに ついて （フ □ン トシー ト） 


必ずへ ッ ドレス トの 中む び 両耳の いちばん 
上の あたり になる よ ラ 調整して く ださい。 


リ ヤシー ト のへ ッ ドレス トの 使用に ついて 

~  使用 するとを は、 常に 格納 位置 （ヘッド レ 
ストび 最も 下 びった 位置） から "カ チッ "と 
音び する まで 上げた 位置に してく ださい。 
また、 ヘッド レストを 押し下げ、 確実に 固 
定 されて いる ことを 確認して ください。 


濛 
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A 警告 

■へッ ドレ ストに ついて 

なの ことを お守り  < ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦へッ ドレス ト は、 それぞれの シー ト 専用の ちのを 使用す る 
♦へッ ドレス トを 正しい 位置に 調整す る 

♦へッ ドレス トを 調整した あとは、 固定され ている ことを 確認す る 
♦へッ ドレス ト をはず した まま 走行し ない 
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シー ト ベルト 


走行 前にず ベての 乗員は 必ず シー ト ベル トを 正しく 着用して ください。 


■正しく 着用ず るには 


■着けち- はずしち 


rni4W038 


• 肩部べ ル トを 肩に 十分 かける 

首に かかった 0、 肩 か 5 はずれな 
いよ ラに して  <  ださい。 

• 腰部べ ル トを 必ず 腰骨ので さ 
る だけ 低い 位置に 密着させる 

♦背を たれを 調整し、 上体を 起 
こし、 深く 腰かけて 座る 

• ねじれ びないよ ラに ずる 

n ベルトを 固定ず るには、" 力 
チッ" と 音び ずるまで プレー 
卜を バックルに 挿し 込む 
Q ベルトを 解除ず るには、 プ 
レー トに 手を 添えて 解除 ボタ 
ンを 巧ず 


■シートベルトの 高さ 調節 （フ □ント 席) 


□ 解除 ボタンを 巧 しなび 日、 ア 
ジャス ターを 下げる 
0 アジ ャス ターを 上げる 

"カ チッ" と 音び して 固定され ると 
ころまで 動かして ください。 
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四  ト ベルト プリ テン シ ヨナー （フ □ント 席) 


前方から 強い 衝撃を 受けた とき、 
シー ト ベル トを引 さ 込む ことで 適 
切な 乗員 拘束 効果を 確保 しまず。 

前ち か 5 の 衝撃び 弱い とを や、 横 や ラ 
しろ か 5 の 衝撃、 横転のと をは 通常は 
作動し ません。 


I プリ クラッシュ シー ト ベルト 
 (プリ クラッシュ セー フ テイ システム 装着 車の フ □ント 席） 

衝突び 避けられな いと 判断した とさ、 衝突の 前に フ □ン トシ ー ト ベルト 
を卷さ 取りまず。 （一 P.  332) 


口 知識  

■シートベルト □ッ クの 解除ち 法 

急 停止 や 衝撃び あった とを ベル トび ロックされ ます。 急に 体を 前に 倒したり、 
シー ト ベルトを すばやく 引を 出しても □ック する 場合び あります。 一度 ベルトを 
強く 引いて から ゆるめ、 ゆっくり 動かせば、 ベルトを 引を 出す ことび でを ます。 
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■お テ さまの シー ト ベル トの 使いち 

この 車の シー ト ベル ト は、 シー ト ベル トを 着用す るのに 十分な、 大人の 体格を 
持った 人 巧に 設計され ています。 

♦シー ト ベル トび 正しい 位置で 着 巧で をない ル さ なお子 さまの 場合は、 お 子 さ 
まの 体に 合った チャイルド シート を 使用して ください。 （一 P.  210) 

♦シー ト ベル トび 正しい 位置で 着 巧で をる お テ さまの 場合は、 シー ト ベルトの 
着用の しかたに 従ってく ださい。 （一 P. 178) 


■ シー ト ベル ト プリ テン シヨ ナー について 


シー ト ベル トプ U テン シヨ ナ ーは 一度し か 作動し ません。 玉 まを 衝突な どで 連 
続して 衝撃を 受けた 場合で ち、 一度 作動した あとは その後の 衝突では 作動し ま 
せん。 


180 


A 警告 

急 ブレーキ や 事故の 際の けび を 避ける ため、 なの ことを 必ず お守りく ださい。 
お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れ びあります。 

■シー ト ベル トの 着用に ついて 

♦全員び シー ト ベル トを着 巧す る 
♦シートベルトを 正しく 着用す る 

♦シー ト ベル トは 一組に つを 一人で 使用す る 
おモ さまでち 一組の ベル トを 複数の 人で 使用 しない 

♦お 子 さまは U ヤ 席に 座らせて シー ト ベル トを 着用させる 

♦背ち たれは 必要し U 上に 倒さない 
上体を 起こし、 シートに 深く 座る 

♦肩部 ベルトを 腕の 下に 通して 着用し ない 

♦腰部 ベルトは でさる だけない 位置に 密着 させ 着用す る 

♦左ち の U ヤシー ト ベル トを使 巧 するとき は、 シー ト ベル トび ガイ ド (一 P. 1 73) 
に 通つ ている ことを 確認す る 

■女 壬娠 中の 女性の 場合 

医師に 注意事項を 確認の 上、 必ず 正し < 着 
用して ください。 （一 P. 178) 

妊娠 中の ちち、 通常の 着用の しかたと 同じ 
よ ラに、 腰部 ベルトび 腰骨ので をる だけな 
い 位置に かかる よ ラに お腹の ふくらみの 下 
に 着用して ください。 また、 肩部 ベルトは 
確実に 肩を 通し、 お腹の ふくらみを 避けて 
胸部に かかる よ ラに 着用して ください。 

ベルトを 正しく 着用して いないと、 衝突し 
たと をな どに、 母体 だけで な <胎 おまで び 
重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 じに 
つなび る おそれび あります。 


ITN14P131 
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A 警告 

■疾患の あるち の 場合 

医師に 注意事項を 確認の 上、 必ず 正 しく 着用して く ださい。 

■お 子 さまを 柔 せる とさは 

おモ さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで ください。 

万ー ベルトび 首に 巻を 付いた 場合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 

誤って そのよ ラな 状態に なって しまい、 バックルち はずせない 場合は、 八ヴ 5 
などで シー ト ベル トを 切断して ください。 

■プリ テン シヨ ナー付 さシー ト ベル ト について 

シートベルト プ U テン シ ヨナーび 作動す ると SRS エアバッグ/ プ U テン シヨ 
ナー 警告 灯び 点灯し ます。 その 場合は シー ト ベル トを再 使用す る ことび でさな 
いため、 必ず トヨタ 販売店で 交換して ください。 

■シー ト ベル トの 損傷- 故障に ついて 

♦ベル トやプ レー ト •バックル などは、 シート や ドアに 挟むな どして 損傷し ない 
よ ラに してく ださい。 

♦シー ト ベル トび 損傷した とさは、 シー ト ベル トを 修理す るまで シー トは 使用 
しないで  <  ださい。 

♦プレートび バックルに 確実に 巧し 込まれて いるか、 シー ト ベルトび ねじれて い 
ないかを 確認して く ださい。 ラ ま < 巧し 込めない 場合は ただちに トヨ タ 販売店 
に 連絡して ください。 

♦ちし 重大な 事故に あった とさは、 明らかな 損傷び 見られない 場合で ち、 シー 
卜. シートベルトを 交換して ください。 

♦プ U テン シヨ ナー 付を シー ト ベル トの 取り付け や 取りは ずし • 分解. 廃棄な ど 
は、 トヨタ 販売店し ツ外 でしないで ください。 

不適切に 扱 ラと、 正常に 作動し な < なり、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 
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八ン ドル 


八ン ドル 位置を 運転し やず いように 調 壁で きまず。 

八ン ドルを 持ち、 レバーを 下げる 


八ン ドルを 上下 •前後に 動かし、 
適切な 位置に ずる 

位置び ミ夫定 したら、 レバーを 上げ 
て八ン ドルを 固定して ください。 


A 警告 


I 走行 中の 警告 

走行 中は 八ン ドル 位置の 調整を しないで < ださい。 

運転を 誤り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 
ます。 

IA ン ドル 位置を 調舊 した あとは 

八ン ドルび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

固定び 不十分 だと、 八ン ドルの 位置び 突然 かわ 0、 思わめ 事故に つなび 0、 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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イン ナ ー 5 ラ ー 


座つ た 姿勢に 合わせて、 後方を 十分に 確認で きる よ ラに ミラ ーの 位置 
を 調 壁ず る ことび できまず。 


[上下 調 壁の しかた 


イン ナー S ラー 本体を 持って、 上 
下方 向に 調整ず る 


I 防 眩 機能 

手動 防 眩 S ラー 

レ バーを 操作ず る ことで、  後続 車のへ ッ ド ランプに よる 反射光を 減 かさ 
せます。 


□ 通常 使用 時 
曰 防に 時 
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自動 防 眩 s ラー 

後続 車のへ ッ ド ランプの まぶし さに 応じて 反射光を 自動的に 減少 させ ま 
す。 


自動 防 眩 機能の 切り かえ ON  / 
OFF 

日 N のとを は インジケーターが 点灯し 
まず。 

"パワー" スイッチを 日 N モードに し 
たと きは、 ミラーは 常に 自動 防 腔 機能 
WON になって います。 

ボタンを 押す と OFF になり、 インジ 
ケーターが 消な します。 


口 知識  

■センサーの 誤作動 防止 

センサーの 誤作動を 防ぐ ため、 センサーに 
面れ たり センサーを 覆ったり しないで くだ 
さい。 
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ドア 巧- 


スイ ッ チで 鏡面の 角度 調 壁を しまず。 


tN14P227 


調整ず る S ラーを 選ぶ には、 ス 
イッチを 巧す 

□左 

0 ち 


ミラーの 鏡面を 調整ず るには ス 
イッチを 巧す 

n 上 

0 ち 
且下 
Q 左 


I ドア S ラーを 格納ず ると さは 


スイッチを 巧して、 ドア ミラーを 
格納す る 

ちう 一度 巧す と、 もとの 位置に ち ど 0 
ます。 
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曰 知識  ^ 

■作動を 件 

"パワー’’ スイッチび ア クセヴ 1」 ー モー ド または ON モー ドのと を 

■  5 ラーび 量った ときは （ミラー ヒー ター装着 車） 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガーを 作動させる と、 5 ラーヒーターび 同時に 作動し、 
曇りを 取る ことび できます。 （一 P.  3 己 4) 


A 警告 

■走行して いると をは 

走行 中は なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 運転を 誤って 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 こ 
につな びる おそれび あります。 

♦5 ラーの 調整を しない 
• ドア 5 ラーを 格納した まま 走らない 

走行 前に 必ず、 運転席 側 および 助手席 側の 5 ラーを ちとの 位置に ち どして、 正 
し < 調整す る 

■5 ラーび 動いて いると さは 

手を ふれないで ください。 

手を 挟んで けび や、 = ラーの 故障な どの 原因になる おそれび あります。 

■  5 ラー ヒー ターび 作動して いると をは （5 ラー ヒー ター装着 車） 

鏡面び 熱くなる ので みれ ないで ください。 
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1-7. ドア ガラスの 開け 方- 閉めち 

パワー ウインドウ 


スイッチで ドア ガラスを 開閉で さまず。 

スイッチを 操作す ると、 ドア ガラスを 下記の よ ラに 動かしまず。 


□ 閉める 
B 自動 全閉 ’X 
且 開ける 
□ 自動 全開 ’X 

* 途中で 停止 するとを は、 スイッチを 
反対側へ 操作し ます。 


I ウインドウ □ッ クス イッチ 


スイ ツチを 巧す と、 運転席 じ (がの ド 
ア ガラスび 作動 不可に なりまず。 

お 子 さまび 誤って ドア ガラスを 開閉 
する ことを 防止で きます。 

再度 巧す と、 解除され ます。 


曰 知識 
■作動を 件 

"パワー" スイッチが 日 N モードの とを 
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1-7. ドア ガラスの 開けち •閉めち 


■  A イブ リッ ド システム 停止 後の 作動 

"パワー" スイッチを ア クセヴ U — モード または OFF にした あとでち、 約 4 已 
秒 間は ドア ガラスを 開閉で をます。 ただし、 その あいだに 運転席 ドアを 開閉す 
ると 作動し なくなります。 

■挟み込み 防止 機宜 目 

ドア ガラスを 閉めて いると をに、 窓 砕と ドア ガラスの あいだに 異物び 挟まる と、 
作動び 停止し、 少し 開を ます。 

■パ ワー ウインドウを 巧め る ことができない ときは 

挟み込み 防止 機能び 異常に 作動して しまい、 ドア ガラスを 閉める ことび でさな 
いとを は、 閉める ことび でさない ドアの パワー ウインドウ スイッチで、 下記の 
操作を 行って  <  ださい。 

♦車を 停止し、 "パワ ー" スイッチを ON モー ドの 状態で、 ノ のーウイン ドウス 
イッチを 「自動 全開」 の 位置で 引を 続ける ことで ドア ガラスを 閉める ことび 
でを ます。 

参上 記の 操作を 行って ち ドア ガラスび 閉まらない 場合、 挟み込み 防止 機能の 巧 
期 化を なの 手順で 実施して  <  ださい。 

Ifeitril 1 1 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 引を 続け、 ドア ガ 
ラスを 閉めた あと、 さらに スイッチを 己 秒 間引を 続ける 

Ifeifril  2 1 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 押し 続け、 ドア ガ 
ラスを 全開に した あと、 さらに スイッチを 2 砂 間 押し 続ける 

Ifeiril  3 1 再度、 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 引を 続け、 
ドア ガラスを 閉めた あと、 さらに スイッチを 2 秒 間引を 続ける 

ドア ガラ ス 作動 途中で スイ ッチから 手を 離す と、 最初から やり直し となり ま 
す。 な 上の 操作を 行っても 反転して 閉じ 切らな し 儒 合は、 トヨタ 販売店で 点検 
を 受けて ください。 

■カスタマイズ 機首 目 

運転席し i (外の 自動 全開 作動の 設定を 変更で をます。 

(カスタマイズ ー覧：  一 P. 已已 9) 
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1-7. ドア ガラスの 開け 方 •閉め 方 


A 警告 

■ ドア ガラスを 開閉ず ると をは 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

• ドア ガラスを 開閉 するとを は、 乗員の 手- 
腕  •頭'  首な どを 挟んだ 0 巻を 込んだり 
しないよ うにして ください。 特に お テ さ 
まへは 手な どを 出さない よ ラ 声 かけを し 
てくだ さい。 

♦お テ さまには、 ドア ガラスの 操作を させ 
ないで  <  ださい。 

ドア ガラスに 挟まれたり 卷を 込まれたり 
する おそれび あります。 

■挟み込み 防止 機宜 目 

♦挟み込み 防止 機能を 故意に 作動させる ため、 乗員の 手-腕-頭- 首な どを 挟ん 
だり しないで ください。 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 こに つなび る お 
それび あります。 

♦挟み込み 防止 機能は、 ドア ガラスび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し な 
い 場合び あります。 また、 挟み込み 防止 機能は、 スイッチを 引き続けた 状態で 
は 作動し ません。 指な どを 挟まない よ ラに ま 意して  <  だ さしん 重大な 傷害を 受 
ける おそれび ありを 険 です。 
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1-8 .給油の しかた 

給油 □の 開け 方 


巧の 手順で 給油 □を 開けて ください。 

■ 給油ず る 前に 

• "パワー" スイッチを OFF にして、 ドアと ドア ガラスを 閉めて く 
ださい。 

♦燃料の 種類を 確認して ください。 （一 P. 192) 

■ 給油 □の 開けち 


手順 


オープナーを 上げて、 給油 口を 
開ける 


キャップを ゆつ < り まわして 開 
ける 


キャップを 八ン ガーに かける 
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-8. 給油の しかた 


(給油 □の キャップを 閉める とさは 


キャップを "カ チッ" と 音び ずる 
まで まねして 閉める 

手を 離ず と、 キャップ びを 方向に みし 
ち ど 0 ます。 


曰 知識 

■燃料の 種類 
無鉛 レギュラー ガソ 1」 ン 

■エ タノール 混合 燃料に ついて 

エタノール 混合 燃料 （エタノールの ミ 居 合 率 3% し i (下、 含 酸素 化合物の 含 酸素 率 
1 .3% し U 下） ち 使用す る ことび でを ます。 
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-8. 給油の しかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給 ミ 由 するとを はなの ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あ 0 ます。 

♦ボデ ーな どの 金属 部分に ふれて 体の 静電気を 除去す る 
除去 しないと 放電に よる 火 巧で 燃料に 引火す る おそれび あります。 

♦キャップを ゆるめた ときに、 "シュー" という 音び する 場合は、 その 音び 止まっ 
てから ゆっ <D 開ける 

キャップを 開ける とさは、 キャップの ツマ 5 部分を 持ち、 ゆっくりと 開け ま 
す。 ゆっくりと 開けない と、 気温び 高い とを などに、 給油 □から 燃料び 噴を 返 
す おそれび あります。 

♦給 ミ 由 □に、 静電気を 除まして いない 人を 近付けない 

♦気化した 燃料を 吸わない よ ラに する 
燃料の 成分には、 有害物質を 含んで いるち のちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 火して 火災を 弓 I を 起こす おそれび あり ます。 

♦車内に もどったり、 静電気を 除去して いない 人 や 帯電して いるものに ふれない 
再び 帯電す る 可能性び あ ります。 

■給油 時のを 意 

♦ふを こぼれを 防ぐ ためし U 下の 点に ま 意して ください。 

- 給 ミ 由 □に ノス レを 確実に 挿入す る 
- 継ぎ足し 給 ミ 由を しない 

♦正常に 給 ミ 由で をない 場合は、 スタン ドの 係員を 呼んで 指示に 従ってく ださい。 

■キャップ 交換 時の 警告 

トヨタ 純正 品し ツ かの キャップを 使用 しないで ください。 

純正 品を 使わない と 火災な どを 引を 起こし、 その 結果 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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-8. 給油の しかた 


A 汪意 
■給油ず ると さは 

指定の ガソ U ンを 使用 してく ださい。 

指定し U 外の ガソ 1」 ンや 他の 燃料 （粗悪 ガソ 1」 ン. 軽 ミ 由- 灯油- 高 濃度 アル コー 
ル 含有 燃料） を 使用したり、 燃料を こぼしたり しないで ください。 

なのよ ラな 状態になる おそれび あります。 

♦エンジンの 始動 性び 悪くなる 

♦エンジンからの 異音 や 振動な ど （ノッキング） び 発生す る 
♦エンジン 出力び 化 下す る 
♦排気 制御システムび 正常に 機能し ない 
♦燃料 系 部品び 損傷す る 
♦塗装び 損傷す る 
■燃料に ついて 

プラグ イン 八 イブ U ッ ド 車では、 車の 使用 状況によっては 燃料び タンク 内に 長 
期間 滞留し、 燃料の 品質び を 化する ことび あります。 燃料 系の 部品 や エンジン 
に 影響を およぼす 可能性び あるた め、 6 ヶ月 ごとに 20L し U 上 （己 ヶ月 間の 給油 
量び 合計 20LUI 上になる よ ラに） 燃料 補給を 行って ください。 
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1-9 .盗難 防止 システム 

イモビ ライザー システム 


キーに 信号 発信 機が 内蔵して あり、 あ 5 かじめ 登録され たキ ーLU 外で 
は 八 イブ リツ ド システムを $ 台 動で さません。 

車両 か 5 離れる 場合は、 車内に キーを 残さないで ください。 


"パワー" スイッチを OFF にず 
ると、 システムの 作動を 知らせ 
るた めに インジケーターび 点滅 
しよ 9  〇 

登録され た キーを 携帯し、" パ 
ワ ー" スイッチを ア クセサ U — 
モー ド または ON モー ドに ずる 
と システムび 解除され、 インジ 
ケーターび 消灯し まず。 


曰 知識 

■メンテナンス について 

イモ ビラ イヴ ー システムの メンテナンスは 不要です。 

■機能が 正常に 作動 しない おそれの ある 状況 

周囲の 環境 やを 件に より、 イモ ビラ イヴ ー システムび 正常に 作動せ ず 八 イブ 
U ッド システムを 始動で をない ことび あります。 （一 P. 149) 


A を 意 

■イモ ビラ イザー システムを 正常に 作動させる ために 

システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 
システムび 正常に 作動 しない おそれび あ ります。 


19 已 


侵入を 検 知した 場合、 音と 光で 警報し まず。 


■ オー ト アラームが 作動 するとを 

オー ト アラームを 設定す ると、 次の よ ラな 状況で オー ト アラームび 
作動し ます。 


• 施錠され た ドアび、 スマ ー ト エン ト 1」 一 & スター トシス テム •ワ 
イヤ レス U モ コン- メカニカル キーを 使わずに 解 錠され たり、 開 
けられた とさ 

• ボン ネッ トび 開けられた とさ 

G-BOOK  mX  Pro を ご 利用の お客様へは、 オー ト アラームび 作動 
した 場合、 メール や 電話で お 知日せ ずる ことび できまず。 

詳しくは、 別冊 「ナビ ゲー シ ョン システム 取扱 書/ G-BOOK オン 
ライン サー ビス/  G-SecurityJ を 参照して ください。 

■ オー ト アラームを 設定す るには 


ドア • ボン ネッ トを 閉め、 スマ ー 
ト エン ト U  —  & スター トシス テ 
ム、 ワイヤレス U モ コンを 使っ 
て 施錠し ます。 

30 秒 LU 上 経過ず ると、 自動的 
に 設定され まず。 

オー ト アラームび 設定され ると イ 
ン ジケーターは 点な か 5 点滅に か 
ね 0 ます。 

■ オー ト アラームの 設定を 解除- 作動を 停止ず るには 

次の いずれ かを 行って ください。 

• ドアを 解 錠す る 

• "パワー" スイッチを ア クセサ U — モー ド または ON モー ドに ずる 
か、 八 イブ U ッ ド システムを 始動ず る （数秒 後に 解除 •停止し まず) 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


1-9. 盗難 防止 システム 


曰 知識 

■メンテナンス について 

オー ト アラーム システムの メンテナンスは 不要です。 

■ ドアを 施錠ず る 前の 確認 

オート アラームの 思わめ 作動、 および 盜 難を 防ぐ ため、 なの ことを 必ず 確認し 
てくだ さい。 

♦車内に 人び 乗って いない か 
参 ドア ガラスび 閉じて いるか 
•車内に 貴重品な どを 放置 していない か 

■才ー ト アラー ムの 作動に ついて 

なのよ ラな 場合、 オート アラームび 作動す る ことび あります。 オート アラーム 
の 設定を 解除- 作動を 停止す る 操作を 行って < ださい。 

♦車内に 残った 人び、 ドア や ボンネットを 
開けた とを 


♦施錠 後、 補 機 バッテ 1」 一 あびり などで 充 
電や 交換を したと を （一 P. 已已 0) 
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1-9. 盗難 防止 システム 


■才ー ト アラー ム 作動に よる ドア □ック 機能に ついて 

オー ト アラームび 作動した とを ドアび 解 錠され ている と 車内への 不正な 侵入を 
防止す るた め 自動的に 施錠され ます。 

■カスタマイズ 機首 目 

メカニカル キーを 使って 解 錠した とを、 オート アラームび 作動す るよ ラに 設定 
を 変更す る ことび でを ます。 （カスタマイズ ー覧：  一 P. 已已 9) 


イ\ ま 意 

■才ー ト アラー ムを 正常に 作動させる ために 

システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 
システムび 正常に 作動 しない おそれび あ ります。 
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1-10. ま 全に お使いい ただく ために 

正しい 運 起 姿勢 


巧の ま 件に 合った 正しい 姿勢で 運転して く ださい。 

n まっすぐ 座り、 背を たれ か 日 
背を 離さない （一 P.  ]  6 日） 

□ シー トを ペダルび 十分に 踏み 
込める よ ラな シー ト 位置に ず 
る （一 P. 169) 

且 各 装置び 操作し やず い 背を た 
れ のち 度に ずる （一 P. 1 己 日） 
□  SRS エアバッグび 自分の 胸 
の 方へ 向く よ ラな 八ン ドルの 
位置に ずる （一 P. 1 83) 
曰へ ッ ドレス トの 中央び 耳の い 
ちばん 上の あた 0 になる よ ラ 
にず る （一 P. 1 7 已） 

曰 シー ト ベル トび 正しく 着用で 
きる （一 P. 178) 
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-10. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は 運転席の 調整を しないで < ださい。 

運転を 誤る おそれび あり ます。 

♦背ち たれと 背の あいだに クッシ ヨンな どを 入れないで ください。 

正しい 運転 姿勢び とれない ばかり か、 衝突した とを、 シートベルト や ヘッド レ 
ス ト などの 効果び 十分に 発揮され ずに、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あります。 

♦フロン トシー トの 下に ものを 置かないで ください。 

ちの び 挟まる と シートび 固定され ず、 思わめ 事故の 原因に なって、 重大な 傷害 
におよ ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 また、 調整 機構の 
故障の 原因になります。 

■シ ート を調舊 ずると きは 

♦同乗者び シートに あたって けび を しないよ ラに ま 意して ください。 

♦シートの 下 や 動いて いる 部分に 手を 近付けないで ください。 

指 や 手を 挟み、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 
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1-10. ま 全に お使いい ただく ために 

SRS エアバッグ 


SRS エア バッ グは 乗員に 重大な を 害び およぶ よう な 強い 衝撃を 受け 
たと きに ふく  5 み、 シー ト ベル トび 体を 拘束ず る 働きと 併せて 柔 員へ 
の 衝撃を 緩和 させまず。 


□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と 目 力 手 席 乗員の 頭 や陶な どへの 衝撃を 緩和） 

SRS サイ ド & 力ーテン シー ルド エアバッグ 

且 SRS サイ ド エアバッグ 

(フ □ン ト席 乗員の 胸な どへの 衝撃を 緩和） 

□  SRS 力ーテン シール ド エアバッグ 

(フ □ン ト 席と U ヤ 外側 席 乗員の 主に 頭部への 衝撃を 緩和) 
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-10. 巧 全に お使いい ただく ために 


曰 知識 


■  SRS エアバッグび 作動ず ると 


参 SRS エア バッ グ との 接触に より、 巧撲 やすり 傷な どを 受ける ことび あり ます。 
♦作動 音と 共に 白い ガスび 発生し ます。 

♦フロント 席. フロン ト ピラー. U ヤ ピラー. ルーフ サイ ドレールの一部分な 
ど だけでなく エアバッグ 構成 部品 （八ン ドルの 八ブ' エアバッグ カバ — r 
ン フレー ター） ち 数 分 間 熱くなる ことび あります。 エアバッグ そのもの も 熱 
くなります。 

♦フロン トウ イン ドウ ガラスび 破損す る ことび あります。 

■  SRS エアバッグび 作動ず ると さ （フ □ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、 衝撃の 強さび 設定 値 够動も 変 あ もしない 固定 
された 壁に、 車 速 約 20 〜 30km/h で 正面衝突した 場合の 衝撃の 強さに 巧 
当す る 値） し U 上の 場合に 作動し ます。 

ただし、 なのよ ラ な 場合は エア バッ グび 作動す る 車 速は 設定 値よ り 高くな り 
ます。 


- 駐車して いる 車 や 標識の よ ラな 衝撃に よって 移動 や 変 おする ちのに 衝突 
した 場合 

- もぐり 込む ような 衝突の 場合 （例えば、 車両 前部び もぐり 込む、 下に 入り 
込む、 トラックの 下敷を になるな ど） 

♦衝突 条件に よっては シートベルト プ U テン シヨ ナー のみ 作動す る 場合び あ 
ります。 
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MO. 安全に お使いいた だくた めに 


■  SRS エアバッグび 作動ず ると を 
(SRS サイ ド & 力ーテン シー ルド エアバッグ） 

SRS サイド & 力ーテン シー ルド エアバッグは、 衝撃の 強さび 設定 値 （約 1 .已 t 
の 車両び、 約 20 〜 30km/h の 速度で 客室へ 直角に 衝突した 場合の 衝撃の 強さ 
に 巧 当す る 値） し U 上の 場合に 作動し ます。 

■衝突 がで 作動ず ると き 

なのよ ラな 状況で 車両 下部に 強い 衝撃を 受けた とさち、 フロント SRS エア バッ 
グび 作動す る 場合び あ ります。 

♦縁石 や 歩道の 端な ど、 固い ちのに ぶつ 
かった とを 

♦深い 巧 や 溝に 落ちたり、 乗り こえた とを 

♦ジャンプして i 也 面に ぶつかったり、 道路 
から 落下した とを 


■  SRS エアバッグび 作動 しないと を （フ □ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、 側面 や 後ち からの 衝撃- 横転- または 低速での 前 
ちからの 衝撃では、 通常は 作動し ません。 ただし、 それらの 衝撃び 前ち への 減 
をを 十分に 引を 起こす 場合には、 フロント SRS エアバッグび 作動す る ことび あ 
ります。 

♦側面からの 衝突 
♦後方からの 衝突 
♦横転 
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■  SRS エアバッグび 作動 しないと を 
(SRS サイ ド & 力ーテン シー ルド エアバッグ) 


斜めから 衝撃を 受けた 場合 や、 客室 部分し:! がの 側面に 衝撃を 受けた とを には、 
SRS サイ ド & 力ーテン シール ド エアバッグび 作動し ない 場合び あります。 


• 客室 部分し U 外の 側面への 衝撃 
♦斜めからの 衝撃 


SRS サイ ド & カーテン シール ド エアバッグは、 前ち や 後ち からの 衝撃. 横転. 
または 低速での 側面からの 衝撃では、 通常は 作動 しません。 


> 前 ちからの 衝突 
> 後方からの 衝突 
け 黄 転 


なのよ ラな 場合には、 点検 •修理び 必要になります。 でさる だけ 早く トヨタ 版 
売店へ ご連絡  <  ださい。 

♦いずれ かの SRS エアバッグび ふくらん だとを 


♦フロント SRS エアバッグは ふくらまな 
かった び、 事故で 車両の 前部び 衝突した 
とを、 または 破損 •変形な どび あると を 
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>SRS サイ ド & カーテン シールド エア バッ 
グ はふく らまなかった が、 事故で ドア 部 
分を 衝突した とを、 または 破損 ■変开 ミな 
どが あると さ 


♦八ン ドルの パッ ド 部分- ダッシュ ボード 
の 助手席 SRS エアバッグ 付近が 傷付いた 
り、 ひび 割れたり、 その他の 損傷を 受け 
たと を 


♦  SRS サイ ドエ アバ ツグが 内蔵され ている 
シート 表面が 傷付いたり、 ひび 割れたり、 
その他の 損傷を 受けた とさ 


>SRS カーテン シールド エアバッグが 内蔵 
されて いる フ □ント ピラー- U ヤ ピラー 
部-ルーフ サイド 部が 傷付いたり、 ひび 
割れたり、 その他の 損傷を 受けた とさ 
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A 警告 

■  SRS エアバッグ について 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あ 0 ます。 

♦運転者と 乗員 すべてび シー ト ベル トを 正しく 着用 してく ださい。 

SRS エアバッグは シー ト ベル トを 補助す るた めの ものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは 強い 力で ふく らむ ため、 特に 乗員び エアバッグに 近 
付を すざる と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 
ります。 乗員び SRS エアバッグの ふくらむ 場所に 近い 場合は 特にを 険 です。 
シートの 背 もたれを 調整して、 シートを でさる だけ SRS エアバッグから 離 
し、 まっすぐに 座って ください。 

♦お 子 さまび シートに しっかり 座って いないと、 SRS エアバッグの ふくらむ 衝 
撃で 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

お テ さまび ル さくて シー ト ベル トを 使用で きないと きは、 チ ャイ ル ド シートで 
しっかり 固定して ください。 

お テ さまは U ヤシ ー トに柔 せ、 チ ャイ ル ド シー ト または シー ト ベル トを 着用 さ 
せる ことを おすすめ します。 （一 P.  219) 

参 シートの 縁に 座ったり、 ダッシュ ボード 
にを たれ かかったり しない 


• お テ さまを 助手席 SRS エア バッ グの 前に 
立たせたり、 ひざの 上に 抱いたり しない 

♦運転ち および 助手席 乗員は、 ひざの 上に 
何ち 持たない 
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A 警告 


♦ ドア やフ □ン ト ピラー- センター ピラー • 
U ヤ ピラー- ルーフ サイ ドレールへ 寄り 
かからない 


♦助手席では、 ドアに 向かって ひざを つい 
たり、 窓から 顔 や 手を 出したり しない 


♦ダッシュ ボード- 八ン ドルの パッ ド 部分 
などには 何ち 取り付けたり、 置いたり し 
ない 


♦ ドア- フ □ン ト ガラス- ドア ガラス- フ 
□ント ピラー および U ヤ ピラー、 ルーフ 
サイ ドレール- アシス トグ U ップ などに 
は 何ち 取り付けない （速度制限 ラベルを 
除く  ^P.  532) 


■  SRS エアバッグ について 


207 


-10. 巧 全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■  SRS エアバッグ について 

♦コート フックに 八ン ガーな どの 硬い ものを かけないで ください。 

SRS カーテン シール ド エアバッグび 作動した とさに 巧げ 出されて 重大な 傷害 
におよ ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦  SRS サイ ドエ アバ ッ グ びふく らむ 場所を 覆うよう なシー トア クセヴ U -を使 
用し ないで ください。 エアバッグび 作動す る 際、 ア クセヴ U —び 干渉す る おそ 
れびあ ります。 そのよ ラな アク セヴ U —び エア バッ グび 正常に 作動す るのを さ 
またげ、 システムを 不能に したり、 または エアバッグび 誤って 作動した りし 
て、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦  SRS エアバッグ システム 構成 部品の 周辺は、 強く たたくな ど 過度の 力を 加え 
ないで  <  ださい。 

SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなる おそれび あります。 

♦  SRS エアバッグび 面く らんだ 直後は、 構成 部品び 熱く なって いるた め、 面れ 
ないで  <  ださい。 

♦  SRS エアバッグび ふくらんだ あとに、 もし 呼吸び 苦しく 感じたら、 ドア や ド 
ア ガラスを 開けて 空気を 入れる か、 ま 全を 確認して 車が に 出て < ださい。 皮膚 
の 炎症を 防 ぐた め、 残留 物は でさる だけ 早く 洗い流し てく ださい。 

♦  SRS エアバッグび 収納され てし) るパッ ド 部 および フロン ト ピラー ガーニ ッシュ 
部に 傷び 付いていたり、 ひび 割れび あると をは、 そのまま 使用せ ず トヨタ 販売店 
で 交換して ください。 
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A 警告 

■改造 •廃棄に ついて 

トヨタ 販売店への 相談な しに、 なの 改造- 廃棄を しないで ください。 

SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり、 誤って ふくらむな どして、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あ 0 ます。 

•  SRS エアバッグの 取りは ずし. 取り付け. 分解. 修理 

♦八ン ドル •インスト ル ント パネル ■ダッシュ ボー ド- シ ート- シート 表皮- 
フ □ント ピラー- センター ピラー- U ヤ ピラー- ルーフ サイ ドレール 周辺の 
修理- 取りは ずし- 改造 

♦フ □ン トフ エンダー- フ □ン ト バンパー- 車内 側面 部の 修理、 改造 

♦グ U ルガード （ブル バー- カンガルー バーな ど）- 除雪 装置- ウィンチ などの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦  CD プレーヤー- 無線機な どの 電化製品の 取り付け 
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モ 巧き 用 シート 


子供 専用 シー トの 固定 機構を 使 巧して、 子が、 専用 シー トを 固定ず る こと 
びで さまず。 


I 知って おいていた ださたい こと 


• 車の 仕様 やお モ さまの 年齢- 体格に 合わせて、 適切な モ供専 巧 シート 
を お選び  <  ださい。 

• モ供 専用 シー トの 取り付け 方法 および 取りは ずし 方は、 それぞれの モ 
供 専用 シー トに 付属の 取り 扱い 説明書を お読みく ださい。 

• この 車は 2006 年 1 0 月 1 曰 施行の 保安 基準に 適合した IS0FIX 対応 
チャイルドシート 固定 専用 バーを 標準 装備して いまず。 


I 子供 専用 シー トの 適合 性一 覧表 について 

■ 質量 グループ について 

ECE  R44  ’X の 基準に 適合ず るモ供 専用 シー ト はお モ さまの 体重に よ 
0 次の 已 種類に 分類され まず。 

グルー プ〇  :10kg まで 
グルー プ 0+  :13kg まで 

グルー プ I  : 日〜 18kg 
グループロ  ：1 已〜 2 已 kg 

グルー プ in  :  22 〜 36kg 

この 本では 代表的な; 欠の 3 種類の モ供 専用 シー トを シー ト ベル トで固 
定 ずる 方法を 紹介し ます。 

&  ECE  R44 は、 子供 専用 シー ト に関する 国際 法規で ず。 

■サイズ 等級、 固定 具につ いて 

モ供 専用 シー トに表 おされる 分類 記号と、 それにと ちな ラ 取 0 付け 器 
具の 記号に な 0 まず。 
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べビ ー シ ー ト 


1 

讀 

、\  \  ITN18P220 

チ ヤイ ル ド シート 

う 

0 

ジュニア シート 

5 

a 

阪 1,", 胃 

ECER44 基準の グループ 0、 0+ 
に 相当 


ECE  R44 基準の グルー プ 0+、 I 
に 相当 


ECE  R44 基準の グループ n、 の 
に 相当 
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[シー ト 位置 別 子供 専用 シー ト適 合性 一覧表 （シー ト ベル ト での 取り付け) 


質量 グループ 

着席 位置 （または 他の 場所） 

フロン トシー ト 

U ヤシー ト 

助手席 

左ち 席 

中央 席 

0  (10k 巨まで） 

X 

U 

U 

0+  (13kg  まで） 

X 

U 

U 

I  ( 目〜 1 8kg) 

前 向を UF 

U 

U 

ラ しろ 向を X 

n  (1 己〜 2 已 kg) 

UF 

U 

U 

皿 (22 -36kg) 

UF 

U 

U 

♦ 上表に 記入す る 文字の 説明 

U  : この 質量 グループでの 使用を 許可され た ミ 凡 用 （ユニバーサル） カ テコ' リーの 子 
供 専用 シー トに 適して います。 

UF  : この 質量 グループでの 使用を 許可され た ミ 凡 用 （ユニバーサル） カ テコ 'U —の 前 
向を 子供 専用 シー トに 適して います。 

X : 子供 専用 シートを 取 0 付ける ことは でを ません。 

表に 記載され ていない 子供 専用 シー トを 使用す る 場 含は、 子供 専用 シー ト 製造業 者 また 
は 販売 業ち にご 相談  <  ださい。 
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♦ 上表に 記入す る 文字の 説明 

(1)： サイズ 等級 表示 (A から G) のない 子供 専用 シー トの各 シー ト 位置での に 日 FIX 
対応 子供 専用 シー ト 固定 機構の 取り扱いに ついては、 子供 専用 シー ト 製造業ち 
または 販売 業者に ご 相談く ださい。 

IUF： この 質量 グループでの 使用を 許可され た沉用 （ユニバーサル） カ テコ 'リーの 
に 日 FIX 対応の 前向き 子供 専用 シートに 適して います。 

IL1 : この 質量 グルー プ での 使用を 許可され た 「トヨタ 純正 NEO  G-Child に 日 
baby」、 「トヨタ 純正 NE 日 G-ChilcMS 日 le 旨」 に 適して います。 

IL2  : この 質量 グループでの 使用を 許可され た 「トヨタ 純正 NEO  G-ChilcMS 日 leg」 
に 適して います。 

X  : に 日 FIX 子供 専用 シートを 取り付ける ことは でを ません。 


質量 グループ 

サイズ 

固定 具 

車両に 日 FIX 位置 

等級 

U ヤシ ー ト 左ち 席 

キヤ 1」 コット 

F 

に 日/ L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

0  (10k 巨まで） 

E 

IS0/R1 

IL1 《 

E 

に 日/ R1 

IL1  * 

0+  (13k 目まで） 

D 

IS0/R2 

1 に※ 

C 

IS0/R3 

1 に※ 

D 

IS0/R2 

X 

C 

ISO/R  吕 

X 

I  ( 目〜 1 8kg) 

巨 

IS0/F2 

IUF*  ,  IL2-》 

巨 1 

IS0/F2X 

IUF《 ， IL2* 

A 

IS0/F3 

IUF*  ,  IL2-》 

n  (1 己〜 2 己 kg) 

(1) 

X 

田 (22  ~  36kg) 

(1) 

X 

シー ト 位置 別 子供 専用 シー トの 適合 性 一 覧表 
(旧 OFIX 対応 トップ テ ザー アンカー での 取り付け) 


運転す る 前に 
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: 子供 専用 シー トを取 0 付ける 場 含に、 リ ヤシ ー ト のへ ッ ドレス トび かかる 場 含 
は、 ヘッド レストを 上げる か、 取りは ずして ください。 

U ヤち側 席に チャイルドシートを 取 0 付けた ときは リヤ 中央 席に 座らないで 
< ださい。 

表に 記載され ていない 子供 専用 シー トを 使用す る 場 含は、 子供 専用 シー ト 製造業 者 また 
は 販売 業者に ご 相談  <  ださい。 


曰 知識 


■  ISO 円 X 対応 チャイルド シート 固定 専用 パ‘一 について 


この 車に 標準 装備され ている 旧 0FIX 対応 チャイルドシート 固定 専用 バーは、 
ECER44 に 適合して いる テ 供 専用 シートの 取り付け 専用です。 それし:! 外の も 
のを 使用す る ことは でを ません。 

■子供 専用 シー トの 選択- 使用に ついて 

♦お 子 さまに 最適な 子供 専用 シート について は、 子供 専用 シート 製造業 者、 または 
販売 業を にご 相談く ださい。 

•お 子 さまび 成長し、 適切に シートベルトび 着用で さるよ ラになる までは、 
おモ さまに 合った 子供 専用 シートを 使用して ください。 

♦体び 十分 大き <、 子供 専用 シート び 不必要な お テ さまは、 U ヤシー トに 乗せ 
て 車の シー ト ベルトを 使 巧して < ださい。 
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■シー ト ベル トで 取り付ける タイプの 子供 専用 シー トの還 巧に ついて 

「シート 位置 別 子供 専用 シート 適合 性 一覧表」 （一 P.  212) を 参照し、 子供 専用 
シートを 取り付け 可能な 位置と、 対応す る 子供 専用 シートの 種類 （記号） を ご 
確認の 上、 適したち のを 選択して ください。 

■  ECE  R44 適合の 旧 0円 X 対応 子 巧 専用 シー トの 選択に ついて 

「シ ート 位置 別 子供 専用 シート の 適合 性一 覧 表」 レ P.  213) を 確認して、 適切 
な シー トを 選択して ください。 

mmm 1 1 お テ さまの 体重から、 該当する 「質量 グループ」 を 確認す る 

(例 1) : 体重び 12kg の 場合、 質量 グルー プは 「〇+」 になります。 

(例 2) : 体重び 1 已 k 目の 場合、 質量 グルー プは 「I」 になります。 

IEJMI  2  I サイズ 等級を 選択す る 

Hi [互で 確認した 「質量 グループ」 から 該当する サイズ 等級を 確認し 
ます。 X’ 

(例 1) : 質量 グルー プび 「〇+」 の 場合、 サイズ 等級は に」 • の」 • 旧 
び 該当し ます。 

(例 2) ； 質量 グルー プび 「 I 」 の 場合、 サイズ 等級は 「A」 ■旧」'  旧 1 」 ' 
忙」 •の」 び 該当し ます。 

※ただし'  該当の サイズ 等級で ち 適合 性 一覧表の 「車両 旧 OFIX 位置」 に 
「X」 と 記載され ている ものは 選択で をません。 
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テ 供 専用 シー トに 表示され ている マーク/ 
ラベルを 確認して、 基準に 適合した シート 
である ことを 確認す る 

況用 （ユニバーサル） 子供 専用 シートには、 
なに 示す マーク- ラベル 類び 表示され てい 
ます。** 

^ 表示され ている 位置- 記号な どは、 商品に 
より 異なりまず。 


nisoFix 対応 子供 専用 シートで ある こと 
を W す 表 W 

サイズ 等級び 示されて います。 （表示され 
る 文字は、 製品に より 異なります） 

Ifeitdl  2 1 で 確認した サイズ 等級に 適合し 
ている ものを 選択して ください。 


UNIVERSAL  9- 18  kg 


04**** 


且ミ化 用 （ユニバーサル） テ 供 専用 シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況 用品の 認可で ある こと 
を 表し、 併せて、 対象と なるお 子 さまの 
体重の 範囲び 記載され ています。 


□ トップ テヴー (一 P.  219) を 示す マー ク 
商品の 取り付け 装置の 位置に よ 0、 意匠 
は 異なります。 
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MO. 安全に お使いいた だくた めに 


■  ISO 円 X 対応 子供 専用 シー トの 種類 （サイズ 等級 別) 


A-IS0/F3 

全 高 前 向を 幼児 用 チ ャイ ル ド シート 

B-IS0/F2 

低 型 前 向を 幼 お 用 チ ャイ ル ド シート 

B1-IS0/F2X 

低 型 前 向 さ 幼 お 田 チ ャイ ル ド シート 
(B-IS0/F2 と 別形 状の もの） 

C-IS0/R3 

大型 後 向を 幼 お 用 チ ャイ ル ド シート 

D-IS0/R2 

ル 型 後 向を 幼 お 巧 チ ャイ ル ド シート 

E-ISO/R1 

後 向を 乳 お 用 チ ャイ ル ド シート 

F-ISO/L1 

左 向を 位置 用 チャイルドシート （キャ 1」 コット） 

G-IS0/L2 

ち 向を 位置 用 チャイルドシート （キャ U コット） 

■助手席に 子供 専用 シー トを 取り付ける とさ 

やむ を 得ず 助手席に テ 供 専用 シー トを 取り付ける 場合には、 助手席 シー ト をな 
のよ ラに 調整し、 テ 供 専用 シー トを前 向を に 取り付けて ください。 


♦背ち たれを 直立 状態に する 
♦シー トを いちばん ラ しろに 下げる 


■キャ リコ ッ ト について 

キヤ 1」 コッ トは 横向を に 取り付ける ことので をる ベビー シートの ことです。 
詳し < は テ 供 専用 シート 製造業 者 または 販売 業者に お尋ね < ださい。 
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1-10. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■テ 供 専用 シー トを 使用 しない 場合 

♦子供 専用 シートを 使 巧 しないと をであって ち、 シートに 適切に しっかりと 取 
り 付けた 状態に してく ださい。 ゆるめた 状態で 客室 内に 置く ことは 避けて く 
ださい。 

♦子供 専用 シー トの 取りは ずしび 必要な 場合は、 車両から はずして な 管す るか、 
ラ ゲージ ルーム 内に、 容易に 動かない よ ラに 収納して ください。 
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1-10. 安全に お使いい ただく ために 

チャイルド シー トの 取り付け 


シー ト ベル トを 正しく 着用で きない ル さ なお子 さまを 柔 せる とさは、 
チャイルド シート を お使いく ださい。 お 子 さまの 安を のために、 チャ 
イル ドシー トはリ ヤシー トに 取り付けて ください。 

取り付け 方法は、 必ず 商品 付属の 取り扱い説明書に 従ってく ださい。 


シー ト ベルトに よる 取り付け 
UP.  220) 


IS0FIX 対応 チャイルドシート 
固定 専用 バー （一 P.  221) 

I」 ヤシ ー トの 左ち 席に 装備され て 
います。 （固定 専用 バーび 装備され 
ている ことを 示す タグび シートに 
付いています） 


トップ テヴー アンカー 
(一 P.  222) 

テヴ ーべ ル トを 固定 するとを に 使 
います。 

トップ テヴー アンカーは、 U ヤシ ー 
卜の 左ち 席に 装備され ています。 
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-10. 巧 全に お使いい ただく ために 


(シー ト ベルトで 固定ず る 


チ ャイ ル ド シー トに シー ト ベルト 
を 取り付け 气 プレートを バックル 
に "カ チッ" と 音が する まで 挿し 
込む。 ベルトが ねじれて いないよ 
ラに する 


チ ヤイ ル ド シー トに 付属の 取り扱い 
説明書に 従い、 シー ト ベル トをチ ヤイ 
ル ド シー トに しっかりと 固定 させて 


< ださい。 


& チャイルドシート びへ ッ ドレ スト 
にか かる 場合は、 へッ ドレス トを上 
げ るか、 取りは ずして ください。 
(^P.  175) 


チ ヤイ ル ド シー トに シー ト ベルト 
の 固定 装置が 備わって いない 場合 
は、 □ッ キング ク U ップ （別売） を 
使用して 固定す る 

□ッキ ングク U ップの 購入に あたっ 
ては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
し、。 （□ッキ ング クリップ 品番： 

731 19-22010) 

取り付け 後は チ ヤイ ル ド シー トを 前後 左ち に ゆすり、 しっかりと 固定 さ 
れ ている ことを 確認して ください。 
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MO. 安全に お使いいた だくた めに 


旧 OFIX 対応 チャイルド シート 固定 専用 パ‘ 一& トップ テ ザー アンカー で 固定す る 


へッ ドレ ストを 上げる 
(^P.  175) 

チャイルド シー ト びへ ッ ドレ ストに 
かかる 場合は、 へッ ドレス トを 取りは 
ずして  <  ださい。 


固定 専用 バーの 位置を 確認して、 
チ ャイ ル ド シー トを シー トに 取り 
付ける 

固定 専用 バーは、 シート クッション 
と 背ち たれの あいだに あ 0 ます。 

チャイルドシートの 取り付け 金具を 
チ ャイ ル ド シー ト 固定 専用 バーに 取 
0 付けます。 

取 0 付けち 法は、 それぞれの 商品に 
付属の 取 0 扱い 説明書に 従って < だ 
さい。 


221 


1-10. 安全に お使いい ただく ために 


ITI18P309 


フタを 開けて、 トップ テヴー アン 
力一に フックを 固定し、 テヴ ーべ 
ル トを 締める 

テヴー ベル トを ピンと 張 0、 フックび 
しっかり 固定され ている ことを 巧認 
します。 


取り付けた チ ヤイ ル ド シー トを前 
後 左ち に ゆずり、 固定され ている 
ことを 確認ず る 
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MO. 安全に お使いいた だくた めに 


A 警告 

■チャイルド シート について 

♦事故 や 急 停止の 際、 効果的に お 子 さまを な 護す るた めに、 必ず お 子 さまの 年齢 
や 体の 大 ささに 合った シー ト ベル ト または チ ャイ ル ド シー トを 使用 してく だ 
さい。 おモ さまを 腕の 中に 抱く のは チャイルドシートの かわりに はなり ませ 
ん。 事故の 際、 おモ さまび フロントガラス や柔 員、 ま 内の 装備に ぶつかり、 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦お テ さまの 年齢 や 体の 大 ささに 合った チャイルドシートを 使用して U ヤシ ー 
卜に 取り付けて ください。 

♦チ ャイ ル ドシー トに 座らせて いる 場合で も、 ドア ■シ ート •フ □ン ト ピラー- 
1」 ヤ ピラー •ルーフ サイ ドレール 付近に お 子 さまの 頭 や 体の どの 部分ち ち たれ 
かけさせな いよ ラに してく ださい。 SRS エアバッグび ふくらんだ 場合、 大変 
を険 であ 0、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 
ます。 

♦チャイルドシートに よっては、 取り付けび でを ない、 または 取り付けび 困難な 
場合び あ 0 ます。 必ず チ ャイ ル ド シー トに 付属の 取り扱い説明書を よく お読み 
の 上、 確実に 取り付け、 使用方法を お守りく ださい。 使用ち 法を 誤ったり、 確 
実に 固定され ていないと、 急 ブレーキ や 衝突 時な どに、 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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-10. 巧 全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■チ ャイ ル ドシー トを 取り付ける ときは 

♦お 子 さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで  <  ださい。 万一べ ル トび 首に 巻を 付い 
た 場合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 誤って そのよ 5 な 状態に なって しまい、 バックルち はずせない 場合 
は、 八ヴ = などで シートベルトを 切断して ください。 

♦シー ト ベル トの プレー トと バックルび 固定され ていて、 ベル トび ねじれて いな 
いか 確認して ください。 

♦チャイルドシートを 前後左右に ゆすって、 しっかり 固定され ている か 確認して 
< ださい。 

♦チャイルドシートを 固定した あとは、 シートを 調整し ないで ください。 

♦運転席と チ ャイ ル ド シー トび 干渉し、 
チャイルドシートび 正しく 取り付けられ 
ない 場合は、 助手席 側の U ヤ シートに 取 
り 付けて ください。 

♦助手席 シー トとチ ャイ ル ド シー トび 干渉 
しないよ ラに、 助手席 シートを 調整して 
< ださい。 
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MO. 安全に お使いいた だくた めに 


♦やむ を 得ず 助手席に チャイルドシートを 取り付ける 場合には 、チャイルド シー 
卜を 5 しろ 向を に 取り付けないで ください。 

ラし ろ 向を に 取り付けて いると、 事故な どで 助手席 SRS エアバッグ びふくら 
ん だとを、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 

助手席 側の サンバ イヴ ーに、 同 内容の ラベルび 貼られて います。 併せて 参照し 
てくだ さい。 


A 警告 

■チ ヤイ ル ドシー トを 取り付ける ときは 


運転す る 前に 
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-10. 巧 全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■チ ャイ ル ドシー トを 取り付ける ときは 

♦やむ を 得ず 助手席に 前 向を に チャイルド 
シートを 取り付ける 場合には、 助手席 
シー トを いちばん ラ しろに 下げて 取り付 
けて ください。 

助手席 SRS エア バッ グ はかなり の 速度と 
力で ふくらむ ので、 お守りいた だかない 
と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦ジュニア シー トを 使用して いる 場合は、 肩部べ ル トび 常に お テ さまの 肩の 中む 
にくる ようにして ください。 ベルトを 首から 離す と共に 肩から 落ちない ように 
して < ださし、 お守りいた だかない と、 事故 や 急 ブレーキの 際に 重大な 傷害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦  ISO 円 X 対応 チャイルドシート 固定 専用 バーを 使用 するとを は、 周辺に 障害物 
びない か、 シー ト ベル トび 挟まって いない かな どを 確認して ください。 

•  U ヤち側 席に チ ャイ ル ド シー トを 取り付け たと をは、 U ヤ 中央 席に 座らないで 
ください。 シートベルトと チャイルドシート び 干渉 し シートベルトび 正しく 着 
用で をず、 急 ブレーキ や 衝突の 際に、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡 
につな びる おそれび あります。 
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2-1 .運転の しかた 

運転に あたって .  228 

パワー （イグ ニッシ ョン） 

スィッチ .  239 

トランスミッション .  246 
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コント □-ル .  312 

運転を 補助ず る 装置 .  32 巳 
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2-1 .運転の しかた 

運 起に あたって 


安を 運転を むびけ て、 次の 手順で 走行して く ださい。 

■充電 ケーブル または ヴィー クル パワー コネクタ* び 車両に 接 
続され ていない ことを 確認ず る 

一  P'  105, 130 

■八 イブ リツ ド システムを 始動ず る 

一 P.  239 

■発進ず る 

HMTI ブレーキ ペダルを 踏んだ まま、 シフ ト ポジ シ ョンを D にず る 
(一 P'  24 日） 

シフ ト ポジション 表示な び D である ことを メーターで 確認し ます。 
(一 P.  258) 

固 画 回 パーキング ブレーキを 解除ず る （一 P.  2 已 日） 

固 画 回 ブレーキ ペダル か日徐 々に 足を 離し、 アクセル ペダルを ゆつ 
くり 踏み 発進ず る 

■停車ず る 

Einrn シフ ト ポジ ショ ンは D のま ま、 ブレーキ ペダルを 踏む 
固 画 回 必要に応じて、 パーキング ブレーキを かける 

長時間 停車す る 場合は、 シフ ト ポジ シ ヨンを P に します。 （^P.  24 日） 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-1 .運転の しかた 


■ 駐車ず る 

legiiai 1 1 車を 完全に 停止させる 

尼! 画 巧! パーキング ブレーキを かける (一 P.  2 已 6) 

IfeirdI 3 1 シフ ト ポジ シ ョンを P にず る （一 P.  24 日） 

シフ ト ポジション 表示な び P である ことを メーターで 確認し ます。 

(一 P.  2 已 8) 

固画 互" パワ ー" スイッチを OFF にして、 八 イブ U ッド システムを 
停止す る 

ブ レーキ ぺダ j しか 日 ゆっくり 足を 離ず 
固 画互電 モキ ーを 携帯して いる ことを 確認し、 ドアを 施錠ず る 

坂道の 途中で 駐車を する 場合は、 必要に応じて 輪 止め* を 使用して く 
ださい。 

^輪止めは トヨタ 販売店で 購入す る ことび でを ます。 


I 上り坂の 発進の しかた 

Tn ブ レーキ ペダルを 踏んだ まま、 ノ （ー キング ブ レーキを しっかり か 
け、 シフ ト ポジ シ ヨンを D にず る 

固 画 回 ブレーキ ペダルから 足を 離し、 アクセル ペダルを ゆっくり 踏む 
ilMsI 車び 動 さ 出ず 感触を 確認 したら、 ノ （ー キング ブ レーキを 解除し 発 
進す る 
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2-1 .運転の しかた 


曰 知識 

■上り 巧 発進に ついて 

ヒル スター ト アシス ト コン トロールを 使用す る ことび でを ます。 （一 P.  330) 

■電気- 燃料を 節約ず る 走りち 

この 車の システム 特性を 理解し、 八イフ リツ ド システムの 各 機能を 活用して く 
ださい。 また、 急 加速を 控えるな ど、 通常の ガソ U ン 車と 同様の むびけ ち 必要 
です。 P. 已 4 の 「プラグ イン 八イフ U ツド車 運転の アドバイス」 を 参照して く 
ださい。 

■雨の 曰の 運転に ついて 

•雨の 曰は 視界び 悪くな り、 また ガラスび 曇ったり、 路面び すべり やすくな っ 
たりす るので、 慎重に 走行して ください。 

♦雨の 降り はじめは 路面び よ D すべりやすい ため、 慎重に 走行して ください。 

♦雨の 曰の 高速 走行な どでは、 タイヤと 路面の あいだに 水 膜び 発生し、 八ンド 
ル や ブレーキび 効かなくなる おそれび あるので、 ス ピー ドは 控えめ にして く 
ださい。 

■運転 標識の 取り付け 

磁石 式の 初む 運転者 標識 や 高齢 運転者 標識な どを 樹脂 バン ノ  f 一 や アル 5 ボデー 
部に 取り付ける ことは でを ません。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■発進ず ると さは 

ブレーキ ペダルを しっかり 踏み込んだ まま、 シフト レバーを 操作して ください。 
ク U —プ 現象で 車び 動を 出す のを 防ぎます。 

■運転ず ると をは 

♦踏み 間違いを 避ける ため、 フ レーキ ペダルと アクセル ペダルの 位置を 把握し な 
い 状態で 運転し ないで ください。 

- アクセル ペダルを ブレーキ ペダルと 間違えて 踏む と、 車び 急 発進して 思わ 
め 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび 友 0 ます。 

- 後退 するとを は 体を ひねった 姿勢と なる ため、 ペダルの 操作び しにくくな 
ります。 ペダル 操作び 確実に でを るよ ラを 意して ください。 

- 車を 少し 移動させる とさち 正しい 運転 姿勢を とり、 ブレーキ ペダルと アク 
セル ペダルび 確実に 踏める よ ラに してく ださい。 

. ブレーキ ペダルは ち 足で 操作して < ださい。 左足での ブレーキ 操作は 緊急 
時の 反応び 遅れるな ど、 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 〇を険 です。 

♦八 イブ 1」 ッ ド 車は 電気 モーターでの 走行 時に エンジン 音び しないた め、 周囲の 
人び 車両の 接近に 気び 付かない 場合び あります。 車両 接近 通報 装置を ON にし 
てち、 周囲の 騒音な どび 大 をい 場合は、 車両の 接近に 気び 付かない 場合び あり 
ますので、 十分 注意して 運転して < ださい。 

♦燃え やすいち のの 上を 走行した 0、 可燃物 付近に 車を 停めたり しないで くだ 
さい。 

排気管 や 排気ガスは 高温に なり、 可燃物び 近くに あると 火災に つなび る おそ 
れびあ 0 を険 です。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

♦前進 側の シフ ト ポジ ショ ンの まま 惰性で 後退 した D 、 R のま ま 惰性で 前進す る 
ことは 絶対に やめて ください。 

思わめ 事故 や 故障に つなび る おそれび あります。 

♦ま 内で 排気ガス 臭に 気付いたら、 ドア ガラスを 開け、 バック ドアび 閉まって い 
る ことを 確認して ください 。多量の 排気ガスび 眠気を 招を 事故の 原因になる ほ 
か、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 すみやかに トヨタ 販売店で 点検 整備を 受けて  < ださい。 

♦車両び 動いて いる あいだは、 シフ ト ポジションを P にしないで ください。 
トランス = ッシ ョンに ダメージを 与えたり、 車両の コント □- ルび でを なくな 
る おそれび あります。 

♦車両び 前進して いる あいだは、 シフ ト ポジションを R にしないで ください。 
トランス = ッシ ョンに ダメージを 与えたり、 車両の コント □- ルび でを なくな 
る おそれび あります。 

♦車両び 後退して いる あいだは、 シフ ト ポジションを D にしないで ください。 
トランス = ッシ ョンに ダメージを 与えたり、 車両の コント □- ルび でを なくな 
る おそれび あります。 

♦走行 中に シフ ト ポジションを N にす ると、 八 イブ U ッ ド システムの 動力 伝達び 
解除され、 エンジンブレーキび 効かなくなります。 

♦通常 走行 時は、 走行 中に 八 イブ 1」 ッ ド システムを 停止し ないで ください。 走行 
中に 八 イブ U ッ ド システムを 停止して ち八ン ドル や ブレーキの 操作は 可能で 
すび、 操作 力 補助び な < なります。 その 場合は 八ン ドルと ブレーキの 操作び 困 
難になる ため、 ま 全を 確認した 上で、 すみやかに 道路 脇に 停車して ください。 
なお、 通常の ち 法で 車両を 停止す る 事び でさない よ ラな 緊急 時は、 P. 已已 日を 
参照して ください。 

♦急な 下り坂では、 エンジンブレーキを 使用して スピードを 下げて ください。 
フッ ト ブレーキを 連続して 使いす ざると、 ブレーキび オーバーヒートして 正常 
に 機能し なくなります。 （一 P.  2 已 1) 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

♦走行 中は 八ン ドル •シート- ドア 5 ラ — r ンナ ー5 ラーの 調整を しないで く 
ださい。 

運転を 誤り、 思わめ 事故の 原因に なって 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あります。 

♦すべての 乗員は 頭 や 手、 その他の 体の 一部を 車から 出さない よ ラに して  <  ださ 
し、。 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■すべりやすい 路面を 運転ず ると きは 

♦急 ブレーキ- 急 加を- 急八ン ドルは タイヤび ス U ップ し、 車両の 制御び でさな 
< なり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

♦急激な アクセル 操作、 シフ ト 操作に よる エンジンブレーキ や エンジン 回転 数の 
変化は、 車び 横 すべりす るな どして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 〇を険 
です。 

♦水たまり 走行 後は フレー キ ペダルを 踏んで ブレーキび 正常に 働 < ことを 確認 
してく ださい。 ブレーキ パッ ドび めれ ると ブレーキの 効を び 悪く なったり、 め 
れ ていない 片方 だけび 効いたり して 八ン ドルを とられ、 思わめ 事故に つなび る 
おそれび あ 〇を険 です。 

■シフ ト レバーを 操作ず ると きは 

アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 操作 しないよ ラに 気を付けてく ださい。 シフ 
ト ポジ ショ ンび P または N し U 外に あると、 車び 急 発進し、 思わめ 事故に つなび 
る おそれび ありを 険 です。 

シフト レバーの 操作 後は、 メーター 内の シフ ト ポジション 表示な で 現在の シフ 
ト ポジ ショ ンを 必ず 確認して ください。 

■継続のに ブレーキ 付近 か 5 警告音 （キー キー 音） び 発生した ときは 

でさる だけ 早く トヨタ 販売店で 点検を 受け、 フレー キパッ ドを 交換して くださ 
し、。 必要な とさに パッドの 交換び 行われな いと、 ディスク □ー ターの 損傷に つ 
なびる 場合び あります。 

パッド や □ー ターな どの 部品は、 役割を 果たす と共に 摩耗して いを ます。 摩耗 
の 限界を こえて 走行す ると 故障を 引を 起こす ばかりでなく、 事故に つなび る お 
それび あります。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■停車ず ると さは 

♦不必要に アクセル ペダルを 踏み込まないで ください。 

シフ ト ポジションび P または N し U 外に あると、 車び 急 発進して 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ 〇を険 です。 

♦長時間 READY インジケーターび 点な した ままに しないで ください。 

ど ラして ち 必要な 場合は、 開かれた 場所に 車を 停め、 排気ガスび 車内に 入って 
こない ことを 確認して ください。 

♦車び 動き 出す ことによ る 事故を 防ぐ ため、 READY イン ジケーターび 点な して 
し、 ると きは 常に ブ レー キ ペダルを 踏み、 必要に応じて パーキング ブ レー キをか 
けて  <  ださい。 

♦坂道で 停ま するとき は、 前後に 動き 出して 事故に つなび るのを 防ぐ ため、 常に 
ブレーキ ペダルを 踏み、 必要に応じて パーキング ブレーキを かけて ください。 

♦停車 中に 空ぶ かしを しないで ください。 

排気管び 過熱し、 可燃物び 近  <  にある と 火災に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■駐車ず ると きは 

♦必ず ノ てー キング ブレーキを しっかり とかけ て、 シフ ト ポジ シ ョンを P にして く 
ださい。 P にして おかないと、 車び 動を 出したり、 誤って アクセル ペダルを 踏 
んだ とさに 急 発進す る おそれび あります。 また、 車から 離れる とを は、 必ず 八 
イブ U ッ ド システムを 停止し、 施錠して ください。 

八 イブ U ッド 車は 走行で をる 状態 （READY インジケーターび 点な している 
状態） になって いてち、 音 や 振動び ない 場合び あります。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

♦炎天下では、 メガ ネ- ライター- スプレー 宙- 炭酸飲料の 宙 などを 車内に 放置 
しないで  <  ださい。 

放置した ままで いると、 なのよ ラな ことび 起こる おそれび ありを 険 です。 

- ライター や スプレー 宙 から ガスび ちれた 0、 出火す る 
- プラスチック レンズ •プラスチック 素材の メガ ネ び、 変 おまたは ひび 割れ 
を 起こす 

- 炭酸飲料の 宙び 破裂して 車内を 巧したり、 電気 部品び ショート する 原因に 
なる 

♦ライターを 車内に 放置した ままに しないで ください。 ライターを グローブ ボッ 
クスな どに 入れて おいたり、 車内に 落とした まま にしておくと、 荷物を 押し込 
ん だり シー トを 動か したと をに ライターの 操作 部び 誤作動し、 火災に つなび る 
おそれび あ 〇を険 です。 

♦ウインドウ ガラスな どには P 及 盤を 取り付けないで ください。 また、 インスト ルメ 
ン ト パネル や ダッシュ ボー ドの 上に 芳香剤な どの 容器を 置かないで ください。 
吸盤 や 容器び レンズの 働を をして、 車両 火災に つなび る おそれび ありを 険 です。 

♦シルバー 色な どの 金属 蒸着 フィルムを 曲面 ガラスに 貼った 場合は、 ドア やウ 
イン ドウを 開けた まま 放置し ないで ください。 直射日光び 曲面 ガラスの 内側 
に 反射し、 レンズの 働を をして 火災に つなび る おそれび ありを 険 です。 

•  READY インジケーターび 点な している とを、 または 八 イブ U ッ ド システム 停 
止 直後は、 排気管に ふれないで ください。 

やけどを する おそれび あります。 

♦降雪 時 や 雪び 積もった 場所では、 八 イブ U ッ ド システムを 作動 させた ままに し 
ないで ください。 まわりに 積 ちった 雪で 排気ガスび 滞留して 車内に 入り、 重大 
な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには 無色. 無臭で 有害な 一酸化炭素 （C0) び 含まれて いるた め、 排気 
ガスを 吸い込む と、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦換気び 悪い 場所では 八 イブ 1」 ッ ド システムを 停止して ください。 

特に 車庫 内な ど 囲まれた 場所では 排気ガスび 充満し、 重大な 健康 障害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦排気管は とを どを 点検して ください。 排気管の 腐食な どに よる 巧 や 亀裂、 およ 
び 継ぎ手 部の 損傷、 また、 排気 音の 異常な どに 気付いた 場合は 必ず トヨタ 販売 
店で 点検 整備を 受けて < ださい。 そのまま 使用す ると 排気ガスび 車内に 侵入 
し、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 甘 こつな びる おそれび あります。 

■仮 旧ず ると きは 

必ず "パワー" スイッチを OFF にして ください。 

READY インジケーターび 点な した 状態の まま 仮眠す ると、 無意識に シフト レ 
バーを 動かしたり、 アクセル ペダルを 踏み込んだ りして、 事故 や 八 イブ U ッド 
システムの 異常 過熱に よる 火災び 発生す る おそれび あります。 さらに、 風通し 
の 悪い 場所に 停める と、 排気ガスび 車内に 侵入し、 重大な 健康 障害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■ブレーキを かける とさは 

♦ブレーキび めれ ている とさは、 普段より ちを 意して 走行して ください。 
ブレーキび めれ ている と、 制動 距離び 長くな D、 ブレーキの かかりに、 左ち の 
違いび 出る おそれび あります。 また、 パーキング ブレーキび しっかり とかから 
ない おそれち あります。 

♦電子 制御 ブレーキ システムび 機能 しないと をは、 他の 車に 近付いたり しないで 
ください。 また、 下り坂 や 急カーブを 避けて ください。 

この場合 フ レーキは 作動 します び、 通常よ りち フレー キ ペダルを 強 <  踏む 必要 
びあります。 また 制動 距離ち 長 < なります。 

♦ブレーキ システムは 2 つの 独立した システムで 構成され ており、 1 つの 油圧 シ 
ス テムび 故障して ち、 残りは 作動し ます。 この場合、 ブレーキ ペダルを 通常よ 
0 強 < 踏む 必要び あ 0、 制動 距離び 長 < な 0 ます。 この 状態で 走行し ないで < 
ださい。 走行 中、 ブレーキ 警告 打 馈 色） び 点な したと きは、 ただちに 安全な 
場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ ご連絡 < ださい。 


A ま 意 

■運 起 中は 

♦運転 中に アクセル ペダルと ブレーキ ペダルを 同時に 踏まないで ください。 
アクセル ペダルと フ レーキ ペダルを 同時に 踏む と、 駆動力を 抑制す る 場合び 
あります。 

♦坂道で 停車す るた めに、 アクセル ペダルを 使ったり、 アクセル ペダルと ブレー 
キ ペダルを 同時に 踏んだり しないで ください。 

■部品の 損傷を 防ぐ ために 

♦ノ f ワース テア U ング モーターの 損傷を 防ぐ ため、 八ン ドルを いっぱいに まわし 
た 状態を 長 < 続けないで < ださい。 

♦ディスク ホイール などの 損傷を 防ぐ ため、 段差な どを 通過 するとを は、 でさる 
だけ ゆっくり 走行して ください。 
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2-1 .運転の しかた 


A 迂意 

■ 走行 中に タイヤが/  f ンク した S 

なのよ ラな とさは タイヤの パンク や 損傷び 考えられます。 八ン ドルを しっかり 
持って 徐 々に ブレーキを かけ、 スピードを 落として ください。 

♦八ン ドルび とられる 
♦異常な 音 や 振動び ある 
♦ま両 び 異常に 傾く 

タイヤび パンクした 場合の 対処 法は P. 已 2 已 を 参照して ください。 

■冠水 お 走 巧に 関ず るを 意 

大雨な どで 冠水した 道路では、 なのよ ラな 重大な 損傷を 受ける おそれび あるた 
め、 走行し ないで ください。 

♦エンス ト する 

♦電装 品び ショート する 

♦水を 吸い込んでの エンジン 破損 

万一、 冠水した 道路を 走行し、 水中に 浸 かってし まった とを はおず トヨタ 販売 
店で; 欠の 点検を して  <  ださい。 

♦ブレーキの 効を 具合 

♦エンジン オイル. トランス 5 ッシ ョン フルードの 量 および 質の 変化 
♦各 ベア U ング- 各ジ ョ イン ト部 などの 涵滑 不良 

冠水に より P ポジション 制御システムび 損傷す ると、 シフ ト ポジションび P に 
切り かえられない、 または P から 他の シフ ト ポジ ショ ンに 切り かえられなくなる 
可能性び あります。 P から 他の シフト ポジションに 切り かえられない 場合は、 パー 
キン グ ロックに より、  前輪び 固定され ている ため、 他 車に □ープ などで けん 引し 
て ちら 5 ことは でを ません。 その 場合は、 前輪を 持ち上げ るか、 4 輪と ち 持ち 上 
げて 運搬して ください。 
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2- 1 .運転の しかた 

パワー （イグ ニッシ ヨン） スイッチ 


電子 キーを 携帯して 次の 操作を 巧 ラ ことで、 八 イブ リッ ド システムの 
始動 または "パワ ー " スイッチの モー ドを 切り かえる ことび できまず。 

■八 イブ リッ ド システム 始動の しかた 

固 画 HI 充電 ケーブルが 車両に 接続され ていない ことを 確認す る 
レ P.  86) 

固 画 回 パーキング ブレーキが かかって いる ことを 確認す る 
I: な M  3  I ブ レーキ ぺダ >1 レを しっかり 踏む 

"パワー" スイッチ 上の インジケーターび 緑色に 点灯し ます。 

緑色に 点 打して いないと、 八 イブ リッ ド システムは 始動し ません。 

シフ ト ポジションび N と 表示され ている ときは、 八 イブ リッ ド シス テ 
ムを 始動で をません。 八 イブ リッ ド システムの 始動 時は、 シフト ポジ 
シ ヨンを P にして ください。 （^P.  249) 


"パワー" スイッチを 押す 
"パワー" スイッチ のどの モード か 
ら でち 八 イブ リッ ド システムを 始 
動で をます。 

完全に 八 イブ リッ ド システムび 始 
動す るまで、 ブレーキ ペダルを 足 皆 
み 続けて ください。 


111 互 READY インジケーターが 点 好した ことを 確認す る 

READY インジケーターが 点滅から 点灯に かわり、 ブヴ ーが 鳴れば、 八 
イブ リツ ド システムは 正常に 始動して います。 

READY インジケーターび 消灯して いる 状態では 走行で さません。 
READY インジケーターが 点灯して いれば、 ガソリン エンジンが 停止 
していて ち 走行で をます。 （車両の 状態に 応じて、 ガソリン エンジンは 
自動で 始動 •停止し ます） 
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■八 イブ リツ ド システム 停止の しかた 

固 画 〇] 車両を 完全に 停止させる 

固歷 互 パーキング ブレーキを かける （一 P.  2 已 6) 


シフト ポジションを P にず る 
(一 P.  24 日） 

シフ ト ポジ ショ ン 表示な び P であ 
る ことを メーターで 確認し ます。 
(一口.  258) 


八 イブ I」 ッ ド システムび 停止し ます。 


固 画 回 ブレーキ ペダル か 日 ゆっくり 足を 離して "パワー" スイッチ 
上の インジケーターび 消な している ことを 確認ず る 
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■ "パワー" スイッチ 切り かえ 

ブレーキ ペダルを 踏まずに "パワー" スイッチを 押す と、 モードを 
切り かえる ことが でさます。 （スイッチを 押す ごとに モードが 切り 
かわります） 

□  OFF 

非常 点滅 打が 使用で をます。 

曰ア クセサ U — モード 

ア クセサ U —  ソケッ ト などの 電装 
品が 使用で をます。 

スイッチ 上の インジケーターが 程 
色に 点灯し ます。 

且 ON モード 

すべての 電装 品び 使用で をます。 

スイッチ 上の インジケーターび 程 
色に 点灯し まず。 
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曰 知識  

■自動 電源 OFF 機能 

シフ ト ポジションび P にある とを、 20 分し iLh ア クセヴ U- モード か 1 時間 1；( 
上 ON モード （八 イフ U ッド システムび 始動して いない 状態） にした ままに し 
て おくと、 "パワー" スイッチび 自動で OFF になります。 

ただし、 自動 電源 OFF 機能は、 補 機 バッテ U- あびり を 完全に 防ぐ ものでは 
ありません。 八 イブ U ッド システムび 始動して いないと をは、 "パワー" スイ ッ 
チを アク セヴ U — モー ド または ON モードに した まま 長時間 放置し ないで くだ 
さい。 

■高電圧 リレーの 音に ついて 

八 イブ U ッド システム 始動 時 および 停止 時に、 駆動 用 電池 付近から "コトン’’、 
"カ チッ" などの 音び 聞こえる ことび あります。 これは 高電圧 U レーの 音で、 異 
常ではありません。 

■電子 キーの 電池の 消耗に ついて 

一 P'  1 已 3 

■が 気温び ほいと をは 

八イフ U ッ ド システム 始動 時に READY インジケーターの 点滅 時間び 長くなる 
ことび あります。 READY インジケーターび 点な すれば 走行可能になります の 
で 点 打す るまで そのまま お待ちく ださい。 

■スマー ト エン トリー & スター トシス テムび 正常に 働かない おそれの ある 状況 

一  P'  1 49 

■ご 留意いた だきたい こと 

一  P'  1 已〇 
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■  A イブ リッ ド システムび 始動 しないと きは 

♦イモ ビラ イヴ ー システムび 解除され ていない 可能性び あります。 

(一  P'  1 9 己） 

トヨタ 販売店へ ご連絡  <  ださい。 

♦車両に 充電 ケーブルび 接続され ている とさは、 八 イブ U ッ ド システムを 始動 
する ことは できません。 （一 P. 105) 

■1 くワ ー" スイ ッ チ 上の イ ン ジケーターび 撞 色に 点滅した ときは 

システムに 異常び ある おそれび あります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受け 
てくだ さい。 

■万一、 READY イン ジケーターび 点な しないと きは 

正しし 巧 順で 始動 操作を 行っても READY イン ジケーターび 点な しない 場合は、 
ただちに トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

■  イブ リッ ド システムに 異常が あると さは 

一 P. 已 04 

■ 電子 キーの 電池が 切れた ときは 

一 P'  483 

■ソ ':ワ ー" スイッチの 操作に ついて 

♦"パワー" スイッチを 操作す る 際は、 短く 確実に 押してく ださい。 確実に 押 
せて いない 場合は、 モードの 切り かえ や 八 イブ U ッ ド システムの 始動び でを 
ない 場合び あります。 また、 確実に 操作 すれば 押し 続ける 必要はありません。 

♦"パワー" スイッチ OFF 後、 すぐに 再 始動した 場合は、 八イフ U ッド シス テ 
ムび 始動し ない 場合び あります。 "パワー" スイッチ OFF 後の 再 始動は、 数 
砂 待って か ら 操作して く ださい。 
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■自動 P ポジ ショ ン切 りかえ 機能に ついて 

一口'  2 已 1 

■  P ポジ ショ ン 制御システム について 

P ポジション 制御システムび 故障す ると、 "パワー" スイッチを OFF にで をな 
くなる ことび あります。 その 場合は、 パーキング ブレーキを かける と、 スイ ッ 
チを OFF にす る ことび でを ます。 

システムび 故障した 場合は、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

■エン ディ ング 表示に ついて 

"パワー" スイッチを OFF にす ると、 なの 項目び エコ ドライブ モニターに 表示 
され、 約 30 砂 後に 消えます。 

♦八 イブ U ッ ド システム 始動 後の 走行距離- 走行時間- 燃費 
♦オ ド メーター 


♦時計 
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A 警告 

■  A イブ リッ ド システムを 始動ず ると きは 

必ず 運転席に 座って 行って ください。 このと をまして アクセル ペダルは 踏まな 
いで < だ さい。 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あります。 

■緊急 時の A イブ リッ ド システム 停止ち 法 

走行 中に 八 イブ U ッド システムを 緊急 停止したい 場合には、 "パワー" スイッチ 
を 2 秒し ツ上 押し 続ける か、 素早く  3 回し ツ上 連続で 押してく ださい。 （一 P. 已已 9) 
ただし、 緊急 時し ツ 外は 走行 中に "バワ ー’’ スイッチに ふれないで ください。 走 
行中に 八 イブ U ッ ド システムを 停止して ち八ン ドル や ブレーキの 操作は 可能で 
すび、 操作 力 補助び な < なります。 その 場合は 八ン ドルと ブレーキの 操作び 困 
難になる ため、 ま 全を 確認した 上で、 すみやかに 道路 協に 停車して ください。 


A を 意 

■ 補 機バッ テリ ー あがり を 防止ず るた めに 

♦八 イブ U ッド システム 停止 中は、 "バワ ー" スイッチを ア クセヴ U- モード ま 
たは ON モー ドに した まま 長時間 放置し ないで ください。 

♦八 イブ U ッド システム 停止 中に、 "パワー" スイッチの インジケーターび 消な 
していない 場合、 "パワー" スイッチび OFF になつ ていません。 "パ ワー "ス 
イ ッチを OFF に してから 車両を 離れて ください。 

■ソ 巧一" スイッチの 操作に ついて 

"パワー’’ スイッチ 操作 時に 引つ かかりな どの 違和感び あると をは、 故障の おそ 
れ びあります。 すみやかに トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 
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トランス 5 ッシ ヨン 


n シフト レバー 

シフト レバーは、 ゆっ く 0 確実に 操作して ください。 

S  D または R に 切り かえると きは、 ゲートに そって そのまま 操 
、 作し ます。 

く >  N に 切り かえると きは、 ちに スライ ド させ、 しば 日く 保持し まず。 
A シフ ト ポジ シヨ ンび D のとき のみ、 巨 に 切り かえび 可能で ず。 

•  シフ トレバーを 操作した あとは、 常にを との 位置に もどりまず。 

P か 5  N  ■  D  •  R へ、 または D か 日 R、 および R か 日 D へ 切り かえると きは、 
ブレーキ ペダルを 踏み、 車び 完全に 停止して いる 状態で 行って ください。 


状況に 応じて シフ ト ポジションを 選択して ください。 
■シフ トレバーの 動かし 方 
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曰 シフ ト ポジ ショ ン 表示 好 

現在の シフ ト ポジションに 連動して、 シフ ト ポジション 表示灯 上の 枠の 表示 位 
置び かわ 0 まず。 

D  •目 外のと さは、 シフ ト ポジ ショ ン 表示灯の 目 方向への 矢印と 目 表示が 消 
灯します。 

シフト レバーを 操作した あとは、 シフト ポジション 表示 口で、 目的の シフト ポ 
ジシ ョンに 切り かわった ことを 必ず 確認して ください。 

■シフ ト ポジ シヨ ンの 使用 目的 


シフ ト ポジション 

目的 

P 

駐車 または 八 イブ U ッ ド システム 始動 

R 

後退 

N 

動力び 伝わらない 状態 

D 

通常 走行 

巨 

急な 下り坂な ど、 強い エンジン ブ レーキび 必要な とを 

* 燃費 向上 や 騒音の 低減の ために、 通常は D を 使用 してく ださい。 
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■走行 モードの 選択 

走行- 使用 条件に 合わせて 次の モー ドを 遇択 でさまず。 


山岳 路 などで、 アクセル レスポンスの よい、 きびきび とした 走りを 
楽しみたい とさに 適して いまず。 

スイッチを 巧す と、 メーター 内の バワー モー ド 表示な び 点な します。 

曰 エコ ドライブ モード 

通常に く 日べ て アクセル ペダルの 踏み込みに 巧ず る トルクの 発生 
び ゆるやか になり、 また エアコン （暖房-; 令 房） の 作動を 抑え、 燃 
費を 向上させる 走行に 適して いまず。 

スイッチを 巧す と、 メーター内の ECO  MODE 表示な び 点 打し、 エコ ドライブ 
モニターの 表示び 八 イブ U ッド システム イン ジケーター (^P.  267) に 切り 
かわ D ます。 & 

* 非 表示に 設定して ある 場合は 切 0 かわ 0 ません。 （一口.  278) 
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[p ポジション スイッチ 

■ シフ ト ポジションを P に 切り かえると をは 


車を 完全に 停止 させ、 パーキング 
ブレーキを かけ、 P ポジション ス 
イッチを 巧す 

シフト ポジションを P にす ると、 ス 
イッ チの 作動 表示な び 点な します。 
シフ ト ポジション 表示な で、 P の 位置 
の 枠び 点な している こと を 必ず 巧認 
してく ださい。 


■  P か 5 他の シフ ト ポジションに 切り かえると をは 

• ブ レー キ ペダルを しっかり 踏みな びら、 シフ トレバーを 操作し まず。 
(ブレーキ ペダルを 踏まずに シフ トレバーを 操作ず ると、 ブ プーび 鳴 
り シフ ト ポジションの 切り かえび でさません） 

• 操作 後は、 シフ ト ポジション 表示 打で、 目的の シフ ト ポジションに 
切 0 かわった こと を 必ず 確認 して  <  ださい。 

•  P から 直接、 シフ ト ポジションを 巨に 切り かえる ことは できません。 


249 


2-1 .運転の しかた 


曰 知識  

■エコ ドライブ モー ドの エアコン 作動に ついて 

エコ ドライブ モードは、 暖房/; 令 房の 作動 や 風 量を 抑制して、 燃費 向上を 図っ 
ています。 空調の 効きを よりよ くしたい ときは、 設定 温度 や 風 量の 調整 または 
エコ ドライブ モー ドの 解除を してく ださい。 

■シフ ト ポジション について 

• "パワー" スイッチび OFF のとき は シフ ト ポジションの 切り かえは できません。 

• "パワ ー" スイ ッチび ON モー ドで、 READY イン ジケー ターび 消灯して いる 
とさは、 N にの み 切り かえび 巧 能です。 シフ トレバーを 操作して D または R 
の 位置で 保持した とさち N に 切り かわります。 

ただし、 "パワー" スイッチを ON モードに した 直後は、 N に 切り かわらな 
い 場合び あります。 

•  READY イン ジケーターび 点 好 中は、 P から、 □  '  N  '  R を 選択で きます。 

•  READY インジケーターび 点滅して いると をは、 シフト レバーを 操作しても 
P から 他の シフ ト ポジションに 切り かえる ことは でを ません。 READY イン 
ジケーターび 点滅から 点な にかわって から、 再度 シフト レバーを 操作して く 
ださい。 

•  D  がから 直接、 B に 切り かえる ことは でを ません。 

また、 下記の 操作を 行 5 とブヴ ーび 鳴り、 シフト ポジションの 切り かえび 無効 
になる とき や、 自動的に N に 切り かわる 場合び あります。 その 場合は 適切な シ 
フト ポジションに 切り かえる か、 P ポジション スイッチを 押してく ださい。 

♦シフ ト ポジションの 切り かえを 無効に するとを 

. ブレーキ ペダルを 踏まずに シフト レバーを 操作して、 P から 他の シフト ポ 
ジ ショ ンに 切り かえよ 5 とした 

- シフト レバーを 操作して、 シフ ト ポジションを P または N から B に 切り 
か无よ ラと した 

- 車両に 充電 ケーブルを 接続した 状態で シフト レバーを 操作して、 P から 他 
の シフ ト ポジションに 切り かえよ ラと した 
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♦自動的に シフト ポジションび N に 切り かわる とを 
•走行 中に、 P ポジション スイッチを 押した 1 

- 車両び 前進して いると をに シフト レバーを 操作して、 シフト ポジションを 
R に 切り かえよ ラと した x‘2 

- 車両び 後退して いると をに シフト レバーを 操作して、 シフト ポジションを 
D に 切り かえよ ラと した x‘3 

- シフト レバーを 操作して、 シフト ポジションを R から B に 切り かえよう 
とした 

1 極 ほ 速 走行 時は、 P に 切 0 かわる ことび あ 0 ます。 

^2 ほ 速 走行 時は、 R に 切 0 かわる ことび あります。 

3 ほを 走行 時は、 D に 切 0 かわる ことび ありまず。 

■ リバース 警告 ブザー 

シフ ト ポジションを R にす ると フヴー び 鳴り、 R にある ことを 運転者に 知らせ 
ます。 

■自動 P ポジ ショ ン切 りかえ 機能に ついて 

"パワー" スイ ッチび ON モー ドの 状態で シフ ト ポジションび P 1；( がのと を、 車 
両を 完全に 停止 させ "パワー" スイッチを 押す と、 自動的に シフト ポジション 
び P に 切り かねり、 "パワー" スイッチび OFF になります。 

■シフ ト ポジ ショ ンが P か 5 切り かわ S ない 場合は 

補 機 バッテ U — あびり の 可能性び あり ます。 補機ノ （ッテ U —び あびって しまっ 
た 場合の 対処 法は、 P. 已 47 を 参照して ください。 

■エンジンブレーキ について 

♦高を 走行 時は、 通常の 車に くらべて エンジンブレーキ による 減速 感びル さく 
なります。 

♦強い エンジンブレーキび 必要な 場合は、 シフ ト ポジションを B にして くだ 
さい。 

B のま ま 走行し つづける と、 燃費の 悪化に つなび ります。 通常は D で 走行 
してく ださい。 
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■クルー ズ コント □-ル または レーダー クルー ズ コント □- ルを 使 巧して 走 巧し 
ている とを 

エンジンブレーキを 目的に 走行 モードを パワー モー ドに しても、 クルーズ コン 
卜 □ー ル または レーダー クルーズ コン ト □ー ルび 解除され ないた め、 エンジン 
ブレーキは 効を ません。 （一 P.  248) 

■エコ ドライブ モー ド/パ ワ ーモー ドを 解除ず ると きは 

♦再度 スイッチを 押します。 なお、 "パワー’’ スイッチを OFF にす ると パワー 
モードは 自動的に 解除され ますび、 エコ ドライブ モードは スイッチを 押して 
解除す るまで、 "パワー" スイッチを OFF にしても 自動では 解除され ません。 

♦エコ ドライブ モードのと をに パワー モード スイッチを 押す、 または その 逆の 
操作を 行 ラと、 あとから 押した スイッチの モードに 切り かわります。 

■ 補 機バッ テリ ーを脱 着した とさは 

^P. 已已〇 
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A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急な アクセル 操作 や、 シフト 操作を 行わないで ください。 エンジンブレーキ カ 
の 急激な 変化び、 横す ベり や スピンの 原因に な D ますので ミ 主意して ください。 

■シフ ト レバーについて 

シフト レノ （一の ノフを 取り はずしたり、 純正 品!; (がの ノブを 取り 付けたり しな 
いでく ださい。 また、 ものを ぶら下げたり しないで ください。 シフト レバーび 
定位置に ち どらな < なって、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■P ポジション スイッチ について 

車び 動いて いると をは、 P ポジション スイッチに ふれないで < ださい。 

停車 直前な ど、 極な 速 走行 中に P ポジション スイ ッチを 押す と、 シフ ト ポジ ショ 
ンび P に 切り かわる ことび あるた め、 車び 急 停止して 思わめ 事故に つなび る お 
それび あ D を険 です。 


吕已 3 


2-1 .運転の しかた 


A 迂意 

■駆動 用 電池の 充電に ついて 

シフ ト ポジションび N では、 ガソ U ン エンジンび 回転して いても 駆動 用 電池は 
充電され ないた め、 N で 長時間 放置す ると 駆動 用 電池の 残 量び 低下し、 走行 不 
能になる おそれび あ 0 ます。 

■ P ポジション 制御システムの 異常び ちえ 6 れる とを 

なのよ 5 な 状態に なった とさは、 P ポジション 制御システムの 異常び 考えられ 
ます。 ま 全で 平坦な 場所に 停まし、 パーキング ブレーキを かけて、 トヨタ 販売 
店に ご連絡く ださい。 

♦マルチ イン フ オメーショ ンデ イス プレイに P ポジション 制御システムの 異常 
警告 メッセー ジび 表示され たと き （一 P. 已 09) 

♦シフ ト ポジション 表示 好び 点灯 しないと を 

■シフ ト ポジションの 切り かえ 操作に ついて 

P から P し i (が、 および P し i (がから P への 切り かえ 操作を 短時間に く り 返し 行わ 
ないで ください。 そのよ ラな 操作を 行 5 と、 システムな 護の ため、 一定 時間 P 
からの 切り かえび でを なくなる ことび あります。 その 場合は、 時間を おいて か 
ら 操作し 直して ください。 
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2- 1 .運転の しかた 

方向 指示 レバー 


レイ （一操作に より、 次の よ ラ に 運転を の 意思を 表示ず る こと びで き 
まず。 

n 左折 
0 ち 折 

且 左側へ 車線 変更 
(レバーを 途中で 保持） 

レバーを 離す まで、 左側ち 向 指示 
なび 点滅し ます。 

□ ち 側へ 車線 変更 
(レバーを 途中で 保持） 

レバーを 離す まで、 ち 側ち 向 指示 
なび 点滅し ます。 


口 知識 
■作動を 件 

"パワー" スイ ツチび ON モー ドのと を 
■ 表示む の 点滅び 異常に 速くな つたと をは 

ち 向 指示 好の 電球び 切れて いない か 確認して  <  ださい。 


吕已已 


2- 1 .運転の しかた 

パーキング ブレーキ 


パーキング ブレーキを かける に 
は、 ち 足で ブレーキ ペダルを 踏 
みなび 5、 左足で パーキング ブ 
レーキ ペダルを いっぱいまで 踏 
み 込む （再度 踏み込む と 解除 さ 
れ る） 


白 知識 

■  !  くー キング ブレーキ ホ稱除 走行 時 警告 ブザー 

一 P. 已 03 

■を季 の パーキング ブレーキの 使用に ついて 

一 P.  343 


A ミち 意 
■走行 前の ま 意 

パーキング ブレーキを 完全に 解除して ください。 

パーキング ブレーキを かけた まま 走行す ると、 フ レーキ 部品び 過熱し、 ブレー 
キの 効を び 悪 く なったり、 早く 摩耗した りする おそれび あ ります。 
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2-1 .運転の しかた 

ホーン （警音 器) 


曰 知識 

■  /\ン ドル 位置を 調整した あとは 

八ン ドルび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

固定び 不十分 だと ホーンび 鳴らない 場合び あります。 （一 P. 183) 


2 已 7 


2-2 .メ  ー タ ー の 見方 

計 お 類 


「口 


ITI22P491 


"パワー" スイッチを ON モー ドに すると 計器 類が 表示され ます。 

n エコ ドライブ モニター 

走行に 関する 様々 な 情報を 表示し まず。 （一 P.  265) 

曰 シフ ト ポジ ショ ン 表示灯 

現在の シフ ト ポジションを 表示し まず。 

且 瞬間 燃費 計 

現在の 瞬間 燃費を 表示し ます。 

Q スピード  > (ー ター 
車両の 走行 速度を 示 します。 

且 燃料 計 

燃料 残 量を 示します。 
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2-2.  メーターの 見方 


タッチ トレー ヴー ディスプレイ’ 


の 拝  口 

20(1  km/L  II 

ミ km/h  , 

九 

1 

@  0 J 

ITN22P346 

ステア U ング スイ ッチに ふれる 
と、 メーターの 表示び タッチ ト 
レーサー ディスプレイに 切 0 かわ 
りまず。 

スイッチ か 日 指を 離す と 通常の メー 
夕一表示に もどります。 

ステア U ング スイ ッチの 操作 方法： 
-^P.  358,  387 

メーカー オプション および、 この 車の 
ステア I」 ング スイッチに 対応して い 
る 販売店 装着 オプ ショ ンの オーディ 
才 •ナビ ゲー シ ョン システム じ I 外を 使 
用す ると、 オーディオ スイッチの 表示 
び 正常に 作動し ない 場合び あ 0 ます。 


メー ター 照度 調 壁 ダイヤル 


車 幅な び 点灯 中で、 かつ 周囲び 暗い とを、 ダイヤルを まわして メーター 
表示の 明るさを 調整で さまず。 

n 明るくなる 
0 暗くなる 


車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-2.  メーターの 見ち 


曰 知識 

■メー ター照度 について 

• 周囲び 暗い と をに 車 幅な を 点 打す ると、 メーター 照明び 減 光され ます。 
表示び 見づ らいと をは、 メーター 照度 調整 ダイヤルを 巧る くなる ちへ いっぱ 
いまで まねして、 減 光を 解除す る ことび でを ます。 

もとに もどす とを は、 ダイヤルを 暗くなる ちへ まわします。 

♦タッチ トレーサー ディスプレイ 装着 車は、 メーター 照度を 変更す ると タッチ 
ト レーサー デイ ス プレイの 明るさち 変化 します。 


A 警告 


メーター 表示 部の 前にち のを 置いた 0、 
シールな どを 貼り付けたり しないで く ださ 
い。 置い たちのび メーター 表示の さまたげ 
となったり、 表示 部に 映り 込んで メーター 
表示び 見えな < なったり して、 思わめ 事故 
につな びる おそれび あり を険 です。 


事故を 防ぐ ために 


A ま 意 

■  A イブ リツ ド システムの 損傷を 防ぐ ために 

高 水温 警告 灯び 点滅 または 点な したと さは、 オーバー ヒー トの おそれび あるた 
め、 ただちに 安全な 場所に 停車して ください。 （一 P. 已已 3) 


2 白 0 


2-2 .メ  ー タ ー の 見方 

表示 巧/警告 巧 


インス トル メント パネル 


メーター. インス トル メン ト パネル 内の 表示 幻/警告' 灯で お 車の 状況 
を お 知 5 せし まず。 

巧の イラ ス ト は、 説明の ためす ベての 表示な/警告 なを 示して います。 

メ- 夕- 


2 白 1 


2-2.  メーターの 見方 


■表示な 

システムの 作動 状況を 表示 しまず。 


方向 指术表 な 
(^P.  2 已已） 

尾な 表术灯 

UP.  292) 

-)0; 

八イ ビーム 表术口 

UP.  292) 

ID 

MODE 


驗 


EV ドライブ モード 表示灯 
(一 P'  31) 

エコ ドライブ インジ ケー 
夕ーランプ （一 P.  267) 

ECO  MODE  表示 口 
(一 P. 乙 48) 


が 


フ □ント フォグ ランプ 
表示 打*  (一 P.  29 己） 


パワー モード 表示 打 
(一 P.  248) 


〇丰 


1」 ヤ フォグ ランプ 表示な* 
(一 P'  29 己） 


_  クルー ズ〕 ン トロール 

'■(巧 I 表示な*/ 定速お 御 モード 
- 表 雨な*  UP.  308,  318) 


巧 


セキ ユ U テイ 表示な 
(一  P. 19 己， 19 曰） 


瞭 


車 間 制御 モー ド 表示な* 
(^P.  312) 


[READY] 


READY インジケーター 
UP.  239) 


_ クルーズ コント □ー ル セツ 

SET  卜 表示灯* 

- " (一 P.  30 8,  312) 


— ^  EV ドライブ インジ ケー 
夕- (非2 目7) 


ステア U ング ヒーター 
表示な*  (^P.  417) 
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* : 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-2.  メーターの 見方 


ス u ップ 表示灯 
W  I  (一 P.  32 目， 33 日) 

(点滅） 


PCS 警告 口# 
(一 P.  332) 


作動 確認の たがに "パワー" スイッチを 日 N モードに すると 点 打し、 数秒 後 
または 八 イブ リッ ド システムを 始動ず ると 消灯し ます。 点 打し ない 場 含 や 点 
打した ままのと をは システム 異常の おそれが あ 0 ます。 トヨタ 販売店で 点検 
を 受けて ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


PCS 


(点 打 または 
速い 点 減） 


m 


シフト ポジション 表示灯 
レ P.  2 己 8) 


タイマ ー 充電 イ ン ジケ ー 
ター （^p. 101) 
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2-2.  メーターの 見方 


■警告な •警告メッセージ 

万一の システム 異常な どを 警告し まず。 （一 P. 已 03) 


A 

ご]  0 

(の 

(①） 

呈:〇 

が 

か 

% 

&  ホ※ 

(ホ 色） 

& 

(黄色） 

* 

* 

* 

. 

(®)  PCS 

©! 

み 

祷 

みが 

因 

(点滅）  （点滅）  （点滅）  （点滅) 


(点滅) 


作動 確認の ために "パワー" スイッチを 日 N モードに すると 点灯し、 数秒 後 
または 八 イブ リッ ド システムを 始動ず ると 消な しまず。 点灯し ない 場合 や 点 
灯した ままのと をは システム 異常の おそれが ありまず。 トヨタ 販売店で 点検 
を 受けて ください。 


A 警告 

■ を 全 装置の 警告な が 点な しないと をは 

ABS 和 SRS エアバッグ などの 安全装置の 警告 口が、 八 イブ U ッ ド システムを 
始動して ち 点な しない 場 含 和 点 口した ままの 場 含は、 事故に あった とさに 正し 
< 作動せ ず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな がる おそれが あり 
ます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-2 .メ  ー タ ー の 見方 

エコ ドライブ モニター 


エコ ドライブ モニターは、 時計 や 走行に 関ず る 様々 な 情報を 表示し 
まず。 

エコ ドライブを 支援す る 情報を 表示す る 他、 各種の 警告メッセージ などを 表示 
する マルチ インフォメーション ディスプレイ としての 機能を 備えて います。 


• エネルギー モニター （一 P.  44) 

♦八 イブ U ッ ド システム インジケーター (一 P.  267) 

•  EV 走行 比率 レ P.  270) 

• プラグ イン 効果 （一 P.  270) 

♦已 分間燃費/ 1 分 間 燃費 （一 P. 已 0) 

• 月別 燃費 履歴 （一 P. 已 2) 

♦オ ド メーター/ 卜 U ップ メーター/航続 可能 距離 （一 P.  273) 
• 時計 （一 P.  274) 

♦カレンダー （一 P.  275) 

• レーダー クルーズ コント □ー ル 表示※ （一 P.  312) 

• 警告 メッセー ジ （一 P. 已〇助 
※レーダー クルーズ コン ト □ー ル 装着 車の み 


2 白已 


2-2.  メーターの 見ち 


[表示 切り かえ 


項目を 切り かえるには、 DISP ス 
イッチを 巧し ます。 

目的の 画面び 表示され るまで、 く 0 返 
し □旧 P スイッチを 巧し まず。 


オ ド メーター/ 卜 U ップ メーター/ 
航続 巧 能 距離を 切 りかえ るには、 
TRIP スイッチを 巧し まず。 
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2-2.  メーターの 見方 


I 八 イブ U ッ ド システム イン ジケーター 

アクセル 操作の 状況 や、 八 イブ U ッド システムの 作動 状況に 応じて、 イ 
ン ジケーターの 表示び 変化し まず。 この イ ン ジケーターの 状態を 確認ず 
る ことで、 より 環境に 配慮した 走行び 巧 能と なりまず。 


■各 アイコン 類の 名称 •意味 

EV モード 時 


0 


ITI22P475a 


HV モード 時 


□  P  P  □ 


ITI22P493 


□ 駆動 用 電池 残 量 表示 （一 P.  4 日） 
□EV ドライブイン ジケーター 

電気 モーター のみで 走行して いると 
さに 点な しまず。 

0 エコ ドライブイン ジケーター 
ランプ 

環境に 配慮した 運転を している とを 
に 点な しまず。 

Q 八 イブ U ッ ド システム インジ 
ケ _夕_ 

「八 イブ U ッ ド システム インジ ケー 
ターの 見方」 （一 P.  268) を 参照し 
て  <  ださい。 

且 平 巧 車 速’^ 

□ 平ち 燃費 X’ 

表示され る 平均 燃費は、 参考と して 利 
用して ください。 

* 卜 I」 ップ メーターを U セッ ト して 
か 日 現在までの 値を 表示し ます。 I」 
セッ トす るには TRIP スイッチを 巧 
した まま イ呆 持し まず。 UP.  273) 
Q  EV 走行可能 距離 （一 P.  47) 


2 白 7 


2-2.  メーターの 見方 


■八 イブ リツ ド システム インジケーターの 見ち 

インジケーター 上の ノ （一 表示び、 現在 どの エ U ア にある かを 確認ず る 
ことで、 車両の 走行 状況を 巧 握で さまず。 


n チャージ エ U ア 
□  EV 走行 ェ リア 
且 エンジン 始動 エ U ア 


ITI22P476 


バー 表示び 各エ U ア にある ときの 走行 状況は、 次のと おりで ず。 


バ ー 表の 


画面^ 


チャージ エ U アに あると を 
回生 ブ レー キ 機能 UP.  33) により、 
エネルギーを 回収して いる 状態を 示し 
ています。 


EV 走行 ェ U アに あると を 
電気 モーター のみで 走行して いる 状態 
を 示して います。 


エンジン 始動 エ U ア にある とさ 
全開 走行 時な ど、 ガソリン エンジンび 
補助 動力と して 使用され ている 状態を 
示して います。 


^ 画面は 説明の ための 例で あ 0、 実際の 表示とは 異なる 場合が あ 0 ます。 

2 バー 表示び EV 走行 エ U アに あっても、 車 速が 高い とさ や 暖房 使用 時な どガソ U 
ン エンジンび 作動す る ことがあ 0、 その 場合、 EV ドライブイン ジケーターは 消 
灯します。 （一 P.  34) 
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2-2.  メーターの 見方 


HV モード 時 


□ 


且 


且 


凸 


n チャージ エ U ア 
□ エコ エ U ア 
且 パワー エ リア 
Q 八 イブ U ッ ドエ コェ U ア 


バー 表示び 各エ U ア にある ときの 走行 状況は、 次のと おりで ず。 


ノ、 一 表 汀^ 


画面 S 


チャージ エ U アに あると を 
回生 ブレーキ 機能 （^P.  33) により、 
エネルギーを 回収して 駆動 用 電池を 充 
電 している 状態を 示して います。 


八 イブ U ッ ドエ コエ U アに あると を 

ガソ U ン エンジンの 動力を 使用 しない 
状況 &  2 を 多  <  含む 状態を 示します。 


エコ エ U アに あると さ 

環境に 配慮した 走行を している 状態を 
术しぶ す。 


パワー エ U アに あると を 

全開 走行 時な ど、 エコ 運転の 範囲を こ 
えてい る 状態を 示します。 


i 1 画面は 説明の ための 例で あ 0、 実 隙の 表示と 異なる 場 含が あ 0 ます。 
i  2 ガソ U ン エンジンは、 各種の 条件に より 自動的に 停止- 再 始動し ます。 
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2-2.  メーターの 見方 


|ev 走行 比率/プラグ イン 効果 

EV 走行 比率 画面では、 外部 電源から 充電した 電気の みを 使って 走行し 
た 距離と、 それ LU 外の 走行 状況との 割合を 表 おしまず。 EV 走行 比率は、 
EV 走行 比率 (1) •  EV 走行 比率 （2) の 2 種類で 使い分ける ことび で 
さます。 

プラグ イン 効果 画面では、 外部 電源から 充電を くり 返し 行った ことによ 
り 低減ず る ことび でさた C02 排出 量を、 画面 上の 木 や 花、 動物び 増え 
ていく ことで 表しまず。 

U セツ ト 操作に よ 0 任意の タイ 云 ングで 計測 開始、 または 終了す る ことび でを ま 
す。 


■画面の 切り かえ 


EV 走行 比率 画面と プラグ イン 効 
果 画面を 切り かえるには、 DISP ス 
イッチを 巧した まま 保持し ます。 


EV 走行 比率 （1 ) 画面と EV 走行 
比率 （2) 画面を 切り かえるには、 
TRIP スイッチを 巧し まず。 
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2-2.  メーターの 見ち 


画面の 見方 

►  EV 走行 比率 


EV を 巧 化 軍" 

EV  48 ン •  / 

4800  km  Z_ 

ぶ*  ら 5  7  kwh 


巧電 で削滋 できた 燃料 


□  EV モー ド 時に 電気 モーターのみ 
で 走行した 割合 X’ 

上記の 走行 割合を ノ （一 表示 上の 緑色 部 
分と ノ （ーセン トで 表示し ます。 

□  EV モー ドで ガソ U ン エンジンを 
併用 して 走行した 割合 X’ および 
HV モー ドで 走行した 割合※ 

上記の 走行 割合を ノ （一 表示 上の 赤色 部 
分と) (- セン トで 表示し まず。 

□ 燃料 消費量 

曰 の 走行で ミ 肖 費した 燃料の 目安を 表 
のしよ 9  〇 

□ 電力 消費量 

□ の 走行で 消費され た 電力の 目安を 
23171 \  し 永 9  〇 

且 充電に よる 燃料の 削減 量 

n の 走行に よって 削減で をた 燃料の 
目安 を 表 巧 します。 

&EV モー ド/ HV モー ドの 詳細に ついて 
は、 P.  30 を 参照して ください。 
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2-2.  メーターの 見ち 


► プラグ イン 効果 

n 充電 レベル 

外部 電源 か 日の 充電 量の 合計を C02 
ほ 減量と して 表して います。 

0木 
且巧 

木 1 本 あたりの CCI2 ほ 減量は、 lOk 有 
として 計算して いまず。 


■リ セツ ト ずるには 


U セッ ト したい 画面を 表 おさせ、 
TRIP スイッチを 巧し 続ける 

•  EV 走行 比率を 表示して いる 
とさは、 バー 表示 •パー セン 
卜 表示- 走行距離- 電力 消費 
量- 燃料 消費量び U セット さ 
れ まず。 

• プラグ イン 効果を 表 おしてい 
ると さは、 木 •巧 •動物 •充 
電 レベルび U セツ ト され ま 
す。 
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2-2.  メーターの 見ち 


オ ドメーター/ トリ ッ プメー ター/ 航続 可能 距離 


項目の 切り かえ 


八ン ドルに ある TRIP スイッチを 
巧す ごとに、 表示び 次の よ ラに 切 
りか わりまず。 また、 卜 U ップ メー 
ター 表示 中に 巧 した まま 保持ず る 
と、 走行距離を 0 にち どし まず。 


TRIP  因 1234.5 km 


23km 


TRIP  因 1234.5 km 


12345 km 


運転す ると さに 
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2-2.  メーターの 見方 


■表示 項目に ついて 

♦オ ド メーター 


走行した 総 距離を 表 おします。 


0D0 12345 km 


• 卜 U ップ メーター A- 卜 U ップ メーター 巨 

U セットして か 5 の 走行距離を 表示し まず。 


TRIP 01234,5 


区間 距離は、 トリップ A • 卜 U ップ 目の 2 種類で 使い 分 
ける ことが でを ます。 

♦ 航続 可能 距離 

■■HUH 現在の 燃料 残 量で 走行で さる およその 距離を 表示 
します。 

- 表示され る 距離は、 過去の 平均 燃費を ちとに 算出され るた 
め、 表示され る 距離を 実 隙に 走行で さるとは 限 0 ません。 

- 燃料 給油 量び 少量の 場合、 表示が 更新され ない ことがあ 
0 ます。 

給油の 際は "パワー" スイッチを 日 FF にして くださし、。 
万一、 "パワ ー" スイッチを 日 FF にせず 給油した 場合、 表 
示が 更新され ない ことがあ 0 ます。 


I 時計 

ボタンを 押して 時刻を 調整す る ことが でさます。 

n  " 時" を 調整す る 
曰" 分" を 調整す る 
且 "分" を 日日に する※ 

&  (例） 1 :  0 日〜 1 :  29 —  1 :  00 
1 :  30 〜 1 :已 9  一  2  :  00 
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2-2.  メーターの 見方 


表示 設定の 変更 


芒 几 口 

日スぶ 

(尉 甲し みす） 

2012. 1. 1 


八ン ドルの DISP スイッチを 巧し 
て、 エコ ドライブ モニターに 「設 
定」 画面を 表示させる （一 P.  2 日日） 
カレンダーび 表示され ます。 


Eiwn DISP スイ ッチを 巧 し 続け、 設定 項目の 遇 お 画面を 表示させる 
□侶 P スイッチを 巧ず たびに、 還択 項目び 切 0 かわ 0 ます。 

■カ レン ダーの 設定 


ステアリング スイ ツチ 
巧 計 


「カレンダー」 を還択 し、 DISP ス 
イッチを 巧し 続ける 


DISP スイッチ または TRIP スイ ッ 
チを 押して 曰 付を 変更す る 

スイッチを 巧した まま 保持す ると、 連 
続して 切り かわ 0 ます。 

約已 砂 間 何も 操作し ないで いると 設 
定が 変更され、 前の 画面に わ ど 0 ま 
す。 


27 已 


2-2.  メーターの 見方 


■  EV ドライブイン ジケーター/エコ ドライブイン ジケーター ラ 
ンプの 表示/非 表示の 切り かえ 


手順 


「EV  .  ECO」 を 遇 おし、 DISP ス 
イッチを 巧し 続ける 


roNj または roFF」 を 遇 おし、 
DISP スイッチを 巧し 続ける 

設定び 変更され ると、 前の 画面に ち ど 
0 ます。 


tN22P438 


■タッチ トレーサー ディスプレイの 有効/無効の 切り かえ （装着 
車の み） 


r ステア U ング スイッチ」 を 還 お 
し、 DISP スイッチを 巧し 続ける 


27 已 


2-2.  メーターの 見方 


■時計 表示の 切り かえ 


手順 


roNj または roFF」 を遇択 し、 
DISP スイッチを 巧し 続ける 

設定が 変更され ると、 前の 画面に ち ど 
0 ます。 


「時計」 を 遇 おし、 DISP スイッチ 
を 巧し 続ける 


ri2h」 または に 4h」 を 選択し、 
DISP スイッチを 巧し 続ける 

設定び 変更され ると、 前の 画面に ち ど 
0 ます。 


言語の 選択 

曰 本 語び 遇 おでさまず。 
言語の 変更は でを ません。 
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2-2.  メーターの 見方 


■エコ ドライブ モニターの 表示/非 表示の 切り かえ 


「画面 OFF」 を 選択し、 DISP ス 
イッチを 巧し 続ける 


roNj または roFF」 を 遇 おし、 
DISP スイッチを 巧し 続ける 

設定び 変更され、 エコ ドライブ モニ 
ターび 非 表 おにな 0 ます。 


■設定 変更を 終了ず るには 


カレン: 
@ と 


夕’一 
/lco7 

ステアリング スイ、、 ノチ 
巧 計 


rEXITJ を 選択し、 DISP スイッチ 
を 押し 続ける 

「設定」 画面へ ちどります。 

この 操作を 行わな  <  てち、 数 砂 後に 自 
動で 「設定」 画面に わ ど 0 ます。 


ITI22P502 
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2-2.  メーターの 見方 


曰 知識 


♦"パワー" スイッチを ON モードに したと 
を、 エコ ドライブ モニターに 車 名び 表示 
されます。 

♦ヘッドアップ ディスプレイ （一 P.  283) 
び 表示 可能 状態のと をは、 ヘッドアップ 
ディスプレイ にも 同様に 表示され ます。 
(へッ ド アップ ディスプレイ 装着 車の み） 

■エンデ ィング 表示に ついて 

一 P'  244 

■エコ ドライブ インジケーターランプ について 

環境に 配慮した 運転を している とを、 エコ ドライブイン ジケーター ランプび 点 
巧し ます。 必要し U 上に アクセル ペダルを 踏んだ とを や 停車 中は 消灯し ます。 

なの 場合、 エコ ドライブイン ジケーター ランプは 作動し ません。 

♦シフ ト ポジションび D 1；( がのと を 

♦走行 モー ドび パワ ーモー ドのと き （一 P.  248) 

♦ま 速び 約 lOOkm/h し iLb のとき 

已分間 燃費/ 1 分 間 燃費/月別 燃費 履歴 レ P. 已〇 ，已 2) のとき にも 表示され 
ます。 

また、 エコ ドライブイン ジケーター ランプの 表示/非 表示を 変更す る ことび で 
きます。 （一 P. 乙 7 己） 


■ウエルカム 表示に ついて 


ITI22P482 
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2-2.  メーターの 見方 


■  EV モー ド 時の A イブ リッ ド システム イン ジケーターの 表示に ついて 

駆動 用 電池の 状態に よっては、 アクセル ペダルの 操作に 対する バーの 動を ちび 
異なる 場合び あります び、 異常ではありません。 

■走行 モー ドを エコ ドライブ モー ドに したと をは レ P.  248) 

エコ ドライブ モニターの 表示び、 自動で 八イフ U ッ ド システム インジケーター 
に 切り かわります。 

(エコ ドライブ モニターを 非 表示に 設定して ある 場合を 除く；  一  P.  275) 

■タッ チト レーサー ディ ス プレイ* について 

♦ステア U ング スイッチに ふれても タッチ トレー ヴー ディスプレイを 表示し 
ないように 設定を 変更で きます。 （一 P.  27 日） 

♦タッチ センサーを 内蔵して いるのは、 3’ ムで 覆われた 円 おの スイッチ のみで 
す。 その他の ステア U ング スイッチ （オプション 装備の 電話 スイッチ など） 
に ふれて ち、 タッチ トレーサー ディスプレイは 表示され ません。 

■へッ ド アップ ディスプレイ* への 表示に ついて 

八 イブ U ッ ド システム イン ジケー ターを 表示す る ことび でを ます。 （一 P.  28 己） 
作動 内容は、 エコ ドライブ モニター 上の 表示と 同様です。 

■設定 変更 操作に ついて 

走行 中 (車 速び 約 8km/h しツ 上のと を) は、 設定 変更 操作を 行 ラ ことは でを ません。 

■  r 画面 OFF」 の 設定に ついて 

エコ ドライブ モニターを 非 表示に 設定す ると、 時計と オ ド メーター/ 卜 1」 ップ 
メーター/航続 可能 距離し ツ がの 情報は 表示され ません。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-2.  メーターの 見ち 


■エンジン 回転 数に ついて 

八 イブ U ッ ド 車の エンジン 回転 数は、 燃費の 向上 や 排気ガス 低減な どのた め、 ち 
密に 制御され ています。 走行 条件 や 運転 条件び 同じで ち、 エンジン 回転 数び 異 
なる 場合び あります。 

■ 補 機バッ テリ ー 端子の S な 着を したと きは 

補 機 バッテ 1」 一端 テの 脱 着を 行 5 と、 なの データは U セッ ト されます。 

• 卜 U ップ メーター 
♦平均 燃費 
♦航続 可能 距離 
♦平 巧 車 速 

♦  EV 走行 比率 （一 P.  270) 

♦時計 

♦表示 設定の 内容 （一 P.  275) 
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2-2.  メーターの 見ち 


A ミち 意 

■ ステ アリ ング スイ ツチに ついて 

破損を 防ぐ ため、 なの ことを お守りく ださい。 

♦めれ た 手で さわらない 

♦固 いちのや 鋭利な ものな どを 押 し 付けたり しない 
♦強い 衝撃を 与えない 

♦シンナー- ベンジン- ガソ U ン などの 有機を 剤 や、 酸性- アル カ 1」 性のを 剤を 
スイ ツチの 表面に 付着 させない 
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2-2 .メ  ー タ ー の 見方 

ヘッドアップ ディスプレイ* 


へッ ド アップ ディスプレイは、 フ □ン トウ イン ドウ ガラスに 車 速な ど 

DHUD  (へッ ド アップ ディ スプ 
レイ） メイン スイッチ 
0NAVI  (ナビ ゲー シ ヨン） ス 
イッチ 

簡易 矢印 ナビ/レーン 表示の ON  • 
OFF を 切り かえます。 

且 表示 位置 調整 スイッチ 
Q 表示 輝度 調整 スイッチ 

表示 輝度を お好みの 明るさに 調整 
する ことび でさます。 

且へッ ド アップ ディスプレイ 

表? JX 輝度は、 周囲の 明るさ [し 応じ 
て 自動で 調整され ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


を 表示ず る ことび でさまず。 
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2-2.  メーターの 見ち 


■へッ ド アップ ディスプレイの 表示 内容 

♦ 車 速 表 お X’ 

車 速 表示の み、 または 車 速と 八 イブ リッ ド システム インジケーターの、 いず 
れ かの 表示ち 法を 選択で をます。 

% 車 速 表示が 表示 開始され る 速度を 任意で 設定で をます。 （^P.  290) 

• レーン 表示 

交差点の 手前で、 走行 中の レーン 情報を 表示し ます。 （^P.  287) 

• ルー ト 案内 表示 

ナビ ゲー シ ヨン システムび ルート 案内 中、 交差点に さしかか ると、 交差点 案 
内を 表示し まず。 UP.  287) 

♦ レーダー クルーズ コント □ー ル 

接近 警報を 表示し ます。 UP.  513) 

♦  PCS  (プ U クラッシュ セーフ ティ システム） 

衝突 警告 表示を 表示し ます。 （一 P. 已 13) 
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2-2.  メーターの 見方 


HUD  (ヘッドアップ デ イス プレイ） メイン スイッチ 


い hud」 をキ 甲して、 表示を 切り かえ 
る 

押す たびに、 表示が 次の よ ラに 切 0 か 
わ 0 ます。 

□ 車 速の み 表 お 

曰 車 速と 八 イブ リッ ド システム イ 
ン ジケーターの 表示 

八 イブ リッ ド システム インジ ケー 
ターの 見ち は、 方 ー ターに 表示され る 
ちのと 同様です。 （^P.  267) 

曰 非 表 お 

へッ ド アップ ディスプレイが 日 FF の 
状態です。 

へッ ド アップ ディスプレイが 日 N のと 
きは、 スイッチの 作動 表示灯が 点灯し 
ます。 


NAVI  (ナビ ゲー シ ヨン） スイッチ 


を 巧して、 簡易 矢印 ナビ/ 
レー ン 表示の ON  •  OFF を 切り か 
义る 

機能び ON のとき は、 スイ ツチの 作動 
表示な び 点な します。 


2S 已 


2-2.  メーターの 見ち 


調 壁の しかた 

お 巧みに 合わせて、 へッ ド アップ ディスプレイの 表示 位置- 表示 輝度を 
調整で さます。 

■表示 輝度の 調整 


n 暗 <  する 
0 明る < ずる 

巧し 続ける と、 連続して 表示 輝度び か 
ね 0 まず。 

表示 輝度は 巳 段階で 調整で をます。 


□ 表示 位置を 下げる 
且 表示 位置を 上げる 

巧し 続ける と、 連続して 位置び かわ 0 
ます。 
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2-2.  メーターの 見方 


D レー ト 案内 表示 


交差点に 接近ず ると、 進路 方向を 
矢印で 指示し まず。 

交差点から 約 1 巳 0  メートル ^ 1 まで 
接近す ると、 案内 表示び 開始され、 交 
差点までの残距離^2び表おされます。 

車両の 走行 状況 （走行 中- 停車 中） に 
応じて、 アニメーシヨ ン 表示が 嚷 化し 
ます。 

& 1 レーン 表示 機能び OFF のとを は、 
約 300  メートル 手前 か 日、 案内 
表示び 開始され まず。 

《 2 巳 0  メー  トルず つ 減算 表示され、 
が]  0  メー  トルまで 接近す ると 表 
示び 消えます。 


I レー ン 表示 


交差点に さしかか ると、 自動的に 
レーン 情報び 表示され まず。 

交差点の 約 300  メー  トル 手前 か 日 表 
示び はじま 0、 交差点を 通過ず ると 
レーン 表示び ミ 肖え、 わとの 表示に もど 
0 ます。 

必要に応じて、 レーン 表示の ON  • 
OFF を 切 0 かえる ことび でを ます。 


h かか _；1： 边 I 


km/h 
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2-2.  メーターの 見ち 


■ レーン 表示の 設定 変更の しかた 

I  0  HUD  1  と  I  0  NAVI  I  が 日 N で、 かつ 停車 中のと を、 設定 操作が 可能です。 

mmm ^  \ に 豆。 を 押し 続ける 

レーン 表示 設定 画面び 表示され ます。 


I む!] 即 3 1 に 西 ri を 押し 続ける 


ミ: 西 d を 押 して ON  •  OFF を 切 
0 かえる 

スイッチを 押す たびに カーソルび 移 
動し ます。 

レーン 表示を 表示 するとき は 「日 N」 
に、 非 表示に するとき は 「日 FF」 に 
カーソルを 合わせます。 


表示 •非 表示の 設定が 確定し、 わとの 画面に ち ど 0 ます。 

スイッチを 操作し ない ままし ばらく 放置した 場合は、 自動で 設定が 終了し 
ます。 
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2-2.  メーターの 見ち 


白 知識  —  

■へッ ド アップ ディスプレイの 表示に ついて 

ヘッドアップ ディスプレイを OFF にした ときは、 "バワ ー" スイッチを OFF に 
した あとで 再度 ON モードに しても、 へッ ド アップ ディスプレイは OFF のま ま 
です。 

■雪道な ど 周囲び 巧る いところ を 走行ず ると をは 

ヘッドアップ ディスプレイの 表示 輝度を 最大に した 状態で、 の "A" 
側を 押し 続ける と、 さらに 明るい 表示に 切り かえる ことび でを ます。 

解除 するとを は、 スイッチの" V" 側を 押します。 また、 "パワー’’ スイッチを 
OFF に したと をは 設定び 解除され ます。 

■ウエルカム 表示に ついて 

へッ ド アップ ディスプレイび 表示 可能な 状態のと きは、 "パワー" スイッチを ON 
モー ドに したと を、 へッ ド アップ ディスプレイ にも ウエルカム 表示 （一 P.  279) 
び 表示され ます。 

■ルー ト案巧 表示 • レーン 表示に ついて 

交差点の 形状 や、 走 行路の 車線の 数な どに より、 ヘッドアップ ディスプレイに 
表示され る 矢印 和 レーンの 数な どが かわ ります。 
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2-2.  メーターの 見方 


■表示 車を 設定 機能に ついて 

表示 車 速 設定で 任意の 速度を 設定 して おく ことにより、 設定 した 速度に 達する 
までは、 車 速を 表示し ない よ ラに する ことび でを ます。 

び ON で 表示び 車 速の み、 かつ 停車 中のと を、 設定 操作び 可能です。 

Eatfii 1 1  |_°  hudj を 押し 続ける 
車 速 表示び 点滅し まず 

IE3B1I  2  I  [®  を 操作して、 車 速 表示の 開始 速度を 設定す る 

速度を 上げる ときは" 八" 側を、 下げる ときは "V" 側を 巧し ます。 

スイッチを 操作す るた びに、 1 km ずつ 車 まびかね 0 まず。 け 甲し 続ける と、 

1 0km 単位で 連続して かわ 0 まず） 

mmm 3 1 い 閲」 を 押し 続けて、 設定を 終了す る 

スイ ツチを 操作 しない ままし ば 日く 放置 した 場合は、 自動で 設定び 終了し 
ます。 


■表示 輝度に ついて 

へッ ド アップ ディスプレイの 表示 輝度は、 周囲の 明るさを ライ ト センサー 
(一 P.  294) で 感知して、 自動 調整され ます。 

■へッ ド アップ ディスプレイ について 

サングラス （特に 偏光 サングラス） を 着用して いると、 ヘッドアップ ディ スプ 
レイの 表示び 見づ らくなる 場合び あります。 表示び 見づ らい 場合は、 輝度を 調 
整す るか、 サングラスを はずして < ださい。 

■補 機バッ テリ ー 端子の 脱 着を したと をは 

へッ ド アップ ディスプレイの ON  •  OFF や、 ルー ト 案内 表示な どの 設定び リセット 
されます。 
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2-2.  メーターの 見ち 


A 警告 


■へッ ド アップ ディスプレイを 使用ず ると きは 

映像の 明るさ、 および 表示 位置は、 ま 全 運転に 支障 びないよ ラ 適切な 状態に 調 
整して  <  ださい。 

調整び 不適切 だと 運転者の 視界の さまたげ となり、 思わめ 事故に つなび る おそ 
れびあ 0 を険 です。 


么ま意 


■へッ ド アップ ディスプレイ 映写 部に ついての ミち 意 

♦映写 部の 付近に 飲み物を 置かないで < だ 
さい。 水 やその 他の 液体び 映写 部に かか 
ると、 装置び 故障す る 原因になります。 

♦映写 部の 上に ちのを 置いたり、 シールな 
どを 貼り付けたり しないで < ださい。 

へッ ド アップ ディスプレイの 表示の さま 
たげ となります。 

♦映写 部の 内部に ふれたり、 とびった ちの 
を 押し付けた 0 しないで < ださい。 

装置び 故障す る 原因と なります。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイパーの 使い方 

ランプ スイッチ 


自動 または 手動で へッ ド ランプな どを 点灯で きまず。 

レバーの 端を まわず と、 次の よ ラに ランプび 点な しまず。 


□ 消な 

0 車 幅 灯- 尾灯- 番号 灯- イン 
ストル メン ト パネル ランプを 
点灯 

曰 上記 ランプと へッ ド ランプを 
点灯 

Q へッ ド ランプ- 車 幅な などを 
自動 点な- 消な 
( "パワー" スイッチび ON 
モー ドのと さ） 


(八 イ ビームに ずる 


n ランプ 点な 時八イ ビームに 切り 
かえ 

レバーを ちとの 位置へ ち どす と □一 
ビームに ち ど 0 まず。 

曰 レバーを 引いて いる あいだ、 八 
イ ビームを 点な 

ランプが 消灯して いてち、 八イ ビーム 
び 点灯し ます。 レバーを 離す と、 □一 
ビームに ち どる、 または 消灯し ます。 


292 


2-3. ランプの つけ 方- ワイ バーの 使いち 


手動 光軸 調 壁 ダイヤル （八 □ゲンへ ッ ド ランプ 装着 車） 


乗車 人数 や 荷物の 量な どに よる 車の 姿勢の 変化に 合わせて、 へッ ドラン 
プの 光軸を 調整す る ことび でさまず。 

n 上向 さに 調整 
曰 下向 さに 調整 


柔 員と 荷物の 条件 

ダイヤル 位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と 助手席 柔員 

なし 

0 

全柔員 

なし 

2 

全柔員 

ラ ゲージ ルーム 満載 時 

2.5 

運転者 

ラ ゲージ ルーム 満載 時 

4.5 
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2-3. ランプの つけち- ワイパーの 使い方 


曰 知識 

■ライト センサー 


センサーの 上に ちのを 置いたり、 センサー 
をふさぐ よ ラな ちのを ウイン ドウ ガラスに 
貼らないで ください。 周囲からの 光び さえ 
ざら れ ると、 自動 点な- 消灯 機能 および、 
へッ ド アップ ディスプレイ （装着 車の み） の 
表示 輝度の 自動 調整 機能び 正常に 働かな < 
なります。 

また、 エアコン 作動の さまたげと なります。 

■ランプ 消し 忘れ 防止 機能 

"パワー" スイッチを ア クセヴ U- モード または OFF にして ランプび 点灯した 
状態で 運転席 ドアを 開ける とへ ッ ド ランプと 尾灯び 消灯し ます。 


再び ランプを 点な する 場合は、 "パワー" スイッチを ON モードに する か、 一度 
ランプ スイッチを OFF にも どし、 再度  •  または iD の 位置に します。 

■才ー トレべ リング システム （デ イス チヤー ジへッ ド ランプ または LED ヘッド ラ 
ンプ 装着 車） 

通行人 や 対向車び まぶし < な いよ ラに、 柔車 人数、 荷物の 量な どに よる 車の 姿 
勢の 変化に 合わせて、 へッ ド ランプの 光軸を 自動で 調整し ます。 


■カスタマイズ 機首 目 

ライ ト センサーの 感度の 設定な どを 変更で をます。 
(カスタマイズ ー覧；  一 P. 已已 9) 


/^vミま意 

■ 補 機バッ テリ ー あびり を 防止ず るた めに 

八 イブ 1」 ッ ド システムを 停止した 状態で ランプを 長時間 点な しないで ください。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイパーの 使い方 

フォグ ランプ スイ ツチ* 


雨 や 霧な どの 悪天 傾 下での 視界を 確保し まず。 

□ 消なず る 
且 点灯ず る 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


フ □ン トフ オ クランプ スイッチ 


29 已 


2-3. ランプの つけち- ワイパーの 使い方 


□ 消なず る 
□ 点なず る 

手を 離す と OFF の 位置まで 
ちどりまず。 

再度 操作ず ると、 消な しまず。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイ バーの 使いち 


フ □ント & リヤ フオグ ランプ スイッチ 


□ 消なず る 

0 フ □ン トフ ォグ ランプを 点灯 
する 

且 フ □ン ト &U ヤ フォグ ランプ 
を 点なず る 

手を 離す と 案 0 の 位置まで 6 
ど 0 ます。 

再度 操作す ると、 I」 ヤフオ グラン 
プ のみ 消な します。 
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2-3. ランプの つけち- ワイパーの 使い方 


曰 知識 
■点な を 件 

•フ □ン トフ ォ グ ランプは へッ ド ランプ または 車 幅な び 点な している とさに 
使用で をます。 

♦  U ヤ フォグ ランプは ヘッド ランプ、 または フロント フォグ ランプ （装着 車の 
み） び 点 巧して いると をに 使用で をます。 

■リヤ フォグ ランプに ついて 

•  1」 ヤ フォグ ランプび 点な している とさは、 メーター 内の 表示な び 程 色に 点な 
します。 


•雨 や 霧な どで 視界び 悪い とさに 後続 車に 自分の 車の 存在を 巧ら せる ために 
使用し ます。 

視界び 悪い とさし i (外に 使用す ると 後続 車の 迷惑になる 場合び あります。 
必要な とさし ツ 外は 使用 しないで ください。 


A ミち 意 

■補 機 バッテリー あびり を 防止ず るた めに 

八 イブ 1」 ッ ド システムを 停止した 状態で ランプを 長時間 点な しないで ください。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイパーの 使い方 

ワイ パ ー& ウォッ シャー （フ □ン ト) 


間欠 時間 調 壁 式 ワイ パー 

"INT" を 選択して いると き、 間欠 作動の 時間を 調 壁ず る ことび でき ま 
ず。 

次の よ ラに レバーを 操作して、 ワイパーの 作動を 遇択 しまず。 ワイ 
ノ （一の 間欠 時間ち 調整で さまず。 


ITN23P191 


n 停止 （OFF) 

Q 間欠 作動 （INT) 

0 ほ 速 作動 (L0) 

Q 高速 作動 （HI) 

且 一時 作動 （mist) 


□ 間欠 ワイパーの 作動 頻度 (減) 
□ 間欠 ワイパーの 作動 頻度 (増) 
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2-3. ランプの つけち- ワイパーの 使い方 


□ ウォッシャー 液を 出ず 
ワイ バーび 連動 して 作動 します。 


雨滴 感知 式 ワイ パー 

AUTO び 選択され ている ときは、 次の よ ラに ツマ ミを まわして、 雨滴 
センサーの 感度を 調整で さまず。 


n 停止 （OFF) 

曰 雨滴 感知 才ー ト 作動 (AUTO) 
曰 低速 作動 (L0) 

Q 高速 作動 （HI) 

曰 一時 作動 （mist) 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイ バーの 使いち 


□ 雨滴 センサーの 感度 調整 (ほ） 
□ 雨滴 センサーの 感度 調整 (高） 


□ ウォッシャー あを 出ず 
ワイ バーび 連動 して 作動 します。 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイパーの 使い方 


曰 知識 
■作動を 件 

"パワー’’ スイッチび ON モードの とを 

■雨滴 感知 センサー* 


♦雨 ミ 商 感知 センサーび 雨 ミ 商量を 判定し ま 
す。 

光学 センサーを 使用して いるた め、 フロ 
ン トウ イン ドウ ガラスに 朝 曰 や 夕 曰び 断 
続 的に あたる とを や、 虫な どで 巧れ たと 
きに、 正しく 作動し ない ことび あります。 


♦"パワー" スイッチび ON モードのと をに ワイパー スイッチを AUTO モード 
にす ると、 動作 確認の ため ワイパーび 1 回 作動し ます。 


♦雨滴 感知 センサーの 温度び 90°CliLh または 一 1 0 でし iTF のとを は、 AUTO 作 
動し ない ことび あります。 その 場合は、 AUTO モードし 外で ワイパーを 使用 
してく ださい。 


■ウ ォッ シャー 液び 出ない ときは 

ウォッ シャー 液量び 不足して いないのに ウォッ シャー 液び 出ない とを は、 ノズ 
ルの つまり を 点検して く ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-3. ランプの つけ 方. ワイ バーの 使いち 


A 警告 

■AUTO モー ド 時の ワイ パー作動 に関する 警告* 

AUTO モードでは、 センサーに ふれたり、 フロント ウインドウ ガラスに 振動び 
あるな どの 要因で 不意に ワイパーび 働く おそれび あ D ます。 ワイパーで 指な ど 
を 挟まない よ ラに ま 意して ください。 

■ウォッシャー 使 巧 時の 警告 

寒; 令 時は フロ ント ウイン ドウ ガラスび 暖まる まで ウォ ッシャ ー 液を 使用 しない 
でく ださい。 ウォッシャー 液び フロント ウインドウ ガラスに 凍りつ を、 視界 不 
良を 起こして 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あります。 


A ミち 意 

■フ □ント ウインドウ ガラスが 乾いて いると きは 

ワイ バーを 使わないで ください。 

ガラスを 傷付ける おそれび あります。 

■ウォ ッシャ ー 液が 出ない ときは 

ウォッシャー スイ ッチを 操作し 続けないで ください。 

ポンプび 故障す る おそれび あり ます。 

■ノズルが つまった とさは 

ノズルび つまった とさは トヨ タ 販売店へ ご連絡 ください。 

ピンな どで 取り除かないで ください。 

ノズ J レび 損傷す る おそれび あ ります。 

■ 補 機バッ テリ ー あげり を 防止ず るた めに 

八 イブ U ッ ド システムを 停止した 状態で ワイパーを 長時間 作動し ないで くだ 
さい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイパーの 使い方 

ワイ パ ー& ウォツ シャー （リヤ い 


次の よ ラに レバー の 端を まわして ワイ パー の 作動を 選択し まず。 


n 停止 （OFF) 

曰 間欠 作動 (L0) 

曰 通常 作動 （HI) 

□ ウォッ シャー 液を 出す 
ワイパーが 連動 して 作動 します。 
且 ウォッ シャー 液を 出す 
ワイパーが 連動 して 作動 します。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-3. ランプの つけ 方- ワイ バーの 使いち 


白 知識  

■作動を 件 

"パワー’’ スイッチび ON モードの とを 

■ウォ ッシャ ー 液が 出ない ときは 

ウォ ッ シャー 液量び 不足して いないのに ウォ ッ シャー 液び 出ない とを は、 ノズ 
ルの つまり を 点検して く ださい。 


A ま 意 

■ 窓ガラスび 乾いて いると きは 

ワイパーを 使わないで ください。 

ガラスを 傷付ける おそれび あ 0 ます。 

■ウォ ッシャ ー 液が 出ない ときは 

ウォッシャー スイ ッチを 操作し 続けないで ください。 
ポンプび 故障す る おそれび あり ます。 
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2-3. ランプの つけ 方. ワイ パーの 使い方 

フ □ン ト ワイ パーデ アイサー* 


フ □ン ト ガラスと ワイ パープレー ドの 凍結を 防ぐ ために お使いく だ 
さい。 


ON /OFF 

フ □ン トワ イバー デ アイサーは、 
約 1 已 分で 自動的に OFF になり ま 
す。 


口 知識  

■作動を 件 

"パワー’’ スイッチび ON モードの とを 


A 警告 
■作動 中の 警告 

フロン ト ガラス 下部 および 運転席 側 フロン ト ピラー 横の 表面び 熱く なって お 
り、 和け どを する おそれが あるので ふれないで < ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-3. ランプの つけ 方- ワイパーの 使い方 

ヘッド ランプ ク リー ナ ー * 


へッ ド ランプに ウオッ シヤー 液を 噴射し まず。 


スイッチを 押してへ ッ ド ランプ 
を 洗 ミき ずる 


曰 知識 
■作動を 件 

"パワー" スイ ツチび ON モー ドで へッ ド ランプび 点な している とを 


A ミち 意 

■ウォ ッシャ ー 液げ 出ない ときは 

へッ ドラン プク U — ナース イッチを 操作し 続けないで ください。 
ポンプび 故障す る おそれび あり ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

クルーズ コント □ー ル* 


アクセル ペダルを 踏まなくても 一定の 速度で 走 巧で きまず。 


先行 車との 車間距離び 確保し やすい 高ま 道路 や 自動車 専用 道路な どで 使用して 
< ださい。 


n 表示な 

曰 クルーズ コン ト □ー ルス イツ 
チ 


"ON-OFF" スイッチを 巧して、 
システムを ON にず る 

クルーズ コン ト □ー ル 表示な び 点 
なします。 

OFF にす るには 再度 "ON-OFF" 
スイ ツチを 巧し ます。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


希望の 速度まで 加速/減速し、 
レバーを 下げて 設定ず る 

クルーズ コン ト □-ル セツ ト 表示 
なび 点な します。 

レバーを 離した とを のま 度で 定ま 
走行で さます。 


設定 速度を かえる 

希望の 速度になる まで レバーを 操作し まず。 

□ 速度を 上げる 
0 速度を 落とす 


次の よ ラに 設定 速度を 調整で さまず。 

微調整 ： レバーを 軽く 操作して 手を 離す と、 約 1 .6km/h ずつ 調整で をます。 
大幅 調整： レバーを 保持す ると、 手を 離す まで 連続して 調整で さます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■ 定速 走行を 解除ず る- 復帰させる 


n 解除ず るには、 レバーを 手前 
に 引く 

ブレーキを 踏んだ とさわ 解除され 
ます。 


0 定速 走行に もどずに は、 レ 
バーを 上げる 

レバーを 上げる と、 ちとの 定ま 走 
行に もどります。 

ただし、 実際の ま 度び 約 40  km/h 
1ツ下 になる と 設定 速度び 消去され 
るた め、 復帰し ません。 


曰 知識 

■設定を 件に ついて 

♦シフ ト ポジションび D のとを 設定で をます。 

♦速度は 約 40 〜約 1 OOkm/h の 範囲で 設定で をます。 

■ 速度 設定を の 加を について 

♦通常 走行と 同様に アクセルで 加までを ます。 加速 後、 設定 速度に ちどります。 

♦クルーズ コント □ー ルを 解除し なくて ち、 希望の 速度まで 加速して、 レバー 
を 下げる ことにより 設定 速度を 変更す る ことび でを ます。 

■定速 走行の 自動 解除 

なのと を、 自動的に 定速 走行び 解除され ます。 

♦設定 速度よ り 実際の 速度び 約 1 日 km/h  iiLH 氏 下した 
このと を、 設定 连 度は 消去され ます。 

♦速度び 約 40km/h しツ下 になった 
このと を、 設定 ま 度は 消去され ます。 
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•  VSC び 作動した 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■定速 走行 中に クルーズ コント □ー ル 表示な び 点滅した ときは 

"ON-OFF" スイッチで システムを一 度 OFF にし、 再度 設定して ください。 
設定で をない とを、 またはす ぐに 解除され ると をは、 システム 異常の おそれび 
あり ます。 ト ヨタ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 


A 警告 

■誤 操作を 防ぐ ために 

クルーズ コント ロールを 使用し ない とさは、 "ON-OFF" スイッチで システムを 
OFF にして くださし、。 

■クルー ズ コント □- ルを 使用して はいけ ない 状況 

なの 状況では、 クルーズ コン トロールを 使用し ないで ください。 

車の コント □ー ルを 失い、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

参 交通量の をい 道 
参 急 力 ー ブの ある 道 
♦曲び りく ねった 道 

♦雨天 時 や、 凍結 路- 積雪 路 などの すべりやすい 路面 
♦急な 下り坂 

急な 下り坂では 設定 速度し i (上になる ことび あ ります。 

♦車両 けん 引 時 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 

レーダー クルー ズ コン トロー ル* 


アクセル ペダルを 踏まなくて ち、 車 間 制御 モー ドで 巧 巧 車の 速度 変化 
に 合わせた 追従 走行を 行ったり、 定速 制御 モー ドに より一 定の 速度で 
走行で さまず。 


先行 車との 車間距離び 確保し やすい 高速道路 や 自動車 専用 道路な どで 使用して 
< ださい。 


n ディスプレイ 
□ 設定 速度 

□ 車間距離 切り かえ スイッチ 
□ レーダー クルーズ コン ト □一 
ルス イッチ 
且 表示な 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


速度を 設定ず る （車 間 制御 モード） 


"ON-OFF" スイッチを 押して、 
システムを ON にす る 

車 間 制御 モー ド 表示灯び 点灯し ま 
す。 

OFF にす るには 再度 "ON-OFF" 
スイッチを 押しまず。 


希望の 速度まで 加速/減速し、 
レバーを 下げて 設定す る 

クルーズ コン ト □ー ル セツ ト 表示 
灯び 点な します。 

レバーを 離した とさの 速度で 定速 
走行で をます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■ 設定 速度を かえる 

希望の 速度び 表示され るまで レバーを 操作し まず。 

□ 速度を 上げる 
0 速度を 落とす 


IT024W009 

車 間 制御 モー ドでは、 次の よ ラに 設定 速度を 調整で さます。 

微調整 ： レバーを 軽く 操作して 手を 離す と、 約 1 km/h ずつ 調整で をまず。 
大幅 調整： レバーを 保持ず ると、 約 0.7 日 秒 ごとに 約已 km/h ずつ 調整で をます。 
定速 制御 モード (^P.  318) では、 次の よ ラに 設定 速度を 調整で さ 
ます。 

微調整 ： レバーを 軽く 操作して 手を 離す と、 約 1.6km/h ずつ 調整で さます。 
大幅 調整： レバーを 保持す ると、 手を 離す まで 連続して 調整で をます。 

■車間距離を 変更ず る （車 間 制御 モード） 

スイッチを 押す ごとに 次の よ ラ 
に 車間距離を 切 0 かえる 

D 長い 
曰 中間 
且 短い 

"パ ワ ー" スイッチが 日 N モー ドに 
なる たびに n に 設定され ます。 

先行 車が いる 場合、 先行 車 マーク 
わ 表示され ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■車間距離 還択の 目を 

なの 目安を 参考に 車間距離を 選択して ください。 （一 P.  314) 
(80km/h で 走行して いる 場合） 

なお、 速度に 応じて 車間距離は 増減し まず。 


車間距離 選択 

車間距離 

長い 

約 日日 m 

中間 

約 40m 

短い 

約 吕日 m 

n 解除ず るには、 レバーを 手前 
に 引く 

ブレーキを 踏んだ とさわ 解除され 
ます。 

曰 もとの 制御 状態に もどす に 
は、 レバーを 上げる 
レバーを 上げる と、 わとの 定速走 
行に もどります。 

ただし、 実 隙の 速度が 約 40km/h 
下になる と 設定 速度び 消去され 
るた め、 復帰し ません。 


■ 制御を 解除ず る- 復帰させる 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■車 間 制御 モー ドでの 走行 

この モードでは レーダー センサーにより、 車両 前方 約 lOOmLUW©% 
行 車の 有無- 先行 車との 車間距離を 判定して 先行 車との 適切な 車間距離 
を 確保す る 制御を しまず。 

長い 下 0 おを 走行して いると をは、 車間距離び 短め にな 0 ます。 


□ 定速 走行： 

先行 車び いないと さ 

運転ち び 設定した ま 度で 定ま 走行し ます。 また、 車間距離 切 0 かえ スイッチを 操 
作して、 希望の 車間距離に 設定ず る ことち でさまず。 

曰 減速 走行： 

設定し た 速度より 遅い 先行 車び 現れた とを 
先行 車を 検巧 する と 自動で 減速し、 よ 〇大を な 減速び 必要な 場合は ブ レーキび か 
か 0 ます。 十分に ミ咸 速で をない 状態で 先行 車に 接近した 場合は、 接近 警報を 鳴 5 
します。 


B 追従 走行： 

設定した 速度より 遅い 先行 車に 追従す ると さ 

先行 車の 速度 変化に 合わせて、 運転者の 設定した 車間距離になる よ ラ 追従し ます。 

□ 加速 走行： 

設定した 速度より 遅い 先行 車び いな < なった とさ 

設定 速度まで ゆつ  <  り 加速し、 定速 走行に ち ど 0 ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


[接近 警報 

追従 走行 中の 他 車の 割り込み など、 十分な 減速び でさない 状態で 先行 車 
に 接近した とさは、 表示の 点滅と ブヴ ーで 運転者に ミ 主意を ラな びし まず。 
その 場合は、 ブレーキを 踏むな ど 適切な 車間距離を 確保して < ださい。 

■警報され ない とを 

車間距離び 短 < てを、 次の よ ラな 場合は 警報され ない ことび ありま 
す。 

♦先行 車と 自 車の 速度び 同じ か 先行 車の 方び 速い とさ 
• 先行 車び 極端な な 速 走行を している とさ 
• 速度を 設定した 直後 
• アクセル ペダルび 踏まれた とさ 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■定速 制御 モー ドでの 走行 

定速 制御 モードを 遇択 したと さは、 車 間 制御 モードと 異なり、 先行 車の 
ち 無に 関わらず 一定の 速度で 走行し まず。 

□  "ON-OFF" スイッチを 巧して、 
システムを ON にず る 

OFF にす るには 再度 "ON-OFF" ス 
イッチを 押します。 

曰 定速 制御 モー ドに 切 0 かえる 
(約] 秒 間 レバーを 前方に 押し 
続ける） 

定速 制御 モー ドに 切 0 かえると、 定速 
制御 モー ド 表示灯が 点灯し ます。 

定速 制御 モー ドから 車 間 制御 モード 
に 戻す には、 再度 レバーを 前ち に 約 1 
砂 間 押した まま 保持し ます。 

希望の 速度を 設定した あとは 車 間 制 
御 モー ドに 切 0 かえる ことは でさ ま 
せん。 

"パワ ー" スイッチを 日 FF にし、 再度 
"パワー" スイ ッチを 日 N モードに し 
た 場 含は、 自動で 車 間 制御 モー ドに 戻 
0 ます。 

設定 速度を かえる ： ^P.  314 

制御を 解除す る- 復帰させる： 

^P.  31 已 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


白 知識  

■設定を 件に ついて 

•シフ ト ポジションび D のとを 設定で をます。 

♦速度は 約 已〇〜 約 1 OOkm/h の 範囲で 設定で をます。 

■ 速度 設定 後の 加速に ついて 

通常 走行と 同様に アクセル ペダル 操作で 加速で をます。 加速 後、 設定 速度に ち 
どり ます。 ただし、 車 間 制御 モード 時は 先行 車との 距離を な 持す るた め 設定 速 
度 liTF になる こと もあります。 

■設定を 度に ついて 

車両 状況 および 走行 環境に よっては 設定 速度を 維持で をない 場合び あります。 

■車 間 制御 走行の 自動 解除 

なのと を、 自動的に 車 間 制御に よる 走行び 解除され ます。 

♦実際の 速度び 約 40km/h しツ下 になった 

•  VSC び 作動した 

参 センサーび 何 かで ふ さびれて 適切に 働かない 

♦ワイ パーび 高速で 作動した （ワイ パースイッチを "AUTO" モード または 高 
速 作動の 位置に したと を） 

その他の 理由で 車 間 制御 走行び 自動 解除され ると をは、 システムび 故障して い 
る 可能性び あ ります。 トヨ タ 販売店に ご巧談 ください。 

■定速 制御 走行の 自動 解除 

なのと を、 自動的に 定速 制御び 解除され ます。 

♦設定 速度より 実際の 速度び 約 1 日 km/h し义± 化 下した 
このと を、 設定 速度は 消去され ます。 

♦速度び 約 40km/h しツ下 になった 
このと を、 設定 连 度は 消去され ます。 

•  VSC び 作動した 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■レーダー センサーと グリル カバーに ついて 

車 間 制御を 正しく 作動させる ために センサーと グ U ルカ バーは 常にを れいに し 
ておいて ください。 （ビニール やつらら •雪な ど、 巧れ 検巧 機能で 検 巧で をない 
ちの ちあります） 

巧れ を検 巧した とさは、 レーダー クルーズ コントロール （車 間 制御 モード） は 
解除され ます。 

(定を 制御 モー ドは 使用で をます。） 


n グ U ルカ バー 
□ レーダー センサー 


■ レーダー クルーズ コン ト □ー ルの 表示な. 警告 表示. 警告 ブザーに ついて 

走行 操作に 関して ミ 主意び 必要な 場合 や、 システムに 異常び 発生した とを には、 
表示な や 警告 表示- 警告 ブヴ ーで ま 意を 5 なびし ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■ま 全に お使いい ただく ために 

ま 全 運転を 行 5 責任は 運転者に あります。 システムを 過信せ ず、 運転者は 常に 
自 らの 責任で 周囲の 状況を 巧 握し、 ま 全 運転を むびけ て < ださい。 

レーダー クルーズ コン トロールは 運転者の 操作の 一部を 支援し、 操作 負担を 軽 
減す るた めの システムで、 支援の 範囲には 限りび あります。 

システムび 正常に 機能して いても、 運転者び 認識して いる 先行 車の 状況と シス 
テムび 検 巧して いる 状況び 異なる 場合び あります。 従って 注意 義務- を険 性の 
判断-安全の 確な は 運転者び 行 5 必要び あります。 なお、 誤った 使いち をした 
り、 操作 慣れな どで ミ 主意を 怠ったり すると 思わめ を険を 招く ことび あり ます。 

■システム のち 援 内容に 関ず る ま 意 点 

システムの 支援には 限界び あるた め、 なの 点に ミ 主意して ください。 

システムを 過信す ると 思わめ 事故に つなび D、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦運転者び 見る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは、 自 車と 設定され た 先行 車との 車間距離を 検 
巧す るの みで あり、 わを 見や ぼんやり 運転を 許容す る 装置で ち、 視界 不良を 補 
助す る 装置で ち あ D ません。 

運転ち 自ら び 周 囲の 状況 に ミ 主意を 払 ラ 必要び あ ります。 

♦運転者び 判断す る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コン トロールは、 自 車と 設定され た 先行 車との 車間距離び 適 
正 かど ラ かを 判断して おり、 それ じ (がの 判断は しません。 このため、 を険 性び 
あるか ど 5 かな ど 運転者は 自ら ま 全の 料 断を する 必要び あ D ます。 

♦運転者び 操作す る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは、 先行 車への 追突を 防止す る 機能は あり ませ 
ん。 このため、 を険 性び あれば 運転ち 自らび ま 全を 確な する 必要び あります。 


321 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■誤 操作を 防ぐ ために 

レーダークルーズ コント ロールを 使わない とさは "ON-OFF" スイッチで シス 
テムを OFF にして くださし、 

■ レーダークルー ズ コン ト □- ルを 使 巧して はいけ ない 状況 

なの 状況では、 レーダー クルーズ コン トロールを 使用し ないで ください。 

適切な 制御び 行われず、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 
の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

参 交通量の をい 道 
•急 力 ー ブの ある 道 
♦曲び りく ねった 道 

♦雨天 時 や、 凍結 路- 積雪 路 などの すべ 0 やすい 路面 

• 急な 下 り 坂 や 急で 勾配の 変化び 激 しい 坂 
急な 下り坂では 設定 速度し i (上になる ことび あ ります。 

♦高速道路の 出入り □ 

♦レーダー センサーび 正し  <  働かない よ 5 な 悪天候 時 （霧-雪. 砂嵐. 激しい 雨 
など） 

♦警報び ひんぱんに 鳴る とを 
♦車両 けん 引 時 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■センサーび 正しく 検知 しない おそれの ある 巧 行 車 

なのよ ラ な 場合は、 必要に応じて ブ レーキで 減速して < ださい。 

センサーび 正しくき 両を検 巧で きず、 接近 警報 （一 P.  31 ス も 作動し ないた め、 
重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦先行 まび 急に 割り込んで をた とを 
♦先行 まびな 速で 走行 中のと を 
♦停車 中の 車び いると を 

♦先行 まの 後部 分び ル さすざる とを （荷物を 積んで いない トレーラー など） 
♦同じ 車線を 二輪車び 走行 中のと を 

■車 間 制御が 正しく 働かない おそれの ある 状況 

なの 状況では、 化 要に 応じて ブ レーキで 減速して < ださい。 

レーダー センサーび 正常に 車両を 検巧 せず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦周囲の まより 水 や 雪び まを 散らされ、 レーダー センサーの 作動の さまたげ にな 
る 場合 

♦自 車の 車両 姿勢び 上向を になる 場合 （重い 荷物を 積んだ とを など） 

♦カーブ 路や 車線 幅び 狭い 道路な どを 走行す る 場合 

♦八ン ドル 操作び 不安定な 場合 や、 車線 内の 自 車の 位置び 一定で ない 場合 

♦先行 まび 急 ブレーキを かけた 場合 
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A 警告 

■レーダーセンサーの 取り扱い 

レーダー クルーズ コント □ー ルび 効果を 発揮で さるよ ラに;  欠の ことを お守りく 
ださい。 お守りいた だかない と、 センサーび 正しく 作動せ ず、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび ありを 険 です。 

♦センサーと グ U ルカ バーは 常にを れい にしておく 
お 手入れを する 際は、 センサー やグ 1」 ルカ バーを 傷付けな いよ ラ、 やわらかい 
巧を 使って ください。 

♦センサー 周辺への 強い 衝撃を 避ける 

センサーの 位置び ずれる と、 システムに 誤作動 または 異常び 起こる おそれび あ 
ります。 センサー、 または 周辺に 強い 衝撃を 受けた 樹 ま、 必ず トヨタ 販売店に 
て 点検を 受け、 調整して < ださい。 

♦センサーを 分解し ない 

♦センサー やグ 1」 ルカ バー 周辺に ア クセヴ 1」 一を 付けたり、 ステッカーを 貼った 
り しない 

♦センサー やグ 1」 ルカ バーを 改造したり 塗装したり しない 
♦純正 品！; (がの 部品に 交換 しない 

♦センサーは 電波法の 基準に 適合して います。 センサーに 貼り付けられ ている ラ 
ベルは その 証明です のでは びさないで ください。 また、 センサーを 分解-改造 
すると 罰せられる ことび あります。 
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運 起を 補助す る 装置 


走行の 安を 性 や運輯 性能を 高める ため、 走行げ 況に 応じて 次の 装置び 
自動で 作動し まず。 ただし、 これ 5 の 装置は 補助 的な ちの なので、 過 
信せ ずに 運輕 には 十分に ま 意して ください。 

■  ABS  (アンチ □ック ブレーキ システム） 

急 ブレーキ 時 やすべ 0 やすい 路面での ブ レー キ 時に タイヤの □ック を 防ぎ、 ス 
U ップを 抑制し ます。 

■ブレーキ アシスト 

急 ブレーキ 時な どに、 よ〇大 をな ブレーキ カを 発生 させまず。 

■  VSC  (ビーク ルスタビ リ テイ コント □ー ル） 

急な 八ン ドル 操作 や、 すべ 0 やすい 路面で 旋回ず ると をに 横ず ベ 0 を 抑え、 車 
両の 姿勢 維持に 寄与し ます。 

■  TRC  (トラ クシ ヨン コント □— ル） 

ずべ 0 やすい 路面での 発進 時 や 加速 時に タイヤの 空転を 抑え、 駆動力を 確保し 
ます。 

■  EPS  (エレクトリック パワー ステアリング） 

電気 式 モーターを 利用して、 八ン ドル 操作を 補助し ます。 

■  S-VSC  (ステアリング アシス テッ ドビー ク ルスタビ リテ イコ 
ント □ ー ル） 

A 目 S  •  TRC  •  VSC と EPS を 協調 して 制御 します。 

すべ 0 やすい 路面な どの 走行で 急な ノ  V ン ドル 操作を した 隙に、 八ン ドル 操作 力 
を 制御す る ことで、 車両の 方向 安定性 確保に 貢献し ます。 

■ ヒル スター ト アシス ト コント □ー ル 

-^P.  330 

■  PCS  (プリ クラッシュ セーフ テイ システム）* 

->P.  332 

■緊急 ブレーキ シグナル 

急 ブレーキ 時に 制動 打を 自動的に 点滅させる ことにより、 後続 車に ミち 意を ラな 
がし、 追突され る 可能性を 低減させます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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曰 知識  —  —  — 

■  ABS  • ブ レーキア シスト. VSC  •  TRC の 作動 音と 振動 

♦八 イブ U ッド システム 始動 時 や 発進 直後、 ブレーキを 強く 踏んだり、 くり 返 
し 踏んだ とを、 および 八イフ U ッ ド システム 停止 後 1 〜 2 分 経過 時に、 エン 
ジン ルームから 作動 音び 聞こえる ことび あります び、 異常ではありません。 

♦上記の システムび 作動す ると、 なのよ ラな 現象び 発生す る ことび あります 
び、 異常ではありません。 

- 車体 や八ン ドルに 振動を 感じる 
• 車両 停止 後ち モ ー タ ー 音び 聞こえる 
- ABS の 作動 時に、 ブレーキ ペダルび ル 刻みに 動く 
- ABS の 作動 終了後、 ブレーキ ペダルび 少し 奥に 入る 
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■  EPS モーターの 作動 音 

八ン ドル 操作を 行った とを、 モーターの 音 （"ウイーン" または "ヴ ー" とい ラ 
音） び 聞こえる ことび あります び、 異常ではありません。 

■  EPS の 効果び 下び ると き 

停車 中 か 極 低速 走行 中に 長時間 八ン ドルを まわし 続ける と、 EPS システムの 
オーバー ヒー トを 避ける ため、 EPS の 効果び 下び り八ン ドルび 重く 感じられる 
よ ラになります。 その 場合は、 八ン ドル 操作を 控える か、 停車し、 八 イブ U ッ 
ド システムを 停止して ください。 1 0 分 程度で ちとの 状態に ちどります。 

■パ ワー ステ アリ ング 警告な について 

一 P. 已 07 

■緊急 ブレーキ シグナルの 作動を 件 

なのと を システムび 作動し ます。 

♦非常 点滅 灯 び 点滅して いない こと 
•車 速 約 5 已 km/h しツ上 

♦ブ レーキ ペダルび 踏み込まれ、 車両の 減速 度 か ら急ブ レーキ だと 判断され た 
■緊急 ブ レー キ シグナルの 解除を 件 
なのい ずれ かのとを システムび 解除され ます。 

♦非常 点滅な を 点滅 させた 
♦ブレーキ ペダルを 離した 

♦車両の 減速 度から 急 ブレーキでは ない と 判断され た 
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A 警告 

■  ABS の 効 まを 発揮で きないと き 

♦タイヤの グ U ップ 性能の 限界を こえた とを 違に 覆われた 路面を 過剰に 摩耗し 
た タイヤで 走行 するとを など） 

♦雨で めれ た 路面 やすべり やすい 路面での 高ま 走行 時に、 八イ ドロ プレーニング 
現象び 発生した とを 

■  ABS が 作動ず る ことで、 制動 距離び 通常より も 長くなる 可能性が あるとき 

ABS は 制動 距離を 短く する 装置ではありません。 特に; 欠の 状況では、 常に 速度 
を 控えめ にして 前車と 安全な 車間距離を とって < ださい。 

♦ミ 尼- 砂利の 道路 や 積雪 路を 走行して いると を 

♦タイヤ チェーンを 装着して いると を 

♦道路の つな ざ 目な ど、 段差を こえた とを 

♦凹凸の ある 路面 や 石 だた みな どの 悪路を 走行して いると を 
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A 警告 

■TRC の 効 まを 発揮で をない とを 

すべりやすい 路面では、 TRC び 作動して いてち、 車両の ち 向 安定性 や 駆動力び 
得られない ことび あります。 車両の ち 向 安定性 や 駆動力を 失 5 よ ラな 状況では、 
特に 慎重に 運転して ください。 

■ス リッ プ 表示な び 点滅 している ときは 

VSC び 作動 中で ある ことを 知らせて います。 常に 安全運転を むびけ てくだ さい。 
無謀な 運転は 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 表示な び 点滅した 
ら 特に 慎重に 運転して く ださい。 

■タイヤ または ホイールを 交換ず ると きは 

4 輪と ち 指定され た サイズで、 同じ メーカー ■ブランド- トレッド バ ターン （溝 
模撤 の タイヤを 使用し、 巧奨 された 空気 圧に してく ださい。 （一 P. 已 日日） 
異なった タイヤを 装着す ると、 ABS  -  TRC  •  VSC び 正常に 作動し ません。 
タイヤ、 または ホイールを 交換 するとを は、 トヨタ 販売店に 相談して ください。 

■タイヤと サスペンションの 取り扱い 

問題び ある タイヤを 使用したり、 サスペンションを 改造したり すると、 運転を 
補助す る システムに 悪影響を およぼし、 システムの 故障に つなび る おそれび あ 
ります。 
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ヒル スター ト アシス ト コント □—ル 


上り坂 やず ベり やず い 丘 面での 発進 時に、 ブ レーキ ペダル か 5 足を 離 
してち 一時的に 制動 力を 保持し、 発進 操作を 補助し まず。 


車両び 完全に 停止 している 状態 
で、 さらに ブレーキ ペダルを 踏 
み 込む と ヒル スター ト アシスト 
コン ト □ー ルは 作動し まず。 


曰 知識 


■ ヒル スター ト アシス ト コン ト □- ルの 作動を 件に ついて 

♦なの 状態のと をに、 ヒル スター ト アシス ト コン トロールは 作動 します。 

- シフ ト ポジ シヨ ンび P し U 外のと を 
- パーキング ブレーキび かかっ ていない とを 
- アクセル ペダルを 踏んで いないと を 

♦ス U ップ 表示 好び 点な している とさは、 ヒル スター ト アシス ト コン ト □-ル 
は 作動し ません。 

■ヒル スター ト アシス ト コン ト □- ルに ついて 

参 ヒル スタート アシスト コントロールび 作動して いると をは、 ブレーキ ペダル 
を 踏んで いなくて ち 制動灯と 八 イマ ウン トス トップ ランプび 点な します。 

♦ヒル スター ト アシス ト コン トロールの 作動 時間は、 ブレーキ ペダルから 足を 
離して 約 2 秒 間です。 

♦ブレーキ ペダルを 踏み込ん でち ス U ップ 表示な び 点滅せ ず、 ブヴ ーび 鳴らな 
いとを は、 一度 ブレーキ ペダルを 踏む 力を 弱めて < ださい （車両び 後退し な 
い 程度)。 その あとち ラー 度 ブレーキ ペダルを 踏み込んで ください。 

それでち 作動 しないと をは 上記の 作動 条件を 確認 してく ださい。 
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■ ヒル スター ト アシス ト コン ト □-ル 制御 ブ ザーについて 

参 ヒル スター ト アシスト コント □- ルび 制御 可能 状態に なると、 "ピ ッ" とブ 
ヴ ーび！ 回 鳴ります。 

♦ヒル スター ト アシス ト コン トロールび 作動 中に; 欠の 状態に なると、 制御 終了 
状態に なり "ピッ ピッ" とブヴ ーび 2 回 鳴ります。 

. ブレーキ ペダルから 足を 離して、 約 2 砂 間 運転 操作を 行わなかった とを 
- P ポジション スイッチを 押した とを 
- パーキング ブレーキを かけた とを 
. ブレーキ ペダルを 再度 踏み込ん だとを 
. ブレーキ ペダルから 足を 離さずに 約 3 分し:! 上 経過した とを 
■ス リッ プ 表示な び 点な したと きは 

システムに 異常び ある おそれび あります。 トヨタ 販売店に 連絡して ください。 


A 警告 

■ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルに ついて 

♦ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルを 過信し ないで < ださい。 急勾配の 坂 
や、 凍った 路面では ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルが 効かない ことがあ 
0 ます。 

♦ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは パーキング ブレーキ のよ ラに 車を 長 時 
間駐 停車す るた めの 機能ではありません ので、 同 機能を 坂道での 長時間の 駐 
停車の ために 使 巧し ないで < ださい。 思わ 城 事故に つながる おそれが ありち 
険 です。 
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PCS  (プリ クラッシュ セーフ テイ システム) 


中 


レーダー センサーにより、 前方の 車両 や 障害物と 衝突の 可能性が ある 
と 判断 したと きに、 警報に より 運転ち に 対 して 回避 操作を う なびし、 
衝 巧の 防止に 役立ちまず。 前方の 障害物と 衝 巧の 可能性び 高い、 また 
は 前方の 障害物と 衝突が 避け 5 れ ない と検 知した とさ、 自動的に シー 
ト ベル トやブ レー キ などに 働き かけ、 車両 損傷の 低減に 寄与し まず。 

■衝突 警告 表示 


衝突の 可能性び 高い と検 知した 
とき、 "ピ ピピ •一" とブヴ ー音 
び 鳴り、 PCS 警告 灯び 点滅し、 
マルチ イン フ オメーシヨ ン ディ 
ス プレイ I し 衝突 警告 表 を 出 
し、 回避 操作を ラな がします。 


■プリ クラッシュ シートベルト （フ □ント 席） 

プリ クラッシュ センサー により 衝突 物が 検 知され、 衝突が 避けられな いと 判断 
したと を、 衝突 前に シートベルトを 巻を 取 0 ます。 

また、 急 ブレーキを かけた とを や、 車が コント □ー ルを 失った ときわ 同様に 作 
動し ます。 （^P.  179) 

ただし、 VSC システムが 作動して いないと をに、 横す ベ 0 した 場 含は 作動し 
ません。 

■ プリ クラッシュ ブレーキ アシスト 

衝突の 可能性が高いと をには、 ブレーキ ペダルび 踏まれる 強さに 反応して ブ 
レーキ カを 増強し ます。 

■プリ クラッシュ ブレーキ 

衝突の 可能性が高いと をに 警告 灯- 警告 表示- ブヴ ー音で 警報を 行い、 さらに 
衝突が 避けられな いと 判断した とさは、 ブレーキび 自動で かか 0、 衝突 速度を 
低減し ます。 スイッチ 操作で、 プリ クラッシュ ブレーキの 日 N  / 日 FF の 切り 
かえび でを まず。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


プリ クラッシュ ブ レー キの切 りかえ 


n プ U クラッシュ ブレーキ 0  N 
曰プ U クラッシュ ブ レーキ OFF 
OFF にず ると PCS 警告 口び 点 打し 
ます。 


レ— ダ— センサ— 


走行 中に 進路 上 または その 付近に 
車 や 障害物び あるか ど ラ かを 検知 
し、 その 位置 や 速度 •進路から 衝 
突ず る おそれび あるか ど ラ か 判断 
します。 
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曰 知識 

■システムの 作動を 件 

•プリ クラッシュ シート ベル トの 作動を 件⑦ 

- 車 速び 約 30km/h しツ 上 
- 緊急 ブレーキ や 車両の 横 すべりを 判断した とを 
- フ □ント 席の 乗員び シートベルトを 着 巧して いる 

♦プリ クラッシュ シート ベル トの 作動を 件⑨ 

- 車 連び 約 已 km/h しツ上 

- 自 車から 見た 前方の 車両 や 障害物の 接近 速度び 約 30km/h し U 上 
- フ □ント 席の 乗員び シートベルトを 着 巧して いる 

参プ リク ラッシュ ブ レーキア シス トの 作動を 件 

- 車 連び 約 30km/h し iLh 

- 自 車から 見た 前ち の 車両 や 障害物の 接近 速度び 約 30km/h  上 
. ブレーキ ペダルび 踏まれて いると を 

♦プリ クラッシュ ブレーキの 作動を 件 

- 自車 速度び 約 1 5km/h しツ上 

- 自 車から 見た 前ち の 車両 や 障害物との 接近 速度び 約 15km/h しツ上 
. プ U クラッシュ ブレーキ OFF スイッチび 押されて いないと を 
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■ 衝突の 可能性び な くて ち システムび 作動ず ると き 

衝突の 可能性び な < てち、 なの 場合、 システムび 作動す る ことび あ D ます。 

♦カ ーブ 入り □の 道路 脇に 障害物び あ ったと を 

♦カーブで 対向車と すれち びった とを 

♦狭い 鉄橋を 走行した とを 

♦路面に 金属 物び あった とを 

♦凹凸の ある 路面を 走行した とを 

♦ち 巧 時に 対向車と すれち びった とを 

♦前を 走って いるまに 急に 近付いた とを 

♦立体交差- 標識- 看板な どび 進行 方向に 見えた とを 

♦路面の 勾配の ため、 衝突 しない 位置の 金属 物び 進行ち 向に 見えた とを 

•  ETC ゲー トを 高速で 通過した とを 

•陸橋を 通過した とを 

♦車両 姿勢び 極端に 変化して いると を 

•レ ー ダ ー セン ヴ ー 周辺への 強い 衝撃な どに より、 レ ー ダ ー セン ヴ ー の 向を び 
ずれて いると を 

また、 このと を、 シートベルトび すばやく 引を ち どされ たり、 ブレーキを かけ 
たと をに 通常より フ レーキび 強く かかった りする ことび あります。 シー ト ベル 
卜び 巻を 取られた 状態で □ ック した 場合は 車を ま 全な 場所に 停止して シートべ 
ルト をはず し、 再度 装着して ください。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


■センサーび 検知 しない 場合 

パイロン などの プラスチック 類は 検巧 でを ません。 人 や 動物- 二輪車 •木 •雪 
のかを だまり などは 検知 しない 場合び あ ります。 

■システムの 作動し ない 環境 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムは、 想定され ていない 状況では 有効に 作動 
しない 場合び あります。 

♦さつい カーフ や 起伏び ある 場所 

♦交差点な どで、 自 車の 進行 方向に 急な 飛び出 しび ある 状況 
♦自 車の 進行ち 向に 車の 急な 割 0 込みび ある 状況 
♦雨-霧 •雪- 砂嵐な どの 悪天候の 状況 
•  VSC び 作動して いないと をに まび 横す ベり している 状態 
♦車両 姿勢び 極端に 変化して いる 状態 

参 レ ー ダ ー セン ヴ ー 周辺への 強い 衝撃な どに より、 レ ー ダ ー セン ヴ ー の 向を び 
ずれて いると を 

■システムの 自動 解除 

システムの 異常び 検 巧され た 場合、 センサーび 障害物を 検 巧で をない 状況 （セ 
ンヴ ーの 巧れ など） では、 システムの 動作び 自動的に 解除され ます。 このよ ラ 
な 場合には、 衝突の 可能性び あってち システムは 有効に 作動し ません。 

■システムに 異常び ある、 または システムび一時のに 使用で をない ときは 

警告 灯 や 警告 表示び 点な または 点滅し ます。 （一 P. 已〇已 ，已 12) 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■ま 全に お使いい ただく ために 

ま 全 運転を 行 5 責任は 運転者に あります。 常に 周囲の 状況を 巧 握し、 ま 全 運転 
に资 めて  <  ださい。 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムは 運転者び 衝突のを 険を 見逃 してし まつた 
場合に、 警報 や ブレーキ 制御に より 運転者を 支援す るち のです。 本 システム だ 
けで 衝突を 回避したり、 安全に 停止 するとい ラ ものでは ないた め、 システムを 
過信す ると 思わめ 事故に つなび 0、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 こに 
つなび る おそれび あります。 また、 状況によっては 有効に 機能し ない 場合び あ 
ります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■レーダーセンサーの 取り扱い 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムび 効果を 発揮で さるよ ラに;  欠の ことを お 守 
りく ださい。 お 守 D いただかな いと、 センサーび 正しく 作動せ ず、 思わめ 事故 
につな びる おそれび あ 〇を険 です。 

♦センサーと グ U ルカ バーは 常にを れい にしておく 
お 手入れを する 際は、 センサー やグ U ルカ バーを 傷付けな いよ ラ、 やわらかい 
巧を 使って ください。 

♦センサー 周辺への 強い 衝撃を 避ける 

センサーの 位置び ずれる と、 システムに 誤作動 または 異常び 起こる おそれび あ 
ります。 センサー、 または 周辺に 強い 衝撃を 受けた 樹 ま、 必ず トヨタ 販売店に 
て 点検を 受け、 調整して < ださい。 

♦センサーを 分解し ない 

♦センサー やグ U ルカ バー 周辺に ア クセヴ U —を 付けたり、 ステッカーを 貼った 
り しない 

♦センサー やグ U ルカ バーを 改造したり 塗装したり しない 
♦純正 品！; (がの 部品に 交換 しない 

♦センサーは 電波法の 基準に 適合して います。 センサーに 貼り付けられ ている ラ 
ベルは その 証明です のでは びさないで ください。 また、 センサーを 分解-改造 
すると 罰せられる ことび あります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 


A 警告 

■システム のち 援 内容に 関ず るを 意 点 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムは、 警報 や ブレーキ 制御に より 衝突 回避 支 
援を行 ラた めに、 運転者び 「見る」- 「判断す る」- 「操作する」 過程で、 支援を 
行います。 システムの 支援には 限界び あるた め、 なの 点に ま 意して ください。 
システムを 過信す ると 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死 こに つなび る おそれび あります。 

♦運転者び 見る 過程での 支援 内容 

プ 1」 クラッシュ セーフ テイ システムは、 前ち の 障害物を 可能な 範囲で 検知 する 
のみで あり、 わを 見や ぼんやり 運転を 許容す る システム でち、 視界 不良 時の 運 
転を 補助す る システムで ちありません。 運転者 自らび 周囲の 状況に 注意を 仏 ラ 
必要び あります。 

♦運転者び 判断す る 過程での 支援 内容 

プ 1」 クラッシュ セーフ テイ システムは、 検 巧し 5 る 前ち の 障害物の 情報の みか 
ら衝 まの 可能性を 判 断す るち のです。 安全の 確な の 判断は 運転者 自ら び 行ラ必 
要び あります。 

♦運転ち び 操作す る 過程での 支援 内容 

被害 軽減 制動 制御は、 衝突び 避けられな いと 判断 した 段階で 作動す るち ので、 
単独で 衝突を 回避したり、 ま 全に 停止させる ちので は あ D ません。 このため、 
を険 性び あれば 自 らびま 全を 確保す る 必要び あり ます。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 

巧 物を 積む とを のま 意 


安まで 快適な ドライブを ずるた めに、 荷物を 積む ときは 次の ことを お 
守りく ださい。 

♦でさる だけ 荷物は ラ ゲージ j レーム I こ 積む 

♦荷物び 安全な 位置に 置かれて いるか 確認ず る 

♦走行 中の バランスを 維持ず るた めに 重さび 偏らない よ ラに 積む 

• 燃費び 悪化 しないよ ラに ずるた めに、 不要な 荷物は 積まない よ ラに 
する 


A 警告 

■積んで はいけ ないちの 

なのよ ラな ちのを 積む と 引火す る おそれび ありを 険 です。 
♦燃料び 入った 容器 
参 スプレ ー 宙 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


A 警告 

■荷物を 積む ときは 

なの 警告を お守りく ださい。 お守りいた だかない と 思わめ 事故に つなび る おそ 
れびあ 〇を険 です。 

♦でさる だけ 荷物は ラ ゲージ ルームに 積んで ください。 

♦なの 場所には 荷物を 積まないで ください。 

お守りいた だかない と、 ブレーキ ペダル •アクセル ペダルを 正しく 操作で をな 
かったり、 荷物び 視界を さえ ざった 0、 荷物び 乗員に 衝突した りして、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

- 運転席 足元 

- 助手席 や 1」 ヤ席 （荷物を 積み重ねる 場合） 

- トノカ パー 

- インストルメントパネル 
- ダッシュ ボード 

♦室内に 積んだ 荷物は すべて しっかりと 安定 させて ください。 

ま定 していな いと、 急 ブレーキ や 事故の 際に 投げ出され、 柔 員を 傷付ける おそ 
れ びあります。 

♦シート 背ち たれより 高い ものを ラ ゲージ ルームに 積まないで ください。 

急 ブレーキ や 事故の 際に、 投げ出され、 乗員を 傷付ける おそれび あります。 

♦後 席の シー ト 背ち たれを 巧 D たたんで、 寸法び 長い 荷物を 積む とさは、 でさる 
だけ 前 席 シー ト 背ち たれの 真 ラ しろには 積まないで ください。 

♦ラ ゲージ ルームに 人を 柔 せないで < ださい。 柔員 用には 設計され ていません。 
柔 員は、 適切に シートベルトを 着用 させ、 座席に 座らせて ください。 
お守りいた だかない と、 急 ブレーキ や 衝突の 際に、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ ります。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


A 警告 

■荷物の 重量- 巧 重の かけち について 

♦荷物を 積み 過 ざないで < ださい。 

♦荷重を 不均等に かけない よ ラに してく ださい。 

これは タイヤに 負担を かける だけでなく、 八ン ドル 操作 性 や ブレーキ 制御の 化 
下により 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につ 
なびる おそれび あ ります。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 

寒を 時の 運 お 


寒を 時に 備えて、 準備 や 点検な ど 正 しく 処置 していた だいた 上で 適切 
に 運転して  <  ださい。 

■ をの 前の 準備 

♦次のを のは それぞれ 外気 温に 適した をのを お使いく ださい。 

- エンジン オイル 
- を 却 水 

- ウォッシャー あ 

• 補 機 バッテ U —の 点検を 受けて ください。 

♦を 用 タイヤ （4 輪） や タイヤ チェーン （前部 タイヤ 用） を 使用し 
て  <  ださい。 

タイヤは 4 輪と を 指定 サイズで 同一 銘柄の ちのを、 タイヤ チェ ー 
ンは タイヤ サイズに 合った をのを 使用して ください。 

(タイヤに ついて：  一 P.  442) 

■ 運転ず る 前に 

状況に 応じて 次の ことを 行って ください。 

• ドア や ワイパー び 凍結 したと さは 無理に 開けたり 動かした りせ 
ず、 める ま 湯を かけるな どして 氷を 解かし、 ずぐ に 水分を 十分に 
ふさ 取って ください。 

• フ □ン トウ イン ドウ ガラス 前の 外気 取り入れ口に 雪び 積 ちって 
いると さは、 エアコンの フアンを 正常に 作動させる ために、 雪を 
取 0 除いて  <  ださい。 

♦外装 ランプ、 車両の 屋根、 タイヤの 周辺 や ブレーキ 装置に 雪 や 氷 
び 付いている とさは、 取り除いて < ださい。 

♦乗車ず る 前に 靴底に 付いた 雪を よく 落として ください。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


■運転 するとを は 

ゆっくり スタートし、 車間距離を 十分 にと っ て 控えめ な 速度で 走行 
して  <  ださい。 

■駐車ず ると をは 

パーキング ブレーキを かける と、 ブレーキ 装置び 凍結して 解除で さ 
な  <  なるお それび あ 0 まず。 

パーキング ブレーキは かけずに、 シフ ト ポジションを P にして 駐車 
し、 輪 止め & をして < ださい。 

^輪止めは、 トヨタ 販売店で 購入す る ことび でを ます。 


□知識  —  

■タイヤ チェー ン について 

取り付け- 取りは ずし- 取り扱い 方法に つして はなの 指示に 従ってく ださい。 
♦ま 全に 作業で をる 場所で 行 ラ 
♦前 2 輪に 取 口付ける 

♦タイヤ チェーンに 付属の 取り扱い説明書に 従 ラ 
♦取り付け 後 0 .己〜 1 .0km 走行したら 締め 直しを 行 ラ 

■寒を 地 用 ワイ パーブレー ドに ついて 

•降雪 期に 使用す る 寒; 令 地 用 ワイパー ブレー ドは、 雪び 付着す るのを 防ぐ ため 
に 金属 部分を 3’ ムで 覆って あ 0 ます。 トヨタ 販売店で 各 車 指定の ブレードを 
お ホめ ください。 

♦高を 走行 時は、 通常の ワイ パーブレードより ガラスび ふを 取りに くくなる こ 
とびあります。 その場合には 速度を 落として ください。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


A 警告 

■を 用 タイヤ 装着 時の 警告 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 車両の コント □ー ルび 不能と なり、 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦指定 サイズの タイヤを 使用す る 
• 空気 圧を 推奨 値 に 調整す る 

♦装着す るを 用 タイヤの 最高 許容 速度 や 制限速度を こえる 速度で 走行し ない 
♦を 用 タイヤを 装着す る 際は、 必ず 4 輪と ち 装着す る 

■タイヤ チェーン 装着 時の 警告 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 安全に 車を 運転す る ことび でを ずに、 思わめ 事故に つ 
なびり、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦装着した チェー ンに 定められた 制限速度、 もしくは 30km/h のど ちらか 化い 
ちを こえる 速度で 走行し ない 

♦路面の 凹凸 や 巧を 避ける 

♦急 加速、 急八ン ドル、 急 ブレーキ や シフ ト 操作に よる 急激な エンジンブレーキ 
の 使用は 避ける 

♦カーブの 入り □手前で 十分 減速して、 車の コン トロールを 失 ラのを 防ぐ 

■駐車 時の 警告 

パーキング ブレーキを かけずに 駐車 するとを は、 必ず 輪 止めを してく ださい。 輪 
止めを しないと、 車び 動を 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 
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2-5. 様々 な 状況での 運転 


A 汪意 

■タイヤ チ ェーン の 使用 について 

♦必ず プ U ウス PHV 指定の トヨタ 純正 合金 鋼 チェーン スペシャルを 使用して く 
ださい。 

上記し U 外の タイヤ チェーンを 使用す ると、 車体に あたり、 走行の さまたげ とな 
る おそれび あるち のちあります。 

詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦アル 5 ホイールに タイヤ チェーンを 取り付け ると、 ホイールに 傷び 付く ことび 
あります。 

■フ □ント ウインドウ ガラスに 付いた 氷を 除去ず ると きは 

たたいて 割らないで  <  ださい。 

ウインドウ ガラスの 内側 （車内 側） び 割れる おそれび あります。 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 

才ート エアコン 


設定 温度に 合わせて 吹き出し □と 風 ■を 自動で 調 壁し まず。 


I 才ー ト 設定を 使う とさ 

IE ヨ麵 1 I こ。 AUT^ を 巧ず 

吹 さ 出し □と 風 量び 自動で 調整され ます。 

固 画 回 設定 温度を 上げる ときは の" ▲" 側を、 下げる ときは 
側を 巧ず 

1631]即 3  ]  '  〇  A/C を 押す 

スイッチを 押す たびに エアコンの 日 N  • 日 FF び 切 0 かわ 0 ます。 
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1-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 


I お好みの 設定で 使 ラと さ 

■エアコンの ON  •  OFF を 切り かえるには 

を 巧ず 

スイッチを 巧す たびに エアコンの ON  •  OFF び 切 0 かね 0 まず。 

■設定 温度を かえるには 

温度を 上げる ときは の "▲"側を、 下げる ときは" ▼" 
側 を 巧ず 

■風 量を かえるには 

\ の" A" (増） 側か" V" 诚） 側を 巧ず 
風 量は 7 段階に 調整で をます。 

送風を 止める ときは 『な。 巧 1 を 押す 


を n を 巧す 

スイッチを 押す たびに 吹を 出し 口が 
切り かわります。 吹き出 し □表示は 次 
ページの 状態を 示して います。 


■吹き出し □を 切り かえるには 


室内 装備の 使いち 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


3 已〇 


1-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 


■外気 導入- 内気 循環を 切り かえるには 

。みみ を 押す 

押す たびに、 外気 導入 •内気 循環び 切 0 かわ 0 ます。 
選択され ている ちの 作動 表示灯び 点灯し ます。 


(フ □ン ト ガラスの 量りを 取る には 


。 S  3 を 押す 

エアコンが 作動し ます。 に V 走行 中 
でち、 車両の 状況によっては ガソ U ン 
エンジンが 作動す る 場合が あ 0 ます） 


曇りび 取れたら 再度 1 。 S  封 甲 

すと、 前の モードに ち ど 0 ます。 


[花粉 除去 機能を 使 ラには 


帝] を 押す 

内気 循環に 切 0 かわ 0、 上半身に 送風して 花粉を 除去し ます。 通常 約 3 分 後に 
レ-わ 1 を 巧す 前の モー ドに もど 0 ます。 


途中で 動作を 止める ときは 再度 -5^1 を 巧す と 前の モードに もどります。 


室内 装備の 使いち 


3 已 1 


;-l. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


I 風向きの 調 壁- 吹き出し □の 開閉 

■ 風向きの 調整 
センターの 出 □ 


ノ ブを 上下 左ち に 動か して 調整し 
ます。 


ノ ブを 上下 左ち に 動か して 調整し 
ます。 


3 已 2 


□ 開ける 
□ 閉める 

ノブに 刻印され ている 矢印の 方向へ 
"カ チッ" と 音び する 位置まで 動かし 
ます。 


サイ ドの 出 □ 

□ 開ける 
B 閉める 

ノブに 刻印され ている 矢印の 方向へ 
"カ チッ" と 音び する 位置まで 動かし 
ます。 


□  且 


■吹を 出し □の 開閉 
センターの 出 □ 


-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使いち 


3 已 3 


3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


曰 知識 

■オー ト 設定の 作動に ついて 

風 量は 温度 設定と が 気な どの 状態に より 自動で 調整され ます。 

なのよ ラ な 制御を する 場合び あ ります。 

• じ 叫 を 押した 直後、 温 風 や; 令 風の 準備び でを るまで しばらく 送風び 
停止す る 

• 暖房 時は、 上半身に 送られる 風び; 令た く 感じる ことび ある 

■内が 気 切り かえに ついて 

設定 温度 や 室内 温度な どに より、 自動的に 内気 循環 またはが 気 導入へ 切り かわ 
る 場合び あります。 

また、 か 気温の ほいと をは 自動的に か 気 導入に 切り かわる 場合び あ D ます。 

■内気 循環に ついて 

♦トンネル 内 や ミ ま 蒲な どで、 ちれた 外気を 車内に 入れたくない とを や、 早く 
を 暖房したい とを、 外気 温び 高い とさの; 令 房 効果を 高めたい とさに、 

〇 な 苗 を 内気 循環に すると 効果的です。 

• 内気 循環を 使 ラ と ガラスび 曇る 場合び あ ります。 


3 已 4 


■フ □ント ガラスの 量りを 取る とき 

♦か 気温に よって 自動的に か 気 導入に 切り かわる 場合び あります。 

♦か 気温び 化い とさは、 フ □ン ト ガラスの 曇りび 取れる までに 時間び かかる 場 
合び あります。 

♦い 源] j を ON にす ると 車両の 状況によっては ガソ U ン エンジンび 作動し 

ます。 その後 I 。 源 T1 を 押して OFF にしても 送風は 停止され ず、 ガソリ 
ン エンジンび 作動し やすい 状態は 継続され ます。 曇りを 取った あとは、 必要 
に応じて 『な。； J を 押して、 送風を 停止して ください。 

■のき 出し □を*； ジ にした とき 

頭寒足熱を 目的と した 吹を 出しの ため、 設定 温度に よっては、 足元に 送られる 
風び 上半身に 送られる 風より 暖められて 送風され ます。 

■巧 粉 除去 モー ドに ついて 

♦か 気温び 化い とさは、 ガラス 窓 曇り 防止の ためにな のよ ラな 作動を する 場合 
び 友 D ます。 

- 内気 循環に 切り かわらない 
- エアコンの 電源び 自動的に 入る 
• 1 分 後、 作動び 停止す る 

♦雨天 時は 窓び 曇る ため、 \〇 源 3 を 押してく ださい。 

♦湿度び 非常に 高い とさに 使 ラと ガラスび 曇る 場合び あります。 

♦巧 粉 除去 モードび OFF のとを ち、 花粉は フィ ルターで 取り除かれて います。 


-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使いち 


3 已已 


3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


■エコ ドライブ モード （一 P.  248) を 使用して いると きは 


燃費 性能を 優先させる ため、 空調 システムび なのよ ラに 制御され ます。 

9^^  ON のとを、 内気 循環に 切り かわる 場合び ある 

♦空調の 使用 時に ガソ U ン エンジンを 始動す る 頻度を 抑制す る 
♦オー ト 設定での 使用 時、 フアンの 風 量を 抑える 

上記の よ 5 な 制御に より、 暖房/を 房の 効を び 弱い と感 じられ る ことび ありま 
す。 

効きを 強く したいと きは、 設定 温度 や 風 量の 調整 または エコ ドライブ モードを 
解除して ください。 （一 P.  248) 

■が 気温び 0  °c 近くに 下 びった とを 

を 押しても エアコンび 作動し ない 場合び あります。 

■エアコンの 臭いに ついて 

♦エアコン 使用 中に、 車 室内 外の さまざまな 臭いび エアコン 装置 内に 取り込まれ 
て 混ざり 合う ことにより、 吹き出し □からの 風に 臭いび する ことび あります。 

♦エアコン 始動 時に 発生す る 臭いを 抑える ために、 駐車 時は が 気 導入に して お 
< ことを おすすめ します。 

♦エアコン 始動 時に 発生す る 臭いを 抑える ために、 オー ト 設定での 使用 時には 
エアコン 始動 直後、 しばらく 送風び 停止す る 場合び あります。 

■補助 ヒー ター (PTC ヒー ター) について* 

八 イブ リッ ド システム 始動 直後から ガソ U ン エンジンび 暖まる まで、 通常の 
ヒーター に加え 暖房を 補います。 

■カスタマイズ 機首 目 

AUTO 設定 時の か 気 導入- 内気 循環の 自動 切り かえな どの 変更び でを ます。 
(カスタマイズ ー覧：  一 P. 已己 9) 


3 已 6 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


1-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 


A 警告 

■フ □ント ガラスの 量りを 防止ず るた めに 

湿度び 非常に 高い ときに エアコンを 低い 設定 温度で 作動 させて いると をは、 
1。源 J を 押さないで < ださい。 外気と ガラスの 温度 差で ガラスの 外側び 曇 
り、 視界を さまたげる 場合び あります。 


A ミち 意 

■ 補 機バッ テリ ー あがり を 防 ぐた めに 

八 イブ U ッ ド システム 停止 中は 必要し ツ 上に エアコンを 使用し ないで ください。 


室内 装備の 使いち 


3 已 7 


3-1 .エアコン. デフ ォツ ガーの 使い方 

ステアリング スイ ツチでの 操作 


巧の 機能は ステアリング スイッチで 操作ず る ことび でさまず。 


□ 温度調節 

0 外気 導入- 内気 循環 切り かえ 


設定 温度を かえるには 


温度を 上げる ときは （f な; の" A" 側を、 下げる ときは" V" 側を 巧ず 


外気 導入- 内気 循環を 切り かえるには 


@ を 巧ず 

スイッチを 巧す たびに、 外気 導入- 内気 循環び 切 0 かわ 0 ます。 


3 已 S 


曰 知識 


■タッ チ センサー内蔵 ステ アリ ング スイ ッチに ついて 
(タッチ トレー サー ディスプレイ 装着 車） 

♦タッチ センサーび 指の 接触を 感知す ると、 メーター のま 示び タッチ トレー 
ヴー ディスプレイに 切り かねり、 手元を 見なくて もどの スイッチを 操作して 
いるか 判断で をます。 


♦ステア 1」 ング スイッチを 操作す ると、 エ 
コ ドライブ モニターに 設定び 表示され ま 
す。 


A 警告 


I 事故を 防ぐ ために 

運転 中に ステア U ング スイッチを 操作 するとを は、 十分 ま 意して ください。 


TEMP 

な 己 S. 日 


-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使いち 


3 已 9 


3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 

IJ モー ト エアコン システム 


駆動 用 電池に 蓄え 5 れた 電力を 使 巧して、 乗車 前に 車が か 5 を 房 （エア 
コン） を 作動 させ、 炎天下 駐車 後の 車 室内の 温度を 下げまず。 

車両に 充電 ケーブルを 接続した 状態で U モー ト エアコン システムを 
使用す ると、 外部 電源からの 電力を 使用ず る ことび でさる ため、 駆動 
用 電池の 充電 量の な 下を 抑え b れ まず。 

U モー ト エアコン システム 停止 後は 自動的に 充電を 行います。 

■車を 降りる 前に 

エアコンの 設定 温度を 確認して ください。 （一 P.  348) 

U モー ト エアコン システムは、 エアコンの 設定 温度に 従って 作動し ます。 


■作動させる には 


を 巧した まま 保持ず る 

いずれ かの ドアを 開く と 停止し ます。 

©  を2回巧して停止させるこ 
とちで さます。 


口 知識 
■作動を 件 

次の 条件を すべて 満たして いないと、 U モート エアコン システムは 作動し ませ 
ん〇 

•シフ ト ポジションが P になって いる 
♦"パワー" スイッチが 日 FF になって いる 
♦すべての ドアが 閉じて いる （バック ドアを 含む） 

♦ボンネットが 閉じて いる 
♦ブレーキ ペダルが 踏まれて いない 
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■お 車 か 6 離れる とさは 

なの ことを 確認して ください。 

♦ランプ スイ ッチを OFF または AUTO にす る 
♦ワイ パースイッチを OFF にす る 
♦全ての 窓を 閉める 

■ リモー ト エアコン システムの 自動 停止に ついて 

なのと を、 自動的に 停止し ます。 

•  U モー ト エアコン システムの 作動 開始から 約 1 0 分 後 
♦作動 条件び ひとつで ち 満たされ なくなった とを 
♦室内 温度び 設定 温度 付近に 近付いた とを 

駆動 用 電池の 充電 量び 少ない とさち、 停止す る 場合び あります。 （一 P.  49) 

■ リモー ト エアコン システムの 作動に ついて 

なのよ ラな 場合は、 作動し ない ことび あります。 

•駆動 巧 電池の 充電 量び 少ない とき （一 P.  49) 

♦室温の 設定び 高い とを、 またはが 気温び 化い とを 

♦八 イブ U ッ ド システムび 低温のと をり 氏 外気 温 下に 長時間 放置した あとな ど） 

■セキュリティ 機首 目 

U モー ト エアコン システムを 作動 するとを、 盗難 防止の ため 施錠され ていない 
ドアは 自動的に 施錠され、 ブヴ ーと 非常 点滅 灯の 点滅で お知らせ します。 

(一  P'  147) 

■機能び 正常に 働かない おそれの ある 状況 

一  P'  149 


-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使いち 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


■ リモー ト エアコン システムを 使用ず ると 


マルチ イン フ ォメーシヨ ン ディスプレイに、 充電に ついての メッセー ジび 表示 
されます。 

なお、 U モート エアコン システムを 作動 開始した タイ 5 ング （充電 完了後 また 
は 充電 中） により、 表示され る メッセー ジは 異なります。 （一 P. 已 22) 

■ リモー ト エアコン システムの 作動 中には 

♦  U モート エアコン システムの 作動 状態に よっては、 電動 フアンび 回転して 作 
動 音び 発生し ますび、 異常ではありません。 

♦  U モート エアコン システム 1；( 外の 電気 負荷 （シー トヒー ター'  ワイ パー •ラ 
ンプ） び 作動して いると さや、 補 機 バッテ U- の 充電 量び 少ない とを には、 
一時的に U モート エアコン システムび 停止す る ことび あります。 

■ リモー ト エアコン システムを 効果のに 使用ず るた めに 

シー ト ヒーターを OFF に してく ださい。 

■電池の 消耗に ついて 

一  P'  1 已 3 

■電子 キーの 電池が 切れた ときは 

一 P.  483 

■販売店で 設定 可能な 機能 

U モート エアコン システムの 作動 開始. 停止 時の、 ワイヤレス U モ コンの 操作 
方法を 変更で をます。 （カスタマイズ ー覧；  一 P. 已已 日） 


■スマートフ オンでの 操作に ついて 


メー カーオプションの ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車は、 スマートフ ォンから 
も 操作す る ことび でを ます。 詳しくは、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 
書」 を 参照して ください。 
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A 警告 


I 使用 上の 警告 

♦車 室内に 人び いると をは 使用し ないで ください。 

- U モート エアコン システムを 使用して いても、 システムの 自動 停止 等に よ 
り 車 室内び 高温になる 場合び あります。 お テ さま やぺッ トを車 室内に 残し 
たま まにして おくと、 熱中 症 や 脱水症 状に なり、 重大な 健康 障害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

- 作動 中は ワイパー などび 使用で をる 状態になる ため、 特に お 子 さま やぺッ 
卜び車 室内に いると をは、 誤 操作に よる 事故に つなび る おそれび ありま 
す。 

♦車両の 周囲の ま 全を 十分に 確認して から 使用して < ださい。 

♦ワイ パースイッチを OFF にして ください。 

スイッチび ON になつ ている と、 U モート エアコンと 連動して 作動す る こと 
び あり、 ワイパーに 指な どび 巻を 込まれる おそれび あ ります。 


♦ボン ネッ トび 開いて いると をは、 


を 操作し ないで ください。 


意図せ ず; 令 房び 作動して、; 令 却 フアンに 手 やを 服な どび 巻を 込まれる おそれび 
あります。 


么ま意 


■ 誤 操作に よる 駆動 用 電池の 消費を 防 ぐた めに 
必要な とさし ツ が、 ((A/c) を 操作し ないで ください。 


-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


室内 装備の 使いち 
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3-1 .エアコン. デフ ォッ ガーの 使い方 

リヤ ウインドウ デフ ォ ッガー （曇り 取り） 


リヤ ウイン ドウの 曇りを 取る とき や、 ドア ミラー ’X か 5 雨滴 や 霜を 取 
ると きに お使いく ださい。 


ON /OFF 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガーは、 
約 1 巳 分で 自動的に OFF にな 0 
ます。 


5 ラーヒーター装着 車 


曰 知識 
■作動を 件 

"パワー" スイ ツチび ON モー ドのと を 

■  5 ラー ヒー ターについて （5 ラー ヒー ター装着 車） 

U ヤ ウインドウ デフ オッ ガーを ON にす ると、 ミラーヒーターも 同時に 作動し 
ます。 


A 警告 

■  5 ラー ヒーター 作動 中の 警告 （5 ラー ヒーター 装着 車） 

ドア 5 ラーの 表面び 非常に 熱くな ります。 やけどを する おそれび あるので ふれ 
ないで  <  ださい。 


A ま 意 

■ 補 機バッ テリ ー あげり を 防 ぐた めに 

連続 して 長時間 使用す ると、 補 機 バッテ U — あびり の 原因と な ります。 
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3-2 .才ー デ イオの 使い方 

オーデ イオ インデックス 


メー カーオプションの ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車に お乗りの 方は、 
別冊の 「ナビ ゲーシ ョン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 

CD プ レー ヤー •  AM  /  FM ラジオ* 


タイトル 

参照 ページ 

ラジオの 使い方 

P.  367 

CD プレーヤーの 使い方 

P.  370 

MP3  /  WMA ディスクの 聞を 方 

P.  376 

快適に 聞く ために 

P.  383 

AUX 端 テの 使い方 

P.  38 己 

ステア 1」 ング スイ ツチでの 操作 

P.  387 

: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


室内 装備の 使いち 


3 己已 


3-2. オーディオの 使い方 


曰 知識 

■携帯電話の 使用 

オーディオを 聞いて いると をに、 車内 または 車の 近くで 携帯電話を 使用した 場 
合、 オーディオの スピーカーから 雑音び 聞こえる ことび あります。 


A ま 意 

■ 補 機バッ テリ ー あがり を 防 ぐた めに 

八 イブ U ッ ド システム 停止 中に オーディオを 長時間 使用し ないで ください。 
■才ー デ ィオの 取り扱い について 
オーデ ィオに 飲み物な どをこ ぼさない よ ラに ま 意して ください。 
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3-2. 才ーデ イオの 使い方 

ラジオの 使い方 


f 放送局を 記憶させる 

■手動 設定 

TUNE  FILE 

ぉ麵1 I  を まわして、 または /pUlK]  /  (高い 周波数）、 または 

护 rack/ リ (低い 周波数） を 巧して、 お好みの 放送局を 探ず 

固 画 回 記憶 させたい スイッチ 〜 を "ピ ッ" と 音び 鳴る ま 
で 巧す 

■ 自動 設定 

を "ピ ッ" と 音び 鳴る まで 巧ず 

受信 感度の よい 順に 日 局まで 記憶され まず。 記憶び 終了ず ると "ピ ッピッ "と 
音び 鳴 D まず。 
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室内 装備の 使いち 


3-2. オーディオの 使い方 


I 交通 情報を 受信ず る 

'.… 1 J を 巧す 
ち ラー 度 巧す と 解除され まず。 


I- 時 的に 音を 消ず 

MUTE  を 巧す 

ち) ラー 度 巧す と 解除され ます。 


曰 知識 


\  ..’"I  について 

♦新車 時は、 1 日 20kHz に セットして あります。 

♦AM ラジオ モー ドのと き \  I を" ピッ "と 音び 鳴る まで 押し 続ける 

と、 その 周波数を \  ■…" I に 記憶させる ことび でを ます。 ただし、 補 機 
バッテ U- との 接続び 断たれた とさは、 1 日 20kHz に もどります。 

•  \  .  I を 押して、 ラジオを 受信して いると をは、 


TUNE.FILE 


を 操作して ち、 周波数は 切り かわりません。 

■ 補 機バッ テリ ー との 接続び 断たれた ときは 

-  に 設定され ていた 放送局び 消去され ます。 
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3-2. オーディオの 使い方 


■受信 感度に っいて 

参 アンテナの 位置び そのと さどを でかわる ため、 電波の 強さび かねったり、 障 
害 物 や 電車、 信号機な どの 鼠 響に より 良好な 受信 状態を なっこと び 難しい 場 
合 もあります。 

•  [_ 皿つ を 使って いると を、 自動 選局 や 自動 記憶び でさない ことび あり 
ます。 

♦ラジオ 巧 アンテナは ルー フ後 ちに あります。 （一 P.  432) 

♦マイ ルーム 機能 使用 中は、 電波の 状況によっては ラジオに 雑音び 入る ことび 
あります。 （一 P.  32) 


室内 装備の 使いち 
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3-2. 才ーデ イオの 使い方 

CD プ レー ヤーの ほい 方 


1 

CD を 挿入ず る 

CD を 1 枚、 挿入ず る 

CD を 取り出ず 

を 巧して CD を 取り出ず 

1 

巧を 選ぶ 

1 II へ 化 叫  1 1  G 欠 化）、 または// レ™' ck///  (刖 曲） をキ 甲し r， 聞 ホたい 曲 

の 番号を 表示させる 

1 

早ち どし •早送りず る 

早 もどし するとき は (イイ） を、 早送りず ると きは、 こ £ブ（ ►► ) 
を 巧し 続ける 


370 


3-2. オーディオの 使い方 


[リ ピート （RPT) 再生ず る 


厂  (RPT) を 巧ず 


[ランダム （RAND) 再生ず る 


(RAND) を 巧ず 


ち ラー 度 巧ず まで、 無作為な 順序で 曲び 再生され ます。 


I 表示を 切り かえる 


^  TEXT  \ を 巧す 

巧す ごとに、 巧の ように 表示び 切 0 かわ 0 ます。 
曲番 および 経過 時間^  CD タイトル^ 曲名 


時 的に 音を 消ず 

一 P.  368 


室内 装備の 使いち 
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3-2. オーディオの 使い方 


曰 知識  ^ 

■表示に ついて 

ディスプレイに一度に 表示で さるのは 12 文字まで です。 

CD タイ トル、 または 曲名び 1 3 文字し 义 h の 場合は、^  を 1 砂し U 上 

押し 続ける ことにより、 13 文字 目し ツ 降を 表示で をます。 

表示で さるのは 最大で 24 文字です。 

\ をち ラー 度 1 砂し i (上 押す、 または 約 6 砂 上 操作を しない まま 放 

置す ると、 もとの 12 文字 目までの 表示に ちどります。 

記録され ている 内容に よっては、 正しく 表示され なかったり、 表示 自体され な 
いこと び あ 0 ます。 

■ランダム 再生 •リ ピー ト 再生の 解除 

もう一 度 尸！^  (RAND) または (RPT) を 押します。 

■エラー表示 

"ERROR 1" : ディスクび 巧れ ている とを や、 裏表 逆な どで 読み取り びで をない 
とを、 もしくは プ レー巾一内部に 異常び あるときに 表示され ます。 

■再生 巧 能な CD 

なの マークの ついた ディスクび 再生で をます。 

記録が 態 や ディスクの 特性 •傷'  巧れ'  劣化に よ り 再生で をない ことび あり ます。 

[f 置 盾 咖昼區 咖昼陌 抽帽恒 

DIGITAL  AUDIO  DIGITAL  AUDIO  DIGITAL  AUDIO 

DIGITAL  化 DIO  I  text  1  な. lU  f Rewritable) 

コピー プ □テク ト 機能 付 CD などは 使 巧で きません。 
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3-2. オーディオの 使い方 


■  CD プ レー ヤー 保護 機首 目 

プレーヤー 内部を 保護す るた め、 使用 中に 異常び 生じた とさは 自動的に 再生を 
停止し ます。 

■  CD を プレーヤー 内部に 入れた まま、 または プレーヤー か 6 巧び 出した 状態の 
ままで 長時間 放置ず ると 

CD び 傷付を 使用で をなくなる おそれび あり ます。 

■レン ズク リーナ ー 

レン ズク U —ナ ーを 使用し ないで ください。 使用す ると、 プレーヤーび 故障す 
る おそれび あります。 


室内 装備の 使いち 
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3-2. オーディオの 使い方 


A ま 意 

■使用で をない CD • アダプター 

な のよ ラな  CD  ■  8cmCD アダプター- DualDisc を 使用し ないで ください。 
使用す ると、 プレーヤーび 故障した D、 CD の 出し入れび でを なくなる おそれび 
あります。 


♦直径 1 2cm または 8cm の 円 おし 义 外の CD 


♦化 品質 または 変 おしてい る CD 


♦記録 部分び 透明 または 半透明の CD 


♦セ □ノ V ン テー プ- シー ル. CD-R 用 ラベル 
などを 貼った CD や、 はび した あとの ある 
CD 
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3-2. オーディオの 使い方 


么 ミち 意 


ICD プ レー ヤーの 取り扱い について 

なの ことを お守りいた だかない と、 CD び 聞けな < なったり、 CD プレーヤーび 
正常に 働かな  <  なるお それび あ 0 ます。 

•  CD 挿入 □に CD しツ 外の ちのを 入れない 

•  CD プレーヤーに オイルを 塗ったり しない 

•  CD は 直射日光を 避けて な 管す る 

•  CD プレーヤーを 分解し ない 

♦一度に 2 枚し:! 上の CD を 挿入 しない 


室内 装備の 使いち 
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3-2. 才ーデ ィオの 使い方 

MP3  /  WMA ディスクの 聞を 方 


1 

MP3 /WMA ディスクを 挿入ず る、 または 取り出ず 

-^P.  370 

早ち どし •早送りず る 

-^P.  370 

1 

フ ォルダを 選ぶ- 最初の フォルダに もどる 

■次 フォルダを 選ぶ 


^  |^FOLDEf|  ] を 巧す 

■前 フォルダを 選ぶ 

\  Wo 園!  \ を 巧す 

最 巧の フォルダ にち どるには、 r^FOLDERU を "ピ ツ" と 音び 鳴る まで 巧し ます。 
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3-2. オーディオの 使い方 


I ファイルを 選択ず る 

を まわして、 または (次 ファイル）、 または 
jTvT 眶 n  (前 ファイル） を 巧して、 聞きたい ファイルを 探ず 


I" リ ピート （RPT) 再生ず る 

■ ファイル をく り 返して 再生ず る 

3  (RPT) を 巧ず 

■ フ オルダを く り 返して 再生ず る 

3  (RPT) を "ピ ッ" と 音び 鳴る まで 巧ず 


f ランダム （RAND) 再生ず る 

■特定の フォルダの 中 か 5 無作為に ファイル をち 生ずる 

で^  (RAND) を 押ず 

■ ディスクの 中 か 5 無作為に ずべ ての ファイルを 再生す る 

(rand) を "ピ ッ" と 音び 鳴る まで 巧ず 


巧す ごとに、 巧の よ ラに 表示び 切 0 かわ 0 ます。 

フォルダ 番号 •ファイル 番号 •経過 時間^ フォルダ タイトル^ ファイル 名 
ディスク タイトル （MP3 のみ） ^ 曲名^ アーティスト 名 
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室内 装備の 使いち 


3-2. オーディオの 使い方 


曰 知識 


■表示に ついて 


ディスプレイに一 度に 表示で さるのは 12 文字まで です。 

フォルダ ま 号- フォルダ タイトル- ファイル 名な どび 13 文字し:! 上の 場合は、 

品 \ を 1 砂し U 上 押し 続ける ことにより、 13 文字 目し ツ 降を 表示で をます。 

表示で さるのは 最大で 24 文字です。 

\ をもう 一度 1 砂し ツ上 押す、 または 約 日 砂し ツ上 操作を しない まま 放置 

すると、 ちとの 12 文字 目までの 表示に ちどります。 

記録され ている 内容に よっては、 正しく 表示され なかったり、 表示 自体され ない 
ことび あ 0 ます。 

■ランダム 再生 •リ ピー ト 再生の 解除 

もう一 度 (RAND) または (RPT) を 押します。 

■エラー表示 

"ERROR 1" : ディスクび 巧れ ている とを や、 裏表 逆な どで 読み取り びで をない 
とを、 もしくは プ レー ヤー 内部に 異常び あるときに 表示され ます。 

"N0  MUS に" ； ディスク 内に MP3 /WMA ファイルび 収録され ていない とき 
に 表示され ます。 

■再生 巧 能な CD 

なの マークの 付いた ディスクび 再生で をます。 

記録 状態 や ディスクの 特性 •傷'  巧れ'  劣化に よ り 再生で をない ことび あり ます。 


团 □昼歷 吐 日昼恒 


■  CD プ レー ヤー 保護 機首 目 

プレーヤー 内部を な 護す るた め、 使用 中に 異常び 生じた とさは 自動的に 再生を 
停止し ます。 
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3-2. オーディオの 使い方 


■  CD を プレーヤ ー巧 部に 入れた まま、 または プレーヤー か 6 飛び出した 状態の 
ままで 長時間 放置ず ると 

CD が 傷付 さ 使用で さな < なるお それが あります。 

■レンズ クリーナー 

レン ズク U —ナ ーを 使 巧し ないで ください。 使 巧す ると、 プレーヤーが 故障す 
る おそれが あります。 

■MP3 / WMA ファイル について 

MP3  (MPE 白 Audio  LAYER 吕） は、 音声圧縮 技術に 関する 標準 フ ォー マット 
です。 

MP3 を 使 巧 すれば、 もとの ファイルを 約 1/10 の サイズに 圧縮す る ことが で 
さます。 

WMA  (Windows  Media  Audio) は、 Microsoft  Corporation  の 音声圧縮 
フ ォー マッ ト です。 MP3 よりも ル さい サイズに 圧縮す る ことが でを ます。 
使用で をる MP3  /  WMA ファイルの 規格 和 それを 記憶した ディア、 フ ォー マッ 
卜 には 制限が おります。 

♦再生 可能な MP3 ファイルの 規格に ついて 
- 対応 規格 

MP3  (MPE 白 1  LAYER3、 MPE 白 2  LSF  LAYER 吕） 

- 対応 ヴンプ U ング 周波数 
MPEG1  LAYERS  :  32、 44.1、 48  (kHz) 

MPEG2  LSF  LAYER 吕 ： 1 目、 22.0 己、 24  (kHz) 

• 对応 ビット レ ー ト 

MPE 白 1  LAYER 吕；  64、 80、 目 6、 112、 128、 160、 1 目 2、 224、 

2 己 6、 320  (kbps) 

MPE 白 2  LSF  LAYERS  : 目 4、 80、 目 6、 1 1 2、 1 28、 1 44、 1 60  (kbps) 

《 VBR に 対応して います。 

- 対応 チヤン ネル モード： ステレオ、 ジョイント ステレオ、 デュアル チヤン 
ネル、 モノラル 


室内 装備の 使いち 
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3-2. オーディオの 使い方 


♦再生 可能な WMA ファイルの 規格に ついて 

- 対応 規格 
WMAVer'7、 8、 9 
- 対応 ヴンプ U ング 周波数 
32、 44.1、 48  (kHz) 

• 対応 ビット レ ー ト 

Ver'7、 8  :  CBR48、 己 4、 80、 9 己、 128、  160, 192  (kbps) 
Ver.9  :  CBR48、 己 4、 80、 9 己、 1 28、 1 己 0、 1 92、 2 已 己、 320  (kbps) 
《 2ch 再生の み 対応して います。 

♦使用で をる メディア について 

MP3  /  WMA ファイルの 再生に 使用で きる メディアは CD-R および CD- 
RW  です。 

CD-R、 CD-RW の 状態に よっては 再生で きない ことび あります。 また、 ディ 
スクに 傷 や 指紋を 付けた 場合、 再生で をない こと や、 音 飛びす る ことび あ 0 
ます。 


♦使用で をる ディスクの フォー マッ ト について 
使用で をる メディアの フォー マッ トは 下記のと おりです。 

- ディスク フォー マット； CD-ROM  Model および Mode2、 CD-ROM 
XA、 Mode2  Forml および  Form2 

- ファイル フォー マット： ISO 日日 日 0 レベル 1、 レベル 2  (Romeo, 」oliet) 

上記 フ オー マツ ト 外で 書を 込まれた MP3  /  WMA ファイルは 正常に 再生 
でを なかったり 、ファイル 名 や フォルダ 名な どび 正しく 表示され ない ことび あ 
ります。 


規格なら びに 制限事項 はなのと おり です。 

- 最大 ディ レクト U 階層：  8 階層 

- 最大 フォルダ 名/ファイル 名文 字数： 半角 32 文字 （全角 文字で 記録され 
た 情報を この オーデ ィオで 表示す る ことは でを ません） 

- 最大 フォルダ 数： 192  (ルー ト 含む） 

- ディスク 内 最大 ファイル 数：  2 已已 
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3-2. オーディオの 使い方 


♦ファイル 名に ついて 

MP3  /  WMA と 認識 し 再生す る ファイルは、 MP3  /  WMA の 掘; 張 テ ".mp3" 
または ".wma" び 付いた ちの だけです。 

參 マルチ セッションに ついて 

マルチ セッ ショ ンに 対応 して おり、 MP3  /  WMA フ ァイ ルを 追加 した ディ 
スクの 再生び 巧 能です。 ただし、 ファースト セッション のみ 再生し ます。 

•  ID3 タグ/  WMA タグに ついて 

MP3 ファイルには、 ID3 タグと 呼ばれる 付属 文字情報を 入力す る ことび で 
を、 曲の タイトル、 アーティスト 名な どを 記録す る ことび でを ます。 
ID3Ve「.1.0、 1.1、 ID3  Ver.2.2.  2.3 の タグに 対応して います。 （文字 数 
は ID3Ver.l.O、 1.1 に 準拠し ます） 

WMA ファイルには、 WMA タグと 呼ばれる 付属 文字情報を 入力す る ことび 
でを、 03 タグと 同様に 曲の タイトル、 アー ティスト 名を 記録す る ことび で 
をます。 

•MP3 / WMA の 再生に ついて 

MP3  /  WMA ファイルび 収録され ている ディスクを 挿入す ると、 最初に ディ 
スク 内の すべての ファイルを チェ ック します。 ファイルの チェ ックび 終わる 
と、 最初の MP3 /WMA ファイルを 再生し ます。 

ディスク 内の チェックを 早く 終わらせる ために、 MP3/WMA ファイルし ツ外 
の ファイル や 化 要の ない フォルダ などを 書を 込まない ことを おすすめ します。 
音楽 データと MP3、 または WMA お 式の データび 混在して いる ディスクは、 
音楽 データの み 再生で をます。 

♦掘; 張モ について 

M P3/WMA しがが D ファイルに ".mp3" または ".wma" の 掘; 張 テび 付い 
ている と、 MP3 /WMA ファイルと 誤 認識して 再生して しまい、 大 をな 雑 
音び 出て スピーカーを 破損す る ことび あります。 


室内 装備の 使いち 
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3-2. オーディオの 使い方 


♦再生に ついて 


•安定した 音質で 再生す るた めに、 MP3 の 場 含、 128kbps の 固定 ビット 
レート、 44.1kHz の ヴンプ U ング 周波数を 推奨し ます。 

- CD-R、 CD-RW は ディスクの 特性に より 再生で きない ことがあります。 

- MP3  /  WMA は 市場に フ U— ウェアな ど 多くの エンコーダ ソフトが 存在 
し、 エンコーダの 状態 や ファイル フ ォー マッ ト によって、 音質が 劣化したり 
再生 開始 時に ノイズが 発生した りする おそれが あります。 また、 再生で さな 
いこと が あ 0 ます。 

- ディスクに MP3/WMA 政 外の ファイルを 記録す ると、 ディスクの 認識 
に 時間が かかったり、 再生で きない ことがあります。 Microsoft、 
Windows、 Windows  Media  は 米国  Microsoft  Corporation  の、 米国 
および その他の 国に おける 登録商標 および 商標です。 


A ま 意 

■使用で をない CD • アダプター 

一 P.  374 

■  CD プレーヤーの 取り扱い について 

-^P.  37 己 
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3-2. 才ーデ イオの 使い方 

快適に 聞く ために 


お好みに 合わせて、 音質 や 音 ■バランス などの 設定を 変更ず る ことび 
でさまず。 

n ツマ S を 巧して、 調整したい 
モー ドを 表示させる 
0 ダイヤルを まわして、 音質と 
音量 バランスの 設定を 変更 
する （一 P.  384) 


最適な 音質と 音量 バランスで 聞 
くた めに 設定を 変更す る ことび 
でを ます。 


設定を 変更ず るには 


調整 モードの 切り かえ 

を 巧ず ごとに、 次の よ ラに 切 0 かわりまず。 
FAD  一  巨 AS  一  TRE  一  巨 AL  一  ASL 


室内 装備の 使いち 
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3-2. オーディオの 使い方 


■音質 •音量 バランスの 調 壁 


TUNE. FILE 


を まわして、 音質 •音量 バランスの レベルを 調整し まず。 


調整 モ ー ド 

表示 

レベル 

左に まわす 

ちに まわす 

前後 音量 
バランス 

FAD 

R7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

ほ 音※ 1 

BAS 

一己〜^ 已 

強 

高音※ 1 

TRE 

一ご^ 己 

左 も 音量 
バランス 

BAL 

L7 〜 R7 

左側 大 

ち側大 

OFF 

わ ヘキ わす 

音量 補正 

ASL 

LOW 

OFF  LOW 

◄-  夺 

MID  HIGH 

* 

MID 

HIGH 

化へ ホ fjg 

^ 1 音質 レベルは、 ラジオ または 巳 D プレーヤー それぞれで 調整で をます。 


白 知識  

■  ASL’x2  (音量 補正） について 

車连 に応じて 音量- 周波数 特性を 自動的に 制御し、 いつち 最適な 音量' 音質を 
実現す る システムです。 

H に H  •  MID  •  LOW の 順に 補正 量び ル さくなります。 

&  2  ASL  は  Automatic  Sound  Levelizer  の 略です。 
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3-2. オーディオの 使い方 

AUX 端子の 使い方* 


ポータ ブ ルオー ディオプ レー ヤー などの 機器を 接続して、 車両の 
スピーカーで 聞 < ことび でさまず。 


この 端 テは、 工場 装着の オー 
デ イオ- ナビ ゲー シヨ ンシ ステ 
ムで 使用で さまず。 

上記 (がでは、 車両に AUX 端子び 
装着され ていて ち 使用で をません。 


ポー タブ ルオー ディオプ レー ヤー などとの 接続 


I お M 1 1 コン ソール ボックスの フタを 開ける （一 P.  396) 


フタを 開けて ポータブル オーディ 
オプレ ー ヤーな どを 接続ず る 
市販の = ニ プラグを 使用して、 接続す 
る 機器の 音声 出力端子と AUX 端子と 
を 接続し ます。 

接続す る 機器の 電源び OFF の 状態で 
接続して ください。 


車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-2. オーディオの 使い方 


I 使用ず ると きは’ 

お麵 1 I  discaux  を 押す 


接続した 機器の 電源を ON にし、 再生を 開始す る 

操作ち 法は、 接続す る 機器の 取 0 扱い 説明書を 参照して < ださい。 


• 音量は、 接続した 機器 および 車両の 


PWR.VOL 


を 操作して 調整し ます。 


•音質は、 接続した 機器 側で 調整し ます。 

使用 しないと をは、 接続した 機器 側で 停止 操作を 行い、 電源を 日 FF にし 


ます。 


ー カー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車は、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン 
システム 取扱 書」 を 参照して ください。 


A ま 意 

■故障を 防ぐ ために 

端 テに 異物が 入ったり 飲料水な どが かかった りする のを 防ぐ ため、 ポータブル 
オーディオ プレーヤーを 接続して いないと さは、 AUX 端子の フタを 閉めて おい 
て  <  ださい。 
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3-2. 才ーデ ィオの 使い方 

ステアリング スイッチでの 操作 


次の 機能は ステアリング スイッチで 操作ず る ことび できまず。 

♦ 六 一力 一オ プ シヨ ンの ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車に お乗りの ちは、 別冊 
「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 

♦ 販売店 装着 オプ シヨ ンのナ ビ ゲー シヨ ン システム • オーディオ 装着 車は、 装 
着され た 製品に よ 0 操作び 異なる 場 含が あ 0 ます。 詳し < は 製品に 付属の 
取 0 扱い 説明書を 参照して ください。 

□ 音量の 調節 

曰 電源の ON  /  OFF  • モードの 
切り かえ 

且 現在の オーディ オ モー ドに よ 
り、 機能が かわります。 

- 周 放 数の 探索 （ラジオ 使用 時） 

- 選曲 （CD 再生 時） 

- ファイル/ フ オルダの 選択 
(MP3/WMA 再生 時） 


f 電源を入れる 

Imo^ を 押す 

電源が 日 N のとき、 スイッチを "ピッ " と 音が する まで 押した まま 保持す ると 
電源が 日 FF になります。 


[モー ドを 切り かえる 

電源が ON のと さ、 を 押す ごとに、 次の 順に モードが 切り かわ 0 ま 
す。 

AM  ^  FM  ^  CD 《 ] ^  AUX 《 2 

&  J  CD は ディスクび 挿入され ていないと をは 選択で をません。 

&  2  AUX は AUX 端子び 車両に 装着され ていない とを、 または ポータブル オーディ 
オプレ ー ヤーな どの 機器び 接続され ていないと をは 選択で をません。 


室内 装備の 使いち 
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3-2. オーディオの 使い方 


[音量を 調 壁ず る 

音量を 大さ < ずると さは 
側を 巧ず 

スイッチを 巧した まま 保持す ると、 音量を 連続して 調整で をます。 


の" +" 側を、 ル さくずる ときは 


[放送局を 選択ず るには 


ぉ1國1 1  を 巧して、 AM または FM を 遇 おず る 


1な圆1 2 1 


の" A" 側、 または" V" 側を 巧ず 


スイッチを 巧ず ごとに、 記憶され ている 周波数を 選択し ます。 

"ピ ッ" と 音び する まで 巧した まま 保持す ると、 自動で 受信 巧 能な 周 放 数を 逞 


択 します。 


[CD の 操作 


leaiMi 1 1  ft を 巧して、 CD を 選 おず る 


I む!] 邸 2  I 


の" A" 側、 または" V" 側を 巧して、 希望の 曲を 選択ず る 
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3-2. オーディオの 使い方 


MP3  /  WMA の 操作 


■ファイルを 選択ず るには 

お M 1 1  0) を 巧して、 CD  (MP3 /WMA) を 選択ず る 


お M  2 1 


の" A" 側、 または" V" 側を 押して、 希望の 曲を 選択ず る 


■フ ォルダを 選択ず るには 

I お Mil I  を 巧して、 CD  (MP3 /WMA) を 選択ず る 

Eiwn  ^ の" A" 側、 または" V" 側を "ピ ッ" と 音び ずるまで 
巧した まま 保持し、 希望の フォルダを 選択ず る 

UI 知識 

■タッ チ センサー内蔵 ステア U ング スイ ッチに ついて 
(タッチ トレー サー ディスプレイ 装着 車） 

タッチ センサーび 指の 接触を 感知す ると、 メーターの 表示び タッチ トレーサー 
デイ ス プレイ に 切 りか わり、 手元を 見なくて もどの スイ ツチを 操作 している か 
判断で をます。 


A 警告 

■事故を 防ぐ ために 

運転 中に ステア U ング スイッチを 操作す ると さは、 十分 ミ 主意して ください。 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 室内な のつ け 方 

室 巧 巧一覽 


n フ □ント イン テ U アラン プ / パー ソ ナル ランプ （一 P.  391) 
曰 シフ トイ ルミネ ーシ ヨン 
且 U ヤイ ンテ U ア ランプ （一 P.  392) 

□ ドア カー テシ ランプ 
曰 足元 照明* 

0  " パワー" スイッチ 照明 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


3-3. 室内 巧の つけ 方 


フ □ント インテリ アラン ブ、 パーソナル ランプ 


フ □ント インテリア ランプ 


パーソナル ランプ 


点 打- 消なず る 
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3-3. 室内 巧の つけ 方 


リ ヤ インテリア ランプ 


|u ヤイ ンテ U ア ランプ 


□ フ □ン トイ ンテ U アラン プの作 
動に 連動して 点な- 消なず る 
□ 点なず る 


目 知識    — 

■イル S ネー テッ ド エン トリーシステム 

電子 キーの 検 巧- ドアの 施錠/解 錠. ドアの 開閉- "パワー" スイッチの モード 
により、 各部の 照明び 自動的に 点な- 消な します。 

■ 補 機バッ テリ ー あがり を 防 ぐた めに 

フ □ン トイ ンテ 1」 アラン プの スイ ッチび ドア ポジ シヨ ン のとを に、 ドア 開 状態 
で 各部 照明び 点灯した ままの 場合、 約 20 分 後に 自動 消な します。 

■販売店で 設定 可能な 機能 

室内 巧の 消 打までの 時間な どの 設定を 変更で をます。 

(カスタマイズ ー覧：  一 P. 已己 9) 


A ま 意 

■ 補 機バッ テリ ー あびり を 防 ぐた めに 

八 イブ U ッ ド システムを 停止した 状態で、 ランプ 類を 長時間 点な しないで くだ 
さい。 
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3-4. 収納 装備の 使い方 

収納 装備 一覽 


曰 ル 物入れ （オーバーへ ッ ド コンソール ボックス） 
且 カー ド ホルダー 
Q ボトル ホルダー 
曰 カップ ホルダー* 

□ コン ソール ボックス※ 

□ フ □ン トコ ンソー ル トレイ 
0 □アグ □ーブ ボックス 

* コンソール ボックスは、 グレード によ 0 巧 状び 異な 0 ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-4. 収納 装備の 使い方 


A 警告 

■収納 装備に 放置して はいけ ないちの 

メガ ネ 、ライター や スプレー 吿を 収納 装備 内に 放置した ままに しないで ください。 
放置した ままで いると、 なのよ ラな ことび 起こる おそれび あ D を険 です。 

♦室温び 高 < なった とさの 熱 や、 他の 収納 物との 接触な どに より、 メガ ネび 変形 
やひび 割れを 起こす 

♦室温び 高く なった とさに ライター や スプレー 宙び 爆発したり、 他の 収納 物との 接 
触で ライターび 着火したり スプレー 宙の ガスび ちれるな どして 火災に つなび る 
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3-4. 収納 装備の 使い方 


グ □ーブ ボックス 


I グ □—ブ ボックス 


グ □ーブ ボックスを 開ける には、 
ボタンを 巧ず 


グ □ーブ ボックスを 開ける には、 
ボタンを 巧ず 


口 知識  

■グ □- ブボ ック スランプ について 

車 幅 巧び 点な している とを、 ロア グローブ ボッ クスを 開く と ランプび 点な しま 
す。 

A 警告 
■走行 中の 警告 

グ ローフ ボックスを 必ず 開 じて ください。 

急 ブレーキ や 急 旋回 時な どに 開いた フタに 体び あたった D、 収納して いたちの 
び 飛び出した りして、 思わめ 事故に つなび りけ びを する おそれび あります。 


アツ パー グ □—ブ ボックス 


□アグ □-ブ ボックス 


室内 装備の 使いち 
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3-4. 収納 装備の 使い方 


コン ソール ボックス 


I コン ソール ボックス 


A タイプ 


□  ノブを 引 さ 上げて □ック を 解除 
する 

□ フタを 持ち上げる 


□  ノブを 引 さ 上げて □ック を 解除 
する 

□ フタを 持ち上げる 


396 


3-4. 収納 装備の 使い方 


コンソール ボックス 


曰 知識 

■力ード ホルダー (A タイプの み） 

フタの 裏面に カード ホルダーび あります。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

コンソール ボック スを 必ず 開 じて ください。 

急 ブレーキ 時な どに 開いた フタに 体び あたったり、 収納して いたちのび 飛び出 
したりして、 思わめ 事故に つなび りけ びを する おそれび あります。 


室内 装備の 使いち 
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3-4. 収納 装備の 使い方 


カップ ホルダー 


I カップ ホル ダー 


フ □ント  (A タイプ) 


フタを 開 < 


フ □ント （B タイプ) 


U ヤ センター アーム レス トを引 さ 
出す 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


3-4. 収納 装備の 使いち 

カップ ホルダー 


A 警告 

■収納して はいけ ないちの 

カップ ホルダーには カップ や 宙しツ がの ちのを 置かないで  <  ださい。 

急 ブレーキ や 事故に より 落ちて けび をす る おそれび あります。 やけどを 防ぐ た 
めに 温かい 飲み物には フタを 閉めて おいてく ださい。 

■フ □ント カップ ホルダー (A タイプ） を 使わない とさは 

フタを 必ず 閉じて く ださい。 

急 ブレーキ 時な どに 開いた フタび 体に あたったり、 収納して いたちのび 飛び出 
したりして、 思わめ 事故に つなび りけ びを する おそれび あります。 


室内 装備の 使いち 
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3-4. 収納 装備の 使い方 


ボ トル ホルダー 


I ボ トル ホルダー （フ □ント ドア) 


曰 知識 


■ボトル ホルダー について 


♦ペット ボ トルの フタを 必ず 閉めてから 収納して ください。 

♦ぺッ ト ボトルの 大 ささ、 おによ つては 収納で をない ことび あります。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

ボ トル ホルダーには、 ペット ボ トルな どの ボ トル 類！; (がの ちのを 置かないで < 
ださい。 急 ブレーキ 時な どに 収納して いたちのび 飛び出した りして、 思わめ 事 
故につな びりけ びを する おそれび あります。 


A ミち 意 

■収納して はいけ ないちの 

ボトル ホルダーには、 ジュース などび 入つ ている 紙 コップ や ガラス 製の コップ 
などを 収納し ないで ください。 ジュース などび こぼれたり、 ガラス 製品び 割れ 
たり する おそれび あり ます。 
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3-4. 収納 装備の 使い方 


ル 物入れ 


[/J、 物入れ （才ー バ^— へッ J ンソ ー J レ ルッソ ス） 

フタを 巧ず 

ル 物を 一時的に 収納で をます。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

ル 物入れを 必ず 閉 じて ください。 

急 ブレーキ 時な どに 開いた フタに 体び あたったり、 収納して いたちのび 飛び出 
したりして、 思わめ 事故に つなび りけ びを する おそれび あります。 

■収納して はいけ ないちの 

200 目 し iLh のちのを 入れないで ください。 200 巨 じ (上 のちのを 入れる と フタび 
開を 収納され ている ちの び 飛び出した りして、 思わめ 事故に つなび りけ びを す 
る おそれび あります。 


室内 装備の 使いち 
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3-4. 収納 装備の 使い方 


フ □ン トコ ンソ ー ル トレイ、 力 ー ド ホルダ ー 


I フ □ン トコ ンソー ル トレイ 


A 警告 
■走行 中の 警告 

フ □ント コンソール トレイには、 転がり やすい もの や、 凹面から はみ出る よ ラ 
なち のを 置かないで < ださい。 

急 ブレーキ 時な どに 収納して いたちのが 飛び出した りして、 思わ 城 事故に つな 
がりけ がを する おそれが あります。 


I 力ー ド ホル ター 
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3-5. その他の 室内 装備の 使い方 

サンバイザー 


n 前方を さえざる には、 バイ 
ヴ ーを 下ろず 

0 側 方を さえざる には、 バイ 
ヴ ーを 下ろ した 状態で フック 
か 日は ずし、 横へ まわず 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

バニ テイ ミラー 


A ミち 意 

■ 補 機バッ テリ ー あがり を 防止ず るた めに 

八 イブ U ッ ド システムび 停止した 状態で、 長時間 ランプを 点な しないで ください。 
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■が 気 湿び 表示され ると き 

"パワー" スイッチが ON モードの とを 

■ が •気温を ル I しついて 

なの 場合は、 正しい 外気 温び 表示され なかったり、 温度 表示の 更新び 遅 < なっ 
たりす る ことび あります び、 故障ではありません。 

♦停まして いると さや、 ほ 速 走行 （約 2 已 km/h じ (下） のとを 
♦か 気温び 急激に 変化した とき 律 庫- トンネルの 出入 □付近な ど） 

■  が 表示され たと きは 

システム 異常の おそれび あ ります。 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 


3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

か 気温 表 巧 


-40 でか 5 已〇  °C の あいだで 表示され まず。 


曰 知識 


室内 装備の 使いち 


40 已 


3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

アク 七 ヴ 1)ー ソケット 


1 2V 1 0A 未満の 電気製品を 使う ときの 電源と して お使いく ださい。 
L グレード 


フタを 開ける 


L グレードを 除く 


フタを 開ける 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


曰 知識 
■使用を 件 

"パワー’’ スイッチび ア クセヴ U — モー ド または ON モー ドのと を 


A ミち 意 

■シヨー トや 故障を 防ぐ ために 

ア クセヴ U — ソケッ トに 異物び 入ったり、 飲料水な どび かかったり しないよ ラ 
に、 使用 しないと をは フタを 閉めて おいてく ださい。 

■ヒュ ーズが 切れる のを 防ぐ ために 

12V 1 0A を こえない よ ラに してく ださい。 

■ 補 機バッ テリ ー あびり を 防止ず るた めに 

八 イブ U ッ ド システムび 停止した 状態で、 ア クセヴ U — ソケッ トを 長時間 使用 
しないで  <  ださい。 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

ア クセヴ U— コンセント* 


AC100V で 最大 消費 電力の 合計び 
とさの 電源と して お使いく ださい。 


1 百 00 W 似 下の 電気製品を 使 ラ 


インス イッチを 押す 
スイッチ 上の 作動 表示灯が 点 打 
し、 使用可能な 状態に な 0 ます。 

スイ ッ チを 押す たびに 電源の 日 N / 
OFF が 切り かわりまず。 

外部 電源供給 システムを 使用して 
いると をは、 ；>< インス イッチを 押さ 
な < てち、 アクセサリー コンセント 
を 常時 使用す る ことが でを まず。 
(^P. 1 29) 

また、 作動 表示 口は 点灯した ままと 
な 0、 スイッチを 押してち 日 FF で 
をません。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


3-5. その他の 室内 装備の 使い方 


フタを 開けて 使用す る 

コンセントは、 フ □ント コン ソー 
ルと ラ ゲージ ルームの 2 か 所に あ 
0 まず。 

アース 線の ある 電気製品を 使用す 
ると をは、 ラ ゲージ ルームの コン 
セントを 使用し、 アース 線を 接続 
して  <  ださい。 


曰 知識 
■使用を 件 

READY インジケーターび 点な している とを、 またはが 部 電源供給 システムを 
使用して いると を 

■駐車 中 または 停車 中に 使用ず ると をは 

駆動 用 電池の 残 量 減少な どに よ D、 自動で エンジンび 始動し、 充電を 行います。 
一部の 自治体では、 駐車 中 または 停車 中に エンジンび 始動した 場合、 アイド U 
ング ストップ に関するを 例に ふれ 罰則の 適用を 受ける おそれび あります。 駐車 
中 または 停車 中の アク セヴ U — コン セン トの 使用に ついては、 関係す る 自ミ台 体 
に 確認した ラえ で、 適切に 使用して ください。 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


■使用 しないと きは 

外部 電源供給 システムを 使用して いないと を： 

メイン スイッチを OFF にして、 スイッチ 上の 作動 表示 打び 消灯して いる ことを 
確認して ください。 

が 部 電源供給 システムを 使用して いると を： 

が 部 電源供給 システムを 停止して < ださい。 が 部 電源供給 システムを 停止す る 
と、 メイン スイッチは 自動的に OFF になります。 

■ア クセサ U- コン セン ト について 

♦AC1 00V で 最大 消費 電力 1 已 00W しツ 下の 電気製品を 使用して ください。 規 
定 容量を こえる 電気 裂 品を 使用す ると、 AC 電源 装置の な 護 機能び 作動し、 
ア クセヴ U — コンセントび 使用で をなくなります。 

なお、 な 護 機能び 作動した とさに 音び する ことび あります び、 異常では あり 
ません。 


♦  メイン スイッチを ON にした 状態で、 電気製品の 作動に より、 電気製品 側の 
回路 構成に よっては 大 をな 電流び 流れ、 瞬間 電力び 1 已 00W を こえる とを 
びあります。 この場合、 AC 電源 装置の イ呆護 機能び 作動し、 自動で メ インス 
イ ッチび OFF になる ことび あります。 電源 プラグ 挿入 後、 再度 メイン スイ ッ 
チを ON にして ください。 

♦使用す る 電気製品に よっては、 周囲の テレビ や ラジオに 雑音び 入る ことび あ 
ります。 


♦ア クセヴ U — コン セン トの 電圧は、 巿販の テスターでは 正常な 電圧を 計測で 
さません。 電圧の 確認び 必要な 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださ 
し、。 
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3-5. その他の 室内 装備の 使い方 


■正しく 作動し ない おそれび ある 電気製品 

なのよ ラな AC 100 V の 電気製品は、 消費 電力び 1 已 00W し U 下の 場合で ち 正常 
に 作動 しない おそれび あり ます。 

♦起動時の ピーク 電力び 高い 電気製品 

♦さわめ てま 定 した 電力供給を 必要と する 電気製品 

♦タイマー 設定す る 機器な ど、 AC 電源の 出力び 連続して 必要な 電気製品 

■使用で きないと さは 

メイン スイッチの 作動 表示な び 消な して、 コンセントから AC 電源び 出力され 
ない 場合、 再度 メイン スイッチを ON にして ち 復帰 しないと をは、 保護 機能び 
作動して いる ことび 考えられます。 この場合は、 まずな の 処置を 行って くださ 
い。 

♦電気製品の プラグを 抜を、 消費 電力び 1 已 00W しツ 下に なって いるか ど ラ かを 
確認す る 

♦電気製品の プラグを 抜を、 製品 自体び 故障して いない かを 確認す る 

♦駆動 巧 電池の 残 量を 確認す る （一 P.  47) 

残 量び 少ない 場合は、 シフト ポジションを P にして、 駆動 用 電池の 残 量を 回 
復 させ、 再度 メイン スイッチを ON にして ください。 

♦炎天下に 放置した 直後な ど 車内び 高温に なって いる 場合は、 エアコンを 使用 
するな どして 車内を 十分に 換気し、 車内 温度を 下げ、 しばらく してから 再度 
メイン スイッチを ON にす る 

し U 上の 処置を 行って ち 復帰し ない 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださ 
し、。 


室内 装備の 使いち 


41 1 


3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


■寒を 地で 使用ず ると きは 

が 気温び 一 1 已 でし:! 下になる よ ラな とさは、 駆動 用 電池を 保護す るた め、 数十 分 
間ア クセヴ U — コン セン トび 使用で をない ことび あります。 この場合は エ アコ 
ンを 使用 して 車内を 暖房し、 駆動 用 電池を 暖めてから 使用 してく ださい。 

■電源 周波数に ついて 

車両 側の 電源 周波数は、 已 OHz に 設定され ています。 

電気製品に よっては、 電源 周波数の 切り かえ （50Hz/ 日 OHz) 機能び あるの 
で、 車両と 電気製品の 電源 周波数を 一致 させて おいて < ださい。 

車両 側の 電源 周波数 切 D かえび 必要な 場合は、 トヨ タ 販売店に ご 相談 < ださい。 


A 警告 

■ま 全に お使いい ただく ために 

♦走行 中、 なのよ ラな 場合は、 電気製品を 使用し ないで < ださい。 また、 電気 製 
品を 確実に 固定で をない 状態で 使用し ないで < ださい。 思わめ 事故の 原因と 
なって 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

- わを 見 運転な ど、 ま 全 運転の さまたげになる 場合 （テレビ- ビデオ- DVD 
など） 

- 急 ブレーキを かけた とを や 衝突した とを などに、 固定の 不完全な 電気製品 
の 転倒- 落下に よる 事故 や、 発熱に より 火災- やけどな どの おそれび ある 
場合 （ トー スター. 電子レンジ. 電熱器. ポット. コーヒー メーカーなど） 

- ペダルの 下に 電気製品び 入り込み、 フ レーキ ペダルび 踏めなくなる おそれ 
び ある 場合 （ ドライヤー . AC アダプター'  マウスな ど） 
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3-5. その他の 室内 装備の 使い方 


A 警告 

■ま 全に お使いい ただく ために 

♦窓を 閉めた まま、 蒸気び 出る 電気製品を 使用し ないで ください。 ガラスび 曇っ 
て 視界び 悪化し、 運転に 支障び 出るな ど、 思わめ 事故の 原因と なって 重大な 傷 
害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 また、 他の 電装 
品に 悪影響を およぼす おそれび あります。 やむ を 得ず 使用 するとを は、 窓を 開 
けて 使用して ください。 

♦故障した 電気製品は 使用 しないで く ださい。 ア クセヴ 1」 ーコ ン セン トび 使用で 
さなく なったり、 感電した りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 じに 
つなび る おそれび あ 0 ます。 

♦濡れた 手で 電気製品の プラグを 巧を 差 ししたり、 ピンな どを アク セヴ 1」 ー コン 
セン トに 差したり しないで ください。 感電に より 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 
の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 また、 コンセントに 雨水 •飲料 氷- 
雪 などび 付着した 場合は、  乾燥 させてから 使用 してく ださい。 

♦ア クセヴ 1」 ー コンセントの 改造 や 分解 •修理な どは しないで ください。 また、 
車両に 搭載され ている AC100V インバーターを、 巿 版の AC100V イン 
バーターに 組み かえないで < ださい。 思わめ 事故の 原因と なって、 重大な 傷 
害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 修理に ついて 
は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦使用す る 電気製品の 取扱説明書 や、 製品に 記載され ている 注意事項を おず お 守 
0  ください。 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

■駐車 中 または 停車 中に 使用ず ると きは 

災害 時な どやむ を 得ず 駐車 中 または 停車 中に 使用 するとを は、 なの ことを お 守 

りく ださい。 お 守 D いただかな いと、 思わめ 事故の 原因になる おそれび ありま 

す。 

♦パーキング ブレーキを しっかりと かけて、 シフト ポジションを P にして くださ 
し、。 

♦電気製品を 使用 中に、 READY インジケーターび 点な した 状態の まま 車両から 
離れないで  <  ださい。 

♦車庫 内 や 雪び 積もった 場所な どでは、 排気ガスび 充満したり、 滞留した りする 
おそれび あるた め、 使用し ないで ください。 （一 P.  23 日） 

♦状況によっては、 自動で エンジンび 始動す るた め、 排気管 付近に 近づいたり、 
荷物を 置いたり しないで ください。 また、 エンジン ルーム 内に 顔 や 手な どを 近 
づけないで ください。 

♦車 外に 電源 コードを 引いて 使用す る 場合は、 雨水の 侵入な どに ま 意して  <  ださ 
し、。 ア クセヴ U — コンセントに 雨水な どび 付着した 場合は、 乾燥 させてから 使 
用して ください。 また、 電源 コードを ドアな どに 挟まない よ ラに ま 意して くだ 
さい。 

♦暖房器 具な どの 電気製品を 使用して、 車中で ミ 白まる ことは やめて ください。 
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3-5. その他の 室内 装備の 使い方 


A 警告 

■接続ず る 電気製品 について 

使用す る 電気製品に 付属の 取り扱い説明書 や、 裂 品に 記載され ている ま 意 事項 
を 必ず お守りく ださい。 

電源 プラグ や 電気製品び 故障して いると をは 使用し ないで ください。 

なお、 なのよ 5 な 機器は 使用し ないで ください。 

♦医療用 機器 

車両の 状態に よっては、 一時的に AC 電源 出力び 断たれる ことび あ D ます。 
♦計量器- 計測 器な ど 

AC 電源 電圧を 基準に した 計測 機器の 場合は、 精度び 不安定になる おそれび あ 
ります。 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


A ま 意 


■ショー トや 故障を 防ぐ ために 

♦車内の 卜 U ムの 近く や シー トの 上な どで、 I -ー スターな どの 熱気を 出す 電気 製 
品を 使用し ないで ください。 熱に より 溶 損したり、 焼 損したり する おそれび あ 
0 ます。 

♦振動 や 熱な どに 弱い 電気製品を、 車内で 使用 しないで < ださい。 

走行 時の 振動 や、 炎天下での 駐車 時の 熱な どに より、 電気製品び 故障す る おそ 
れ びあります。 

♦ア クセヴ U- コンセントを 使用し ない とさは、 フタを 閉めて ください。 コン セ 
ントに 異物び 入った D、 飲料水な どび かかったり すると、 故障したり、 ショー 
卜 したりす る おそれび あります。 

•AC アダプターを 直接 アク セヴ U- コン セン トに 接続し ないで ください。 フタ 
を 損傷したり、 使用 中に AC アダプターび 脱落した りする おそれび あります。 

♦お 子 さまに、 ア クセヴ U — コン セン トを さねら せないで ください。 

♦ア クセヴ U — コンセントに、 二股な どの 分岐 用 コンセントを 接続す るな ど、 夕 
コ足 配線を しないで ください。 

♦ア クセヴ U- コンセントに ほこり やゴ 5 び 付着 しないよ ラに してく ださい。 ま 
た、 定期的に コンセントを 掃除して ください。 

♦電気製品の プラグを ア クセヴ U- コンセントに 差し込んでも ゆるい ときは、 コ 
ン セン トを 交換して ください。 交換に ついては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
し、。 

♦駆動 巧 電池の 残 量に よっては、 ア クセヴ U- コンセントび 使用で きな し 儒 合び 
あります。 でさる だけ 駆動 用 電池の 残 量び をい 状態で 使用 してく ださい。 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

ステアリング ヒー ター* 


バン ドルの 左ち の グリ ップ 部分を 暖める ことができまず。 

システムの ON  /  OFF を 切り 
か 文る 

作動 中は メーター 内 の 表示な び 点 
なします。 


曰 知識  ^ 

■作動を 件 

"パワー’’ スイ ッチび ON モー ドのと を 

■タィマー機首 目 

約 30 分 後に 自動で OFF になります。 

■メーター 内の 表示な が 点滅した 場合 

スイッチを OFF にし、 もう一度 スイッチを 押してく ださい。 点滅び さらに 続く 
場合は システムの 異常び 考えられます。 作動を 停止し、 トヨタ 販売店で 点検を 
受けて ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦低温 やけどを 負 5 おそれび あるた め、; 欠の ちび ふれない よ ラに ま 意して くださ 
い。 

- 乳 幼 お. お テ さま. お年畜 り. 病人. 体の 不自由な ち 
- 皮膚の 弱い ち 
- 疲 ちの 激しい ち 

- 深 ミ 酉 や 眠気を さそ ラ 薬 （睡眠薬- 風邪薬な ど） を 服用され たち 
♦ステア U ング ヒーターを 必要し U 上に 使用し ないで ください。 

ほ 温 やけどを 負ったり、 ステア U ング ヒーターの 異常 過熱の 原因になる おそれ 
び 友 D ます。 


ミち 意 

■ 補 機バッ テリ ー あがり を 防止ず るた めに 

八 イブ リツ ド システムび 停止して いると きは、 スイッチを OFF にして ください。 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

シ ー トヒ ー タ ー 


□ 助手席を 暖める 
曰 運転席を 暖める 
HI  : 強 
L 日： 弱 

巧した 側 （HI または L 日） の 作動 
表示灯び 点 打し まず。 

作動を 停止 するとを は、 押した 側 
と 反対側の スイッチを 軽く 巧し ま 
す。 

スイッチが 中立の 位置に 戻 0、 作 
動 表示灯び 消灯し まず。 


曰 知識 
■作動を 件 

"パワー’’ スイ ツチび ON モー ドのと を 

■使用 しないと きは 

シー ト ヒーターを OFF にして くださし、。 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦低温 やけどを 負 5 おそれび あるた め、 なのち は 特に ごま 意く ださい。 

- 乳 かお- お テ さま- お年寄り- 病人- 体の 不自由な ち 
- 皮膚の 弱い ち 
- 疲 ちの 激しい ち 

- 深 ミ 酉 やお 気を さそ ラ 薬 （睡眠薬- 風邪薬な ど） を 服用され た 方 
♦シー トに 毛布、 クッション 等を 使用 しないで ください。 

シート ヒーターの 使用に よりな 温 性び 高まり、 異常 過熱の 原因と な ります。 

♦シート ヒーターを 必要し ツ 上に 使用し ないで ください。 

低温 やけどを 負った 0、 シー ト ヒーターの 異常 加熱の 原因になる おそれび あり 
ます。 


ミち 意 

■シー トヒー ターの 故障を 防ぐ ために 

凹凸の ある 重量 物を シー トの 上に 置いたり、 針金 や 針な どの 鋭利な ちのを まを 
刺したり しないで < ださい。 

■ 補 機バッ テリ ー あびり を 防 ぐた めに 

八 イブ リツ ド システムび 停止して いると をは、 スイッチを OFF にして ください。 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

アーム レスト* 


手前に 倒して 使用し まず。 


A ま 意 

■アーム レス トの 破損を 防ぐ ために 

過度の 負荷を かけないで < ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

コ ー ト フック 


リヤド アの 上に ある アシス ト グリ ップ には、 コー ト フックび 付いてい 
まず。 


A 警告 

■コート フックへ かけて はいけ ないちの 

八ン ガーな どの 硬い ちの、 鋭利な ちのを かけないで <  ださい。 

SRS カーテン シールド エアバッグが ふくらん だとを に それら のちのが 飛び、 
重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 含 死 t につな がる おそれが あります。 


422 


3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

アシス ト グリップ 


天井に 取り付けられ ている アシス ト グリ ップ は、 走行 中に シー トに 座つ 
ている:! 犬 態で 体を まえ ると きに お使い ください。 


A 警告  

■アシス ト グリ ップ について 

アシス トグ U ップ は、 乗降 時 や シー ト から 立ち上び ると をな どに 使用し ないで 
< ださい。 


A ミち 意 

■破損を 防ぐ ために 

アシス トグ 1」 ップに 重い ものを かけたり、 過度の 負荷を かけないで ください。 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 

フロア マット 


お 車 （年式） 専用の フ □アマ ッ ト を、 フ □ア カー ぺッ トの 上に しっかり 
と 固定して お使いく ださい。 


固定 フック （ク リップ） に フロ 
アマ ッ ト 取り付け 巧を はめ込む 


固定 フック （クリップ） 上部の 
レバーを まねして、 フ □アマ ッ 
卜を 固定す る 

*  A マークを 必ず 合わせて < だ 
さし、。 


固定 フック （ク リップ） の お 状は イラストと 異なる 場合び あ 0 ます。 
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3-5. その他の 室内 装備の 使い方 


A 警告 

なの ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 フロア マットび ずれて 運転 中に 各 ペダルと 干渉し、 思わ 
めス ピー ドび 出たり 車を 停止し にくくなる など、 重大な 事故に つなび る おそれび 
あります。 

■運 面 席に フ □アマ ッ トを 敷く ときは 

• トヨタ 純正 品であって ち、 他 車種 および 異なる 年式の フロア マッ トは 使用し ない 
♦運転席 専 巧の フロア マッ トを 使用す る 
•固定 フック （ク リップ） を 使って、 常に しっかりと 固定す る 
♦他の フ □アマ ッ ト 類と 重ねて 使用し ない 
♦フロア マッ トを 前後 逆さまに したり、 裏返して 使用し ない 
■運 面ず る 前に 

♦フロア マットび すべての 固定 フック （ク 
リップ） で 正しい 位置に しっかりと 固定 
されて いる ことを 定期的に 確認し、 特に 
洗車 後は 必ず 確認を 行 ラ 

♦八 イブ U ッ ド システム 停止 および シフト 
ポジションび P の 状態で、 各 ペダルを 奥 
まで 踏み込み、 フ □ア マットと 干渉し な 
いこと を 確認す る 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使い方 

ラ ゲージ ルーム 巧 装備 


■ デッキ フック 

市販の ネッ トや □ープ などを 使って、 荷物を 固定ず る ことび でさ 
まず。 


フックを 起こして 使用ず る 


■デッキ アンダー ボックス 

デッキ ボードの 下に あ 0 まず。 


センター 


サイド 


開く ときは、 ストラップを 持つ 
て デッキ ボー ドの 先端を 持ち 上 
げる 


開く ときは、 ストラップを 持つ 
て フタを 持ち上げる 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


トノ カバーを 引 さ 出して、 ツメ 
を 左ち の ホルダーに かける 


I トノ カバー の 取りは ずし 


トノ カバーを 卷さ 取らせ、 トノカ 
ノ （一本 体を 持ち上げて 取りは ずず 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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■ トノ カバー* 


室内 装備の 使いち 


3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


トノ カバー の 収納 


サイ ド デッキ ボー ドを 取 0 はず 
し、 センター デッキ ボードを 開く 


トノ カバーの 向を を 使用 時と 上下 
逆さまに し、 TOP マークを 下にし 
て 収納す る 


固 画 回 サイ ド デッキ ボー ドと センター デッキ ボー ドを をと にち どず 
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3-5. その他の 室内 装備の 使い方 


A 警告 

■デッキ フックを 使用 しないと さは 

けび を しないよ ラに、 必ず もとの 位置に を どして おいてく ださい。 

■走行 中の 警告 

各 収納 スペースの フタを 化ず 閉 じて < ださい。 

急 ブレーキ 時な どに 収納 してい たちのび 飛び出した D して、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あ 〇を険 です。 

■トノ カバーを 使用ず ると をは （トノ カバー装着 車） 

• トノ カバーの 上に 荷物を 置いたり、 お 子 さまび 乗ったり しないで ください。 
トノ カバーび 破損し、 荷物び 損傷した D、 お テ さまび 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

• トノ カバーを 操作 するとを は、 トノ カバーと まわりの 部品の あいだに 指 や 腕な 
どを 入れない よ ラに ミ 主意して < ださい。 指 や 腕を 挟み、 重大な 傷害を 受ける お 
それび あ 〇を険 です。 

♦トノ カバーを 取り付け ると をは、 TOP 
マークを 上に して 取り付け、 確実に 固定 さ 
れ たこと を 確認して ください。 トノ カバー 
び 確実に 固定され ていないと、 走行 中に 卜 
ノ カノ （一び はずれ、 思わめ 事故に つなび る 
おそれび ありを 険 です。 


• トノ カバー 後端 部を 水平に して < ださい。 後端 部び 起さた 状態で 装着す ると、 
後ち 視界の さまたげ となり、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

♦シートベルトび 挟み込まれて いない か 確認して ください。 トノ カバーに 挟み込 
まれて いると、 シー ト ベル トの 正常な 作動の さまたげ となりを 険 です。 


A ま 意 

■デッキ ボー ドの 破損を 防ぐ ために 

デッキ ボー ドの 上に 立ったり、 無理な 力を かけたり しないで ください。 


室内 装備の 使いち 
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3-5. その他の 室内 装備の 使いち 


430 


お 手入れの しかた  4 


4-1 .お 手入れの しかた 

外装の 手入れ .  432 

内装の 手入れ .  438 

タイヤに ついて .  442 
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タイヤの 交換 .  453 
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ウォッ シャー 液の 補給 .  486 

エアコン フィ ルターの 
清掃-交換 .  487 
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4-1 .お 手入れの しかた 

か 装の 手入れ 


お 手入れは、 巧の 項目を 実施して ください。 

• 水を 十分 かけな び b 車体- 足 まわり- 下 まわりの 順番に 上 か b 下へ 
巧れ を 洗い落とす 


♦車体は スポンジ や セー ム皮 のよ ラな やわ 日 かいを ので 洗 ラ 
• 巧れ び ひどい とさは カー シャンプーを 使用し、 水で 十分 洗い流ず 
• 水を ふさ 取る 

♦水のは じきび 悪く なった ときは、 ワックスび けを 行う 

ボデ ーの 表面の 巧れ を 落と してち 水び 玉 巧に な 日ない とさは、 車体の 温度び; 令 
えてい ると をに ワックスを かけます。 （およそ 体温な 下を 目安と してく ださい） 

なお、 ボデー コート- ホイール コート- ガラス コー ト など トヨタ ケミ 
カル 商品を 施工され た 場合は、 お 手入れ 方法び 異なりまず。 詳しくは 
トヨタ 販売店に お問い合わせ ください。 


I アンテナの 取り扱い について 

洗車 時には、 アンテナを 脱 着 または 格納ず る ことび でさまず。 

n 取りは ずず 
0 取り付ける 
且 格納ず る 

ラジオ 受信 時は、 節度 感の あると ころ 
まで 立てて 使用して ください。 
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4-1. お 手入れの しかた 


曰 知識 

■洗車を ずる 前に 

車両の 充電 U ッ ド、 および 給油 □び 確実に 閉まって いる ことを 確認して くださ 
い。 

■自動 洗車 機を 使う ときは 

♦ドア 云 ラーを 格納し、 アンテナを 取 D はずした 状態に して、 車両 前 側から 洗 
車して ください。 また、 走行 前は 必ず アンテナを もとどおりに 取り付けて、 
ドア 5 ラーを 復帰 状態に もどして ください。 

♦ブラシで 車体に 傷び 付を、 塗装を 損な ラ ことび あります。 

参 洗車 機に よっては、 アンテナ- U ヤス ポ イラーび 引っ かかり、 洗車で をない 
場合 や、 傷付いたり、 破損した りする おそれび あります。 

■高圧 洗車 機を 使う ときは （一 P.  43 巨） 

車内に 水び 入る おそれび あるた め、 ノズルの 先端を ドア ガラス や ドア 砕 付近に 
近付けす ざないで < ださい。 

■洗車な どで 車に 水を かけた とき 

キーを 携帯して 洗車な どで 水を ドア 八ン ドルに かけた 場合、 施錠/解 錠 動作を 
くり 返す ことび あります。 その 場合は キーを 車両から 2m し i (上 離れた 場所に 保 
管して、 洗車な どを してく ださい。 （キーの 盜 難に ミ 主意して ください） 
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4-1. お 手入れの しかた 


■アル S ホイール 

•中性洗剤を 使用し、 早めに 巧れ を 落として ください。 研磨 剤の 入った 洗剤 や 
硬い ブラシは 塗装を 傷めます ので 使用し ないで ください。 

♦夏場の 長距離 走行 後な どで ホイールび 熱い とさは、 洗剤は 使用 しないで くだ 
さい。 

♦洗剤を 使用 した あとは、 早めに 十分 洗い流して ください。 

■バン パーについて 

研磨 剤 入りの 洗剤で こすらな いよ ラに してく ださい。 

■フ □ント ドア ガラ スの撥 水 コーテ イング* について 

♦撥 水 効果を 長持ちさせる ため、 なの ことに ま 意して ください。 

- フロント ドア ガラス 表面の ミ 尼な どの ちれを 落とす 
. ミちれ は 早めに やわらかい 湿った 巧な どで 清掃す る 

- コン パウンド (磨 さ 粉） び 入った ガ ラスク 1」 ーナー や ワック スを 使用 しない 
- 金属製の 道具で 霜 取りを しない 
♦水 ミ 商のは じさび 悪くな ったと をは 補修す る ことび でを ます。 

詳しくは トヨタ 販売店に お問い合わせく ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


4-1. お 手入れの しかた 


A 警告 

■洗車を ずると さは 

エンジン ルーム 内に 水を かけないで ください。 

電気 部品な どに 水び かかる と 車両 火災に つなび る おそれび あり を険 です。 

■車両に 巧電 ケーブルを 接続 して 巧電 している ときは 

絶対に 洗車し ないで ください。 

充電 イン レッ トに 水び かかる と、 漏電して 車両 乂 巧び 発生す る おそれび ありを 
険 です。 また、 感電して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

■ 自動 洗車 機を 使用ず ると きは （雨滴 感知 式 ワイ パー装着 車） 

ワイ パースイッチを OFF にして ください。 
AUTO モー ドに なつて いると、 不意に ワイ 
パーび 作動して ワイパー ブレー ドな どを 損 
傷す る おそれび あ ります。 


■排気管に ついて 

排気 菅は 排気ガス により 高温に な D ます。 洗車な どで ふれる 場合は、 十分に 排 
気管び; 令め てからに してく ださい。 やけどを する おそれび あります。 
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4-1. お 手入れの しかた 


A 汪意 

■塗装の 努化や 車体 •部品 （ホイール など） の 腐食を 防ぐ ために 

♦なのよ ラな 場合は、 ただちに 洗車して ください。 

- ミ 毎 岸 地帯を 走行した あと 
- 凍結防止剤を 散 巧した 道路を 走行した あと 

- コールタール. 巧 粉. 樹液. 鳥の & ん. 虫の 死び いなどび 付着した とを 
- ばい 煙- 油煙- 粉 じん- 鉄粉- 化学物質 などの 降下び をい 場所を 走行した 
あと 

•ほこり •ミ 尼な どで 激しく 巧れ たと を 
- 塗装に ベンジン やガソ U ン などの 有機 溶剤び 付着した とき 
♦塗装に 傷び 付いた 場合は、 早めに 補修して < ださい。 

♦ホイールな 管 時は、 腐食を 防ぐ ために 巧れ を 落とし、 湿気の 少ない 場所へ な 管 
してく ださい。 

■ランプの 清掃 

♦ミ 主意して 洗って ください。 有機 溶剤 や 硬い ブラシは 使用し ないで ください。 
ランプを 損傷させる おそれび あります。 

♦ランプに ワックスび けを 行わないで ください。 

レンズを 損傷す る おそれび あ D ます。 

■ 自動 洗車 機を 使 巧ず ると をは （雨滴 感知 式 ワイパー 装着 車） 

ワイ パースイ ッチを OFF にして ください。 

AUTO モードに なつて いると、 不意に ワイ パーび 作動して ワイ パーブレードな 
どを 損傷す る おそれび あり ます。 

■高圧 洗車 機を 使う ときは 

充電 U ッド 付近に 使用し ないで ください。 充電 イン レットに 水び 入り、 車両 故 
障に つなび る おそれび あり ます。 
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4-1. お 手入れの しかた 


A 迂意 

■アンテナの 損傷を 防ぐ ために 

なのよ ラな とさは アンテナを 格納して ください。 

♦ま 庫の 天井な どに アンテナび あたる とを 
♦カー カ パーを かける とを 

■アンテナの 取りは ずしに ついて 

♦通常 走行 時には、 必ず アンテナを 取り付けて ください。 

♦自動 洗車 機を 使用 するとを など アンテナを 取りは ずした とさは、 アンテナを 紛 
失しない よ ラに 注意して ください。 また、 走行 前には 化ず もとどおりに 取り付 
けて  <  ださい。 

■ アル S 部品の 清掃に ついて 

ボンネット- バック ドアを 清掃 するとを は、 強く 押したり、 体重を かけたり し 
ないで ください。 アル = 部分び へこむ おそれび あります。 


お 手入れの しかた 
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4-1 .お 手入れの しかた 

巧 装の 手入れ 


お 手入れは、 巧の 要領で 実施して ください。 

■ 車内の 手入れ 

掃除機な どで ほこり を 取り除 さ、 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で 
ふさ 取る 

■ 本 革 部分の 手入れ 

• 掃除機な どで ほこり や 砂を 取 り 除く 

• ラず めた 洗剤を やわ 日 かい 巧に 含ませ、 巧れ をふさ 取る 

ウール 用の 中性洗剤を 約已日 /〇 の 水を 液まで うすめた わのを 使用して ください。 
• 真水を ひたした 巧を 固く しぼり、 表面に 残った 洗剤を ふさ 取る 

参 乾いた やわ 日 かい 巧で 表面の 水分を ふき 取り、 風通しの よい 曰 陰 
で 乾燥させる 

■ 合成皮革 部分の 手入れ 

• 掃除機を かけて、 大まかな 巧れ を 取る 

• スポンジ や、 やわらかい 巧を 使用して 合成皮革 部分に 刺激の 少な 
い 洗剤を 付ける 

• 数 分 間 そのまま にして おいてから ミちれ を 落とし、 固  <  しぼった さ 
れいな 巧で 洗剤を ふさ 取る 
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4-1. お 手入れの しかた 


曰 知識  

■ 本 ま 部分の お 手入れの 目を 

品質を 長 < なつた め、 年に 2 回 程度の 定期的な お 手入れを おすすめ します。 

■力一 ぺツ トの洗 ミき 

カー ぺツ トは 常に 乾いた 状態を なつこと を おすすめ します。 

洗 ミ 争には、 巿販の 泡 タイプ ク U —ナ ーび ご 利用に なれます。 

スポンジ または ブラシを 使用して 泡を カー ぺツ トに 広げ、 円を ffl くよ ラに 塗り 
込んで ください。 直接 水を かけたり せず、 ふを 取って から 乾燥 させて ください。 

■シー ト ベルト 

刺激の 少ない 洗剤と める ま 湯で、 巧 か スポンジを 使 って 洗って ください。 

シー ト ベルトの すり 切れ- ほ つれ- 傷な どを 定期的に 点検して ください。 

■スー パー UV カツ ト ガラスに ついて* 

• ドア ガラスび 巧れ ている とさは、 早めに 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で 輕 
く ふいて 清掃して ください。 

• ドア ガラスの 巧れ び ひどい とさは、 ドア ガラスの 開閉を くり 返さないで くだ 
さい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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4-1. お 手入れの しかた 


A 警告 

■車両への 水の 浸入 

♦床 • ラ ゲージ ルーム 内 • 駆動 用 電池; 令 却 用 吸入 □など 車内に 水を かけたり 液体 
を こぼしたり しないで ください。 （一 P.  39) 

駆動 用 電池 や 電気 部品な どに 水び かかる と、 故障 や 車両 火災に つなび る おそれ 
び ありを 険 です。 

♦  SRS エアバッグの 構成 部品 や 配線を めら さないで ください。 （一 P.  201) 
電気の 不具合に より、 エアバッグび 作動した D、 正常に 機能し なくなり、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■内装の 手入れを ずると きは （特に インス トル メン ト パネル） 

諮 出し ワ ッ クス や 離 出し ク U —ナ ーを 使用 しないで ください。 

インス トル メント パネルび フロン トウ イン ドウ ガラスへ 映り 込み、 運転者の 視 
界を さまたげ 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あ 0 ます。 


A ミち 意 

■清掃ず ると き 使用ず る 溶剤に ついて 

♦変色- しみ •塗装は びれ の 原因になる ため、 なの 溶剤は 使用し ないで ください。 
- シートし U 外の 部分： ベンジン- ガソ 1」 ン などの 有機を 剤 や 酸性 または アル 
力 1」 性の 溶剤- 染色 剤- 漂白剤 

- シート 部分： シンナー. ベンジン. アルコール- その他の アル カ 1」 性 や 酸 
性の 溶剤 

♦麗 出し ワックス や 麗 出し ク 1」 ーナ ーを 使用 しないで ください。 

インス トル メン ト バネル やその 他 内装の 塗装のは びれ • 溶解 • 変形の 原因に な 
る おそれび あります。 
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4-1. お 手入れの しかた 


A 迂意 

■軍の 傷みを 避ける ために 

皮革の 表面の 劣化 や 損傷を 避ける ために;  欠の 警告を お守り < ださい。 

♦革に 付着した ほこり や 砂は すぐに 取り除く 

♦直射日光に 長時間 さらさな いよ ラに する 
特に 夏場は 曰 陰で 車を 保管す る 

♦ビニール 製- プラスチック 製- ワックス 含有の ものは、 車内び 高温に なると 
革に 張り付く おそれび あるた め、 革 張 0 の 上に 置かない 

■巧に 水び かかる と 

水で 洗わないで ください。 

オーディオ やフ □ア カー ぺッ ト下 にある 電気 部品に 水び かかる と、 車の 故障の 
原因と なった D 、 ボデ ーび 簡 びる おそれび あ ります。 

■リヤ ウインドウ ガラスの 内側を 掃除ず ると をは 

♦熱線を 損傷す る おそれび あるた め、 ガ ラスク U —ナ ーな どを 使わず、 熱線に 
そって 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で 軽く ふいて ください。 

♦熱線を 引っ かいたり、 損傷 させない よ ラに 気を付けてく ださい。 

■スー パー UV カッ ト ガラス* を 清掃ず ると きは 

ドア ガラスを 清掃 するとを は、 コン パウンド または 研磨 剤 入り用 品 （ガ ラスク 
U- ナー .洗剤. ワックス など） を 使用し ないで ください。 コーテ イングを 損 
傷させる おそれび あります。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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4-1 .お 手入れの しかた 

タイヤに ごいて 


タイヤの 点検は、 法律で 義務付け 5 れ ていまず。 曰 常 点検と して 必ず 
タイヤを 点検して  <  ださい。 

タイヤの 摩耗を 均等に し 寿命を のばず ために、 タイヤ □- テーシヨ ン 
(タイヤ 位置 交換） を 己, 000km ごとに 行って ください。 

■ タイヤの 点検 項目 

タイヤは 次の 項目を 点検して ください。 

点検 方法は 別冊 「メンテナンス ノート」 を 参照して ください。 

• タイヤ 空気 圧 

空気 圧の 点検は、 タイヤび; ちえて いると をに 行って ください。 

• タイヤの 亀裂- 損傷の 有無 
• タイヤの 溝の 深さ 

• タイヤの 異常 摩耗 （極端に タイヤの 片側の みび 摩耗して いたり、 
摩耗 程度び 他の タイヤと 著し < 異なるな ど） の 有無 

■ タイヤ □ー テーシ ヨンの しかた 

図で おす 順に タイヤの □ー テ ー 
シ ヨンを 行う 

タイヤの 摩耗 状態を 均一に し、 寿 
命を のばす ために、 トヨタは 定期 
点検 ごとの タイヤ □- テーシヨ ン 
を おすすめ します。 
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4-1. お 手入れの しかた 


白 知識  

■タイヤ 空気 圧の 数値 


タイヤの 指定 空気 圧は、 運転席 側の タイヤ 
空気 圧 ラベルで 確認す る ことび でを ます。 

^ タイヤび; 令え ている とさの 空気 圧 


■タイヤ 関連の 部品を 交換ず ると さ 

タイヤ- ディスク ホイール- ホイール 取り付け ナツ トを 交換 するとを は、 トヨタ 
販売店に ご 相談く ださい。 


タイヤ サイズ 

空気 圧※ [kPa  (kg/cm2)] 

前輪 

後輪 

19 巳/日 己 R1 日 91S 

2 已〇 
に. 己） 

240 
に. 4) 
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4-1. お 手入れの しかた 


A 警告 

■点検- 交換 時の 警告 

必ず; 欠の ことを お守り ください。 

お守りいた だかない と、 駆動 系 部品の 損傷 や 不安定な 操縦 特性に より、 重大な 傷 
害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦タイヤは すべて 同ー メーカー- 同一 銘柄 ■同ー トレ ツ ド パターンで、 摩耗 差 
のない タイヤを 使用す る 

♦メーカー 指定 サイズし がの タイヤ や ホイールを 使用し ない 

♦ラジアルタイヤ ■バイアス ベル テツ ド タイヤ •バイアス プライ タイヤを 混在 使 
用し ない 

♦サマー タイヤ. オール シーズン タイヤ. を 用 タイヤを 混在 使用し ない 

♦他の 車両で 使 巧して いた タイヤを 使 巧し ない 
しツ前 どのよ ラに 使用され ていた か 不明の タイヤは 使用し ない 

■異常び ある タイヤの 使用禁止 

異常び ある タイヤを そのまま 装着して いると、 走行 時に 八ン ドルを とられた D、 
異常な 振動を 感じる ことび あります。 また、 なのよ ラな 事態に なり、 思わめ 事 
故につな びる おそれび あ D を険 です。 

♦破裂な どの 修理で をない 損傷を 与える 
♦車び 横 すべりす る 

♦車の 本来の 性能 （燃費- 車両の ち 向 ま 定性- 制動 距離な ど） び 発揮され ない 
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4-1. お 手入れの しかた 


A 警告 


■タイヤ 交換 時のを 意 


>化 ず ナツ トの テーパー 部を 内側に して 取 
り 付けて ください。 

テーパー 部を が 側に して 取り付け ると、 
ホイールび 破損し はずれて しまい、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につ 
なびる おそれび あります。 


♦ねじ 部に オイル やグ U —スを 塗らないで ください。 

ナツ ト 部を 締める ときに 必要し:! 上に 締め付けられ、 ボルトび 破損したり、 ディ 
スク ホイ  ー j レび 損傷す る おそれび あります。 

また ナツ トび ゆるみ ホイールび 落下して、 重大な 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 オイル やグ 1」 ース びね じ 部に 付いている 場合は ふを 取って ください。 

I 異常が ある ホイールの 使用禁止 

亀裂 や 変 おな どび ある ホイールは 使用し ないで ください。 

走行 中に タイヤの 空気び 抜けて、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


么ま意 


I 走行 中に 空気 もれが 起こ つた 5 

走行を 続けないで < ださい。 

タイヤ または ホイールび 損傷す る ことび あります。 

I 悪路 走行に 巧ず る ま 意 

段差 や 凹凸の ある 路上を 走行 するとを はま 意して ください。 

タイヤの 空気び 抜けて、 タイヤの クッシ ョ ン 作用び 化 下します。 

また、 タイヤ- ホイール- ま 体な どの 部品ち 損傷す る おそれび あります。 


44 已 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

ボンネット 


車内 か 5 □ック を 解除して、 ボン ネッ トを 開けまず。 


ITI43P385 


ボン ネッ ト 解除 レバーを 引く 
ボン ネツ トび みし 浮を 上び ります。 


レバーを 引 さ 上げて ボンネット 
を 開ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ボン ネッ トス テ ーを ステ ー巧に 
挿し 込む 

通常は 手前の 巧を 使用し、 ボン ネッ 
卜を 大きく 開けたい 場合は、 奥の 巧 
に 挿し 込みます。 


曰 知識 


I 補 機 バッ テリーについて 


♦この 車両の 補 機 バッテ U- は、 ラ ゲージ 
ルーム 下部 （運転席 側） の カバー 内に あ 
り、 エンジン ルームには 搭載され てい ませ 
ん。 （補 機バッ テ U- は バッテ U- 液の 補 
充び 必要ない タイプの ため、 バッテ 1」 一 液 
量 等の 点検は 不要です） 

参 補 機バッ テ U— び あびって しまった とき 
は、 エンジン ルーム 内に ある 救援 用 端 テ 
を 使用して、 処置を 行います。 

(一 P. 已 4 ス 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■走行 前の 確認 

ボン ネ ットび しっかり ロ ック されて いる ことを 確認して く ださい。 

□ック せずに 走行す ると、 走行 中に ボンネットび 突然 開いて、 重大な 傷害に お 
よぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ D ます。 

■修理- 車検- 舊備 点検を ずる 場合は 

整備 モー ドに 切り かえる 必要び あります ので、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談 < だ 
さい。 高電圧 システムを 使用して いるた め、 取り扱いを 誤る と、 重大な 傷害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■エンジン ルームを 点検した あとは 

エンジン ルーム 内に 工具 や 巧を 置を 忘れて いない ことを 確認して ください。 

点検 や 清掃に 使用した 工具 や 巧な どを エンジン ルーム 内に 置を 忘れて いると、 
故障の 原因に なったり、 また、 エンジン ルーム 内は 高温になる ため 車両 乂 巧に 
つなび る おそれび あ 0 を険 です。 

■ボン ネッ トを 閉める とさは 


交換す る 際は プ U ウス PHV 専用 品を 使用 してく ださい。 専用 品し U がを 使用す る 
と、 ガス （水素） び 室内に 侵入したり、 引火して 爆発す る おそれび ありを 険 です。 
補機ノ （ッテ U —の 交換に ついては、 トヨ タ 販売店に ご 相談く ださい。 

■ボン ネッ トス テーを ステー穴に 挿し 込んだ あとは 

ボン ネッ トび頭 や 体の 上に 落ちて こない よ ラに、 正しく 挿し 込まれて いるか 確 
認 してく ださい。 


補 機バッ テリ ーの 交換 について 


ボンネットを 閉める とさは、 手な どを 挟ま 
ない よ ラに 注意して ください。 

重大な 傷害を 受ける おそれび あ りを 険 です。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 迂意 

■ボン ネッ ト への 損傷を 防ぐ ために 

ボン ネッ トを 閉める とさは、 体重を かけるな どして 強く 押さないで ください。 
ボン ネッ トび へこむ おそれび あります。 

■ボン ネッ トを 閉める とさは 

ボン ネッ トス テ ーを ステ ー巧から 取りは ずし、 ク U ップに 正しく もどして くだ 
さい。 

ステ ーを 正しく もどさない 状態で ボン ネッ トを 閉める と、 ボン ネッ トや ステ ー 
び 損傷す る おそれび あ ります。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

ガレー ジ ジャッキ 


ガレー ジ ジャッキを 使用して 車両を 持ち上げる ときは、 正しい 位置に 
ガレージ ジャッキを セッ ト して < ださい。 

正しい 位置に セット しないと、 車両び 損傷したり、 けび をしたり ずる 
おそれび ありまず。 

■ フ □ント 側 


4 已〇 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げる ときは 

なの ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

♦図の よ ラな ガ レー ジジ ヤツ キを 使用して 
車両を 持ち上げる 


♦ガレージ ジャッキを 使用 するとを は、 必ず ガレージ ジャ ッキ 付属の 取り扱い 説 
明 書を 十分に 確認の 上、 使用す る 

♦まに 搭載され ている ジャッキを 使用し ない 
車両び 落下す る おそれび あり ます。 

♦ガ レー ジジ ャ ッキの みで 支えられた 車両の 下に 体の 一部を 入れたり、 ちぐり 
込んだり しない 

♦ガレージ ジャッキ および、 自動車 用 ジャッキ スタン ドを しっかりと した 傾を の 
ない 平坦な 床 面で 使用す る 

♦車両が ジャッキ アップ された 状態で 八 イブ U ッ ド システムを 始動し ない 

♦平らで 硬い 地面に 停車 させ、 しっかりと パーキング ブレーキを かけ、 シフト ポ 
ジシ ヨンを P にす る 

♦ガレージ ジャッキは、 必ず ジャッキ ポイントに 正しく セッ ト する 
ガレージ ジャッキを 正し < セッ ト せずに 車両を 持ち上げ ると、 車両が 損傷し 
ます。 また、 車両が ガレージ ジャッキから 落下す る おそれが あります。 


側 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 


♦ま 内に 柔員 びいると をは 車両を 持ち上げない 

♦車両を 持ち上げ ると をは、 ガレージ ジャッキの 上 または 下にち のを 置かない 


♦U ヤヴス ペンション 部な どで ジャッキ 
アップし ない 


4 已 2 


4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

タイヤの 交換 


搭載され ている ジャッキを 使用して 車両を 持ち上げる ときは、 正しい 
位置に ジャッキを セッ ト してく ださい。 正しい 位置に セッ ト しない 
と、 車両が 損傷したり、 けび をず る おそれび ありまず。 

■ ジャ ッキで 車体を 持ち上げる 前に 

• 地面び 固 < 平らな 場所に 移動ず る 
♦パーキング ブレーキを かける 
• シフ ト ポジションを P にず る 
♦八 イブ U ッ ド システムを 停止ず る 

■ 工具と ジャッ キの 搭載 位置 


曰 ホイ ー ル ナツ トレンチ 
0 ジャッキ 
Q ジャッキ 八ン ドル 
且 けん 引 フック 


4 已 3 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


I 工具と ジャッ キの取 り 出し •格納 

■取り出ず ときは 

固 画 田 目 力 手 席を いっぱいまで 前方に 動かず （一 P. 169) 

背ち たれび 後ち に 倒して ある 場合は 前 側に 起こして くださし、。 


ツール ボッ クスの フタを 取り はずず 
図の 位置に ある ツメ （吕ヶ 所） をはず 
して か 5、 フタを 手前に 引いて 取りは 
ずします。 


ジャッキを 取 0 出ず 

バン ドの フックを はずして くださし、。 


ジャッキ 八ン ドルを 取り出ず 
ジヤ ツキを 取 り 出した あと に 取 0 出 
してく ださい。 


4 已 4 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ホイール ナツ トレンチを 取り出ず 


■格納ず ると をは 

固歷で 取り出し たと をと 逆の 手順で 工具 - ジャッキを 格納ず る 

格納した ジャッキは、 ちと ど お 0 バンドで 確実に 固定して ください。 

フタを 取り付ける 


奥 側の ツメを はめ込ん でか 日、 手前 側 
の ツメを はめて 固定し ます。 


曰 知識 


■けん 引 フックを 使用ず ると をは 

P.  4 已 4 の 手順で いつたん ジャ ッキ- ジャ ッキ 八ン ドル. ホイール ナッ トレンチ 
を 取り出してから、 けん 引 フックを 取り出します。 


お 手入れの しかた 


4 已已 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


[タイヤの 交換 


輪 止め ’X をず る 


八ンク した タイヤ 

輪 止めの 位置 

前輪 

左側 

ち 側 後輪う しろ 

ち 側 

左側 後輪 ラし ろ 

後輪 

左側 

ち 側 前輪 前 

ち 側 

左側 前輪 前 

^輪止めは、 トヨタ 販売店で 購入す る 
ことび でを ます。 


ホイール キャップ 装着 車は、 ホ 
イー ル キャ ッ プを取 りは ずず 

傷び 付く のを 防ぐ ため、 ホイール ナツ 
トレンチの 先にな などを 巻いて 保護 
してく ださい。 


ナツ トを 少し （約 1 回転） ゆるめる 


4 已 6 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ジャッ キの 先端から カノ （一を 取り 
はずず （装着 車の み） 


ジャッキの A 部を 手で まわして、 
ジャッ キ 溝を ジ ャッキ セツ ト 位置 
にしつ か 0 かける 


タイヤび 地面から 少し 離れる ま 
で、 車体を 上げる 


4 已 7 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ナツ ト すべてを 取りは ずし、 タイヤ 
を 取りは ずす 

タイヤを 直接 地面に 置く ときは、 ホ 
イー ルの 意匠 面に 傷が 付かない よ ラ 
意匠 面を 上に します。 


(タイヤの 取り 巧け 


ホイール 接触 面の ミちれ をふさ 取る 
ホイール 接触 面び ミちれ ている と、 走行 
中に ナツ トが ゆるみ、 タイヤが はずれ 
る おそれが あ 0 まず。 


タイヤを 取り付け、 タイヤが がた 
つかない 程度まで 手で ナツ トを仮 
締めす る 

ナツ トの 座金び ホイール にあ たるま 
で仮締 がします。 


4 已 8 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


車体を 下げる 

ジャ ツキ 使用 後は、 ジャ ツキの 先端に 
カバーを 取り付けて ください。 

(装着 車の み） 


図の 番号 順で ナツ トを 2、 3 度し つ 
かり 締め付ける 

締め付け トルク： 

103 N  .  m  (10 巳 Ok 有 f  •  cm) 


ホイールキャップ 装着 車は、 ホ 
イー ル キャップを 取り付ける 

タイヤの バルブ （空気口） に 切 0 欠 さ 
を 合わせて ホイール キャップを 確実 
に 取 0 付けます。 


臣祖 互す ベての 工具 - ジャッキを 収納ず る 


4 已 9 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■ジャッキの 使用に ついて 

ジャッキの 取り扱いを 誤る と、 車び 落下して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 

なの ことを お守り  < ださい。 

♦ジャッキは タイヤ 交換、 タイヤ チェーン 取り付け- 取りは ずしし ツ 外の 目的で 
使用し ない 

♦備え付けの ジャ ッキは、 お客様の 車に しか 使 ラ ことび でを ないた め 他の 車に 
使ったり、 他の 車の ジャ ッキを お客様の 車に 使用 したりし ない 

♦ジ ャッ キ セッ ト 位置に 正 しく ジ ャッ キび かかって いる ことを 確かめる 
♦ジャッキで 支えられ ている 車の 下に 体を 入れない 

♦ジャッキで 支えられ ている 状態で、 八イフ U ッ ド システムを 始動 させたり 走ら 
せない 

♦車内に 人を 乗せた まま 車を 持ち上げない 

♦まを 持ち上げ ると をは、 ジャ ッキの 上 または 下にち のを 載せない 
♦車を 持ち上げ ると をは、 タイヤ 交換で をる 高さな 上に 上げない 
♦まの 下にち ぐり 込んで 作業す る 場合は ジャッキ スタンドを 使用す る 
車両を 下げる 際は 特に、 ご 自身 や 周囲の 人び けび を しないよ ラを 意して く ださい。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■タイヤ 交換に ついて 

♦走行 直後、 ディスク ホイール や ブレーキ まわりな どには 面れ ないで ください。 
走行 直後の ディスク ホイール やフ レーキ まわりは 高温に なって いるた め、 
タイヤ 交換な どで 手 や 足な どび ふれる と、 やけどを する おそれび あ D ます。 

♦なの ことを お守りいた だかない と、 ナットび ゆるみ、 ホイールび はずれ 落ち、 
重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

- ホイールの 交換 後は すぐに 103N'm  (lOSOkgf'cm) の 力で ナット 
を 締める 

- タイヤの 取り付けには、 使用して いる ホイール 専用の ナットを 使用す る 
- ボルト や ナットの ねじ 部 や、 ホイールの ボルト 巧に つぶれ や 亀裂な どの 異 
常び ある 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受ける 
- ナットを 取り付け ると をは、 必ず テーパー 部を 内側に して 取り付ける 
(一口.  44 己） 

■ジャ ッキ や 工具を 使用 した あとは 

走行 前に 正しい 位置に 格納され ている か 確認して ください。 正しく 格納され てい 
ない と、 事故 や 急 ブレーキの 際、 重大な 傷害に つなび る おそれび ありを 険 です。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

電球 （バルブ） の 交換 


巧に 記載ず る 電球は、 ご 自身で 交換で きまず。 電球 交換の 難易度は 電 
球に よって 異なりまず。 部品び 破損ず る おそれび あるので、 トヨタ 版 
売店で 交換ず る ことを おず ずめ しまず。 


■ 電球の 用意 

切れた 電球の W  (ワット） 数を 確かめて ください。 （一 P. 已日 7) 

■ フ □ント の バルブ 位置 


4 白吕 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


電球 交換の しかた 


■へッ ド ランプ □- ビーム （八 □ゲンへ ッ ド ランプ 装着 車） 

ソケッ トを 取りは ずず 


電球を 取りは ずず 


電球を 交換し、 ソケットを 取り付 
ける 

取 0 付け 部と 電球の ツメ （3 か 巧） を 
合わせて 挿し 込みまず。 


お 手入れの しかた 


463 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ソケッ トを まわして 固定す る 
ソケッ トを 軽く ゆさぶって ぐらつを 
びない ことを 確認し、 いったん ヘッド 
ランプを 点灯 させ、 ソケッ トの 取り付 
け 部から ランプの 光が ちれて いない 
ことを 目視 確認して ください。 


■へッ ド ランプ 八 イビー ム 

固 画の ソケッ トを 取りは ずず 


八 □ゲンへ ッ ド ランプ 装着 車 


4 白 4 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


LED へッ ド ランプ 装着 車 


電球を 取りは ずす 


電球を 交換し、 ソケットを 取り付 
ける 

取り付け 部と 電球の ッ><  (3 か 所） を 
合わせて 挿し 込みます 


ソケッ トを まわして 固定す る 
ソケッ トを 軽く ゆさぶって ぐらつを 
びない ことを 確認し、 いったんへ ッ ド 
ランプを 点灯 させ、 ソケッ トの 取り付 
け 部から ランプの 光が ちれて いない 
ことを 目視 確認して ください。 


お 手入れの しかた 


4 己已 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ 車 幅な （八 □ゲン ヘッド ラン プ 装着 車) 


Eimsi 取 0 付ける とさは、 取 0 はず したと さと 逆の 手順で 取 0 付ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ フ □ン トフ オグ ランプ* 


ネジ （1 本） とク リップ （1 本） を 
取りは ずし、 フェンダー ライナー 
をめ  <  る 

ク リップは、 中央部を 引を 出して か 日 
本体を 引を めくとは ずれます。 


コネクターを 取りは ずず 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


電球を 取りは ずず 


legiiai 4 1 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 

電球を 取 0 付けた あとに、 軽く ゆさぶって ぐ 5 つ さびない ことを 確認して か 
日 コネクターを 取り付けて ください。 


n ク U ップの 中央部を いっぱい ま 
で 引 さ 出して、 取 0 付け 巧に 挿 
し 込む 

□ 中央部を 巧 し 込んで □ッ ク ずる 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■フ □ン トち向 指示 巧/非常 点滅な 


ネジ （1 本） とク リップ （1 本） を 
取りは ずし、 フェンダー ライナー 
をめ  <  る 

ク リップは、 中央部を 引を 出して か 日 
本体を 引を めくとは ずれます。 


ソケッ トを 取りは ずず 


電球を 取りは ずず 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


E1W41 取り付け ると をは、 取りは ずした とさと 逆の 手順で 取り付ける 

n ク U ップの 中央部を いっぱい ま 
で 引 さ 出して、 取 0 付け 巧に 挿 
し 込む 

□ 中央部を 巧 し 込んで □ッ ク ずる 


470 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


リヤ 方向 指示 巧/非常 点滅! 打- 後退な/ リヤ フオグ ランプ = 


バック ドアを 開けて、 カノ （一の ツメ 
を 手前に 引いて カバーを 取りは ず 
す 


ソケッ トを 取りは ずず 
□ U ヤ 方向 指示 打/非常 点滅 打 
且 後退な/ U ヤ フォグ ランプ 


電球を 取りは ずず 
□ U ヤ 方向 指示 巧/非常 点滅な 
0 後退な/ 1」 ヤ フォグ ランプ 


固 画因] 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 


車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


471 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ 番号な 


legiirni 4 1 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■次の 電球を 交換ず るには 

次の 電球び 切れた とさは、 トヨタ 販売店で 交換 してく ださい。 

♦へッ ド ランプ □- ビーム （デ ィス チャー ジへッ ド ランプ または LED 
へッ ド ランプ 装着 車） 

• 車 幅 灯 （デ ィス チャージへ ッ ド ランプ または LED へッ ド ランプ 装 
着 車） 

• サイ ド 方向 指示な/非常 点滅 灯 
♦尾な 
• 制動な 

♦八 イマ ウン トス トップ ランプ 

曰 知識 

■  LED ランプに ついて 

へッ ド ランプ （に D へッ ド ランプ 装着 車の □- ビー ム）'  車 幅な （デ ィス チャー 
ジへッ ド ランプ または LED へッ ド ランプ 装着 車）'  尾灯- 制動灯- 八 イマ ウン 
トス トップ ランプは 数個の LED で 構成され ています。 もし LED び ひとつで も 
点灯 しないと をは、 トヨタ 販売店で 交換して ください。 

■レンズ 内の 水滴と 量り 

なのよう なと きは、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 ただし、 レンズ 内の一時 的な 
曇りは、 機能 上 問題ありません。 

♦レンズ 内側に 大粒の 水 ミ 商び 付いている 
♦ランプ 内に 水び たまって いる 

■電球 （バルブ） を 交換ず ると さは 

一 P'  481 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■電球を 交換ず ると きは 

♦必ず 八 イブ U ッ ド システムを 停止し、 ランプを 消な してく ださい。 消な 直後は 
高温に なって いるた め、 交換 しないで ください。 やけどを する ことび あ ります。 

♦電球の ガラス 部を 素手で ふれないで ください。 

プラスチック 部 または 金属 ケース 部を 持って ください。 また、 電球を 傷付けた 
り、 落下 させたり すると 球 切れ や 破裂す る ことび あります。 

♦電球 や 電球を 固定す るた めの 部品は しっかり 取り付けて ください。 

取り付けび 不十分な 場合、 発熱 や 発火、 またはへ ッ ド ランプ 内部への 浸水に よ 
る 故障 や、 レンズ 内に 曇りび 発生す る ことび あります。 

■デ イス チャー ジ ヘッド ランプに ついて （装着 車） 

♦交換 するとを （電球 交換 含む） は、 おず トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

♦点な 中は、 高電圧 ソケッ トに ふれないで ください。 

瞬間 的に 3 万 ボルトの 電圧び 発生す るた め、 感電に よ D 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦電球- ソケット'  電気回路 および 構成 部品を、 修理 または 分解し ないで くださ 
い。 

感電に より 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 

■ お 車の 故障 や 义災を 防 ぐた めに 

電球び 正しい 位置に しっかりと 取り付けられ ている ことを 確認して ください。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

ヒユ ーズの 点検 •交換 


ランプび つかない とさ や 電気系統の 装置び 働かない とさは、 ヒューズ 
切れび 考えられまず。 ヒュ ーズの 点検を 行って ください。 

Tn  "J の一" スイッチを OFF にず る 


tEJMI  2  I ヒューズ ボックスを 開ける 

エンジン ルー ム 


ツメを 巧し なびら、 カバーを 持 
ち 上げる 

閉める ときは、 奥に ある ツメ （2 
圏 巧） を 先に 引っかけて か 5 閉め 
て  <  ださい。 


□ グ □ーブ ボックス 下の カバー 
を 取りは ずず （装着 車の み） 


□ ヒューズ ボックス カバーを 手 
前に 引いて 取りは ずず 


47 已 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


固 画 回 故障の 状況 か 日、 点検ず ベ さ ヒューズを 「ヒューズの 配置と 
負荷」 で 確認ず る （一 P.  477) 


ヒューズ はずしで ヒューズを 引 
さ 抜 < 

ヒューズ はずしは エンジン ルーム 
の ヒューズ ボックス 内に あ 0 ます。 


IE 甜现 S I ヒューズび 切れて いない か 点検ず る 

n 正常 

且 ヒューズ 切れ 

ヒューズ ボックスの 表示に 従い、 親 
定 容量の ヒューズに 交換し ます。 


476 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


1" ヒュ ーズの 配置と 負荷 

■エンジン ルーム 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

FUEL  0PN 

7 .己 A 

未使用 

2 

S-H0RN 

lOA 

S-HORN 

3 

ENG  W/P 

30A 

を 却 システム 

4 

A 目 S  MAIN  N0.2 

7 .己 A 

A 巨 S 

已 

AMP  N0.1 

30A 

オーディオ 

巨 

IGCT 

30A 

バワー コント □-ル ユニット、 始動 系 

7 

DC/  DC-S 

己 A 

インバーター & コンバーター 

8 

PCON  MAIN 

7 .己 A 

P ポジ シヨ ン 制御システム、 

トランス 5 ッシ ヨン 

吕 

AM2 

7 .己 A 

始動 系 

10 

ECU- 巨 2 

7 .己 A 

スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テ 

ム、 八 イブ U ッ ド システム 

1 1 

MAYDAY /DCM 

lOA 

DCM 

12 

円 MR 

lOA 

充電 システム 

13 

TURN  &  HAZ 

lOA 

ち 向 指示 好 

14 

ETCS 

lOA 

燃料 噴射 システム 

お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

15 

ABS  MAIN  N0.1 

20A 

ABS 

16 

H-LP  LH  L0 

ISA 

左側 ヘッド ランプ （口ービーム） 

17 

H-LP  HI  MAIN 

20A 

へッ ド ランプ 八 イ ビーム 

18 

DRL 

7 .己 A 

未使用 

19 

AMP  N0.2 

吕 OA 

オーディオ 

20 

H-LP  RH  LO 

ISA 

ち 側 ヘッド ランプ （口ービーム） 

21 

PCU 

lOA 

インバーター & コン ノ （一夕一 

22 

に  CTN0.2 

lOA 

八 イブ U ッ ド システム、 P ポジション 
制御システム、 イン バータ ー& コン 
バーター、 燃料 噴射 システム 

23 

MIR  HTR 

lOA 

5 ラー ヒーター 

24 

RAD  N0.1 

ISA 

オーデ ィオ、 ナビ ゲー ショ ン システム 

2 已 

DOME 

lOA 

ドア カーテシ ランプ、 ラゲージルー ム 
ランプ、 バー ソ ナル ランプ、 インテリ 
ア ランプ、 足元 照明、 バニ ティ 5 ラー 
ラン プ、  自動 防 眩 = ラー 

2 巨 

ECU- 巨 

7 .己 A 

スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テ 

ム、 パーソナル ランプ、 メーター 

27 

H-LP  LH  HI 

lOA 

左側 ヘッド ランプ （八 イ ビーム） 

28 

H-LP  RH  HI 

lOA 

ち 側 ヘッド ランプ （八 イ ビーム） 

29 

EFI  N0.2 

lOA 

燃料 噴射 システム 

30 

IGCTNO. 吕 

lOA 

を 却 システム 

31 

SPARE 

30A 

予備 ヒューズ 

32 

SPARE 

lOA 

予備 ヒューズ 

33 

SPARE 

7 .己 A 

予備 ヒューズ 

34 

EFI  MAIN 

20A 

燃料 噴射 システム、 を 却 システム 

3 巳 

臣 ATT  FAN 

20A 

を 却 フアン 

36 

に 2 

20A 

始動 系、 燃料 噴射 システム 

478 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ 助手席 足元 

I 日吕目 SSS 自自 S 圆 回目 別 

呂召召 S 呂呂 ^呂呂 0 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

CIG 

1 己 A 

ア クセヴ U — ソケット 

2 

ECU-ACC 

lOA 

メイン ボデ ーECU、 電動 = ラー、 才一 
ディ  オ、  ナビ ゲー シヨ ン システム、 イ 
ンテ U ジェン トノ  キング アシスト 

3 

PWR  OUTLET 

ISA 

ア クセヴ U — ソケット 

4 

SEAT  HTR  FR 

lOA 

シ ー トヒ ー タ ー （運転席） 

已 

SEAT  HTR  FL 

lOA 

シート ヒーター （助手席） 

巨 

DOOR  N0.1 

2 己 A 

パワー ドア □ックシ ス テム 

7 

PS 臣 

吕 OA 

PCS 

8 

PWR  SEAT  FR 

30A 

パワー シート （運転席） 

吕 

D 臣 L  LOCK 

2 己 A 

未使用 

10 

FR  FOG 

7 .己 A 

フロント フォグ ランプ 

1 1 

PWR  SEAT  FL 

30A 

パワー シート （助手席） 

12 

〇臣 D 

7 .己 A 

ダイア グノー シスコ ネクター 

13 

RR  FOG 

7 .己 A 

1」 ヤ フォグ ランプ 

14 

STRG  HTR 

lOA 

ステア U ング ヒーター 

15 

STOP 

lOA 

制動な 

16 

P  FR  DOOR 

2 己 A 

パワー ウインドウ （助手席） 

17 

D  FR  DOOR 

2 己 A 

パワー ウインドウ （運転席） 

18 

DOOR  RR 

2 己 A 

バワー ウインドウ （ 1」 ヤ席 運転席 側） 

19 

DOOR  RL 

2 已 A 

ノ て ワーウ イン ドウ （ 1」 ヤ席 助手席 側） 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

20 

S/R00F 

吕 OA 

未使用 

21 

ECU-IG  N0.1 

lOA 

冷却 システム、 車両 接近 通報 装置、 メ 
イン ボデー ECU 

22 

ECU-I 白  N0.2 

lOA 

PCS、 電動 パワー ステア u ング、 才一 
ディ  オ、  ナビ ゲーシ ヨン システム、 ち 
向 指示な、 非常 点滅 灯、 ワイパー、 へッ 
ドラン プク 1」 ーナ ー、 自動 防 眩 5 ラー 

23 

GAUGE 

lOA 

自動 光軸 調整 システム、 メーター、 フ 
□ント ワイパー デ アイサ ー 

24 

A/C 

lOA 

エアコン、 U モート エアコン システム 

2 巳 

WASHER 

1 己 A 

ウ オツシ ヤー 

26 

RR  WIP 

20A 

1」 ヤ ワイ パ ー& ゥォッ シャー 

27 

WIP 

吕 OA 

ワイ パー 

28 

MET 

7 .己 A 

メーター 

29 

に N 

lOA 

スマ ー ト エン ト IJ  一 & スター トシス テ 

ム、 SRS エアバッグ、 燃料 噴射 シス テ 
ム、 助手席 シートベルト 非 着用 警告 灯 

30 

PANEL 

lOA 

エアコン、 シー ト ヒーター、 P ポジ シヨ 
ン スイ ッチ、 ナビ ゲー シヨ ン システム、 
イン テ U ジェン ト パーキング アシス 

卜、 ヘッド ランプ ク U —ナ ー、 助手席 
シー ト ベル ト非 着用 警告 打、 自動 光軸 
調整 システム、 グローブボックス ラン 
プ、 時計、 オーディオ、 パーソナル ラ 
ンプ、 フロント ワイ バーデ アイサー 

31 

TAIL 

lOA 

自動 光軸 調整 システム、 車 幅 灯、 尾灯、 
ま 号 灯、 U ヤ フォグ ランプ、 フロント 
フォグ ランプ 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


曰 知識  

■ヒュ ーズを 交換した あと 

♦交換して ち ランプ 類び 点な しないと をは、 電球を 交換 してく ださい。 

(^P.  462) 

♦交換して ち 再度 ヒュ ーズび 切れる 場合は、 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて < だ 
さい。 

■ 補 機バッ テリ -か 6 の 回路に 過剰な 負荷が かかる と 

配線び 損傷を 受ける 前に ヒュ ーズび 切れる ように 設計され ています。 

■電球 （バルブ） を 交換ず ると さは 

この 車両に 指定され ている トヨタ 純正 品の ご 使用を おすすめ します。 

一部の 電球は 過 電流を 防止す る 専用 回路に 接続され ている ため、 この 車両 指定 
の トヨタ 純正 品し U がは 使用で をない 場合び あります。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■車の 故障 や、 車両 义災を 防ぐ ために 

なの ことを お守り  < ださい。 

お守りいた だかない と、 車の 故障 や 火災、 けび をす る おそれび あります。 

♦規定 容量 しツ 外の ヒュ ーズ または ヒュ ー ズしツ がの ちのを 使用 しないで  <  ださい。 
♦必ず トヨタ 純正 ヒューズ か 同等 品を 使用して ください。 

♦ヒューズ やヒュ ー ズボッ クスを 改造 しないで ください。 

■パ ワー コント □-ル ユニッ ト 近くの ヒ ューズ ボックス について 

高電圧 部位- 高電圧の 配線び 近 < にある ため、 絶 巧に 点検- 交換を 行わないで 
< ださい。 取り扱いを 誤る と 感電し、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡 
につな びる おそれび あります。 


A ま 意 

■ヒューズを 交換ず る 前に 

ヒューズび 切れた 原因び 電気の 過剰 負荷 だと 判明した とさは、 トヨタ 販売店で 
点検を 受けて  <  ださい。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

キーの 電池 交換 


電池び 消耗して いると きは、 新しい 電池に 交換して くださし、。 

■用意ず るち の 

♦マイナスドライバ ー 

• ル さい マイナス ドライバー など 
•  U チウ ム 電池 CR1 日 32 

■ 電池 交換の しかた 

メカニカル キーを 巧く 


カノ （一を はずず 

傷び 付く のを 防ぐ ため、 マイナス 
ドライバーの 先端に 巧な どを 巻い 
て 保護して ください。 


IT 1421045 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


消耗した 電池を 取り出ず 

新しい 電 ミせ は + 極を 上に して 取 0 
付けます。 


IT1 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 


曰 知識 

■リチウム 電池 CR 1 巨 32 の 入手 

電池は トヨタ 販売店、 時計店 および カメラ 店な どで 購入で をます。 

■ 電子 キーの 電池び 消耗 している と 

なのよ ラな 状態になります。 

♦スマー ト エン ト U-& スタートシス テム- ワイヤレス U モ コンび 作動し ない 
♦作動 距離び 短 < なる 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■取りは ずした 電池と 部品に ついて 

お テ さまに さわらせないで ください。 

部品び ル さいため、 誤って 飲み込む と、 のどな どに つまらせ 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 


イ\ ミち 意 

■交換を、 正常に 機能させる ために 

なの ことを 必ず お守り ください。 

♦めれ た 手で 電池を 交換し ない 
鐘の 原因になります。 

♦電池し U がの 部品に、 ふれたり 動かしたり しない 
♦電極を 曲げない 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

ウォッ シャー 液の 補給 


A 警告 

■ウ ォッ シャー 液を 補給ず ると きは 

八 イブ U ッ ド システムび 熱い とを や 八 イブ 1」 ッ ド システム 作動 中は、 ウォッ 
シャー 液を 補給し ないで ください。 ウォッシャー 液には アルコール 成分び 含ま 
れ ている ため、 八 イブ 1」 ッ ド システム などに かかる と 出火す る おそれび ありを 
険 です。 


A ま 意 

■ウ ォッ シャー 液に ついて 

ウォッ シャー 液の かわりに、 せっけん 水 や エンジン 不凍液な どを 入れない でく 
ださい。 

塗装に しみび 付く おそれび あり ます。 

■ウ ォッ シャー 液のう ずめ 方 

必要に応じて 水で ラす めて ください。 水と ウオッ シャー 液の 割 含は、 ウオッ 
シャー 液の 容器に 表示して ある 凍結 温度を 参考に して < ださい。 
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4-2. 簡単な 点検. 部品 交換 

エアコン フィ ルターの 清掃 • 交換 


エアコンを 快適に お使いいた たくた めに、 エアコン フィルターを 定期 
的に 清掃、 または 交換して ください。 

■交換の しかた 

固 画 田" パワー" スイッチを OFF にず る 

作業 中は U モート エアコン システムを 使用し ないで ください。 


グ □ーブ ボックスを 開 さ、 ダン 
パース テ ーの ピンを はずず 


グ □ー ブボッ クスの 側面を 内側 
に 巧 して 上部の ツメを 片側ず つ 
はずし、 下部の ツメを はずして 
取 0 はずず 


フィルター カバーを 取りは ずず 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


フィルターを 取りは ずし、 新し 
い フィルターに 交換ず る 

「t  UP」 マークの 矢印び 上を 向く 
ように 取り付けます。 


TbI 取り付ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取り付ける 


曰 知識 

■エアコン フイ ルターの 清掃. 交換に ついて 

エアコン フイ ルターは なの 時期を 目 まに 清掃、 または 交換して ください。 

清掃； 1 已 ,000km  [7, 已〇 0km 《 ] ごと 
交換；  30.000 km  [1 己, 000 km  •》 ] ごと 

’X 大都市 や 寒; 令 地な ど、 交通量 や 粉 じんのを い 地区 

■エ アコ ンの風 量び 減少'  したと きは 

フイ ルターの 目づ まりび 考えられ ますので、 フイ ルターを 清掃、 または 交換し 
てくだ さい。 

なお、 フィルターの 清掃に ついては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■エアコン フィ ルターの 清掃- 交換を ずると きは 

U モート エアコン システムを 使 巧し ないで ください。 作業 中に エアコンび 作動 
し; 令 却 フアンな どに 巻を 込まれた りして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 


イ\ ミち 意 

■エアコンを 使用ず ると きのを 意 

フィ ルターを 装着せ ずに エアコンを 使用す ると、 故障の 原因になる ことび あり 
ます。 必ず フィ ルターを 装着して ください。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


490 


トラブルび 起きた 6  5 


己- 1 .まず 初めに 

故障した ときは .  492 

非常 点滅な 

(八 ヴード ランプ） .  494 

発 炎 筒 .  49 巳 

けん 引に ついて .  497 

日- 2. 緊急 時の 対処 法 

警告 口が ついた とさは . 已 03 

警告メッセージが 

表示され たと をは . 已日 8 

パンクし たと をは .  525 

八 イブ U ッ ド システムげ 

始動で をない ときは .  542 

キーを な <  したと をは .  544 

電子 キーが 正常に 

働かない とさは . 巳 4 已 

補 機 バッテリーび 

あびった とさは .  547 

才 ー ノ （ ー ヒ ー ト 

したと さは . 巳已 3 

スタック したと をは . 巳已 8 

車両を 緊急 停止す るには ..... 已已 9 
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5- 1 .まず ネリめ に 

巧 障した とまは 


故障のと きは ずみ やかに 巧の 指示に 従ってく ださい。 

非常 点滅 口 （一 P.  494) を 点滅 


させな びら、 車を 路肩に 寄せ 停 
車ず る 

非常 点滅な は、 故障な どで やむ を 
得ず 路上駐車 する 場合、 他 車に 巧 
5 せる ため 使用し ます。 


高速道路 や 自動車 専用 道路で 
は、 次の ことに 従 ラ 

• 同乗者を 避難させる 

• 車両の 已 Om じ (上 後方に 発 炎 
筒 （一 P.  495) と 停止 表示 
板を 置 <  か、 停止 表示な を 使 
用す る 

- 見通しび 悪い 場合は さ 日に 後方 
において  <  ださい。 

- 発 炎 筒は、 燃料 われの 際 や トン 
ネル 内では 使用し ないで くださ 
い。 

♦その後、 ガードレールの 外側 
などに 避難ず る 
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5-1. まず 初めに 


曰 知識 

■停止 表 ル 板 • 停止 表 ルな について 


♦高速道路 や 自動車 専用 道路で やむ を 得ず 
駐 停車す る 場合は、 停止 表示板 または 停 
止 表示な の 表示び、 法律で 義務付けられ 
ています。 

♦停止 表示板'  停止 表示 好の ご 購入に つい 
ては、 トヨタ 販売店に お問い合わせ くだ 
さい。 


5-1. まず ネリめ に 

非常 点滅な （八 ザー ド ランプ) 


故障な どで やむ を 得ず 路上駐車 ずる 場合、 他 車に 知 5 せる ために 使用 
して  <  ださい。 


スイ ツチを 巧す 

すべての 方向 指示 丹び 点滅し ま 
す。 

わ ラー 度 押ず と 消な します。 


曰 知識 

■非常 点滅な について 

八 イブ U ッ ド システム 停止 中 （READY インジケーターび 点な していな いとを） 
に、 非常 点滅 灯を 長時間 使用す ると、 補 機 バッテ 1」 一び あびる おそれび ありま 
す。 
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5-1. まず 初めに 

発 炎 筒 


高速道路 や 踏切な どでの 故障- 事故 時に 非常信号 用と して 使用し ま 
ず。 （ トンネル 内 や 可燃物の 近くでは 使用し ないで ください） 

発 炎 時間は 約已 分で ず。 非常 点滅' 灯と 併用 してく ださい。 


助] 手 席 足元の 発 炎 筒を 取 0 出ず 


本体を まわしな び 日 抜 さ、 本体 
を 逆さに して 挿し 込む 


先端の フタを 取り、 ずり 薬で 発 炎 
筒の 先端を こず 0、 着火させる 

おず 車が で 使用して ください。 着 
义 させる 際は、 筒先を 顔 や 体に 向 
けないで  <  ださい。 
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トラ プルび 起きたら 


i-1 . まず 初めに 


白 知識  —  

■発 炎 筒の 有効期限 

本体に 表示して ある 有効期限び 切れる 前に、 トヨタ 販売店で お ホめ ください。 有 
効 期限び 切れる と、 着火し なかったり、 炎び ル さくなる 場合び あります。 


A 警告 

■発 炎 筒を 使用 しては いけない 場所 

なの 場所では、 発 炎 筒を 使用し ないで ください。 

煙で 視界び 悪 < なったり、 引火す る おそれび あるた めを 険 です。 

• トンネル 内 

• ガソ U ン など 可燃物の 近く 

■ 発 炎 筒の 取り 扱いに ついて 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お 守 りいた だかない と、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 
♦使用 中は、 発 炎 筒を 顔 や 体に 向けたり、 近付けた りしない 
♦発 炎 筒は、 お テ さまに さわらせない 
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5-1. まず ネリめ に 

けん 引に ついて 


けん 引は、 トヨタ 販売店 または 専門 業ち にご 依頼く ださい。 

やむ を 得ず 他 車に □-プ で けん 引 してち 5 ラ 場合は、 車両 積載 車まで 
の 移動な ど、 でさる だけ 短距離に とどめて < ださい。 

■けん 引され る 前に 

次の 場合は、 けん 引を 行 ラ 前に トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 
♦八 イブ U ッ ド システムは 始動ず るび、 車び 動かない 
• 異常な 音び ずる 

P ポジション 制御システム •スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テ 
ム- イモ ビラ イヴ ー システムに 異常び あるとき、 または 補 機 バッテ 
U —び あびった とさは、 前輪び 固定され ている 可能性び あるた め、 
前輪び 接地した 状態で 車両を けん 引ずる ことは でを ません。 その 場 
合は、 前輪を 持ち上げ るか、 4 輪と を 持ち上げて 運搬して ください。 

■けん 引され ると をは 

固 画 田 けん 引 フックを 取り付ける （一 P.  4 日日） 

車体に 傷び 付かない よ ラに □一 
プを けん 引 フックに かける 

前進 方向で けん 引 してく ださい。 
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トラブルび 起きたら 


.-1. まず 初めに 


手順 


□ープ の 中央に 白い 巧を 付ける 
巧の 大きさ： 

0.3m 平ち （30cm  X  30cm) しツ上 


1111 互 けん 引され る 車両の 八 イブ I」 ッ ド システムを 始動ず る 

八 イブ リッ ド システムび 始動 しないと きは、 "バワ ー" スイッチを ON 
モー ドに して < ださい。 

尼团！ 司 けん 引され る 車両の シフト ポジションを N にしてから、 パー 
キング ブレーキを 解除ず る 

けん 引 中は、 前の 車の 制動な にを 意し、 □ープ を たるませな いように 
して  <  ださい。 


[緊急 時の けん 引 


U ヤの固 縛用フ ックを 緊急 用フッ 
ク としても 使用で きます。 

雪の 吹 さだまり などで スタ ックし 
て 走行で さなく なった とさに 累急 
的に 他 車に 弓 I っ 張り出 しても 日う 
とさに 使 巧ず るを のでず。 他 車を 
けん 引ずる ことは でさません。 
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5-1. まず 初めに 


1 けん 弓 I フックの 取り 付け 方 


マイナス ドライバーを 使って フタ 
をはず ず 

傷び 付く のを 防ぐ ため、 マイナス ドラ 
イ バーの 先端に 巧な どを 卷 いて 保護 
して  <  ださい。 


けん 引 フックを 巧に 挿し 込み 軽く 
締める 


ホイール ナツ トレンチを 使い 確実 
に 取 0 付ける 
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トラ プルび 起きたら 


i-1 . まず 初めに 


曰 知識  

■けん 引 フックの 使用 目の 

けん 引 フックは けん 引され ると をに 使 ラ もので あり、 他 車を けん 弓 I する ための 
ちので は あ 0 ません。 

■けん 引 フックの 収納 位置 

^P.  453 


已〇〇 


5-1. まず 初めに 


A 警告 

■車両を 運搬ず ると きは 

必ず 前輪を 持ち上げ るか、 4 輪と ち 持ち上げた 状態で 運搬して < ださい。 
前輪び 接地した 状態で けん 引す ると、 駆動 系 部品び 破損したり、 モーターから 
電気び 発電され、 故障 や 破損の 状態に よっては 漏電に よる 火災の おそれび あり 
を険 です。 

■けん 引 中の 運転に ついて 

♦けん 引を 行 5 とさは、 細む のを 意を 払って ください。 

けん 引 フック や □ープ に 過剰な 負荷を かける 急 発進 や、 間違った 車両 操作は 避 
けて  <  ださい。 

けん 引 フック や □ープ び 破損す る おそれび あります。 万一の 場合、 その 破片び 
周囲の 人な どに あたり、 重大な 傷害を 与える おそれび あり を険 です。 

• "パワー" スイ ッチを OFF にしないで ください。 

ノ て ー キング ロ ック により 前輪び 固定され、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
を険 です。 

♦けん 引され る まは、 慎重に 運転して ください。 

八 イブ U ッ ド システムび 停止して いると、 ブレーキの 効を び 悪くな ったり、 
八ン ドルび 通常より 重くな ります。 

■けん 引 フックを 車両に 取り付ける とき 

指定の 位置に けん 引 フックを しっかりと 取り付けて ください。 

指定の 位置に しっかり 取り付けない とけん 引 時には ずれて しまい、 重大な 傷害 
におよ ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 


トラ プルび 起きたら 


1-1 . まず 初めに 


.小. ま 意 

■車両の 損傷を 防ぐ ために 

• けん 弓 I する とを はなの こと を 必ず お 守 りく ださい。 

- ワイヤー □-プ は 使用し ない 

- 速度 30km/h し U 下、 距離は 車両 積載 車までの 移動な ど、 でさる だけ 短距 
離に とどめる 
- 前進ち 向で けん 引す る 
- サスペンション 部な どに ロープを かけない 
♦この 車両で 他 まや ボート （トレーラー） などを けん 引し ないで ください。 
駆動 系 部品な どに 重大な 損傷を 与える おそれび あ 0 ます。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

警告な がつ いたと をは 


警告 灯び 点灯 または 点滅した ままの 場合は、 落ち着いて 次のように 対 
処 してく ださい。 なお、 点灯 •点滅して ち、 その後 消灯 ずれば 異常で 
はありません。 ただし、 同じ 現象が 再度 発生した 場合は、 トヨタ 販売 
店で 点検を 受けて ください。 


f ただちに 停車して ください。 走行を 続ける とを 険 でず。 

なの 警告は ブ レーキの 故障の おそれび ある ことを 意味し まず。 ただちに 
安全な 場所に 停車し、 トヨ タ 販売店へ 連絡して く ださい。 


警告 灯 

警告 打 名 • 警告 内容 

ブレーキ 警告な （警告 ブザー※] ※吕） 

- ブレーキ 液の 不足 
- ブレーキ 系統の 異常 

パーキング ブレーキが 解除され ていない とさわ 点灯し ます。 

解除 後、 消な すれば 正常です。 

(①） 

陆 色） 

1 ブレーキ 警告 ブザー： 

ブレーキの 効を ほ 下につな びる 異常び あると、 警告な の 点な と 同時に ブヴ ーび 鳴 0 
ます。 

2 パーキング ブレーキ 未 解除 走行 時 警告 ブザー： 

パーキング ブレーキを 解除し ない まま 車を 発進 させ、 車 速が 約 已 km/h  になる 
と、 警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 

警告 ブヴ ーび 鳴った ときは、 パーキング ブレーキを 解除して < ださい。 
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トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I ただち に 停車 してく ださい。 

次の 警告は、 お 車への 損傷 や 思わめ を険を おく おそれび ある ことを 意味し 
ます。 ただちに 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ 連絡して ください。 


警告 灯 

警告 打 名 • 警告 内容 

充電 警告な 

充電 系統の 異常 

ょ- 

高水溫 警告な 

エンジン 冷却水 高温 異常 

水温の 上昇に とわない、 点滅から 点灯に かわ 0 ます。 

(^P. 已已 3) 

(ただちに 点検を 受けて ください。 

次の 警告は、 放置ず ると、 システムび 正し < 働かず、 思わめ 危険 や 故障を 
招く おそれび ある ことを 意味し まず。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 


警告 灯 

警告 打 名 • 警告 内容 

り 

エンジン 警告む 

■ノ V イブ リッ ド システムの 異常 
- エンジン 電子 制御システムの 異常 
•電子 制御 ス □ッ トルの 異常 

か 

SRS エアバッグ/プリ テン シヨ ナー 警告 巧 

- SRS エア バッ グ システムの 異常 
- プ U テン シヨ ナー 付き シー ト ベル トシス テムの 異常 

優)） 

ABS & ブレーキ アシス ト 警告な 

- ABS の 異常 
•ブレーキ アシストの 異常 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


警告な 

0! 


PCS 


(点滅） 


警告な 名- 警告 内容 

パワーステアリング 警告な （警告 ブザー） 

EPS の 異常 

PCS 警告 巧* 

プ U クラッシュ セーフ ティ システムの 異常 
システムの 異常 時 政 外にち、 警告 口び 次の よ ラに 作動し ます。 
■システムの 作動 時には、 速い 点滅で お知らせ します。 UP.  332) 
. プ U クラッシュ ブ レー キを日 FF にす ると 点灯し ます。 （^P.333) 
- システムび 一時的に 使用で をない とさに 点灯し ます。 （- >P .已 12) 


因 


(点な） 


スリップ 表示な 

- VSC システムの 異常 
•TRC システムの 異常 

- ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ル システムの 異常 
上記の システム または A 目 S 作動 時には、 点滅し ます。 
(^P.  326.  330) 


(の) 


馈 色） 


電子 制御 ブレーキ 警告な 

- 回生 ブレーキ システムの 異常 
- 電子 制御 ブレーキ システムの 異常 


草 D 


へッ ド ランプ オー トレべ リング 警告な S 

自動 光軸 調整 システムの 異常 


み 


(点滅） 


クルーズ コント □ー ル 表示 巧#/ 定速 制御 モー ド 表示な* 

クルーズ コン ト □ー ル システム/レーダー クルーズ コン ト □ー ル 
システムの 異常 


瞭 

(点滅) 


車 間 制御 モード 表示な* 

レーグー クルーズ コン ト □-ル システムの 異常 


逆 

(点滅) 


ステ アリ ング ヒーター 表示な * 

ステア U ング ヒーターの 異常 


車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


已〇已 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


(ただちに 処置して ください。 

次の 警告は それぞれの 対処 方法に 従って 処置し、 警告 好が 消 好す るのを 
確認して ください。 


警告 灯 

警告 打 名 • 警告 内容 

対処 方法 

が 

半 ドア 警告な （警告 ブザー 1) 

いずれ かの ドアが 確実に 
閉まって いない 

開いて いる ドアを 閉める 

こ— ごヒ 

(点滅） 

燃料 残 量 警告な‘ X  2 

燃料の 残 量び 約 61_1；1下 に 
なった 

燃料を 補給す る 

み 

運転席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な （警告 ブザー X-3) 

運転席 シー ト ベル トの非 着用 

シー ト ベルトを 着用す る 

PASSENGER  み 

助手席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な （警告 ブザー※3) 

助手席 シー ト ベル トの非 着用 

シー ト ベルトを 着用す る 

A 

マスタ ー ウォ ー ^ ニン グ 

システム 異常 時に ブヴ ーとと 
わに 点灯 •点滅し、 マル チイ 
ンフォ ；< ー シヨ ン デイ スプレ 
イに 警告; <ッ セージを 表示し 
ます。 

-^P. 己 08 

1 半 ドア 走行 時 警告 ブザー： 

いずれ かの ドアが 確実に 閉まって いない 状態で 走行し、 車 速が 約 日 km/h 1；|上 にな 
ると、 警告 ブヴ ーが 鳴ります。 

2 警告 口の 点灯に 含 わせて 警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 

3 運転席- 助手席 シー S ベル S 非 着用 警告 ブザー： 

運転席- 助手席 シー ト ベル ト非 着用の まま 車 速が 約 20km/h  になる と、 警告 ブ 
ヴ ーが 30 砂 間 断続的に 鳴 0 ます。 その後ち 運転席- 助手席 シー ト ベル トを非 着用 
のま まだと、 ブザーの 音が かわ 0  90 砂 間 鳴ります。 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


曰 知識 

■助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告な の 柔員検 知 センサーの 作動に ついて 

♦助手席に 乗員び いなくて ち、 シートに 荷物な どを 置 < と、 センサーび 重量を 
検巧 して 警告 灯び 点滅す る ことび あ ります。 

♦助手席に 座布団な どを 敷 < と、 センサーび 乗員を 検知 せず 警告な び 作動し な 
いこと び あ 0 ます。 

■パ ワー ステ アリ ング 警告な/警告 ブ ザーについて 

補 機 バッテ 1」 一の 充電び 不十分な 場合、 または 一時的に 電圧び 下 びった 場合に 
警告 巧び 点な し、 警告 フヴ ーび 鳴る ことび あ ります。 


A 警告 

■パワー ステ アリ ング 警告な が 点な したと きは 

八ン ドルび 非常に 重くなる ことび あります。 

八ン ドル 操作び 通常より 重い とさは、 八ン ドルを しっかりと 持ち、 通常より 強 
く 操作して ください。 


トラ プルび 起きたら 
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〇 

己 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 

警告メッセージが 表示され たと をは 


マルチ インフォ メーシ ョン ディスプレイに 警告 メッセー ジび 表示 さ 
れた 場合は、 落ち着いて; 夕 のように 対処して ください。 

n マスター ウ ォーニング 

マルチ イン フ ォメーショ ンデ ィス 
プレイ に 警告 メッ セージび 表示 さ 
れ ている とを、 点な •点滅し ます。 

0 マルチ インフォメーション 
ディスプレイ 

警告 内容び 表示され ます。 

警告 内容に よって は 対処ち 法び 表 
示される 場合び あ 0 ます。 

処置 後に 再度 メ ッ セージび 表示され たと さは、 トヨタ 販売店へ ご連絡 
< ださい。 


I ただち に 停車 してく ださい。 

次の 警告は、 お 車への 損傷 や 思わめ 危険を おく おそれび ある ことを 意味し 
ます。 ただちに 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ 連絡して < ださい。 


警告メッセージ 


警告 内容 


エンジン 油圧す 足 


A 


エンジン オイル 圧力の 異常 

エンジン オイルの 圧力び 異常に 低い と、 警告 ブヴ ーと 
共に 表示され ます。 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


警告メッセージ 


ハイ プリ •ノ  K シス T ムチ X シク 
まを な*! 巧で 巧 ■レて 下さい 


A 


警告 内容 


A イブ リツ ド システムの 異常 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


ただちに 点検を 受けて ください。 


次の 警告は、 放置ず ると、 システムび 正し < 働かず、 思わめ 危険 や 故障 
を 招く おそれび ある ことを 意味し まず。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 
受けて  <  ださい。 


警告メッセージ 


警告 内容 


H  □シク まち 
驻車 巧は 谓 実に 

バー ホン ヴブ し一 丰去 かけて 下さい 


A 


P ポジ シヨ ン 制御システムの 異常 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 

- この場合は、 パーキング □ック 機構が 働かない 可能性 
びあります。 

駐車 時は 平坦な 場所を 選び、 パーキング ブレーキを 確 
実に かけて ください。 

•  P ポジション 制御システムが 故障す ると、 "パワー" 
スイッチを 日 FF にで をな < なること が あ 0 ます。 
その 場 含は、 パーキング ブレーキを かける と スイッチ 
を OFF にす る ことび でさます。 


LED ヘッド ランプの 異常 夕 


(点滅） 


^ 装着 車の み 
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トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ 


A 


警告 内容 


PCS  (プリ クラッシュ セー フ テイ システム） の 異常‘ > 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


クルー ブ シス子 ム チェック 


%  (点滅） 


A 


レーダー クルーズ コン ト □ー ル システムの 異常 & 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 

日 N- 日 FF スイッチを 一度 日 FF にし、 再度 設定して くだ 
さい。 


^ 装着 車の み 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


警告メッセージ 


警告 内容 


巧 わ 巧 « ミ 6 ♦点な レて 下 ミい 


駆動 用 電池の 点検- 交換 時期 

すみやかに トヨタ 販売店に て 駆動 用 電池の 点検を 実施し 
て  <  ださい。 


* もな  <  おれ 化 ホな  <な り* す 
巧れ 巧電; 6 ♦ホ 巧 レて 下 ミい 


まちな く 八 イブ リツ ド システムの 再 始動 不可 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 

このまま 車を 使用し 続ける と、 まちな く 八 イブ U ツドシ 
ス テムの 再 始動が でを なくなります。 ただちに トヨタ 販 
売店に て 駆動 用 電池の 点検を 実施して < ださい。 


巧れ 巧  色 ♦ホな 7 る* で 
車 面の おれ* 换止 レて い  >7 


A イブ リツ ド システムの 再 始動 不可 

ただちに トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 


曰 知識 

■  P ポジ シヨ ン 制御システム について 

-^P.  244 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I ただち に 処置 してく ださい。 

次の 警告は、 それぞれの 巧 処方 法に 従って 処置し、 警告メッセージび 消な 
する のを 確認して ください。 


警告メッセージ  警告 内容  対処 方法 


PC5 巧を 使用で’ きま 廿ん 


PCS 


センサー 部の 巧れ、 また 
は システムの 過熱に より、 
PCS  (プリ クラッシュ 
セー フ テイ システム） が 
現在 機能して いない ’X 


グ U ル または センサー 
の ミちれ を 取り除 < 

プ 1」 クラッシュ セー フ 
テイ システムび 過熱し 
ている 場合は、 通常 温度 
になる まで 待つ 


レー クー巧 わ 

活掃お 要 


^  (点滅) 


レ ー ダ ー クル ー ズ コント 
□- ルの センサー部の 巧 
れ、 氷な どの 付着 X’ 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


巧れ および 氷な どを 取り 
除 < 


A 


クルー ブ でき ま廿ん 


瞭 （点滅) 


レ ー ダ ー クル ー ズ コント 
□ー ルの 車 間 制御の 測定 
不可^ 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


システムび 悪天候と 判断し 
たため、 使用で をません 


A 


& 装着 車の み 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


警告メッセージ 


■; 


警告 内容 

衝突の 可能性び ある 
(レーター クルーズ コント 
ー ルの 車 間 制御 モード 


(点滅） 


警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 
へッ ド アップ デイ スプレ 

ィ ※に Kl  び 点滅 表 
示されます。 


対処 方法 


ブレーキを 踏む 


衝突の 可能性び 高い、 
または プ U クラッシュ ブ 
レーキが 作動して いる こ 
とを 示ず^ 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 
へツ ド アップ デイ スプレ 


フ レーキで 減速す るな どの 
回避 操作を 行 ラ 


イ ※し- 1 プ し-^ がち； 献弟 

示されます。 


I、 イブ I リット II シス子 ム過 豪を 


A 


八 イブ U ッ ド システムの 
過熱 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 
負荷の 高い 走行 状況 （例え 
ば、 長い 上り坂を 走行） の 
ときに  ><ッ セージび 表示 
される 場を が あ 0 ます。 


車両を 停車して 点検す る 
(^p. 已 已吕） 


^ 装着 車の み 


已口 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ 


巧れ 用 t 光な 巧€ — ド 
P レンジで 巧始な レて 下 ミい 


乂  (点滅） 


巧れ 用 巧 1 曼巧下 
N レンジ U 対 •で 巧電 レ： マ 


警告 内容 

長時間 シフ ト ポジション 
び N になって いるた め 駆動 
用 電池の 残 量び ほ 下 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


駆動 用 電池の 残 量び ほ 下 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


(点滅） 


対処 方法 

車両を 動かす 場合は、 八ィ 
ブ U ッ ド システムを 再 始動 
する 


シフト ポジションび N の 状 
態では 充電で をない ため、 
長時間 停車 するとを は シフ 
ト ポジションを P にす る 


(点滅） 


シフト ポジションが N、 D 
または B で 運転席 ドアを 開 
けた 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


シフト ポジションを ドに 
する 


(点滅） 


シフト ポジションが N の 状 
態で アクセル ペダルを 踏 
んだ 

警告 ブヴ ーび 鳴 0 ます。 


アクセル ペダルから 足を 離 
し、 シフト ポジションを D 
または R にす る 


巧 車 巧は 

ブ レー よを 巧んで 下 ミい 


乂  (点滅） 


上り坂な どでの 停車 時に 
アクセル ペダルを 踏んで 
車両を 保持して いる 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 
そのままの 状態を 続ける 
と 八 イブ IJ ツ ド システム 
び 過熱す る おそれび あ 0 
ます。 


アクセル ペダルから 足を 離 
し、 ブレーキを 踏む 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


警告メッセージ 


警告 内容 


充電 リツ ドび 開いて いる 


対処 方法 


充電 U ッ ドを 閉める 


EV モー ドに 试巧切 宮えザ まません 
充電す をのた め 


EV モードに 切り かえで さな 
し、 状況に いる X’ 1 

警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 

EV モードを 使用で をない 
理由が 表示され ます。 （表 
示されない 場合ち あ 0 ま 
す） 


EV モー ドび 使用で きる 状 
況 になって から 使用す る 


EV モー ドが が 除され ま レた 


MODE 


(3 回 
点滅） 


EV モードび 自動 解除され 
た※ 1 

警告ブヴーび鳴〇ます。^2 
EV モー ドを 使用で さなし、 
理由び 表示され ます。 


暖房の 設定 温度を 下げるな 
どして、 EV モードび 使用 
でさる 状況に してから 使用 
する 


EV モー ドの 作動 条件に ついては、 P.  34 を 参照して ください。 

i 2 駆動 用 電池が 充電 不足で 解除され た 場合は、 警告メッセージは 表示され ず、 警告 ブ 
ヴ ーち 鳴 D ません。 

曰 知識 

■車 間 制御 モー ド 中の 警告 表示に ついて （レーダー クルーズ コント □ー ル 装着 車） 

^P.  317 


已 1 已 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I ただち に 処置 してく ださい。 

八 イブ リツ ド システム 始動 操作を 行った とさ、 次の 警告び 表 おされた 場 
合は、 警告 メ ッ セージの 表示 状態に 従って それぞれ 処置して ください。 


警告メッセージ  警告 内容  対処 方法 

数 砂 後* に 表示び 消えた と 


をは 


桶巧バ 'V テリ- 
(賠勒 用） 由 弔不是 
お披書 6 官設 下さい 


補 機 バッテリーが 巧電 不足 


約 1 已 分！; Lh、A イブ U ッ 
ド システムび 作動した 状 
態を 保持し、 補 機バッ テ 
U —を 充電して ください。 

表示が 消えない とさは 
「補 機バッ テ U —び あがつ 
たと きは」 （^P. 已 47) の 
手順で 八 イブ リツ ド シス 
テムを 始動して ください。 


^ 約 6 秒 間 表示され ます。 


A 注意 

■r 補 機 バッテリー （始動 用） 巧電 不足」 が ひんぱんに 表示され ると きは 

補 機 バッテ U —が 劣化して いる 可能性が あります。 その 状態で 放置して お < と、 
補 機 バッテ U — あがりを 起こす おそれが あるた め、 トヨタ 販売店で 補 機 バッテ 
U —の 点検を 受けて  <  ださい。 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


[ただち に 処置 してく ださい。 

それぞれの 対処 方法に 従って 処置し、 警告 メ ッ セージび 消 打ず るのを 確 
語して ください。 


車内 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


車 外 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容 

対処 方法 

電子 キーを 携帯し 
ていないが 態で 八 
イブ 1」 ッ ド シス テ 

ムを 始動し よ ラと 
した 

電子 キーを 携帯 
する 

"パ ワー "スイッチ 

び OFFU 外の 状態 
で 運転席し i (外の ド 
アび 開閉され、 同 
柔 ちび 電 モキ ーを 
持ち出した 

電 テキ ー を 車内 
にち どす 

シフ ト ポジション 
び P の 状態で" バ 
ワ ー’’ スイッチを 
OFF にせずに 電子 
キーを 持ち出した 
まま 運転席 ドアび 

開閉され た 

"パ ワー "スイッチ 

を 日 FF にす る 

または 電子 キーを 
車内に ち どす 

1 回 


なし 


(約 1 己 秒 間の 表示） 
(点滅） 


A 


1 回 


3 回 


(点滅） 


キーか 見つかりません 


キーか 見つかりません 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


車内 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


車 外 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容  対処 方法 


1 回 連続 音 


(交互に 表示） 


"パ ワー "スイッチ 
を OFF にせずに、 
電子 キーを 外に 持 
ち 出して ドアを 施 
錠し ようとした 


"パ ワー "スイッチ 
を OFF にした あ 
と、 再度 施錠す る 


乂  (点滅) 


1 回  なし 


キーが 見つかりません 


乂  (点滅) 


正規の 電子 キーが 
車 室内に ない 状態 
で 走行を はじめた 


車 室内 に 電子 キ ー 
び あるか 確認す る 


連続 音 なし 


シフ ト ポジション 
び P しツ 外の 状態で 
"パ ワー "スイッチ 
を OFF にせずに 運 
転 席 ドアを 開いた 


シフト ポジション 
を 口にする 


已 1S 


5-2. 緊急 時の 对処ま 


車内 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


連続 音 


1 回 


車 外 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


連続 音 


連続 音 


警告メッセージ 


キーボ るつ かりません 


(交互に 表示） 


A 


(点 嫩 


ま 至 阿 こキ- があります 


A 


(点 嫩 


警告 内容 


シフ ト ポジション 
び P し U がの 状態 
で、" パワー" ス 
イッチを OFF にせ 
ずに 電子 キーを 持 
ち 出した まま 運転 
席 ドアび 開閉され 
た 

車内に 電 テキ ー を 
置いた まま、 ス 
マート エン ト U- 
& スタート シス テ 
ムで ドアを 施錠し 
よ ラと した 


車内に 電 テキ ー を 
置いた まま、 フロ 
ント ドアを 開を、 
ロック レバーを 施 
錯側 にして ドア 八 
ン ドルを 引いた ま 
ま ドアを 閉めて 施 
錠し ようとした 


対処ち 法 


シフ h ポジ 
シ ヨンを P に 
する 

電モ キーを 車 
内に 入れる 


車内から 電子 キ ー 
を 取り出した あと、 
再度 施錠す る 
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トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


車内 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


車 外 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容  対処 方法 


1 回  なし 


ブ しー キ去围 みながら 
キー て’’ パつースイッチに 
耻 h て 下さい 


乂  (点滅) 


メカニカル キーで 
解 錠して" パワー" 
スイッチを 押した 
際、 車 室内で 電子 
キーを 検出で をな 
かつた 

"パワー" スイッチ 
を 押した とさに 車 
室内で 電子 キーを 
検出で をない こ 
とび 2 回 連続で 続 
いた 


フ レーキを 踏みな 
びら 電子 キーで 
"パ ワー "スイッチ 
に ふれる 


1 回  なし 


シフ ト ポジション 
び N の 状態で 八イ 
ブ U ツ ド システム 
を 始動し よ ラと し 
ている 


シフ ト ポジ シヨ 
ンを P にしてから 
八 イブ U ッ ドシ 
ス テムを 始動 さ 
せる 


なし  なし 


バン 子リ ー1 示 語の 為 
自動 電厢 OFF しました 


次回 始動 時に r 補 
機 バッテ U — （始 
動 用) 充電 不足」 と 
自動 電源 OFF 機能 い ラ メッセージび 
び 作動した  表示され た 場合は 

P. 已 1 日 の 記載に 


従って 対処して く 
ださい。 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


車内 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


1 回 


車 外 

乾 化 
言 口 

ブヴー 


なし 


警告メッセージ 


(約 1 己 秒 間の 表示） 


A 


警告 内容 

対処ち 法 

電子 キーの 電池 残 
量び 少ない 

新しい 電池と 交換 
する 

(一 P.  483) 

"八 °ワー " スイッチ 
び OFF の 状態で 運 
転 席 ドアを 開閉し 
てから、 八 イブ U ッ 
ド システムを 始動 
せずに "パワー" ス 

イッチを ア クセヴ 
U- モードに 2 回 

な 上した 

始動 時は ブレーキ 
ペダルを 踏んで 
"パワー" スイッチ 
を 押す 

電子 キーび 正常に 
働かない とさの 八 
イブ IJ ッ ド シス テ 

ムの 始動の ち 法 
(一 P. 已 4 己) によつ 
て、 電モ キーで" パ 
ワー "スイッチに ふ 

れた 

ブヴ ーが 鳴って 
から 1 日 秒 政 内に 
"パワー" スイ ッ 
チを 押す 

1 回 


なし 


(点滅） 


始 動 時は 

ブしー キ去蹈 みな ザら 
い‘ つースイッチ ホ！ 甲して 下さい 


キーバ ッ子リー  5 をり わずか 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I 充電に ついての メッセー ジ 

充電 完了後 （車両の 充電 インジケーターび 消 巧して いると さ） に" パ 
ワ ー" スイッチを ON モードに ずると、 充電 結果な どを お知らせ ずる 
メッセージび 表示され まず。 

何日 かの 操作び 必要な メ ッ セージび 表 おされた 場合は、 ここに 記載され ている 巧 
処方 法に 従って 処置して ください。 処置 後に 再度 メッセージび 表 おされた とさは、 
卜 3 夕 販売店へ ご連絡 < ださい。 


メッセージ  お知らせし ている 内容  車両の 状況 •対処 方法 


充電 コネクタ 巧 結に よ y 

READ  卜 OFF 

電源 日 FF 後 コネクタを 
巧 接 協して 下さい 


A 


READY インジケーターが 
点 口して いる 状態で、 充電 
ケーブルを 車両に 接続した 
警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 


安全 機能^の 働 さに より、 

八 イブ U ツド システムが 自 
動 停止し ました。 

いったん "パワー" ス イツ 
チを 日 FF にし、 P. 目 己の 
手順に 従って 充電を 行って 
< ださい。 


充電 コネクタ 授絲 によ y 

READV-0H  すす 


A 


充電 ケーブルび 接続され た 
状態で、 八 イブ U ッド シス 
テムを 始動し よ ラと した 
警告 ブヴ ーが 鳴 0 ます。 


安全 機能 X’ の 働を により、 
充電 ケーブルの 接続 中は 八 
イブ U ッド システムを 夕台動 
でさません。 

充電 ケーブルを 取 0 はずし 
てから 八 イブ 1」 ッ ド シス テ 
ムを 始動して ください。 


巧ち I をを の お 巧ら サ 
停を 又は 

ち 源 プラグ 巧け により 
巧ち 中止し ました 


充電が 正しく 終了して いま 


充電 中に 次の いずれ かの 状 
況が 発生した 

■電源 プラグび 取 0 はず 
された 

•停電な どが 発生して 充 
電が 中断され た 


せん。 P. 目 己の 手順に 従っ 
て 再度 充電を 行って < だ 
さい。 

充電び 完了して いな < て 
も 車両を 使用す る ことは 
可能です び、 EV モードで 
の 走行可能 距離び 短 < な 


0 ます。 


ぷ 安全 機能に ついては、 P. 10 已を 参照して ください。 
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メッセージ 


巧を をを をの おからせ 
充電 コネクタ 巧 巧に よ y 
ホ ち 中止し ま レた 


お知らせし ている 内容 

充電 中に; 欠の いずれ かの 状 
況び 発生した 

•充電 コネクターび しっか 
0 挿さって いない 
•充電 ケーブルの □ック 解 
除 ボタンを 巧し 続けた 
•充電 コネクターび 取 0 は 
ずされ た 


車両の 状況- 対処 方法 


充電を 再開す るには、 充電 
コネクターを 巧し 直して く 
ださい。 


巧を 巧果 •の お 巧ら サ 
システムち 苗に より 
ホち 中止し ました 


充電 システムの 異常に より 
充電び 中断され た 


ただちに 充電を 中止して、 
トヨタ 販売店に ご連絡 < だ 
さい。 

なお、 八イフ 1」 ッド シス テ 
ムび 始動した とを は 走行す 
る ことび でを ます。 


巧電 I を果 ■の お 巧ら サ 
ち 力 消負大 により 
電化 巧 譯 の 為 
巧ち 中止し ました 


へッ ド ランプな どの 電装品 
の 電力 消費が 大 をいた め、 
充電を 中止した 


電装 品の スイッチを OFF 
にし、 P. 目 己 の 手順に 従っ 
て 再度 充電を 行って < だ 
さい。 

それでち 方ッ セージが 表 
示される 場合は、 補 機バッ 
テ U —の 充電 量び 低下し 
ている 可能性が あ 0 ます。 
その 場 含は、 約 1 已 分！; Lb 
八 イブ リッ ド システムを 
始動した あと、 "パワー" 
スイッチを 日 FF にし、 再 
度 充電して ください。 
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トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


メッセージ  お知らせし ている 内容  車両の 状況 •対処 方法 


巧ち をを をの おがらせ 
巧 給電 力不足に より 
巧 ち 中止し ました 


電源 プラグが 正しく 挿さつ 
ていない ことな どに より 極 
端に 電圧が 低下した ため、 
充電を 中止した 


電源 プラグが 正し < 挿 
さ ってい るかを 確認し、 

P. 目已 の 手順に 従って 再 
度 充電を 行って < ださい。 
タコ足 接続を していない 
こと、 延長 コード や コード 
U — ル、 変換 アダプターな 


どを 使用して いない こと 


を 確認して ください。 


巧電 なをの おがらせ 
ブー カし 寺のを 因に より 
巧 ち 中止し ました 


充電 ケー フルび 故障して い 
るた め、 充電を 中止した 


卜 3 夕 純正 品し ツ がの 充電 
ケーブル や 充電 スタンド 
で 充電して いた 場合は、 
トヨタ 純正 品の 充電 ケー 
ブルでの 充電を 試して < 
ださい。 

それでち メッセージび 表 
示される 場合は、 卜 3 夕販 
売店に ご連絡  <  ださい。 


巧電 をを をの お 巧ら サ 
充電 完了 

(電池ぶ 度 じよる 制限） 


駆動 用 電池び 高温の 状態び 
続いた ため、 充電を 終了し 
た （電池な 護の ため） 


希望の 充電 量に 到達して 
いないと をは、 駆動 用 電池 
び; 令え てから、 P. 日已の 
手順に 従って 再度 充電を 
行って ください。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 

パンクし たと をは 


この 車両には、 スペアタイヤび 搭載され ていません。 

タイヤが パンクした ときは、 タイヤ パンク 応急修理 キッ トで 応急修理 
ずる ことができまず。 おや ネジ などが 刺さった 程度の 軽度な/ (ンク を 
応急修理 できまず （パンク 補修 液 1 本に つき、 応急修理 できる タイヤ 
は 1 本で ず）。 パンクした タイヤの 損傷 状況に より、 応急修理 キット 
では 応急修理で きない 場合び ありまず。 （一 P. 已 28) 

タイヤ パンク 応急修理 キッ ト による 応急修理は、 一時的な 処置で ず。 
でさる だけ 早く タイヤを 修理- 交換して ください。 

■ 応急修理 ずる 前に 

• 地面び 固 < 平ら な 場所に 移動ず る 
♦パーキング ブレーキを しっか 0 かける 
• シフ ト ポジションを P にず る 
♦八 イブ U ッ ド システムを 停止ず る 
• 非常 点滅な を 点滅させる 

■ タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 搭載 位置 


曰 タイヤ パンク 応急修理 キット 

已吕已 


トラブルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 内容/各部の 名称 
ボトル 
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コン プ レッサー 


tN52P298 


トラ プルび 起きたら 


7 

2 

己 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


[応急修理 ずる 前に 


応急修理を する 前に、 タイヤの 損 
傷 程度を 確認ず る 

. タイヤに 刺さって いる 針 や ネジな 
どは あかないで ください。 あいて 
しまう と 巧び 大 をくな 0 ずぎ、 応 
急 修理び でを なくなる ことび あ 0 
ます。 

- バンク 浦修 液び われない ようにす 
るた め、 バンク 圏 巧び 分かって い 
る 場合は、 バンク 圏 巧び 上になる 
よう に 車両を 移動して ください。 


曰 知識  

■次の 場合は、 応急修理 キッ ト では 応急修理で きません。 トヨタ 販売店に ご連絡 
ください。 

♦タイヤ 空気 圧び 不十分な 状態で 走行して タイヤび 損傷して いると を 

♦タイヤ 側面な ど、 接地 面し U がに 巧 や 損傷び あると を 

♦タイヤび ホイールから 明らかに はずれて いると を 

♦タイヤに 4mm しツ 上の 切り 傷 や 刺 し 傷び あると を 

♦ホイールび 破損して いると を 

•  2 本!; (上の タイヤび パンク している とを 

•1 本の タイヤに 2 箇所!; (上の 切り傷 や 刺し傷び あると を 

♦補修 液の 有効期限び 切れて いると を 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 取り出し 方 


デッキ サイ ドボ ー ドを 開ける 


□ ゴム パンドを はずず 
0 応急修理 キッ トを 取り出ず 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I 応急修理 すると さは 

固 画の 応急修理 キッ トを ビニール 袋から 取り出ず 


パンクした タイヤの バルブから バ 
ルブ キャップを 取りは ずず 


ボトルの ホースを のばし、 ホース 
か ら 空気 逃び し キャ ッ プを 取りは 
ずす 

空気 逃がし キャップは 再度 使用す る 
ため、 なくさな いように 保管して くだ 
さい。 


ボトルの ホースを パンクした タイ 
ヤの バルブに 接続ず る 

ホース 先端を 時計 まわ 0 に まわして 
しっか 0 と 最後まで ねじ 込みまず。 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


コン プ レッサーの スイッチび OFF 
である こと を 確認ず る 


コンプレッサーの ゴムを をはず ず 


Eiwn コン プレッ サ ーの 電源 プラ グをア クセサ U — ソケットに 挿し 込 
む （一 P.  406) 

L グレード 
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トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


L グレー ドを 除く 


ボ トルを コンプレッサーに 接続す 
る 

左の 図の ように、 ボ トルを まっすぐ コ 
ンプ レッサーに 挿入-接続し、 ボトル 
の 突起が ケースの 溝に しっかり 合つ 
ている か 確認して ください。 
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5-2. 緊急 時の 对処ま 


付属の ラベル 2 枚を 図の よ ラに そ 
れぞれ 貼 0 付ける 

ホイールの ミちれ や 水分を 十分に H さ 
取って から ラベルを 貼 0 付けて くだ 
さい。 ラベルを 貼り付ける ことび でを 
なかった 場 含は、 トヨタ 販売店に て夕 
イヤを 修理 •交換す ると さに パンク 補 
修液ミ 主 入 済で ある ことを 必ず お伝え 
< ださい。 


タイ ヤの 指定 空気 圧を 確認す る 
運転席 側の 空気 圧 ラベルで 確認ず る 
ことができます。 （^P.  443) 


因画 回 八 イブ リ ッ ド システムを 始動す る UP.  239) 


コンプレッサーの スイッチを ON 
にす る 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


空気 圧び 指定 空気 圧になる まで 空 
気を 充慎 ずる 

n スイッチ ON 直後は、 パンク 補 
修 あを ミち 入ず るた め、 一時的に 
空 気圧計び 急上昇ず る 
01 分 程度 （イを温の場合は 1 已 分 
程度） で 実際の 空気 圧 表 おにな 
る 

曰 指定 空気 圧になる まで 充慎 ずる 

空気 圧は、 コンプレッサーの スイッチ 
を OFF にして 確認して ください。 
空気の 入れす ざに を 意して、 指定 空気 
圧になる まで 充厦 •確認を く  0 返して 
< ださい。 

10 分し ツ上 (低温の 場合は 40 分し ツ 上） 
充 慎して ち 指定 空気 圧に な 5 ない 場 
合は、 応急修理で をません。 トヨタ 版 
売店に ご連絡く ださい。 

空気を 入れす ぎた ときは、 指定 空気 圧 
になる まで 空気を 抜いて ください。 
UP. 巳 37) 


固 画因 コン プ レッサーの スイッチび OFF である ことを 確認した 上で、 
ア クセサ U — ソケッ トか 5 電源 プラグを 抜 さ、 バルブから ボトル 
の ホースを 取りは ずず 

ホー スを 取りは ずず と 封 こ バンク 補修 液び もれる 可能性び ありまず。 
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臣画画 バルブ キャップを 応急修理した タイ ヤの バルブに 取り付ける 


ボ トルの ホース 先端に 空気 逃び し 
キャップを 取 0 付ける 

空気 逃がし キャップを 取 0 付けない 
と バンク 補修 液び ちれ、 車 やを 服な ど 
び ミちれ る 可能性び あ 0 ます。 


因圆 回 いったん、 ボ トルと コンプレッサーを 接続した まま ラ ゲージ ルー 
ムに 収納ず る 


固圆 因 タイヤ 内の パンク 補修 あを 巧 等に 広げる ために、 ただちに 約 
已 km、 速度 80km/h  LU 下で 安全に 走行ず る 


走行 後、 ボトルの ホースから 空気 
逃び し キャップを 取りは ずし、 再 
度 応急修理 キッ トを 接続ず る 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


コンプレッサーの スイッチを 数秒 
間 ON にし、 OFF にしてから 空気 
圧を 確認ず る 

□ 空気 圧び 1 30kPa 未満の 場合: 
応急修理で さません。 トヨタ 販 
売店に ご連絡く ださい。 

□ 空気 圧び 1 30kPa  LU 上、 指定 
空気 圧 未満の 場合： 1631! 11211 へ 
且空 気圧び 指定 空気 圧 （一 P. 
443) の 場合： I な m か 21 へ 
臣画 互] コンプレッサーの スイッチを ON にして 指定 空気 圧まで 空気を 充 
慎し、 再度 約 已 km 走行 後に あらためて IE3tiH19l から 実施ず る 


ボ トルの ホース 先端に 空気 逃び し 
キャップを 取 0 付ける 

空気 逃がし キャップを 取 0 付けない 
と バンク 補修 液び われ、 車 やを 服な ど 
び ミちれ る 可能性び あ 0 ます。 


巨圆 国 ボトルと コンプレッサーを 接続した まま ラ ゲージ ルームに 収納 
する 

巨圆 到急ブ レー キ - 急 加速- 急八ン ドルを 避け、 慎重に 80km/h  LU 下 
で 運転して トヨタ 販売店へ 行 < 

タイヤの 修理 •交換、 応急修理 キッ トの 処理に ついては トヨタ 販売店に ご 
相談く ださい。 
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白 知識  

■空気を 入れず ぎて しまった ときは 
leariii 1 1 タイヤから ボトルの ホースを 取りは ずす 

ボ トルの ホース 先端に 空気 逃び し キャップ 
を 取り付け、 キャップ のま 起 部を タイヤの 
バルブに 押し あて、 空気を 抜 < 


feitdl  3 1 ボトルの ホースから 空気 逃び し キャップを 取りは ずし、 ホースを 再 接 
続す る 

IfeiMI 4 1 コン プ レッサーの スイッチを 数秒 間 ON にし、 OFF にしてから 空気 圧 
計を 確認す る 

指定 空気 圧より 化い とさは、 再度 コンプレッサーの スイッチを ON に 
し、 指定 空気 圧になる まで 空気を 充 慎して < ださい。 

■応急修理 後の タイヤの バルブに ついて 

応急修理 キッ トを 使用した とさは、 タイヤの バルブを 新品に 交換して ください。 

■応急修理 キッ トの 点検に ついて 

パンク 補修 液の 有効期限の 確認は 定期的に 行って < ださい。 

有効期限は ボ トルに 表示され ています。 

有効期限び 切れた パンク 補修 液は 使用 しないで < ださい。 応急修理 キッ ト によ 
る 修理び 正常に でさない 場合び あります。 
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トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


■応急修理 キッ ト について 

♦応急修理 キッ トは 自動車 タイヤの 空気 充厦 用です。 

♦パンク 補修 液には 有効期限び あります。 有効期限は ボ トルに 表示され てい ま 
す。 有効期限び 切れる 前に 新しい ボトルに 交換して ください。 交換に ついて 
は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦ノ  f ンク 補修 液 ボトル 1 本で タイヤ 1 本を 1 回 応急修理で をます。 使用 した パン 
ク 補修 液の 交換は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 コンプレッサーは、 く 
り 返し 使用で をます。 

♦が 気温び 一 40 で〜 己 0 でのと をに 使用で をます。 

♦広 急 修理 キッ ト 搭載 車両の 装着 タイヤ 専用です。 指定 タイヤ サイズし U がの 夕 
イヤや 他の 用途には 使用し ないで ください。 

♦パンク 補修 液び 巧 服に 付着す ると シ 5 になる 場合び あります。 

♦パンク 補修 液び ホイール やボデ ーに 付着した 場合、 放置す ると 取れなくなる 
おそれび あります。 めれ た 巧な どで すみやかに ふを 取って ください。 

♦応急修理 キッ ト 作動 中は 大 をな 音び します び 故障では あり ません。 

♦タイヤ 空気 圧の 点検 や 調整には 使用し ないで < ださい。 
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A 警告 

■タイヤが パンクし ている ときは 

タイヤび パンクした 状態で 走行を 続けないで ください。 

短い 距離で も パンクした タイヤで 走行す ると、 タイヤ および ホイールび 損傷し 
修理で をなくなります。 パンクした 状態で 走行を 続ける と、 タイヤ 側面に 円周 
状の 溝び でさる 場合び あります。 この 状態で 応急修理 キットを 使用す ると、 夕 
イヤび 破裂す るを 険 びあります。 

■応急修理 キッ ト について 

♦広 急 修理 キッ トは 指定の 位置に 収納 して < ださい。 

急 ブレーキ 時な どに 応急修理 キッ トび 飛び出し たりして 破損したり、 思わめ 事 
故につな びる おそれび ありを 険 です。 

♦応急修理 キッ トは お客様の 車 専用です。 他の 車には 使わないで  <  ださい。 他の 
車に 使 ラと 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

♦指定 タイヤ サイズし U がの タイヤ や 他の 巧途 には 使用し ないで ください。 パンク 
修理び 完全に 行われず、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■パンク 補修 液に ついて 

♦誤って 飲み込む と 健康に 害び あります。 その 場合は でさる だけ たくさんの 水を 
飲み、 ただちに 医師の 診察を 受けて ください。 

♦ちし 目に 入ったり、 皮膚に 付いたり した 場合には、 水で よく 洗い流して くださ 
しん それでち 異常を 感じた とさは、 医師の 診察を 受けて ください。 

■パンクした タイ ヤを 応急修理ず ると きは 

♦車両を ま 全で 平坦な 場所に 停止 させて < ださい。 

♦走行 直後、 ホイール や ブレーキ まわりな どには ふれないで ください。 

走行 直後の ホイール や ブレーキ まわりは 高温に なって いる 可能性び あるた め 
手 や 足な どび ふれる と、 やけどを する おそれび あります。 

♦タイヤを 車両に 取り付けた 状態で、 バルフと ボトルの ホースを しっかりと 接続 
して  <  ださい。 ホースの 接続び 不十分な 場合、 空気び ちれたり、 パンク 補修 液 
び 飛散 したりす る おそれび あります。 
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トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

♦パンク 補修 液 ま 入 中に ボトルの ホースび はずれる と、 圧力で ホースび 暴れ 大変 
を険 です。 

♦空気 充眞 後は、 ボトルの ホースを 取りは ずす とを や 空気を 抜く ときに パンク 補 
修 液び 飛散す る 場合び あ ります。 

♦作業 手順に 従って 応急修理を 行って < ださい。 

手順 どおりに 行わない と パンク 補修 液び 噴出す る 場合び あります。 

♦破裂のを 険び あるので 応急修理 キッ ト 作動 中は 補修 中の タイヤから 離れて < 
ださい。 タイヤに 亀裂 や 変 おび 発生して いる 場合、 ただちに コンプレッサーの 
スイッチを OFF にし、 修理を 中止して ください。 

♦応急修理 キッ トは 長時間 作動させる と オーバー ヒー ト する 可能性び あ D ます。 
60 分し U 上 連続で 作動 させないで ください。 

♦応急修理 キッ トび 作動す ると 部分的に 熱 < なります。 使用 中 または 使用 後の 取 
0 扱いには を 意して < ださい。 ボ トルと コン プレッ ヴー 接続 箇所 付近の 金属 部 
分は 特に 熱くなる ので みれ ないで ください。 

♦速度制限 シールは 指定 位置し ツ 外に 貼らないで < ださい。 八ン ドルの パッ ド 部分 
などの SRS エアバッグ 作動 部に 速度制限 シールを 貼る と、 SRS エアバッグ 
び 正常に 作動し なくなる おそれび あります。 

■補修 液を 巧 尊に 広げる ための 運 面に ついて 

なの ことを 必ず お守り ください。 

お守りいた だかない と、 車両の コント □ー ルび 不能と なり、 重大な 傷害を 受け 
た 0 、 最悪の 場合 死 t 事故に つなび る おそれび あ ります。 

♦低まで 慎重に 運転して ください。 特に カーブ や 旋回 時には 注意して ください。 

♦まび まっすぐ 走行し なかったり、 八ン ドルを とられた りする 場合は、 運転を 中 
止し、 なの ことを 確認して ください。 

- タイヤを 確認して ください。 タイヤび ホイールから はずれて いる 可能性び 
あります。 

- 再度 空気 圧を 測って ください。 1 30kPa 未満の 場合は タイヤび 大きな ダ 
メー ジを 受けて いる 可能性び あります。 
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A 汪意 

■応急修理を ずると をは 

♦タイヤに 刺さった 釘やネ ジを 取り 除かずに 応急修理を 行 って  <  ださし、 取り除 
いてし ま ラと、 応急修理 キッ ト では 応急修理 びで をな < なる 場合び あります。 

♦応急修理 キッ トに 防水 機能はありません。 降雨 時な どは、 水び かからな いよ ラ 
にして 使用して ください。 

♦砂 i 也な どの 砂 ぼ こり のをい 場所に 直接 置いて 使用 しないで  <  ださい。 砂 ぼ こり 
などを 吸い込む と、 故障の 原因になります。 

■応急修理 キッ ト について 

♦広 急 修理 キットは DC 1 2V 専用です。 他の 電源での 使用は でを ません。 

♦応急修理 キッ ト にガソ U ン びか かると 劣化す る おそれび あります。 ガソ U ンび 
かからな いよ ラに して  <  ださい。 

♦応急修理 キッ トは ビニール 袋に 入れて 砂 ぼ こり や 水を 避けて 収納して < だ 
さい。 

♦応急修理 キッ トは 指定の 位置に 収納し、 お テ さまび 誤って 手を ふれない よ 5 ご 
ま 意く ださい。 

♦分解 •改造な どは 絶対にし ないで  <  ださい。 また、 空 気圧計な どに 衝撃を 与え 
ないで ください。 故障の 原因になります。 


トラ プルび 起きたら 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 

八 イブ リツ ド システムび 始動で をない とまは 


八 イブ リッ ド システムが 始動で きない 原因は 状況によって 異なりまず。 
巧の ことを ご 確認いた だき、 適切に 対処して く ださい。 

■ 正しい 八 イブ リッ ド システム 始動の しかた (^P.  239) に 従っ 
てち 始動で をない 場合 

次の 原因び 考えられまず。 

♦充電 ケーブル または ヴィー クル パワー コネクタ* び 車両に 接続 
されて いない か 確認して ください。 （一 P. 105) 

• 電モ キーび 正常に 働いて いない 可能性び ありまず。 ’X 
(一 P. 已 4 已） 

• 燃料び 入っ ていない 可能性び あり まず。 給油して く ださい。 

レ P'  40) 

• イモ ビラ イヴ ー システムに 異常び ある 可能性び ありまず。 ’X 
(一  P'  195) 

♦  P ポジション 制御システムに 異甫び ある 可能性び ありまず。 & 

* これ 5 の 場合は、 シフト ポジションを P か 5 切 0 かえる ことび できない 可能 
性び あ 0 ます。 

■室内な- へッ ド ランプび 暗い/ホーンの 音び ル さい、 または 
鳴らない 場合 

次の 原因び 考え 日れ まず。 

♦捕 機 バッテ U- あびり の 可能性び ありまず。 （一 P. 已 47) 

• 捕 機 バッテ U -の 夕ーミナ ルび ゆるんで いる 可能性び あり まず。 

■室内な- へッ ド ランプび 点な しない/ホーンび 鳴 5 ない 場合 

次の 原因び 考えられまず。 

• 補 機 バッテ U -の 夕ーミナ ルび はずれて いる 可能性び あり まず。 
♦補 機 バッテ U- あびり の 可能性び ありまず。 （一 P. 已 47) 

対処の ち 法び わか 5 ない とを、 あるいは 対処を してち 八 イブ I」 ッ ド システムび 
始動で さない とさは、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


5-2. 緊急 時の 对処ま 


緊急 時 始動 機能 

通常の 八 イブ U ッ ド システム 始動 操作で 八 イブ U ッ ド システムび 始動し な 
いと さは、 次の 手順で 八 イブ U ッ ド システムび 始動ず る 場合び ありまず。 
緊急 時 じ (外は、 この 方法で 始動 させないで ください。 

固 画 の パーキング ブレーキび かかって いる ことを 確認ず る 
HI 互" パワー" スイッチを ア クセサ U — モードに ずる 
固画 互ブ レー キ ペダルを しっかり 踏みな び 日、 "パワー" スイッチを 約 
] 已 秒 じ (上 巧 し 続ける 

上記の 方法で 八 イブ U ッ ド システムび 始動して を、 システムの 故障び 考 
えられまず。 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

キーを な < したと をは 


キー ナン バープ レー トに巧 刻され たキー ナンパ’一 と 残りの キーか 5、 
ト ヨタ 販売店で トヨ タ 純正 品の 新しい キーを 作る こと びで きまず。 

(一  P. 140) 
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電モ キーが 正常に 働かない とまは 


電子 キーと 車両 間の 通信び さまたげ 5 れ たり （一 P. 149)、 電子 キー 
の 電池び 切れた ときは、 スマー ト エントリ ー& スター トシス テム- 
プッシュ ボタン スター トと ワイヤレス リモコンび 使用で き なくなり 
まず。 このような 場合、 次の 手順で ドアを 開けたり、 八 イブ リツ ドシ 
ス テムを $ 台 動したり ずる ことび でさまず。 


ドアの 砲 錠- 解綻 


メカ ニ カルキー (一 P. 139) 
使って 次の 操作び でを まず。 

n 全 ドア 施綻 
曰 全 ドア 解 錠 


を 


八 イプ リツ ド システム 始動の 方法 


ぉ麵| 1 1 ブ レーキ ペダルを 踏む 


電モ キーの トヨタ エンブレム 面で 
"パワー" スイッチに ふれる 

この 操作 中に いずれ かの ドアび 開閉 
される と、 スマート エン ト 1」 一 & ス 
タート システムび "バワ ー" スイッチ 
に ふれた 電子 キーを 正しく 検知 でを 
ず、 警告音び 鳴 0 まず。 


固祖 互ブヴ ーび 鳴って から 10 秒 じ (内に、 ブレーキ ペダルを しっかり 踏 
み 込んで "パワー" スイッチを 巧ず 
処置を してを 作動 しないと さは、 トヨタ 販売店 に 連絡して く ださい。 


已 4 日 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


曰 知識  

■  A イブ リッ ド システム 停止の しかた 

通常の 八 イブ U ッ ド システム 停止の しかたと 同様に、 パーキング ブレーキを か 
け、 シフト ポジションを P にして "パワー" スイッチを 押します。 （一 P.  24 0) 

■電池 交換に ついて 

ここで 説明して いる 八 イブ U ッ ド システムの 始動ち 法は、 一時的な 処置です。 電 
池び 切れた とさは、 ただちに 電池の 交換を おすすめ します。 （一 P.  483) 

■ソ ':ワ ー" スイッチの モード 切り かえに ついて 

八 イブ 1」 ッ ド システム 始動ち 法の in 互で、 ブレーキ ペダルから 足を 離して 
"パワー" スイッチを 押す と、 八イフ U ッド システムび 始動せ ず、 スイッチを 押 
すごと に モードび 切り かわります。 （一 P.  241) 
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補 機バッ テリ ーが あがつ たと をは 


補 機バツ テリーび あびった 場合、 次の 手順で 八 イブ リツ ド システムを 
始動ず る ことび でさまず。 

ブースター ケーブルと 12V の バツテ U — 付 さ 救援 車び あれば、 なの 
手順に 従って、 八 イブ U ッ ド システムを 始動させる ことび でさまず。 


ボン ネッ トを 開け、 ヒューズ 
ボックスの カバーを はずず 
ツメを 巧し なび 日、 フタを 持ち 上 
げ てはずし ます。 


ヒューズ ボ ッ クス 内の 救援 用 端 
モカ パーを 開ける 

ツメを 軽く 引を なび 5、 カバーを 
開けます。 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


n 赤色の ブースター ケーブルを 自 車の 救援 用 端 テに つなぐ 

曰 赤色の ブースター ケーブルのを ラー 方の 端を 救援 車の バッテ 
U 一 の + 端モ につな ぐ 

a 黒色の ブースター ケーブルを 救援 車の バッテ U —の 一端 子に つ 
なぐ 

Q 黒色の ブースター ケーブルのを ラー 方の 端を 未 塗装の 金属 部 （図 
におず よ ラな 固定された 部分） につな ぐ 

固 画因] 救援 車の エンジンを かけ、 回転を かし 高めに して、 約 已分間 
自 車の 捕 機 バッテ U —を 充電ず る 

固 画 回 救援 車の エンジン 回転を 維持した まま、 "パワー" スイッチを 
いったん ON モードに して か b 八 イブ U ッ ド システムを 始動 
する 

THREADY イ ン ジケーターび 点灯 した ことを 確認ず る 

点な しない 場合は、 ト ヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 
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固 画 回 八 イブ リッ ド システムび 始動した 日、 ブースター ケーブルを 
つないだ とさと 逆の 順では ずず 

111 互 救援 用 端 モカ バーを 閉じ、 ヒューズ ボックスの カバーを ちと 
どおりに 取り付ける 

ヒューズ ボックスの カバーは、 奥に ある ツメ （吕 圏 所） を 先に 引つ か 
けて か 5 取 0 付けて ください。 

八 イブ リツ ド システムび 始動して を、 早めに トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 


□知識    

■ 補 機バッ テリ ー あがり 時の 始動 について 

この 車両は、 押しび けによ る 始動は でを ません。 

■ 補 機バッ テリ ー あがり を 防 ぐた めに 

♦八 イブ U ッ ド システムび 停止して いると をは、 ランプ や エアコンの 電源を 
切って  <  ださい。 

♦おおな どで 長時間 止まっ ている とさは、 不必要な 電装 品の 電源を切って < だ 
さい。 


トラブルび 起きたら 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


■ 補 機バッ テリ ー あびり 時 や 取り はず し 時な どは 


♦補 機バ ッテ U -脱 着直 後は、 スマー ト エン ト 1」 一& スター トシス テムに よる 
ドアの 解 錠び でさない 場合び あります。 解 錠で をなかった 場合は、 ワイヤ レ 
ス リモコン、 または メカニカル キーで 解 錠- 施錠を 実施して ください。 

♦補 機 バッテ 1」 一 脱 着 後、 最初の 八 イブ 1」 ッ ド システム 始動は 失敗す る ことび 
あ D ます。 2 回目し U 降の 八 イブ 1」 ッ ド システム 始動は 正常に 動作し ますので、 
問題ではありません。 

♦車両は 常に "パワー" スイッチの 状態を 記憶して います。 補 機 バッテ U- あ 
び 0 時、 補 機 バッテ 1」 一 脱 着 後は、 車両は バッテ U —を はずす 前の 状態に 復 
帰します。 補 機 バッテ U- を 脱 着す る 際は、 "パワー" スイッチを OFF にし 
てから 行って ください。 

補 機 バッテ U — あびり 前の "パワー" スイッチの 状態び 不明の 場合、 補 機 
バッテ U — 接続 時は 特に ま 意して く ださい。 

♦シフ ト ポジションび P の 状態で 補 機 バッテ U- び あびった 場合は、 P から 他の 
ポジションに 切り かえる ことび でさない 可能性び あります。 その 場合は、 前 
輪び 固定され ている ため、 前輪を 持ち上げな いと 車両の 移動び でを ません。 

♦補 機 バッテ U —を 再 接続した とさは、 八 イブ U ッ ド システムを 始動 させて か 
ら、 すべての シフト ポジションへ 切り かねる ことを、 シフト ポジション 表示 
灯で 確認して ください。 

♦オー ト アラーム 装着 車： 補 機 バッテ U —を 充電- 交換す る 場合は、 車内に 
キーび ない ことを 確認して ください。 オー ト アラームび 作動す ると キーび 車 
内に 閉じ込められる おそれび あります。 

■補 機バッ テリーについて 

一 P'  447 

■ 補 機バッ テリ ーの 巧電 について 

補 機 バッテ U —の 電力は、 車両を 使用して いない あいだち、 一部の 電装 品に よ 

る 消費 や 自然 放電の ために 少しずつ 消費され ています。 そのため、 車両を 長期 

間 放置す ると、 補 機 バッテ 1」 一び あびって 八 イブ 1」 ッ ド システムを 始動で をな 

くなる おそれび あります。 （補 機 バッテ U- は 八 イブ リツ ド システムの 作動 中に 

自動で 充電され ます） 


已已〇 


5-2. 緊急 時の 对処ま 


A 警告 

■ 補 機バッ テリ ーの弓 I 义 または 爆発を 防ぐ ために 

補 機 バッテ U —から 発生す る 可燃性 ガスに 引火 して 爆発す る おそれび あり を険 
です ので、 乂や乂 巧び 発生 しないよ ラ; 欠の ことを お守り < ださい。 

♦ブースター ケーブルは 正 しい 端 テし ツ がに 接続 しない 

♦+ 端 テに 接続した ブースター ケー フルの 先を 付近の ブラ ケッ トやモ 塗装の 金 
属 部に 接触 させない 

♦ブースター ケーブルは + 側と 一 側の 端子を 絶 巧に 接触 させない 

♦補 機 バッテ 1」 一 付近では、 喫煙した D マッ チ や ライター などで 火を 起こさない 

■補 機バッ テリーの 取り扱い について 

補 機 バッテ U — 内には 有毒で 腐食 性の ある 酸性の 電解液び 入って おり、 また 関 
連 部品には 鉛 または 鉛の ミ 居 合 物を 含んで いるので、 取り扱いに 関し、 なの こと 
を 必ず お守りく ださい。 

♦補 機 バッテ 1」 一を 取り扱 5 とを はな 護 メガ ネを 着用し、 液 （酸） び 皮膚 •巧 
月 民'  車体に 付着 しないよ ラに する 

♦必要し U 上、 顔 や 頭な どを 補 機 バッテ U —に 近付けない 

♦誤って 補 機 バッテ U — 液び 体に 付着したり 目に 入ったり した 場合、 ただちに 大 
量の 水で 洗い、 すぐに 医師の 診察を 受ける 

また、 医師の 診察を 受ける まで、 水を 含ませた スポンジ や 巧を 患部に あてて 
お < 

♦誤って 補 機 バッテ U — 液を 飲み込んだ 場合、 多量の 水を 飲んで、 すぐに 医師の 
診察を 受ける 

♦補 機ノ （ッテ 1」 一の 支柱 •ター 5 ナル • その他の 関連 部品の 取り扱い 後は 手を 洗 5 
• お 子 さまを 補 機 バッテ U —に 近付けない 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■ 補 機バッ テリーあがり の 処置を した あとは 

早めに トヨ タ 販売店で 補 機バッ テ U —の 点検を 受けて く ださい。 

補 機 バッテ 1」 一び 劣化して いる 場合、 そのまま 使い 続ける と 補 機 バッテ 1」 一 か 
ら 異臭 ガスび 発生し、 乗員に 健康 障害を およぼす おそれび ありを 険 です。 

■補 機 バッテリーの 交換に ついて 

一 P'  448 


A ま 意 

■ブー スター ケー ブルの 取り扱い について 

ブースター ケーブルを 接続した D、 取りは ずす とさは、 を 却 フアンな どに 巻を 
込まれな いよ ラに 十分 ミ 主意して < ださい。 

■救援 用 端子に ついて 

この 車の 救援 用 端子は、 他の 車から 応急 的に 補 機 バッテ U —を 充電す るた めの 
ちので す。 この 救援 用 端子を 使用して、 他の まの バッテ U — あび 0 を 救援す る 
ことは でを ません。 


已已 2 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 

オーバーヒート したと をは 


巧の よ ラな 場合は、 オーバーヒー トの 可能性び ありまず。 

♦高 水温 警告 好 （一 P.  504) び 点滅 または 点灯したり、 八 イブ リツ 
ド システムの 出力び な 下ず る （ス ピー ドび 出ない など） 

♦マルチ インフォメーション ディスプレイに 「八 イブ リツ ド システム 
過熱」 （一 P. 已]  3) び 表 おされる 

• エンジン ルームから 蒸気び 出る 


f 対処 方法 

■ 高 水温 警告な び 点滅 または 点 巧した とさ 

固 画の 安全な 場所に 停車し、 エアコンを OFF にしてから、 八 イブ リッ 
ド システムを 停止ず る 
111 互] 蒸気び 出て いる 場合 ： 

蒸気び 出な くな つたこと を 確認 してから、 注意して ボ ンネッ 
卜を 開ける 

蒸気び 出て いない 場合： 

注意して ボン ネッ トを 開ける 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


八 イブ リツ ド システムび 十分に; ち 
えて か 5、 ラジエーター コア 部 （放 
熱 部） や ホースな どからの を 却 水 
ちれを 点検す る 
□ ラジエーター 
□ フアン 

を 量の; 令 却 水 ちれび ある 場合は、 ただ 
ちに トヨタ 販売店に 連絡して くださ 
し、。 


//W  IT043P111 


冷却水の 量び U ヴーノ （ー タンクの 
"FULL" 让 限） と "LOW" (下胁 
の あいだに あるかを 点検ず る 

□ U ヴー バー タンク 

□  TULL" 让 限） 

□  "LOW" (下限） 

冷却水び 不足して いる 場合は、； ち 
却 水を 補給す る 

冷却水び ない 場合は、 応急 措置と して 
水を 補給して ください。 


固 画 固 八 イブ U ッ ド システムを 始動し、 ェアコンを 作動 させて ラジェ ー 
ターを 却 用の フアンび 作動して いるか、 および ラジェーター コア 
や ホースな どから; 令 却 水 をれ びない ことを 再度確認 ずる 

八 イブ I」 ッド システムび; 令え た 状態での 始動 直後は、 ェアコンを ON に 
する ことで フアンび 作動し ます。 フアンの 音 や 風で 確認して ください。 ね 
か 0 にくい とさは、 エアコンの ON  •  OFF をく  0 返して ください。 


(ただし、 氷点下と なる 寒; 令 時は フアンび 作動し ない ことび あ 0 ます) 


已已 4 


5-2. 緊急 時の 对処ま 


固 画 回 フアンび 作動して いない 場合 : 

すぐに 八 イブ リツ ド システムを 停止し、 トヨタ 販売店に 連絡 
する 

フアンび 作動して いる 場合： 

最寄りの トヨタ 販売店で 点検を 受ける 

■マルチ イン フ オメーシヨ ンデ ィス プレイに 「八 イブ リツ ド シス 
テム 過熱」 び 表示され たと を 

inm 安全な 場所に 停車ず る 

固 画 回 八 イブ リツ ド システムを 停止し、 注意して ボン ネッ トを 開ける 


八 イブ リッ ド システムび 十分に; 令 
えてから、 ラジエーター コア 部 （放 
熱 部） や ホースな どか 5 のを 却 水 
ちれを 点検す る 
□ ラジエーター 
□ フアン 

多量の; 令 却 水 ちれび ある 場合は、 ただ 
ちに トヨタ 販売店に 連絡して くださ 
い。 

冷却水の 量び U ヴーノ （ー タンクの 
"F" (上限） と" L" (下限） の あい 
だに あるかを 点検ず る 

□ U ヴー バー タンク 
0  "F" (上限） 

0  "L" (下限） 


已已已 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


冷却水び 不足して いる 場合は、；  ち 
却 水を 補給ず る 

冷却水び ない 場合は、 応急 措置と して 
水を 補給して ください。 


同 B 百 ハ ィブ IJ、' ノ ド システムを 始動し、 マルチ インフォメーション ディ 
ス プレイを 確認ず る 
表示び 消えない 場合： 

八 イブ U ッ ド システムを 停止して トヨタ 販売店に 連絡ず る 
表示び 消えて いる 場合： 

最寄りの トヨタ 販売店で 点検を 受ける 


已已 6 


5-2. 緊急 時の 对処法 


A 警告 

■エンジン ルーム 点検 中の 事故 やけが を 防ぐ ために 

♦エンジン ルー ム から 蒸気び 出て いる 場合は、 蒸気び 出なくなる まで ボンネット 
を 開けないで ください。 エンジン ルーム 内び 高温に なつて いるた め、 やけどな 
どの 重大な 傷害を 受ける おそれび あ りを 険 です。 

♦八 イブ U ッド システムの 停止 後は、 "バワ ー’’ スイッチ 上の インジケーターと 
READY インジケーターび 消な している ことを 確認して ください。 

♦八 イブ U ッ ド システムび 作動して いると、 ガソ U ン エンジンび 自動的に 動を 出 
したり、 ガソ U ン エンジンび 停止して いても、 を 却 ファンび 急に まわり 出す こ 
とびあります。 を 却 ファンに ふれたり、 近付いたり すると、 手 やを 服 •工具な 
どび 巻を 込まれたり して、 重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

♦八 イフ U ッ ド システム および ラジエーターび 熱い 5 ちは、; 令 却 水 U ヴー バー タ 
ンクの キャ ップを 開けないで < ださい。 

高温の 蒸気 や; 令 却 水び 圧力に よって 噴を 出し、 やけどな どの 重大な 傷害を 受け 
る おそれび ありを 険 です。 


A ま 意 

■を 却 水を 入れる ときのを 意 

八 イブ U ッ ド システムび 十分に; 令え てから 入れて ください。 

を 却 水は ゆっくり 入れて く ださい。 

八 イブ U ッ ド システムび 熱い とさに 急に; 令たい; 令 却 水を 入れる と、 八 イブ 1」 ッ 
ド システムび 損傷す る おそれび あり ます。 

■ を 却 系統の 故障を 防ぐ ために 

なの ことを お守り  < ださい。 

♦異物 （砂 や ほこりな ど） を; 令 却 水に ミ 居 入 させない 
• トヨタ 純正 品、 または 同等 品し ツ がの; 令 却 水 用 添加剤を 使用し ない 


已已 7 


トラ プルび 起きたら 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 

スタック したと をは 


めかる みや 砂地- 雪道な どで タイヤび 空輯 したり、 埋まり 込んで 動け 
なくなった ときは、 巧の 方法で 脱出して ください。 

固圆〇] パー キング ブレーキを かけ、 シフト ポジションを P にして、 
八 イブ U ッ ド システムを 停止ず る 
因圆互 タイヤ 前後の ± や 雪を 取 0 除 < 

111 互 タイ ヤの 下に 木 や 石な どを あてび ラ 
HI 互 八 イブ 1」 ッ ド システムを 再 始動ず る 

111 互 シフト ポジションを 確実に D または R にし、 パーキング ブ 
レーキを 解除して 注意し なび 日 アクセル ペダルを 踏む 


A 警告 

■脱出ず ると さは 

前進と 後退を くり 返して スタックから 脱出す る 場合、 他の 車- ちの- または 人 
との 衝突を 避ける ため、 周囲に 何もない ことを 確認して ください。 

スタックから 脱出 するとを、 車び 前ち または 後ち に 飛び出す おそれび あります 
ので、 特に ミ 主意して ください。 

■シフ ト レバーを 操作ず ると きは 

アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 操作 しないよ ラに 気を付けてく ださい。 

車び 急 発進す る おそれ や、 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


A ま 意 

■ トランス 5 ッシ ヨン やその 他の 部品への 損傷を 避ける ために 

♦タイヤび 空転す るのを 避け、 必要し ツ 上に アクセル ペダルを 踏まないで  <  ださい。 
♦上記の ち 法で 脱出で をなかった 場合、 けん 引に よる 救援び 必要です。 


已已 S 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 

車両を 緊急 停止す るには 


万一、 車び 止ま 5 なくなった ときの 非常時の み、 巧の 手順で 車両を 停 
止させて ください。 

Enm ブ レーキ ぺダ j レを 両足で しっかり と 踏み 続ける 

ブレーキ ペダルを く 0 返し 踏まないで ください。 通常よ 0 強い 力び お 
要と な 0、 制動 距離ち 長くな 0 ます。 

固圆 [互 シフ ト ポジションを N にず る 

シフ ト ポジ ショ ンが N になった 場合 

m 互 減速 後、 車を 安全な 道路 脇に 停める 
m 互 八 イブ U ッ ド システムを 停止ず る 

シフト ポジションび N にな 5 ない 場合 

EHm ブ レーキ ぺダ j レを 両足で 踏み 続け、 巧 能な 限り 減速させる 

"パワー" スイッチを 2 秒し U 上 
巧し 続ける か、 素早く  3 回 じ (上 
連続で 巧して 八 イブ U ッ ド シス 
テムを 停止ず る 


固圆 [司 車を 安全な 道路 脇に 停める 


A 警告 

■走行 中に やむ を 得ず/ \ イブ リツ ド システムを 停止ず ると さは 

ブレーキの 効 さが 悪 < なると 共に 八ン ドルが 重 < なる ため、 車の コント □ー ル 
がしに くくな り 危険です。 八 イブ U ッド システムを 停止す る 前に、 十分に 減速 
する よ ラに してく ださい。 
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手順 


2 秒 じ 1上 押す、 または 3 回 じ 1上 連続で 押す 


トラ プルび 起きたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


已 60 


車両 仕様  6 


6-1 . 仕様 一 覧 

;<ン テ ナンス データ 
(指定 燃料- 

オイル 量な ど） . 巳 62 

日- 2. カスタマイズ 機能 

ユー ヴー カスタマイズ 
機能一 覧 . 已 69 

日- 3. 初期設定 

初期設定び 必要な 項目 . 已 73 


561 


已 -1 .仕様一 覧 

メンテナンス データ （指定 燃料- オイル 量な ど) 


使用ず る オイル や 液 類の 品質に より、 お 車の 寿命は 著しく 左ち され ま 
ず。 トヨタ 車には 最も 適した トヨタ 純正 オイル •液 類 （じ (下、 r 指定 鈴 
柄 J といい まず） の ご 使用を おず ずめ しまず。 指定銘柄に (外を 使用され 
る 場合は、 指定銘柄に 相当ず る 品質の ものを ご 使 巧く ださし、。 


|p4 


指定 燃料 

容量 [L] (参考 値） 

無鉛 レギュラー ガソ 1」 ン 

4 己 

A ミち 意 

■燃料に ついて 

プラグ イン 八 イブ U ッ ド 車では、 車の 使用 状況によっては 燃料び タンク 内に 長 
期間 滞留し、 燃料の 品質び 変化す る ことび あります。 燃料 系の 部品 や エンジン 
に 影響を およぼす 可能性び あるた め、 6 ヶ月 ごとに 20L しツ上 （日 ヶ月 間の 給油 
量び 合計 20LUU; になる よ ラに） 燃料 補給を 行って ください。 


已已 2 


6-1 .仕様 一! 


I エンジン オイル 


指定銘柄 

容量 [L] (参考 値’ XI) 

オイルの み 
交換 

オイルと 
オイル 
フイ ルター 
交換 

トヨタ 純正 モーター オイル SN0W-2 日 x‘2 
—API  SN， RC/ILSAC  GF- 己， SAE  OW-20 

トヨタ 純正 モーター オイル SN  5W-20 
—API  SN,  RC/ILSAC  GF- 己， SAE  5W-20 

トヨタ 純正 モーター オイル SN  5W-30 

—API  SN， RC/ILSAC  GF- 己， SAE  5W-30 

トヨタ 純正 モーター オイル SN  lOW-30 
——API  SN,  RC/ILSAC  白 F- 己， SAE  1 OW-30 

3.9 

4.2 

& 1 エンジン オイルの 容量は 交換す る 隙の 目安です。 オイル 量の 確認は、 エンジンの 暖 
気 後に ノ V イブ リツ ド システムを 停止し、 日 分 上 経過して から レベル ゲージで 行つ 
て  <  ださい。 


^2  0W-20 は 新車 時に 充 慎され ている、 省 燃費 性に 優れる オイルです。 
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6-1 .仕様一! 


■指定 エンジン オイル 

A 円 規格 SN/RC か、 ILSAC 規格 合格 油を おず ずめ しまず。 なお、 

I に AC 規格 合 協 由の 宙 には ILSAC  CERTI 円 CATION (イル サック サー 
ティ フィケー  シ ヨン）  マークび 付いていまず。 


n  API マーク 

□  ILSAC  CERTIF に ATION マーク 


■エンジン オイル 推奨 粘度 

下記 表に 基づを、 外気 温に 適した 粘度の オイルを ご 使用く ださい。 


^  0W-20 は 新車 時に 充 慎され ている、 省 燃費 性に 優れる オイルで ず。 

オイル 粘度に ついて （例と して 0W-20 で 説明し まず）： 

-  0W-20 の 0W は、 な 温 時の エンジン 始動 特性を おしてい まず。 W の 
前の 数値び ル さい ほどを 場 や 寒; 令 時の エンジン 始動び 容易に なり ま 
す。 

-  0W-20 の 20 は、 高温 時の 粘度 特性を 示して いまず。 

粘度の 高い （数値び 大 さい） オイルは、 高速 または 重 負荷 走行に 適し 
ています。 
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フ ソエー ター 


指定銘柄 

容量 [L] 慘考 値） 

ガソ U ン 
エンジン 

パワー コント 
□—ル ユニット 

トヨタ 純正 スーパー □ン グライフ クーラント 
凍結 保証 温度 
濃度 30%  一  1 2 て： 

濃度 己 0%  —  3 己て： 

7.2 

2.1 

トランス 三ッシ ヨン 


指定銘柄 

容量 [L] 慘考 値） 

トヨタ 純正 オー トフ ルード WS  * 1 

3.4 

交換び 必要な 際は トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 


ブレーキ 


ブレ ー キ ペタル 


項目 

基準 値 [mm] 

遊び 

1 〜目 

踏み込んだとをの床板とのすを間*  2 

80 

ぷ 3 八 イブ U ッド システムが 作動して いる 状態で、 196N  (20kgf) の 踏 力を かけた と 
をの 床板との すを 間の 最ル値 

■ ブレ ー キ フル ー ド 


指定銘柄 

トヨタ 純正 ブレーキ フルード 2500H 


車両 仕様 


已己已 


6-1 .仕様一! 


■パ ー キング ブレ ー キ 


項目 

基準 値 （回数） 

踏みし ろ 

操作 力 3 日日 N  (3 1 kgf) のとき の ノッチ ぷ数 

8 〜 1 1 

^  ノッチとは、 パーキング ブ レー キを かける ときの 節度 （"カ チッ "という 音） のこと です。 


I ウオッ シャー 


車種 

容量 [L] 慘考 値） 

1」 ヤ ワイパー 非 装着 車 

2.0 

U ヤ ワイ バー 装着 車 

4.5 

I タイヤ • ホイー ル 


タイヤ サイズ 

ホイール サイズ 

タイヤが; 令え ている とさの 
空気 圧 kPa  (k 邑 /cm ビ） 

前輪 

後輪 

19 己/ 6 己 R1 己 91H 

15X6」 

250  (2 .己） 

240  (2.4) 

已己 6 


6-1 .仕様 一 


[電球 （バルブ) 


電球 

W  (ワット） 数 

へッ ド ランプ 

八 イ ビーム （バルブ タイプ； H 目 3) 

60 

□ー ビーム 

•八 □ゲンへ ッ ド ランプ 装着 車 

已己 

(バルブ タイプ： H1 1) 

- デ ィス チャージへ ッ ド ランプ 装着 車 

35 

•LED へッ ド ランプ 装着 車 

LED* 

車 幅 灯 

•八 □ゲンへ ッ ド ランプ 装着 車 

己 

. デ ィス チャージへ ッ ド ランプ 装着 車 

LED& 

車 外 

- LED へッ ド ランプ 装着 車 

LED& 

フロント フォグ ランプ*  (バルブ タイプ； H1 日） 

19 

フロン トち向 指示な/非常 点滅な 

21 

サイ ドち 向 指示な/非常 点滅 灯 

己 

U ヤち向 指示な/非常 点滅な 

21 

制動な/尾な 

LED* 

後退 好 

21 

U ヤ フォグ ランプ* 

21 

八 イマ ウン トス トップ ランプ 

LED& 

番号な 

己 

フロン トイ ンテ 1」 ア ランプ/バー ソ ナル ランプ 

己 

1」 ヤイ ンテ 1」 アラン プ 

8 

ドア カー テシ ランプ 

己 

車内 

バニ テイ 5 ラー ランプ 

8 

シフト イルミネーション 

LED& 

足元 照明* 

LED* 

□アグ □ーブ ボックス ランプ 

LE が 

ラ ゲージ ルーム ランプ 

己 

^ に D は、 Light  Emi 打 in 呂 Diodes (発光 ダ イオー ド) の 略で、 半導体 発光 電子素子です。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


車両 仕様 


已己 7 


6-1 .仕様一! 


[車両 仕様 


型式 

エンジン 

電動機 型式 

駆動ち 式 

ZVW3 己 

2ZR-FXE 

(1.8L ガソ U ン） 

3JM 

FF 

(前輪駆動） 

已己 8 


6-2. カスタマイズ 機能 

ユー ザー カスタマイズ 機能 一覽 


お 車には、 設定を 変更ず る ことが 可能な 数を くの 装備び 付いていまず。 
ト ヨタ 販売店で 作動な どを ごを 望の 設定に 変更ず る ことび でさまず。 
また、 メー カー オプ ショ ンの ナビ ゲー ショ ン システムの 画面 操作に よ 
り 設定を 変更ず る ことび できる 機能ち ありまず。 

メーカーオプションの ナビ ゲー ショ ン 画面での カスタマイズ 設定の 操作は、 別冊 
「ナビ ゲ—シ ョン システム 取扱 書」 を 参照して ください。 

機能に よっては、 他の 機能と 連動して 設定び かわる ものち あります。 詳しくは、 
トヨタ 販売店へ お問い合わせく ださい。 


f 車両 カスタマイズ 設定一 覧 

□  メーカー オプ シヨ ンの ナビ ゲー シヨ ン システムの 画面 操作で 設定 変 
更 可能 

曰 卜 3 夕 販売店で 設定 変更 可能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

旦 

スマート エン ト 

U  一 Si スタ ー ト 

システム 
(^P.  142) 

スマ ー ト エン ト U  —  & 

スタート システム 

あ D 

なし 

〇 

〇 

連続 ロック 操作の 有効 回 
数 

2 回 

無制限 

- 

〇 

ワイヤレス ドア 

□ック 
(一 P. 1 己 目） 

ワイヤレス 機能 

あり 

なし 

- 

〇 

已白 9 


6-2. カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

旦 

スマート エン ト 

U  一 Si スタ ー ト 

システム 
(^P.  142) と 
ワイヤレス ドア 

□ック 

(一 P. 1 5 目） 共 
通 

作動の 合図 （ブヴ ー音 量 
調鹽 

レベル 7 

レベル 

1 〜 6 

〇 

〇 

OFF 

作動の 合図 （非常 点滅な） 

あ 0 

なし 

〇 

〇 

解 錠 後 ドアを 開けな かっ 
たと をの 自動 施錠までの 
時間 

約 30 秒 

約 己 0 秒 

- 

〇 

約 120 秒 

半 ドア 警告 ブヴー 

あ D 

なし 

- 

〇 

パヮー ゥインド 
ゥ  UP.  188) 

運転席し 外の 自動 全開 作 
動 

あ D 

なし 

- 

〇 

ランプ 自動 点な- 
消な システム 
レ P.  292) 

ライ ト センサーの 感度 調 
整 

レベル 3 

レベル 

1 〜已 

〇 

〇 

ランプを 点灯す るまでの 
時間 

標準 

長め 

- 

〇 

オー ト アラーム* 
(^P. 1 目 目） 

メカ こ カルキ ーを 使って 
解 錠した とさの アラーム 
解除 

あ 0 

なし 

- 

〇 
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6-2. カスタマイズ 機能 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

旦 

イ ル 5 ネー テツ 
ドエ ント U- 

システム 
(一 P. 吕 92) 

消灯までの 時間 

約 1 已秒 

OFF 

〇 

〇 

約 7.5 秒 

約 30 秒 

"パワー" スイッチ OFF 

後の 作動 

あ D 

なし 

- 

〇 

解 錠 時の 作動 

あ D 

なし 

- 

〇 

検知エ U ア接 近時の 
作動 

あ D 

なし 

- 

〇 

足元 照明の 点 好* 

あ D 

なし 

- 

〇 

イル 5 ネー シヨ ン減光 制 
御 

あ D 

なし 

- 

〇 

メーター 照明の 
自動 調整 

周囲の 明るさに より、 
ディスプレイの 照度を 自 
動 減 光す るた めの セン 
ヴ ーの 感度 調節 

レベル 日 

レベル 

—  2 〜 + ピ 

- 

〇 

周囲の 明るさに より、 減 
光した ディスプレイの 照 
度を もとに もどす ため 
の センサーの 感度 調節 

レベル 日 

レベル 

—  2 〜 + ピ 

- 

〇 
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6-2. カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

旦 

エアコン 

(一 P.  348) 

AUTO スイッチび ON の 

とを、 連動して 外気 導入 
と 内気 循環を 自動的に 切 
りかえ る 

する 

しない 

〇 

〇 

エコ ドライブ モード 時に 
暖房/; 令 房の 作動を 抑え 

る 

する 

しない 

- 

〇 

U モ ートエ アコ 

ン システム 
レ P.  360) 

作動 開始 時の U モコ ンス 
イ ッチの 操作 

1 回 

押し 続ける 
(約 0 月 秒） 

1 回 押し 

- 

〇 

2 回 押し 

1 回 

押し 続ける 
(約 2.4 秒） 

非 作動 

作動 停止 時の U モコ ンス 
イ ッチの 操作 

2 回 押し 

1 回 押し 

- 

〇 

1 回 

押し 続ける 
(約 0.8 秒） 

1 回 

押し 続ける 
(約 2.4 砂） 

非 作動 

已 72 


己- 3. 巧 期 設定 

初期設定 がが 要な 頂 目 


次の 項目は 補 機バッ テリー を 再 接続したり、 メンテナンスを 巧った あ 
とな どに、 システムを 正しく 働かせる ために 初期設定び 必要で ず。 


項目 

初期設定び 必要な とを 

参照 先 

バック ガイ ド モニター* 

•補 機バッ テ U —の 充電、 

交換 後の 再 接続 時 
- ヒューズ 交換 後 

別冊 「ナビ ゲー シヨ ン 
システム 取扱 書」 

イン テ IJ ジェン ト 
パーキング アシスト* 

: 車両 型式な どで 異なる 装備 や オプション 装備 


已 73 


6-3 初期設定 


已 74 


さくいん 


略語 一覧 . 已 7 巨 

五十音順 さくいん . ろ 11 

症状 別 さくいん . 已 91 

八 イプ リツ ド さくいん . 已 94 


已 7 已 


アルフ アベ ツ ト 略語 

カタ カナ 表記 

A 巨 S 

アンチ □ック ブレーキ システム 

ACC 

アクセサリー 

ECO 

エ コノ =— / エコロジー 

ECU 

エレ ク ト □ニック コン ト □—ル ユニット 

EDR 

イ ベン トデ ー タ レコ ー ダ ー 

EPS 

エレ ク ト U ック パワー ステア リング 

ETC 

エレ ク ト □ニック 1 -― ル コレクション 

EV 

エレクト U ック ビーク ル 

HUD 

へッ ド アップ ディスプレイ 

HV 

八 イブ U ッ ドビー クル 

LED 

ライ トエ 5 ッ ティン グダ イオード 

PCS 

プ 1」 クラッシュ セーフ ティ システム 

PHV 

プラグ イン 八 イブ リッ ドビー クル 

SRS 

ヴプ U メンタル レスト レイン トシス テム 

TRC 

トラ クシ ョン コン トロール 

VSC 

ビーク ルスタビ U ティ コント □ー ル 

S-VSC 

ステア U ング アシス テッド 
ビーク ルスタビ U ティ コント □ー ル 
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五十音順 さ < いん 

五十音順 さ < いん 


日 


の 


アーム レスト （リヤ シート） ...... 

421 

インジケーター 

アウター S ラー （ドア S ラー）.. 

18 巨 

エラー インジケーター 

. 扫已 

アクセサリー コンセント . 

408 

充電 インジケーター.… 

. .84 

アクセサリー ソケット . 

406 

電源 インジケーター 

8 已 

アクティブへ ッ ドレ スト . 

170 

八 イブ U ツ ド システム 

アシスト グリップ . 

423 

インジケーター..….… 

...........267 

足元 照明 . 

390 

表示灯 . . . 

...........262 

アッパー グ □-ブ ボックス ........ 

39 已 

READY....... ...... ........... 

23 白， 262 

安全 機能 . 8 日, 

10 已 

イン ナー ミラー . 

. 184 

アンチ □ック ブレーキ 

システム （A 巨 S) . 

32 已 

百 

ウインカー （方向 指示 灯) 

アンテナ . 

432 

電球の 交換 . 

46 曰.  471 

ち 向 指示 レバー . 

. 2 已已 

EPS  (エレクトリック 

ワット 数 . 

. 已巨 7 

パワーステアリング） . 

32 已 

ウインドウ 

白 Gonn 白 ct 

ウォ ツシ 巾一 . . 

29 日.  304 

ESPO. . . . . 

… 7 已 

パワー ウィンドウ …… .. 

. ...... ....188 

各種 設定 . 

...79 

U ャ ウィンドウ 

巧電 情報に ついて . 

...71 

デフ ォツ ガー..……..... 

...........364 

充電 ステ ー ショ ンを 検索す る 

...72 

ウインドウ □ッ クス イッチ . 188 

つぶやく （トヨタ フレンド）. 

...82 

ウエルカム 表示 . 

. 279 

登録す る.…………....... ...... . ..... .. 

...66 

ウ オーニング ライト 

EV  /  HV モード 

(警告 灯） . 

264, 已 03 

切り かえ スイッチ . 

...31 

ウ オッシ ヤー 

EV 走行可能 距離 . 4 ス已 7 

267 

液の 捕 給 ....... ................ 

...........486 

EV 走行 比率 . 

270 

スイッチ . 

2 白 曰.  304 

EV ト ド' . 

...30 

タンク 容量 . 

. 已巨巨 

イ グー ッシ ョン スイッチ . 

239 

をの 前の 準備'  点検.... 

. 343 

1 分 間 燃費 . 

... 已 1 

運転 

イベント データ レコーダー ........ 

...22 

EV 走行可能 距離 ......... 

. 巳 7 

イモビ ライザー システム . 

19 已 

寒; 令 時の 運転 . 

. 343 

イルミネーション 

正しい 姿勢 . 

. 199 

カスタマイズ 機能 . 

已 7] 

手順.………………… ....... .. 

..… ......228 

作動に ついて . 

392 

プラグ イン 八 イブ U ッド車 

点 巧す る 部位..…………………… 

390 

運転の アドバイス..… 

. ...... ....... 已 4 

イル S ネー テッド 

運転席 シー ト ベルト 

エントリー システム . 

3 白 2 

非 着用 警告 打 . 

. 已 06 

已 77 


五十音順 さ < いん 


巧 ェァ コン 

オート エアコン . 348 

ステア U ング スイッチ . …3 已 8 

フィルターの 清掃- 交換... ..... 487 

U モー ト エアコン システム.… 360 

エアコン コンプレッサー . 38 

エァバッグ 

一般的な 警告 ........ ............... ....206 

SRS エァバッグ…..……….…… 20] 

おモ さまの ための ミち 意 . 206 

カーテン シールド エアバッグに 

関する 警告 . 207 

カーテン シールド エアバッグの 

作動 条件 . 203 

改造- 廃棄に ついて . 20 目 

警告 打...…………………………. ..... 已 04 

サイ ド エアバッグに 
関ず る 警告.………………… ...... 207 

サイ ド エアバッグの 
作動 条件.… ..... .......................  203 

正しい 姿勢..…… ...... . ....... ......... 199 

配置....… ..… ......................... … 201 

フ □ント SRS エアバッグの 

作動 条件 . 202 

HV  モ ーK . 30 

A 己 S  (アンチ □ック 

ブレーキ システム） . 32 已 

AUX 端子 . 38 已 


エコ ドライブイン ジケーター 

ランプ . 267 

エコ ドライブ モード . 248 

エコ ドライブ モニター . 2 日已 

S-VSC 

(ステアリング アシス テッド 
ビーク ルスタビ リ テイ 

コント □- ル） . 3 吕已 

エネ ルギ ー モニタ ー . 44 

エレクトリック パワー 

ステ ア  U  ング  (EPS) . 3 吕己 

エンジン 

イグ ニッシ ョン 

スイッチ . 239 

エンジンび かからない . 已 42 

エンジン 警告 口 . ....己 04 

エンジン スイッチ . 239 

オーバーヒート . 已已 3 

計器 類.. ...... ..................... ...... ....2 已 8 

八 イブ リッ ド システムの 
始動ち 法……………….………….  239 

パワー スイッチ . 23 曰 

ボンネット . 44 色 

エンジン オイル 

冬の 前の 準備- 点検 . ....343 

容量 . 已巨 3 

エンジン スイッチ . 239 


已 78 


五十音順 さ < いん 


^ ォィル 

油脂 類の 容量と 銘柄 . 

応急修理 

タイヤ パンク 

応急修理 キット.…. ...... .... ..... 

オーディオ 

アンテナ . 

AUXuS?...... .................. ........ 

MP3  /  WMA 

ディスクの 再生 . 

オーディオ インデックス ........ 

音質- 音量 バランスの 調整.... 

CD プレーヤー . 

ステア U ング スイッチ . 

ラジオ . 

オート アラーム . 

オート エアコン . 

オート レべ リング システム . 

オーバーヒート . 

才ー パーヘッド 

コンソール ボックス . 

オープナー 

給油 □ . 

バック ドァ . 

ボンネット . 


お 子 さまの 安全の ために 

ウイン ドウ □ツク スイ ツチ.... 1 88 

エアバッグ に関する 警告..…… 20 目 
お 子 さまの シ ー ト ベルト 
着用.........………………… ...... ....180 

お 子 さまを 乗せる とさの 警告 
.......... ..... ..23, ] 巨 3. 166, 182 


キーの 電池に 関する 警告 ........ 48 已 

シート ヒーターに 

関する 警告 . 420 

シー ト ベル ト に関する 警告.... 1 8 ] 

充電に 関する 警告 . 曰已 

タイヤ パンク 応急修理 キットに 

関する ミ 主意 . 已 4] 

チャイルド シート . 210 

チ ャイ ル ド シー トの 固定..…… 2]  9 
チ ャイ ル ドプ □テク ター ........ 1 62 

トノ カバーに 関する 警告..…… 429 
発が 筒の 取り扱いに 

関する 警告.……... . . 4 目 目 

バック ドアに 関する 警告.…... . 1 6 目 
パワー ウインドウに 

関する 警告 . ] 曰 0 

補 機 バッテリーに 

関する 警告 . 已已] 

マイ ルーム 機能に 関する 警告 ...37 
U モート エアコン システムに 

関する 警告 . 363 

U ヤ シートの 操作に 

関する 警告 . 174 

オ ドメーター . 26 已 


已巨 2 

已 2 已 

432 

38 已 

37 巨 

3 巨已 

383 

370 

387 

367 

196 

348 

294 

已已 3 

401 

191 

144 

44 巨 


已 79 


五十音順 さ < いん 


QS 力-テン シ- ルド: C アパ ジグ ..... 201 

カード ホルダー . 402 

外気 温 表示 . 40 已 

外部 電源供給 システム 

ア クセヴ U— コンセント… ..... 128 

ヴィー クル パワー コネクタ.… 1 20 
ヴィー クル パワー コネクタの 
取り扱い に関する 警告......…]  2] 

外部 電源供給 システム 

使用 時の 警告 . 133 

正常に 作動し ない . 137 

定期 点検 . 138 

電源供給の しかた . 124 

回生 ブレーキ . 33 

カスタマイズ 機能 . 己 69 

ガソリ ン スタン ドでの 情報/ 

充電 スタンドでの 情報 . 已日 6 

カップ ホルダー . 398 

ガレージ ジャッキ . 450 

カレンダー . 27 已 

寒冷 時の 運転 . 343 


曰キ 


キーナン バー 

プ レー ト . 139, 140 

キーの 構成 . 139 

キー レス エン ト U —.… 142, 159 

キーを な <  した . 已 44 

作動 範囲……………..… ...... ......... 146 

正常に 働かない..…… ...... ......... 已 4 已 

電子 キー...…… . . . . . 1 39 

電モ キーの 電池び 切れた . 已 4 已 

電池 交換.……………. ....... ...... ..... 483 

；/ カ ニ カルキ ー ...... ......  139, 已 4 已 

ワイヤレス U モ コン...……...... ] 已曰 

救援 用 端子 . 已 47 

給油 □ . 191 


緊急 時の 対処 

オーバーヒートした . 已已 3 

キーの 電池び 切れた..… ....... ....545 

キーを な <  した..………… ...... ....己 44 

緊急 停止 システム..………………… 3 日 
緊急 ブレーキ シグナル...……… 32 已 
緊急 用 フック ........................... 4 日 8 

警告な びつ いた..………… ...... ....己 03 

警告メッセージび 

表示され た . 已 08 

けん 弓 I . 4 曰 7 

故障した とさは . 492 

シフ ト ポジションび 

切り かえられない . 2 已〇 

車両を 緊急 停止す る . 已已 9 

スタックした.………………........ 已已 8 

電子 キーび 正常に 働かない ....己 4 已 

発が 筒 . ...495 

八 イブ リッ ド システムび 
始動で さない.… ....... .... ...... ....己 42 

パンクした..…. ...... ...................己 2 已 

補 機バッ テ U —び あびった.... 已 47 

0 空気 圧 . 已巨 6 

空調 

才ート エアコン . 348 

フィルターの 清掃- 交換 ........ 487 

リ モー ト エアコン システム ....360 

区間 距離計 

(トリップ メー ター) . 26 己 

駆動 用 電池 

暇 入 □ . 3 日 

交換- 廃棄に ついて . 43 

残 量 表示.…………………… ...... .. ..... 49 

寿命に ついて . 40 

搭載 位置 . ………………….….38 


已 80 


五十音順 さ < いん 


曇り 取り 

フ □ント ガラス . 3 巳] 

U ャ ウインドウ 

デフ ォッガ ー. ...... . ....... ...... ...3 目 4 

クルーズ コン ト □ー ル ......  3081  312 

グ □ーブ ボックス . 3 日已 

IH 警音器 （ホ- ン) . 257 

計器 類 （メーター） 

エコ ドライブ モニター . 26 已 

へッ ド アップ ディスプレイ.… 283 

メー ター . 2 巳 8 

警告音 （キー キー 音） が 

聞こえる . 233 

警告 打 

運転席 シー ト ベル ト非 着用…. 已 06 
ABS  & ブレーキ アシスト. ..... 已 04 

SRS エア ノ （ツグ……………. ..... 已 04 

エンジン . 已 04 

クルー ズ コント □-ル 

表示 打 . 已〇已 

高 水温 . . . . 已 04 

車 間 制御 モー ド 表示 口 . 已〇已 

充電 . 已 04 

助手席 シー ト ベル ト非 着用.... 巳 06 

ス U ップ 表示 口 . 巳〇已 

定速 制御 モー ド 表示 口 . 已〇已 

電モ 制御 ブレーキ . 已〇已 

燃料 残 量 ..... ....... ...... .... ..... . ....... 506 

パワーステアリング . . . 已〇已 

半 ド' ア . 已 06 

PCS............ . . . 已〇已 

プ U テン シ ョナー . . . 已 04 

ブ レー キ… . . . . . . 已 03 

へッ ド ランプ 

オート レべ U ング . 已〇已 

マスター ウオー ニン グ . 已〇色 


警告 ブザー 

運転席- 助手席 シー ト ベルト 


非 着 巧…............ ...... .... 

........ ....己 0 目 

シフ ト ポジション 

切り かえ 制限 . 

. 2 已〇 

スマ ー ト エン ト U  —  Si 

スタート システム….., 

.147, 已 17 

パーキング プ レーキ 

未 解除 走行 時.... ......... . 

........ ....己 03 

半 ドァ…………… ……… .... 

........ ....1 已 9 

半 ドア 走行 時 . 

. 已 □色 

ブレーキ..…. ...... ............ 

.. ...... ....己 03 

U バース . 

. 2 己] 

警告メッセージ 

EV モード . 

. 己] 已 

LED へッ ド ランプ ....... 

. 已 09 

エンジン オイル 圧力 ..... 

. 已 08 

駆動 用 電池 残 量 . 

. 已] 4 

自動 電源 OFF 機能 ...... 

….… .… .已 20 

シフト 

ポジション ...... .514.  518,  519 

巧 胃 . 

. 已 22 

スマ ー ト エン ト U  —  & スタート 
システム.……..... .....己]  7 〜已 2] 

電子 キー…………... .....己]  7 〜已 2  ] 

八 ィブ U ッド 

システム . 已〇 日， 已]  3 

PCS . 已 10.  512, 己]  3 

P ポジション 制御システム.… 已 09 
補 機 バッテリー 充電 不足 ........ 己]  6 

レーダー クルーズ 

コント □ー ル . 巳 10,  512 

化粧 用 （バニ ティ） ミラー . 404 

けん 弓 1 . 497 


已 81 


五十音順 さ < いん 


马 交換 

キーの 電池 . 483 

タイヤ.… ..... ..............................  4 已 3 

電球..……………….……..…….…… 462 
ヒユ ーズ… 47 已 

工具 （ツール) . 453 

航続 可能 距離 . 274 

後退 打 

電球の 交換…………… ....... .........471 

ワット 数 . 已巨 7 

高電圧 ケーブル . 38 

コーション ラベル . 38 

コート フック . 422 

子イ共 専用 シート . 210,  219 

己 分 間 燃費 . 已 1 

か 物入れ 

才ーバ ーへッ ド コン ソール 
ボックス............. . …401 

コンセント （EV/PHV 専用 

コンセント） . 90 

コンソール 

才 ーバー ヘッド 

コンソール ボックス . 401 

コンソール ボックス . 39 色 

フ □ント コン ソール トレイ…. 402 
コン ライト . 292 

E3 ヴ- ビス プラグ . 38 

サイ ドエ アバ ッグ . 201 

サイドち 向 指示 灯 （ウインカー） 

電球の 交換.. . 473 

ち 向 指示 レバー . . . 2 已已 

ワッ ト 数... . . . . . 已巨 7 

サンバイザー . 403 


H シ-卜 


モ供専 巧 シート . 210 

正しい 姿勢..…. . . ..1 日 9 

チ ヤイ ル ド シー トの 固定..…… 2]  9 

手入れ…. . . . .438 

ヒー ター . . 4]  9 

フ □ント シートの 調整.. ...... ....169 

フ □ント シートの 調整に 
関する 警告.…………….. ....... ....171 

へッ ドレ スト . 175 

U ヤ シートの 操作に 

関する 警告 . 174 

U ヤ シートの 調整 . 172 

シート ヒーター . 419 

シー ト ベルト 

お 子 さまの 着 巧..………… ...... ....180 

緊急 時 シートベルト 

固定 機構 . 179 

シー ト ベル ト非着 巧 警告な.… 已〇目 
シートベルト 

プ U テン シヨ ナー . ....179 

清掃- 手入れ . 439 

高さの 調節..………… ....... ..........178 

正しい 着用.….………………........ 1 78 

チ ヤイ ル ド シー トの 固定..…… 2]  9 

妊娠 中ので の 着用 . 181 

プ IJ クラッシュ 

シート ベルト . ]7 曰， 332 


已 82 


五十音順 さ < いん 


シー ト ベル ト非着 巧 警告 灯 ......... 已〇巨 

事故が 発生した とさは . 42 

室内 打 

パーソナル ランプ . ......391 

フ □ント イン テ U ア ランプ….  39] 
U ヤイ ンテ U ア ランプ………… 392 
ヮッ ト 数..…………………………… 已巨 7 
自動 P ポジション 

切り かえ 機能 . 2 已 1 

シフ トイ ルミネ ーシ ョン . 390 

シフト ポジション 

切り かえち . 246 

走行 モード . 248 

P ポジション スイ ツチ . 24 目 

表示 打 . 258 

シフト レバー . 246 

車 速 

スピードメーター………… ...... .2 已 8 

平均 車 速...... ..... . ...... .................  267 

ジャッキ 

ガレージ ジャ ッキ ...................  450 

タイヤ 交換……. ..... ...................  4 已 3 

ジャッキ バンドル . 453 

車 幅 打 


巧電 

ガソ U ン スタン ドでの 情報/ 


充電 スタン ドでの 情報......... 已目目 

充電器.. …… ..................... …… .…111 

充電 ケーブル ...... . ....... ...... ..... .....8 已 

充電 ケーブル に関する 警告 .......89 

充電 装備……………………………..… 84 
充電に 関する 警告 …… . ……… ....110 

充電の しかた............……………… 曰已 

正常に 充電で さない . 1 13 

タイマー 充電 機能 . 101 

定期 点検… ......... ............. ...... ....117 

電源に ついて . 90 

電源に 関する 警告 . 93 

電源 プラグ コードの 交換 . 扫 7 

マイ ルーム 機能 . 32 

メッセー ジ . 已 22 

収納 装備 . 393 

初期設定 . 曰 73 

助手席 シー ト ベルト 
非 着用 警告 打 . 已 06 


電球の 交換 . 466 

ランプ スイッチ . 292 

ワット 数 . 已巨 7 

車両 型式 . 已 6S 

車両 仕様 . 已日 S 

車両 接近 通報 装置 . 33 


已 83 


五十音順 さ < いん 


百 スイッチ 


EV/HV モード 切り かえ… 

… 31 

イ グー ッシ ヨン ...... ............... 

..239 

ウインドウ □ック . . . 

.. 188 

エコ ドライブ モード . . 

..248 

エンジン スイッチ . 

..239 

クルー ズ コント □-ル . 

..308 

シート ヒーター ...... . ....... ....... 

..419 

車間距離 切り かえ…… ..... . ..... 

..312 

車両 接近 通報 一時停止 . 

… 33 

ステア U ンヴ' ..... 吕已 己， 己 己 8,  387 

タイマー充電 . 

.. 101 

ドア = ラー . 

.. 186 

ドア □ツク . 

.. 161 

時計 . 

..274 

パワー （イ グー ツシ ョン）.… 

..239 

パヮー ウィンドウ.………....... 

.. 188 

パヮー モード . . . . 

..248 

P ポジション . . 

..249 

非常 点滅な..…… . . . . 

..494 

フォヴ 'ランプ…. .29 己， 296.  297 

プ U クラッシュ プ レーキ…… 

..333 

フ □ント ワイ パー 

デ アイサ ー . 

..30 巨 

へッ ド アップ ディスプレイ.. 

..283 

へッ ドラン プク リーナー ...... 

..307 

メーター 照度 調整 . 

..259 

ランプ . 

..292 

U モート エアコン . 

..360 

U ャ ウインドウ 

デフ ォッ ガー. ...... ............... 

..364 

レーダー クルーズ 

コント □— ル..…………… 

..312 

ワイ パー & 

ウオ ッシャ ー . .  299,  304 


人夕 — 夕 一 

八 イブ リッ ド システムび 
始動で さない.…………. ....... ....己 42 

八 イブ リッ ド システムの 

..................... ....... ..… ......239 

スタック 

スタックした…....... . . 已已 8 

ステア U ング アシス テッド 
ビーク ルスタビ リ ティ 

コント □一 J レ (S-VSC) . 3 吕己 

ステア U ング スイッチ 

エアコンの 操作 . 3 已 8 

エコ ドラ イプ モニターの 

操作 . 26 巨 

オーディオの 操作 . 387 

タッチ トレーサー 

ディスプレイ . 2 已 9 

ステアリング ヒーター . 417 

ステアリング ホイール （八ン ドル） 
調整.….......... ...... ............. ...... ....183 

パワー ステア U ング 警告 口.... 已〇已 

ヒーター.………............... ...... ....417 

スピードメーター （速度計） ........ 2 已 8 

スペック （車両 仕様） . 已日 2 


已 84 


五十音順 さ < いん 


スマ ー ト エントリー & 

日 

走行距離 . 

....274 

スタート システム 

走行 モード 

カスタマイズ 蝶. 能 . 

.已已 白 

EV  モード . . 

.......30 

警告.……… ..... ................  147,  517 

HV モード . 

.......30 

作動 範囲.................... ...... ....... 

. 146 

エコ ドライ プモー ド.… 

… .248 

正常に 働かない..…… ...... ....... 

.已 4 已 

パヮー モード . 

....248 

節電 機能........…........ ....... ....... 

. 148 

凍 度 計 （スピードメーター）… 

....258 

ドアの 解 錠- 施錠.………….... 

八 イブ U ッ ド システムの 

. 143 

囚 

タイマー 充電 機能 . 

....101 

始動 . 

..23 吕 

タイヤ 

空気 圧 . 

....己 巨 6 

清掃 

交換 . 

… .4 已 3 

外装 . 

.432 

タイ ヤノ': ンク 

シー ト ベルト . 

.43 目 

応急修理 キット . 

.... 已 2 巳 

スーパー UV カッ ト ガラス.. 

.439 

チェー ン . 

344,  346 

幡 . 

.438 

点検.………………………… 

....442 

制動 打 

パンクした . 

....525 

電球の 交換 . 

.473 

冬 用 タイヤ………………. 

....343 

つッ ト 数.…………....... ...... ....... 

.567 

□— テーシ ヨン . 

....442 

積算 距離計 （オドメーター） ..... 

.274 

タッチ トレーサー 

節電 機能 . 

.. 148 

ディスプレイ. . . 

… .2 已 9 

綿 . 

.432 

日 

前 照 口 （へッ ド ランプ） 

チェーン （タイヤ） . 

344,  346 

才ー トレべ IJ ング システム.. 

.294 

チャイルド シ ー ト 

手動 光軸 調整 ダイヤル . 

.293 

侶 日 FIX バーでの 固定. 

....221 

スイッチ . 

.292 

シートベルトでの 固定 

… .220 

電球の 交換 . 463,  464 

選択 . 

....210 

へツ ドラン プク リーナー ...... 

.307 

チ ャイ ル ドプ □テク ター.. 

....162 

ライ ト センサー ...... ............... 

.294 

駐車 ブレーキ 

ランプ 消し 忘れ 防止 機能.….. 

.294 

(パーキング ブレーキ）… 

....256 

ヮッ ト 数..……………… . . 

.567 

己 

月別 燃費 履歴 . 

……. 已 2 

ツール （工具） . 

… .4 已 3 

己  TRC  (トラ クシ ヨン 

コント □ー ル） . 3 吕已 


已 8 已 


五十音順 さ < いん 


DC /DC コンバーター . 

.…. 38 

凸 

ドア 

ディスプレイ 

ドア カー テシ ランプ . 

..390 

エコ ドライブ モーター . 

..2 扫已 

ドア ガラス..………… ......... ..... 

..188 

タッチ トレーサー 

ドア 巧一 . . . . 

..186 

ディスプレイ………………... 

..2 已曰 

ドア □ック .…….142, ] 已 日， 161, 

へッ ド アップ ディスプレイ. 

..283 

1 64, 已 4 已 

マルチ イン フォ メー シヨ ン 

ドア ガラス . 

..188 

ディスプレイ..…………….... 

..已 08 

ドァ 巧一 . 

..186 

手入れ 

盗難 防止 システム 

外装 . 

..432 

イモ ビラ イヴーシステム ..... 

..195 

シー ト ベルト . 

..439 

オート アラーム . 

..196 

W 装 . 

..438 

時計 . 

..274 

テールランプ （尾 口） 

トップ テ ザーアン カー . 

..219 

スイッチ . 

..292 

トノ カバー . 

..427 

電球の 交換 . 

..473 

トラ クシ ヨン 

つッ ト 数.…………....... ...... ...... 

..已 巨 7 

コント □-ル (TRC) . 

..3 吕已 

デッた アン ヴーボ ッ 々ス 

4 吕巨 

h う ソス = 、ソシ A ソ 

24 巨 

デッキ フック . 

..426 

トリップメーター . 

..273 

デフ ォッ ガー 

トレイ 

フ □ント ガラス...……………… 

..3 已] 

フ □ント コンソール トレイ. 

..402 

U ャ ウインドウ 

デフ ォッ ガー.………………… 

..364 

旧 

荷物 

電気 モーター . 

.…. 38 

積む とさのを 意 . . 

..340 

電球 （バルブ） 

ラ ゲージ ルーム 内 装備 ........ . 

..426 

交換 . 

..462 

ワット 数 . 

..已 67 

囚 

燃費 

電源 

瞬間 燃費 . 

..2 已 8 

電源 インジケーター . 

.…. 8 巳 

1 分 間 燃費 . 

… 巳] 

電源に ついて.… ...... .......... ..... 

.…. 90 

已 分 間 燃費 . 

… 巳] 

電源 プラグ.. ....... ....... ...... ....... 

…. .8 已 

月別 燃費 . 

… 已 2 

電子 キー 

平均 燃費 . 

..267 

作動 範囲. . . . . . . 

.. 146 

毎分 燃費 . 

… 已〇 

正常に 働かない とを..……..… 

..已 4 已 

節電 機能. . . . . 

.. 148 

電池び 切れた... ..... .... ...... ....... 

..已 4 已 

電池 交換 . 

..483 

已 86 


五十音順 さ < いん 


燃料 

ガソ U ン スタン ドでの 1 青 幸 長.… 已 9 色 


給 ミ 由 . 191 

mm . 已巨 2 

燃料 計……………. ...... .................  2 已 8 

燃料 残 量 警告 丹....................... 已 06 

容量.……. ...... ....................... ..... 已 62 

IP パ-キング ブ レ- キ . 256 

パーソナル ランプ 

スイッチ . 391 

ワット 数 . 567 

八 イブ リッ ド システム 

運転の アドバイス . 已 4 

オーバーヒート . 已巳 3 

計器 類………………………………… 2 已 8 
始動で をない とさは .......... ..... 已 42 

始動ち 法... ..... … … .23 曰 

八イフ U ッ ド システムに 
ついて..…… ..… ........... ..… . .…… ..28 

パワー スイッチ..………………… 23 曰 
ボン ネッ ト… ............. ...... . ..... …446 

八 イブ リッ ド システム 

インジケーター . 267 

八 イマ ウン トス トップ ランプ 

電球の 交換 . 473 

ワット 数 . 已巨 7 

八 ザ ー ド ランプ （非常 点滅 巧） 

スイッチ………….…… ..… ...... ..... 494 

電球の 交換..…… . 469,  471 

つッ ト 数. . . . . . 已巨 7 

挟み込み 防止 機能 

ドア ガラス................ ...... ......... 18 曰 

発 炎 筒 . 49 已 

バックアップ ランプ （後退 灯） 

電球の 交換 . 471 

ワット 数 . 已日 7 


バック ドア . 164 

バッ テリー 

冬の 前の 準備- 点検.…………… 343 
補 機バッ テ U — あがりを 

防ぐ ために . . . ....己 49 

補 機バッ テ U —び あびった ....己 47 

バニ ティ ミラー . 404 

バルブ 请 球） 

交換…….. ..... . ...... ............. ...... ....462 

ワット 数 . 已巨 7 

パヮー ウインドウ . 188 

パワー コント □ー ル 

ユニット . 38 

パワー スイッチ . 239 

パヮー モード . 248 

パンクした . 已吕已 

番号 灯 （ラン センス プレート ランプ） 
スイッチ.…………. …… ...............292 

電球の 交換………….. ....... ……….472 

ワッ ト 数..… ..... ......................... 已臣 7 

八ン ドル 

調整..…. ....... .................... ...... ....183 

パワー ステア U ング 警告な.… 已〇已 

Hi ビ-ク ルスタビ リ ティ 

コント □— J レ (VSC) . 3 吕己 

PCS  (プリ クラッシュ 

セーフ テイ システム） . 332 

ヒー ター 

オ ート エアコン . 348 

シー トヒー ター..………… . .419 

S ラー ヒーター . 364 

P ポジ シ ヨン スイッチ . 249 


已 87 


五十音順 さ < いん 


非常 点 減' な （八 ザ ー ド ランプ） 

スイッチ . 

電球の 交換…….………… .  4 巨 9, 
つッ ト 数. …… ............. …… ......... 

尾灯 （テールランプ） 

スイッチ. . . . . . . 

電球の 交換..…… ...... . ....... . ..... ... 

つッ ト 数………………………… ..... 

ヒューズ . 

表示 丹 . 

ヒル スタート アシスト 
コント □ー ル . 

が VSC  (ビ -ク ルスタビ リ ティ 

コント □- ル) . 

フォグ ランプ 

スイッチ . 29 己， 2 日 巨， 

電球の 交換…….………….  467, 
つッ ト 数.……………………………. 

フック 

けん 引 フック.… ...... ................. 

コー ト フック……………………… 

デッキ フック . 

プッシュ ボタン スタート 

警告 . ] 已 7, 

作動 範囲 . 

正常に 働かない . 

八 イブ U ッ ド システムの 
始動..………........………………… 

冬 用 タイヤ . 


プラグ イン 八 イブ U ッ ド システム 


EV モード . 30 

運転の アドバイス . 巳 4 

HV  モー ド' . . . . 30 

充電の しかた.......... ....... ... ..... .....日 已 

プラグ イン 八 イブ U ッド 

システムに ついて....………… 28 

プリ クラッシュ セーフ ティ 

システム (PCS) . 332 

ブレーキ 

回生 ブレーキ . 33 

パーキング ブレーキ . 2 已色 

ブレ ー キ 付近 か らキ ー キ ー 音び 

聞こえる . 233 

メンテナンス データ . 已 6 巳 

ブレーキ アシスト . 3 吕己 

フ □アマ ット . 424 

フ □ン トコ ンソ ーJ レ トレイ . 402 

フ □ント シート 

調整.….......... ...... .......................169 

フ □ント シートの 調整に 
関する 警告.…………….. ....... ....171 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

スイッチ . . . .29 己.  2 白 7 

電球の 交 撰 . . . ..467 

ヮット 数 . 已日 7 

フ □ント 方向 指示 灯 （ウインカー） 

電球の 交 撰 . 469 

方向 指示 レバー . 2 己巳 

ワット 数 . 已巨 7 

フ □ン ト ワイパー デ アイサー ...... 30 巨 


494 

471 

已巨 7 

292 

473 

已巨 7 

47 已 

261 

330 

32 已 

297 

471 

已巨 7 

497 

422 

42 巨 

巳] 7 

156 

149 

23 曰 

343 
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五十音順 さ < いん 


H 

平均 車 速 . 已 1 

267 

日 

毎分 燃費 . 

.…. 已〇 

平均 燃費 . 

.267 

マイ ルーム 機能 . 

…一 3 吕 

へッ ド アップ ディスプレイ ....... 

へッ ド ランプ 

.283 

ミラー 

才ー トレべ IJ ング システム.. 

.294 

イン ナー = ラー . . . . 

..184 

クリーナー…..…………………… 

.307 

ドア 巧一 . . 

..186 

手動 光軸 調整 ダイヤル.......... 

.293 

パ’— ティ = ラー..………… ...... . 

..404 

スイッチ. …… ..................... ..... 

.292 

= ラー ヒーター . . 

..364 

電球の 交換..…… ...... ……463,  464 

囚 

ライ ト センサー . 

.294 

メーター （計器 類） 

ランプ 消し 忘れ 防止 機能 ...... 

.294 

エコ ドライブ モーター . 

..265 

ランプ 自動 点 打- 

タッチ トレ ー サ ー 

消な システム . 

.292 

ディスプレイ . 

..2 已 9 

ワット 数 . 

.567 

へッ ド アップ ディスプレイ. 

..283 

へツ ド ランプ クリーナー . 

.307 

メー ター . 

..2 已 8 

へツ ドレ スト . 

. 17 已 

メーター 照度 調整 ダイヤル. 

..2 已 9 

回 

メンテナンス 

ホイ ー J レ . 442. 已 66 

メンテナンス データ..… ..... ... 

..已 62 

ホイ ー ル ナツ トレンチ . 

ち 向 指示 灯 （ウインカー） 

.4 已 3 

回 

モニター 

雷 城のを 抱 _ _ 4R み 471 

エコ ドラ イプ モーター . . 

..2 巨已 

ち 向 指示 レバー ...... .. ....... ...... 

.2 已已 

エネ ルギー モーター . 

… 44 

ワット 数 . 

.567 

マルチ イン フ オメー シヨ ン 

ホーン （警音 器) . 

補 機バッ テ U — 

.257 

巧 

ディスプレイ . 

..已 08 

補 機バッ テ U —び 

ユーザー カスタマイズ 機能 ....... 

..已 曰 9 

あびった とさは . 

.巳 47 

油脂 類 . 

..已 巨 2 

補 機バッ テ U —につ いて ...... 

.447 

目 

ボトル ホルダー . 

.400 

ライセンス プレート ランプ （番号 口） 

ボンネット . 

.446 

スイッチ………………....... ...... . 

..292 

電球の 交換 . 

..472 

ワッ ト 数.…………… ..... .... ....... 

..已 巨 7 

ライ ト センサー . 

..294 

ラ ゲージ ルーム 内 装備 . 

ラ ゲージ ルーム ランプ 

..426 

作動に ついて . 

..165 

ワット 数 . 

..已 巨 7 

已 89 


五十音順 さ < いん 


Q 


ランプ 

回 

ルーム 5 ラー 

イン テ U ア ランプ ....... 

3 曰]， 392 

(イン ナー S ラー） . 

.184 

電球の 交換 . 

..462 

ルーム ランプ （室内 口） 

ドア カー テシ ランプ... 

..390 

スイッチ..…….………..... .3 曰] 

392 

パーソナル ランプ....… 

フ □ント 

..391 

田 

ヮッ ト 数…………....... ..... . ...... .. 

.567 

フォグ ランプ ..... ....... 

29 巳， 297 

:令却 水 

へッ ド ランプ . 

..292 

をの 前の 準備- 点検 . 

.343 

ち 向 指示 灯..… . . 

..2 已已 

麵 . 

.已巨 巳 

ラ ゲージ ルーム ランプ 

.. 已 

:令却 装置 

U ヤ フォグ ランプ ....... 

2 曰 巨， 297 

オーバーヒート . 

.已已 3 

□アグ □ープ ボックス 

レーダー クルーズ 

ランプ . 

..39 已 

コント □ー ル . 

.312 

ワット 数 . 

..已 巨 7 

日 

ランプ 消し 忘れ 防止 機能. 

..294 

□アグ □-ブ ボックス . 

□ック 

.39 己 

リ モー ト エアコン システム ....... 

..360 

ウインドウ □ック . . 

.188 

リヤ ウインドウ デフ ォッ ガー.. 

..364 

チ ヤイ ル ドプ □テク ター.….. 

.162 

リ ヤシー ト 

ドア □ッ ク. ..... ..…..142, ] 已 日， 161, 

前倒し..... ...... .... ....... ..... 

U ヤ シートの 操作に 

.. 173 

巧 

164, 已 4 已 

関ず る 警告....………… 

.. 174 

ワイ パー 

リヤ フォグ ランプ 

フ □ント . 

.299 

スイッチ . 

2 曰 巨， 297 

U ャ . 

.304 

電球の 交換 . 

..471 

ワイパー デ アイサ ー . 

.306 

n 、 ソ b 獄 

巳 67 

ワイパー ブレード 

344 

リヤ 方向 指示 灯 （ウインカー） 

ワイヤレス リモコン 

電球の 交換 . 

..471 

操作ち 法 . 

.1 已 9 

ち 向 指示 レバー . 

..2 已已 

電ミ也 交換 . 

.483 

ワッ ト 数………… . 

..已 巨 7 

已 90 


症状 別 さくいん 

巧が 別を < いん 


タイヤび パンクした 


バンクした ときは 


八 イブ U ッド システムび  \ 

P. 巳 42 

八イフ U ッ ド システムび 
始動で さない とさは 

始動し ない  / 

P. 195 

イモ ビラ イヴーシステム 

P. 巳 47 

補機ノ  くッテ U —び あび つたと さは 

高 水温 警告 好び 点滅 
または 点 好した 


r 八 イブ U ッド システム 過熱」  \ 
と 警告メッセージび 表示され た/ 


エンジン ルームから 
蒸気び 立ちのぼった 


P. 巳 巳 3 


オーバーヒートした とさは 


キーを なくした  > 

P. 巳 44 

キーを な < したと をは 

補 機 バッテ U —び あびった  > 

P. 巳 47 

補禮ノ  くッテ U —び あび つたと さは 

ドアが 施錠で さない 


ドア 


ホーンび 鳴り 出した  > 

P. 196 

オート アラーム 

めかる みや 砂地な どで  \ 

動けな く なった  / 

P. 巳 日 8 

スタックした とさは 

已91 


症状 別 さくいん 


警告 打び 点 丹- 点滅した 


警告な びつ いたと さは 


巧 ミ 

( .  曰 巧 Q の 

、0 な  のよ 巧 S 口 

、の @ 々み  み 

ク四蹄 1 を。  "ITn 

Si  -i  i； 

ITIPP387 

■警告な 一覧 


A 

マスター ウ オー 
こング  P. 已〇扫 

(©) 

ブレーキ 警告 灯 
(赤色）  P. 己 03 

口 

充電 警告な 

P. 已 04 

ょ 

高 水温 警告な 

P. 已 04 

Co 

エンジン 警告な 

P. 已 04 

か 

SRS エアバッグ/ プ U テン 
シヨ ナー 警告 打 P. 已 04 

0! 

パワー ステア リング 
警告 灯  P. 已〇已 

PCS 

PCS 警告な 
(点滅）  P. 已〇已 

固 

ス 1」 ップ 表示な 
(点な）  P.  505 

(①） 

電子 制御 ブレーキ 警 
告な （黄色） P.  505 

!d 

ヘッド ランプ オート レべ 

U ング 警告 丹  P. 已〇已 

、巧 

クルー ズ〕 ント □-ル 
表示 打 《 （点滅） P.  505 

(風 


ABS  & ブレーキ アシ 
ス ト 警告な  P.  504 


瞭 


車 間 制御 モー ド 表示な 
(点滅）  P.  505 


S レーダー クルーズ コン ト □ー ル 装着 車は、 定ま 制御 モー ド 表示な にな 0 ます。 


已 92 


症状 別 さ < いん 


み 

半 ドア 警告な 

P. 已〇巨 

ステア U ング ヒーター 

表示 曰 （点滅） P.  505 

曲 

燃料 残 量 警告 灯 

P. 已〇巨 

&  運転席 シート ベルト 非 着用 
が  警告 灯  P.  506 


PASSENGER  も 


田] 手 席 シー ト ベルト 
非 着用 警告 灯 P. 己〇已 


警告音び 鳴った 


■警告 巧の 点灯. 点滅、 または マルチ インフォメーション デ ィス 
プレイの 警告 メ ッ セージを ご 確認く ださい。 

• 警告 打び 点 巧- 点滅して いる （一 P. 已 03) 

♦警告メッセージび 表示され ている （一 P. 已 08) 


■警告 巧の 点灯- 点滅 や、 マルチ インフォ メー シヨ ン ディ スプレ 
イに 警告 メ ッ セージの 表 おびない とさ、 または 車 外で 警告音び 
鳴った ときは、 なの ことを ご 確認く ださい。 


お 車の 状況 

鳴った とさの 状況 

参照 ページ 

停車/駐車 中 

ドアを 開けた とさ 

P. 147 

スマ ー ト エン ト IJ  一 & スター トシ 
ス テムで ドアを 施錠し よ ラと した 
とを 

ワイヤレス リモコンで ドアを 施錠 
しよ つと したと を 

P. 1 己 目 

シフ ト ポジ シ ヨンを R に したと さ 

P.  2 己 1 

走行 中 

シフ ト 操作を 行った とを 

P.  2 已〇 
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八 イブ u ツ ド さ < いん 

八 イブ リツ ドを < いん 


■プラグ インハイ ブ リツ ド システムに ついての 解説 


■ プラグ イン 八 イブ リッ ド システムの 特徴 . P.  28 

■ハ イブ リッ ド システムに ついての ま 意 事項 

■ ご 使用になる にあたって 

高電圧 部位 . P.  38 

駆動 用 電池を 却 用 吸入 口 . P.  39 

I 充電に ついて 

■充電に 関ず る 装備に ついて . P.  84 

■接続 可能な 外部 電源に ついて . P.  90 

■充電の しかた . P.  9 已 

■正常に 充電で さない ときは . P. 1 13 

■充電に ついての メッセー ジ . P. 已 22 


I 運転の しかた 

■運転に あたって . P.  228 

■ハ イブ リッ ド システムの 始動ち 法 . P.  239 

■ トランスミッション . P.  246 

|外部電源供給システム 

■夕'! ■部 電源供給 システム について . P. 1 19 

■外部 電源供給 システムの 使いち . P. 124 

■正常に 作動 しないと をは . P. 137 

■が 部 電源供給 システムの 点検 . P. 138 


已 94 


八 イブ u ッ ド さ < いん 


I 環境に 配慮した 経済的な 運転 

■ プラグ イン 八 イブ リッ ド 車 運転の ア ド バイス . P. 已 4 

■  EV 走行可能 距離に ついて . P. 已 7 

I 事故び 起きた ときは 

■事が が 発生した とさの 警告 . P.  42 

I 八 イブ リッ ド 車 特有の 説明び ある 項目 

■ 車両 接近 通報 装置 . P.  33 

■計器 類 . P.  258 

■表示: 打/警告な . P.  261 

■警告 メッセー ジ . P. 已 08 

■ エネ ルギー モニター/ 燃費 画面 . P.  44 

■八 イブ リッ ド システム インジケーター . P.  267 

■ボンネット . P.  44 巨 

■けん 引に ついて . P.  497 

■八 イブ リッ ド システムび 始動で さない とさは . P. 已 42 

■補 機バッ テリーび あびった とさは . P. 已 47 

■才 ーバー ヒート したと をは . P. 己已 3 


已 9 已 


I 


ガソリンスタンドでの 情報 

給油 や 交換な どの 際に 必要になる 頃 目を まとめて あります。 


ボン ネッ ト フック 


P.  446 


徹由 □ 


P. 191 


燃料 タンクの 容量 
(参考 値） 

4 巳 L 

燃料の 種類 

無鉛 レギュ ラー ガソ U ン  P. 己已 2 

タイヤが; 令え ている 
とさの 空気 圧 

前輪： 吕己〇 に .己） kPa 化邑 /cm ろ 
後輪： 吕 40 に. 4)  kPa 化邑 /cm ピ） 

エンジン オイル 容量 
(参考 値） 

オイルの み 交換 時：  3.9L 
オイルと フィルター交換 時：  4.2L 

エンジン オイルの 
種類 

トヨタ 純正 モ ー タ ー オイル 

■  SN  0W-20  (A 円  SN,  RC/ILSAC  GF-5,  SAE  0W-20) 

■  SN  日 W-2 日 （A 円  SN,  RC/ILSAC  GF-5,  SAE  日 W-2 日） 

■  SN  日 W-3 日 （A 円  SN,  RC/ILSAC  GF-5,  SAE  已 W-3 日） 

■  SN  1 日 W-3 日 (A 円  SN,  RC/ILSAC  GF- 己, SAE  1 日 W-3 日） 

已 96 


巧電 スタンドでの 情報 


P.  84 


接続 タイプ 

普通 充電 

定格 電圧/ 電流 

AC100V  12A、 AC200V  1 2A 

充電に要ずる時間^ 

約 3 時間 （AC] 曰 0V) 

約] 時間 3 日 分 (AC200V) 

電池 種類 

U チウ ムイ オン 電池 

充電 電力 量 

約 3.0 kWh  (AC200V での 充電 時） 

^  EV 走行可能 距離が 日 km になって か 5 満 充電になる までの 目安です。 

充電 手順に ついては、 1 章の 「充電の しかた」 を 参照して < ださい。 

充電 スタンドに 備え付けの 充電 コネクター により、 取り扱いが 異なる 場合び 
あります。 各 スタンド にご 確認く ださい。 


お問い 含 わせ、 ご 相談は 
下記へ お願いいた します。 

トヨタ自動車 株式会社 お客様 相談 センター 

全国 共通 • フリー コール 


固 0800 -700-7700 


オー フン 時間 3 日日 曰 目; 弧〜 18:0 日 

所在地 〒化 日- 8711 名ち 屋 市中 村 区 名 駅 4T 目 7 番 1 号 

「個人情報 保護ち 針」 について は、 
http://www.toyota.co.jp にて 掲載して おります。 


1-3 巧 白 動 軍 巧 巧を 社: 

http://toyota.Jp 
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